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月 Ր 水 木 ۚ ౔ 日 備考

4 ʗ 1

4 ʗ 2 4 ʗ 3 在学生オリエンテーション 4 ʗ 4 入学式 4 ʗ 5 オリエンテーション 4 ʗ 6 オリエンテーション 4 ʗ 7 4 ʗ 8

4 ʗ 9 ① 4 ʗ10 ① 4 ʗ11 ① 4 ʗ12 ① 4 ʗ13 ① 4 ʗ14 4 ʗ15 教育学科養護教諭コース 3 年次
養護実習： 4 / 9 ～ 4 /27

4 ʗ16 ② 4 ʗ17 ② 4 ʗ18 ② 4 ʗ19 ② 4 ʗ20 ② 4 ʗ21 4 ʗ22

4 ʗ23 ③ 4 ʗ24 ③ 4 ʗ25 ③ 4 ʗ26 ③ 4 ʗ27 ③ 4 ʗ28 4 ʗ29 ত和の日

4 ʗ30 振ସ休日 5 ʗ 1 7 /16の振ସ休日 5 ʗ 2 9 /24の振ସ休日 5 ʗ 3 憲法記念日 5 ʗ 4 みどりの日 5 ʗ 5 こどもの日 5 ʗ 6

5 ʗ 7 ④ 5 ʗ 8 ④ 5 ʗ 9 ④ 5 ʗ10 ④ 5 ʗ11 ④ 5 ʗ12 5 ʗ13

5 ʗ14 ⑤ 5 ʗ15 ⑤ 5 ʗ16 ⑤ 5 ʗ17 ⑤ 5 ʗ18 ⑤ 5 ʗ19 5 ʗ20 こども学科 2 年次
教育実習： 5 /14～ 6 / 1

5 ʗ21 ⑥ 5 ʗ22 ⑥ 5 ʗ23 ⑥ 5 ʗ24 ⑥ 5 ʗ25 ⑥ 5 ʗ26 5 ʗ27

5 ʗ28 ⑦ 5 ʗ29 ⑦ 5 ʗ30 ⑦ 5 ʗ31 ⑦ 6 ʗ 1 ⑦ 6 ʗ 2 6 ʗ 3 健康福祉学科ï介護） 4 年次
訪問介護実習： 6 /18～ 6 /29

6 ʗ 4 ⑧ 6 ʗ 5 ⑧ 6 ʗ 6 ⑧ 6 ʗ 7 ⑧ 6 ʗ 8 ⑧ 6 ʗ 9 6 ʗ10 健康福祉学科ï介護） 2 年次
介護基礎実習： 6 /27～ 6 /29

6 ʗ11 ⑨ 6 ʗ12 ⑨ 6 ʗ13 ⑨ 6 ʗ14 ⑨ 6 ʗ15 ⑨ 6 ʗ16 6 ʗ17

6 ʗ18 ᶌ 6 ʗ19 ᶌ 6 ʗ20 ᶌ 6 ʗ21 ᶌ 6 ʗ22 ᶌ 6 ʗ23 6 ʗ24

6 ʗ25 ᶍ 6 ʗ26 ᶍ 6 ʗ27 ᶍ 6 ʗ28 ᶍ 6 ʗ29 ᶍ 6 ʗ30 7 ʗ 1

7 ʗ 2 ᶎ 7 ʗ 3 ᶎ 7 ʗ 4 ᶎ 7 ʗ 5 ᶎ 7 ʗ 6 ᶎ 7 ʗ 7 7 ʗ 8

7 ʗ 9 ᶏ 7 ʗ10 ᶏ 7 ʗ11 ᶏ 7 ʗ12 ᶏ 7 ʗ13 ᶏ 7 ʗ14 7 ʗ15

7 ʗ16 海の日ᶐ 7 ʗ17 ᶐ 7 ʗ18 ᶐ 7 ʗ19 ᶐ 7 ʗ20 ᶐ 7 ʗ21 7 ʗ22

7 ʗ23 ᶑ 7 ʗ24 ᶑ 7 ʗ25 ᶑ 7 ʗ26 ᶑ 7 ʗ27 ᶑ 7 ʗ28 7 ʗ29 教育学科 4 年次
保育実習Ⅱ又は保育実習Ⅲ： 8 月

7 ʗ30 補講・試験日  7 ʗ31 補講・試験日  8 ʗ 1 補講・試験日  8 ʗ 2 補講・試験日  8 ʗ 3 補講・試験日  8 ʗ 4 8 ʗ 5 教育学科養護教諭コース 2 年次
؃護学臨চ実習： 8 月中

8 ʗ 6 8 ʗ 7 8 ʗ 8 8 ʗ 9 8 ʗ10 8 ʗ11 山の日 8 ʗ12 健康福祉学科ï介護） 3 年次
介護実習Ⅱ： 8 /20～ 9 /28

8 ʗ13 8 ʗ14 8 ʗ15 8 ʗ16 8 ʗ17 8 ʗ18 8 ʗ19 健康福祉学科 3 年次
相談援助実習： 8 月～ 9 月

8 ʗ20 8 ʗ21 8 ʗ22 8 ʗ23 8 ʗ24 8 ʗ25 8 ʗ26 教育学科 3 年次
教育実習Ⅰï幼ŋ小ð：
　　　　　 幼稚園　 8 /20～ 9 / 7
　　　　　 小学校　 8 /20～ 9 /148 ʗ27 8 ʗ28 8 ʗ29 8 ʗ30 8 ʗ31 9 ʗ 1 9 ʗ 2

9 ʗ 3 9 ʗ 4 9 ʗ 5 学園創立記念日 9 ʗ 6 9 ʗ 7 9 ʗ 8 9 ʗ 9 心理カウンセリング学科 4 年次
ਫ਼神保健福祉援助実習： 8 月～ 9 月

9 ʗ10 9 ʗ11 9 ʗ12 9 ʗ13 9 ʗ14 9 ʗ15 9 ʗ16 こども学科 2 年次
保育実習（保育所）： 8 月～ 9 月

9 ʗ17 ࿝の日ܟ 9 ʗ18 9 ʗ19 9 ʗ20 オリエンテーション 9 ʗ21 ① 9 ʗ22 9 ʗ23 秋分の日 こども学科 2 年次
保育実習（施設）： 9 月～12月　

9 ʗ24 振ସ休日① 9 ʗ25 ① 9 ʗ26 ① 9 ʗ27 ① 9 ʗ28 9 ʗ29 大学ࡇ 9 ʗ30

10ʗ 1 ② 10ʗ 2 ② 10ʗ 3 ② 10ʗ 4 ② 10ʗ 5 ② 10ʗ 6 10ʗ 7

10ʗ 8 体育の日 10ʗ 9 ③ 10ʗ10 ③ 10ʗ11 ③ 10ʗ12 ③ 10ʗ13 10ʗ14

10ʗ15 ③ 10ʗ16 ④ 10ʗ17 ④ 10ʗ18 ④ 10ʗ19 ④ 10ʗ20 10ʗ21

10ʗ22 ④ 10ʗ23 ⑤ 10ʗ24 ⑤ 10ʗ25 ⑤ 10ʗ26 ⑤ 10ʗ27 10ʗ28

10ʗ29 ⑤ 10ʗ30 ⑥ 10ʗ31 ⑥ 11ʗ 1 ⑥ 11ʗ 2 ⑥ 11ʗ 3 文化の日 11ʗ 4

11ʗ 5 ⑥ 11ʗ 6 ⑦ 11ʗ 7 ⑦ 11ʗ 8 ⑦ 11ʗ 9 ⑦ 11ʗ10 11ʗ11

11ʗ12 ⑦ 11ʗ13 ⑧ 11ʗ14 ⑧ 11ʗ15 ⑧ 11ʗ16 ⑧ 11ʗ17 11ʗ18

11ʗ19 ⑧ 11ʗ20 ⑨ 11ʗ21 ⑨ 11ʗ22 ⑨ 11ʗ23 勤労感謝の日⑨ 11ʗ24 11ʗ25

11ʗ26 ⑨ 11ʗ27 ᶌ 11ʗ28 ᶌ 11ʗ29 ᶌ 11ʗ30 ᶌ 12ʗ 1 12ʗ 2

12ʗ 3 ᶌ 12ʗ 4 ᶍ 12ʗ 5 ᶍ 12ʗ 6 ᶍ 12ʗ 7 ᶍ 12ʗ 8 12ʗ 9

12ʗ10 ᶍ 12ʗ11 ᶎ 12ʗ12 ᶎ 12ʗ13 ᶎ 12ʗ14 ᶎ 12ʗ15 12ʗ16

12ʗ17 ᶎ 12ʗ18 ᶏ 12ʗ19 ᶏ 12ʗ20 ᶏ 12ʗ21 ᶏ 12ʗ22 12ʗ23 ఱߖ஀生日

12ʗ24 振ସ休日 12ʗ25 12ʗ26 12ʗ27 12ʗ28 12ʗ29 12ʗ30

12ʗ31 1 ʗ 1 元୴ 1 ʗ 2 1 ʗ 3 1 ʗ 4 1 ʗ 5 1 ʗ 6

1 ʗ 7 ᶏ 1 ʗ 8 ᶐ 1 ʗ 9 ᶐ 1 ʗ10 ᶐ 1 ʗ11 ᶐ 1 ʗ12 1 ʗ13

1 ʗ14 成人の日 1 ʗ15 11/23の振ସ休日 1 ʗ16 ᶑ 1 ʗ17 ᶑ 1 ʗ18 ᶑ 1 ʗ19 1 ʗ20

1 ʗ21 ᶐ 1 ʗ22 ᶑ 1 ʗ23 補講・試験日  1 ʗ24 補講・試験日  1 ʗ25 補講・試験日  1 ʗ26 1 ʗ27

1 ʗ28 ᶑ 1 ʗ29 補講・試験日  1 ʗ30 1 ʗ31 2 ʗ 1 2 ʗ 2 2 ʗ 3

2 ʗ 4 補講・試験日  2 ʗ 5 2 ʗ 6 2 ʗ 7 2 ʗ 8 2 ʗ 9 2 ʗ10 健康福祉学科ï介護） 2 年次
介護実習Ⅰ： 2 /12～ 3 /11

2 ʗ11 国記念の日ݐ 2 ʗ12 2 ʗ13 2 ʗ14 2 ʗ15 2 ʗ16 2 ʗ17 心理カウンセリング学科 3 年次
ਫ਼神保健福祉援助実習： 2 月～ 3 月

2 ʗ18 2 ʗ19 2 ʗ20 2 ʗ21 2 ʗ22 2 ʗ23 2 ʗ24 教育学科 3 年次
保育実習Ⅰï保育所ð ： 2 月

2 ʗ25 2 ʗ26 2 ʗ27 2 ʗ28 3 ʗ 1 3 ʗ 2 3 ʗ 3 教育学科 3 年次
保育実習Ⅰï施設ð： 3 月

3 ʗ 4 3 ʗ 5 3 ʗ 6 3 ʗ 7 3 ʗ 8 3 ʗ 9 3 ʗ10

3 ʗ11 3 ʗ12 3 ʗ13 3 ʗ14 3 ʗ15 3 ʗ16 3 ʗ17

3 ʗ18 3 ʗ19 学位記授与式 3 ʗ20 3 ʗ21 春分の日 3 ʗ22 3 ʗ23 3 ʗ24

3 ʗ25 3 ʗ26 3 ʗ27 3 ʗ28 3 ʗ29 3 ʗ30 3 ʗ31

平成30年度　北翔大学・北翔大学短期大学　学事日程



講義要綱 SYLLABUS の利用にあたって
この࡭子は、2018（平成30）年度に開講される授業科目の概要が記載されています。
授業の概要や到達目標をよく確認して授業を選択する参考にしてください。シラバスには、授
業の担当教員名や、単位数等の他、次のような事項が記載されています。シラバスに記載され
た内容をよく理解し、授業に臨んでください。

・授業のねらい
・到達目標
・授業計画
・準備学習の内容（事前・事後の学習）
・使用するテキスト（教科書）や、参考書
・成績評価の方法（どのような基準で評価が決まるのか）
・質問への対応（連བྷ先など）
・その他（履修に当たっての特に注意すべき事項が記載されています）

《学習形態》

「授業の計画」各回のӈཝに書かれている記߸は学習形態を表し、授業の進め方、指導方法を
表しています。

学習形態の用語説明

記߸ 学習形態 概要説明

A 講義

# 演習

C 実験

D 実習

& 実技

F プレゼンテーション 学生が、指示されたテーマや課題について、グループもしくは単ಠで調査・
学習・実習等を行い、そのことについて他の受講生や教員等聴ऺの前で発表
する学習方法である。発表形式は、パワーポイントなどの情報機器を活用し
たものやポスターセッションなど様々である。発表後は、聴ऺからの質疑に
応答する。○○発表会、○○報告会等を含む。

( レポートライティング 与えられたテーマや課題について調査や実験等を行い、調べた事実やデータ
を分析して、その過程と結果・考察などを文書にまとめる。あるいは、授業
で学習したことを自分の言葉でまとめたり、自分の経験したことや体験した
ことなどについて、感じたことを理由とともにまとめるなど、知識や経験を
自分の力で文書で表現する学習方法である。

H グループワーク 教員から与えられた課題に対して、小グループ（ 3 人から 6 人程度が一般
的）内で共同作業やコミュニケーションをとりながら学修を進めていく協同
学習である。コミュニケーション能力、メンバーが役割を分担した上で相互
に協力・協働して課題に取り組む姿勢、自分の意見を主ுする力と他人の意
見を受け入れる力、決められた時間内に課題を解決して答えを出す力などを
養成し、学生が社会に出てから活動するために必要な力を身につける。



I ディベート ある公的な主題についてҟなる立場（ߠ定側と൱定側）に分かれ議論するこ
とを通して、第三者を٬観的な証拠に基づいて説得するコミュニケーション
形態（討論をする形式）である。
ディベートを通して学生の思考が活性化され、自分の意見や問題意識を持っ
たり、より論理的な考え方ができるようになるといった効果が期待される。

J 事例研究 ある事例について調査・研究し、問題の所在・原因を究明し、どのように対
処するか解決策を見出す学習活動である。指導者は、学生の個別または集団
研究に対して、研究の場を設定し、具体的な助言をしたり、事例を紹介した
り、研究をコーディネートしたりして、学生の研究を導く立場で関わる。

, ワークシート 授業前あるいは授業中に、学習の課題や問題等を提示した用紙を用い、調べ
たことや理解したことを確認し、理解の深化を促す学習方法である。また、
講義の内容を書き込めるように準備された用紙等で理解の確認を行ったり、
ワークシートに記入された個々の考えをもとに、ペアやグループワークで話
し合い、学習内容を共有することもある。

L ふり返り 授業の్中や終了時に、理解したことや分からなかったこと等について確認
を行い、理解の促進を図る学習方法である。確認の方法としては、振り返り
シート等の記入、ペア・グループワークによる意見の共有などがある。

M フィールドワーク 社会調査における情報収集技法の一つである。研究者が直接現場へ出かけ一
定期間滞在し、人々の生活に密着しながら出来事を観察・記述し、そのۭ間
の社会的構造をリアルに分析しようとするものである。
アクティブ・ラーニングの視点から、本学での「フィールドワーク」とは教
員が提示したテーマや課題等について、学生が直接現場へ出かけ実地調査や
研究等を通して、より深く分析し課題解決に向かうことをねらいとした学習
形態である。

/ ロールプレイ 現実に起こる場面を想定して、参加者がそれぞれに与えられた役割を演じ
ïロールプレイð、疑ࣅ体験（シミュレート）をする学習方法である。技術・
技能の修得や、現実的なケースにおける多面的な見方、態度・姿勢の涵養、
他人の立場への理解などを促進する際に効果的である。





教 育 課 程 表





教育文化学部　全学共通科目 ○単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

就業力養成科目

キ ャ リ ア 演 習 Ⅲ 演習 1 小　川　美　Ն 1

キ ャ リ ア 演 習 ᶚ 演習・講義 1 小　川　美　Ն 2

教育文化学部　教育学科　発展科目

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

心身・健康に関する科目群

ス ポ ー ツ 施 設 管 理 論 講義 2 水　野　信太࿠ スポーツ教育学科専門科目 ĢスĤ認定トレーニング_必修 3

社会と生活に関する科目群

社 会 教 育 計 画 講義 2 藤　川　和　信 Ģ教ĤĢܳĤĢ心ĤĢスĤĢ健Ĥ社会教育主事_必修 4

社 会 教 育 課 題 研 究 講義 2 宗　本　和　ത Ģ教ĤĢܳĤĢ心ĤĢスĤĢ健Ĥ社会教育主事_必修 5

社 会 教 育 課 題 演 習 演習 2 Ѩ　部　　　豊 Ģ教ĤĢܳĤĢ心ĤĢスĤĢ健Ĥ社会教育主事_必修 6

社 会 教 育 施 設 論 講義 2 Ѩ　部　　　豊 Ģ教ĤĢܳĤĢ心ĤĢスĤĢ健Ĥ社会教育主事_選必 7

教育文化学部　芸術学科　発展科目

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

心身・健康に関する科目群

ス ポ ー ツ 施 設 管 理 論 講義 2 水　野　信太࿠ スポーツ教育学科専門科目 ĢスĤ認定トレーニング_必修 3

社会と生活に関する科目群

社 会 教 育 計 画 講義 2 藤　川　和　信 Ģ教ĤĢܳĤĢ心ĤĢスĤĢ健Ĥ社会教育主事_必修 4

社 会 教 育 課 題 研 究 講義 2 宗　本　和　ത Ģ教ĤĢܳĤĢ心ĤĢスĤĢ健Ĥ社会教育主事_必修 5

社 会 教 育 課 題 演 習 演習 2 Ѩ　部　　　豊 Ģ教ĤĢܳĤĢ心ĤĢスĤĢ健Ĥ社会教育主事_必修 6

社 会 教 育 施 設 論 講義 2 Ѩ　部　　　豊 Ģ教ĤĢܳĤĢ心ĤĢスĤĢ健Ĥ社会教育主事_選必 7

教育文化学部　心理カウンセリング学科　発展科目

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

心身・健康に関する科目群

ス ポ ー ツ 施 設 管 理 論 講義 2 水　野　信太࿠ スポーツ教育学科専門科目 ĢスĤ認定トレーニング_必修 3

社会と生活に関する科目群

社 会 教 育 計 画 講義 2 藤　川　和　信 Ģ教ĤĢܳĤĢ心ĤĢスĤĢ健Ĥ社会教育主事_必修 4

社 会 教 育 課 題 研 究 講義 2 宗　本　和　ത Ģ教ĤĢܳĤĢ心ĤĢスĤĢ健Ĥ社会教育主事_必修 5

社 会 教 育 課 題 演 習 演習 2 Ѩ　部　　　豊 Ģ教ĤĢܳĤĢ心ĤĢスĤĢ健Ĥ社会教育主事_必修 6

社 会 教 育 施 設 論 講義 2 Ѩ　部　　　豊 Ģ教ĤĢܳĤĢ心ĤĢスĤĢ健Ĥ社会教育主事_選必 7

教
育
課
程
表

ʬ免許ŋ資格ཝ標記ʭ Ģ教Ĥ：教育学科､ĢܳĤ：ܳ 術学科､Ģ心Ĥ：心理カウンセリング学科､ĢスĤ：スポーツ教育学科､Ģ健Ĥ：健康福祉学科



教育文化学部　学部共通科目 ○単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

リ カ レ ン ト 教 育 論 講義 2 佐々木　๜　子 発展科目 Ģ教ĤĢܳĤĢ心ĤĢスĤĢ健Ĥ社会教育主事_選必 9

教育学科　学科専門科目　コース共通科目

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

学校ボランティア活動Ⅰ 実習 ˡ 1 ˠ 二　宮　孝　行 初等教育ŋ幼児教育ŋ音楽コース

ܳ術学科同時展開

集中講義

11

今　野　洋　子 養護教諭コース

集中講義
12

佐　藤　朱　美

学校ボランティア活動Ⅱ 実習 ˡ 1 ˠ 二　宮　孝　行 初等教育ŋ幼児教育ŋ音楽コース

ܳ術学科同時展開

集中講義

13

今　野　洋　子 養護教諭コース

集中講義
14

佐　藤　朱　美

卒 業 研 究 演習 ˡ④ˠ 担　当　教　員 集中講義 15

知 的 障 害 教 育 Ⅱ 講義 2 瀧　澤　　　聡 スポーツ教育学科同時展開 Ģ教ĤĢスĤ特支 1 種_必修 16

肢 体 不 自 由 教 育 Ⅱ 講義 2 石　川　　　大 スポーツ教育学科同時展開 Ģ教ĤĢスĤ特支 1 種_必修 17

特別支援教育実習事後指導 講義 1 伊　藤　政　勝 集中講義 Ģ教Ĥ特支 1 種_必修

18石　川　　　大

石　塚　誠　之

特 別 支 援 教 育 実 習 実習 2 2 伊　藤　政　勝 集中講義 Ģ教Ĥ特支 1 種_必修

19石　川　　　大

石　塚　誠　之

特 別 支 援 実 践 論 Ⅲ 演習 2 伊　藤　政　勝
20

石　川　　　大

教育学科　学科専門科目　初等教育・幼児教育コース専門科目

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

教 職 実 践 演 習 ï 幼 ŋ 小 ð 演習 2 中　川　洋　一 Ģ教Ĥ幼ŋ小 1 種_必修

21
二　宮　孝　行

伏　見　千悦子

山　崎　正　明

教
育
課
程
表



教育学科　学科専門科目　初等教育コース専門科目 ○単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

理 科 指 導 法 Ⅲ 講義 2 横　山　　　光 Ģ教Ĥ小 1 種_選択 22

図 画 工 作 科 指 導 法 Ⅲ 講義 2 山　崎　正　明 Ģ教Ĥ小 1 種_選択 23

家 庭 科 指 導 法 Ⅲ 講義 2 木　下　教　子 Ģ教Ĥ小 1 種_選択
24

角　田　成　子

小 学 校 教 育 研 究 Ⅲ 講義 2 横　山　　　光
25

二　宮　孝　行

教育学科　学科専門科目　幼児教育コース専門科目

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

幼 稚 園 教 育 研 究 Ⅲ 講義 2 澤　田　悦　子 26

保 育 の 心 理 学 Ⅱ 演習 1 石　塚　誠　之 Ģ教Ĥ保育士_必修 27

こ ど も の 食 と 栄 養 演習 2 木　下　教　子 Ģ教Ĥ保育士_必修 28

保 育 課 程 論 講義 2 武　田　克　江 Ģ教Ĥ保育士_必修 29

障 害 児 保 育 演習 2 神　田　英　治 Ģ教Ĥ保育士_必修 30

保 育 相 談 支 援 演習 1 舟　橋　安　幸 Ģ教Ĥ保育士_必修 31

保 育 実 習 Ⅱ 実習 2 工　藤　ゆかり 集中講義 Ģ教Ĥ保育士_選必

32澤　田　悦　子

長　津　詩　織

保 育 実 習 Ⅲ 実習 2 工　藤　ゆかり 集中講義 Ģ教Ĥ保育士_選必

33澤　田　悦　子

長　津　詩　織

保 育 実 習 指 導 Ⅱ 演習 1 工　藤　ゆかり Ģ教Ĥ保育士_選必

34澤　田　悦　子

長　津　詩　織

保 育 実 習 指 導 Ⅲ 演習 1 工　藤　ゆかり Ģ教Ĥ保育士_選必

35澤　田　悦　子

長　津　詩　織

保 育 実 践 演 習 演習 2 工　藤　ゆかり Ģ教Ĥ保育士_必修

36澤　田　悦　子

長　津　詩　織

教
育
課
程
表



教育学科　専門科目　養護教諭コース専門科目 ○単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

学 校 保 健 組 織 活 動 論 講義 2 佐　藤　朱　美 37

保 健 室 経 営 演 習 Ⅰ 演習 2 今　野　洋　子 選択必修科目 38

保 健 室 経 営 演 習 Ⅱ 演習 2 今　野　洋　子 集中講義 39

教職実践演習ï養護教諭ð 演習 2 今　野　洋　子 Ģ教Ĥ養教 1 種_必修
40

佐　藤　朱　美

養 護 教 諭 教 育 研 究 Ⅱ 講義 2 佐　藤　朱　美 41

養 護 教 諭 教 育 研 究 Ⅲ 講義 2 今　野　洋　子 集中講義 42

教育学科　学科専門科目　音楽コース専門科目

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

ピ ア ノ 総 合 演 習 Ⅱ 演習 2 鈴　木　しおり 集中講義

43加　藤　久美子

南　山　雅　樹

教 育 実 習 事 後 指 導 講義 1 鈴　木　しおり Ģ教Ĥ中ŋ高 1 種ï音楽ð_必修
44

今　井　敏　勝

教 育 実 習 Ⅰ 実習 4 4 今　井　敏　勝 集中講義 Ģ教Ĥ中 1 種ï音楽ð_必修､高 1 種ï音楽ð_選必
45

鈴　木　しおり

教 育 実 習 Ⅱ 実習 2 2 今　井　敏　勝 集中講義 Ģ教Ĥ高 1 種ï音楽ð_選必
46

鈴　木　しおり

教 職 実 践 演 習 ï 中 ŋ 高 ð 演習 2 今　井　敏　勝 Ģ教Ĥ中ŋ高 1 種ï音楽ð_必修
47

鈴　木　しおり

音 楽 教 育 研 究 Ⅲ 演習 2 今　井　敏　勝 48

教
育
課
程
表



芸術学科　学科専門科目　専門科目 ○単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

アート教育・文化

ത 物 館 実 習 実習 ˡ 3 ˠ ږ　　　　　ྛ 一部集中講義 ĢܳĤ学ܳ員_必修
49

横　山　　　光

౎ 市 と ۭ 間 の 法 規 講義 2 村　中　ܟ　維 ĢܳĤ 2 級ݐ築士_必修､インテリアプランナー_選必 50

住 ୐ と ۭ 間 の 生 ࢈ 講義 2 新　֋　孝　之 ĢܳĤ 2 級ݐ築士_必修､インテリアプランナー_選必 51

立体表現

創 作 テ キ ス タ イ ル 演習 2 大信田　੩　子 選択必修科目 52

空間・身体表現

෣ གྷ 専 門 研 究 演習 2 田　　　光　子 53

生 活 環 境 講義 2 小　室　੖　ཅ ĢܳĤ 2 級ݐ築士_必修､インテリアプランナー_選必 54

発想・企画・プレゼンテーション

デジタルコンテンツ制作 演習 2 田　月　඙　߂
55

দ　澤　　　衛

演 ܶ と ө 画 演習 2 দ　澤　　　衛 選択必修科目
56

村　দ　װ　男

教
育
課
程
表



芸術学科　学科専門科目　応用実践科目 ○単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

総合・統合

ポ ー ト フ Υ リ オ 制 作 Ⅱ 演習 1 ઙ　井　貴　໵ 一部集中講義

57

大信田　੩　子

小　室　੖　ཅ

千　ཬ　政　文

෌　田　ྰ　子

Ӭ　野　光　一

ږ　　　　　ྛ

দ　澤　　　衛

村　দ　װ　男

৿　井　　　ҁ

田　　　Ը　᥇

ब 業 力 実 践 演 習 演習 1 小　室　੖　ཅ 集中講義

58

ઙ　井　貴　໵

大信田　੩　子

千　ཬ　政　文

෌　田　ྰ　子

Ӭ　野　光　一

ږ　　　　　ྛ

দ　澤　　　衛

村　দ　װ　男

৿　井　　　ҁ

卒 業 研 究 演習 ˡ④ˠ 担　当　教　員 集中講義 59

教育文化学部　芸術学科　教職に関する科目

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

教 育 実 習 事 後 指 導 講義 ① ږ　　　　　ྛ ĢܳĤ中ŋ高 1 種ï美術ð_必修 61

教 育 実 習 Ⅰ 実習 4 4 ږ　　　　　ྛ 一部集中講義 ĢܳĤ中 1 種ï美術ð_必修､高 1 種ï美術ð_選必 62

教 育 実 習 Ⅱ 実習 2 2 ږ　　　　　ྛ 集中講義 ĢܳĤ高 1 種ï美術ð_選必 63

教 職 実 践 演 習 ï 中 ŋ 高 ð 講義・演習 ② ږ　　　　　ྛ ĢܳĤ中ŋ高 1 種ï美術ð_必修 64

教
育
課
程
表



教育文化学部　芸術学科　教科又は教職に関する科目 ○単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

学校ボランティア活動Ⅰ 実習 ˡ 1 ˠ 二　宮　孝　行 教育学科ï初ŋ幼ŋ音ð同時展開

集中講義
65

学校ボランティア活動Ⅱ 実習 ˡ 1 ˠ 二　宮　孝　行 教育学科ï初ŋ幼ŋ音ð同時展開

集中講義
66

教
育
課
程
表



心理カウンセリング学科　学科専門科目 ○単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ4 年次

前 後

モ チ ベ ー シ ョ ン 心 理 学 講義 2 佐　藤　ࢸ　英 Ģ心Ĥ認定心理士_選必､福祉心理士_選必 67

社 会 的 養 護 論 講義 2 ధ　木　康　夫 Ģ心Ĥ福祉心理士_選必 68

少 年 非 行 と ڲ 正 教 育 講義 2 飯　田　ত　人 69

キャリアカウンセリング 講義 2 小ּ原　ַ　洋 集中講義 Ģ心Ĥ認定心理士_選必
70

Տ　田　༞　ี

高 ྸ 社 会 と 生 涯 教 育 講義 2 ৿　口　ᚸ　衣 71

現 代 社 会 と 臨 চ 心 理 学 講義 2 新　川　貴　ل Ģ心Ĥ福祉心理士_選必

72

飯　田　ত　人

෩　間　雅　江

小　ࡔ　守　孝

澤　　　聡　一

佐　藤　ࢸ　英

対人コミュニケーション演習 講義 2 ෩　間　雅　江 73

現 代 社 会 と 福 祉 Ⅰ 講義 2 伊　藤　新一࿠ 健康福祉学科同時展開 Ģ心Ĥਫ਼神保健福祉士_必修､福祉心理士_選必､

社会福祉主事_選必

Ģ健Ĥ社会福祉士_必修､社会福祉主事_選必

74

現 代 社 会 と 福 祉 Ⅱ 講義 2 伊　藤　新一࿠ 健康福祉学科同時展開 Ģ心Ĥਫ਼神保健福祉士_必修､福祉心理士_選必､

社会福祉主事_選必

Ģ健Ĥ社会福祉士_必修､社会福祉主事_選必

75

社会福祉行政ŋ福祉計画論 講義 2 伊　藤　新一࿠ 健康福祉学科同時展開 Ģ心Ĥਫ਼神保健福祉士_必修､福祉心理士_選必､

社会福祉主事_選必

Ģ健Ĥ社会福祉士_必修､社会福祉主事_選必

76

ਫ਼ 神 保 健 福 祉 学 Ⅲ 講義 2 橋　本　٠次࿠ Ģ心Ĥਫ਼神保健福祉士_必修､福祉心理士_選必

77今　井　ത　康

寺　田　　　߳

ਫ਼神保健福祉援助演習Ⅱ 演習 2 今　井　ത　康 Ģ心Ĥਫ਼神保健福祉士_必修､福祉心理士_選必
78

ඌ　形　多Ղ士

ਫ਼神保健福祉援助演習Ⅲ 演習 2 今　井　ത　康 Ģ心Ĥਫ਼神保健福祉士_必修､福祉心理士_選必
79

橋　本　٠次࿠

ਫ਼神保健福祉援助実習指導 演習 ˡ 3 ˠ 橋　本　٠次࿠ 3 年次後学期から通年 Ģ心Ĥਫ਼神保健福祉士_必修､福祉心理士_選必

80今　井　ത　康

寺　田　　　߳

ਫ਼ 神 保 健 福 祉 援 助 実 習 実習 ˡ 7 ˠ 橋　本　٠次࿠ 集中講義

3 年次後学期から通年

Ģ心Ĥਫ਼神保健福祉士_必修､福祉心理士_選必

81今　井　ത　康

寺　田　　　߳

ब 業 力 特 別 講 義 ᶚ 講義 1 寺　田　　　߳ 82

卒 業 研 究 演習 ˡ④ˠ 担　当　教　員 集中講義 Ģ心Ĥ認定心理士_選必 83

教
育
課
程
表



全 学 共 通 科 目





1

全
学
共
通
科
目

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足     第8回   平時   

質問への対応 講義終了後、必要な質問は随時受けます。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本学ではক来のキャリア形成の育成を目指して全学年をとおして体系的にキャリア教育科目を開講していま
す。本演習は、その中で実践教育に位置づけされます。ब職活動中のຽ間企業希望者や福祉施設希望者、面接
試験を߇えた教員や公務員希望者を対象に開講します。演習では、グループディスカッションや模擬面接を通
して｢面接力｣の向上を目指します。

到
達
目
標

⑴模擬面接・模擬グループディスカッションを通してॊೈ性と状況把握力を養う。
  。望先に合格できる｢面接力｣を向上するࢤ⑵

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】模擬グループディスカッション（1）
【計画内容】与えられたテーマに沿ってグループディスカッションを行う。終了後、同グループ内で自己評
価する。

【準備学習の内容】キャリア演習Ⅱの評価項目を整理し、自分の中で改善の౒力をしたうえで参加のこと。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】模擬グループディスカッション（2）
【計画内容】Ａチーム・# チームに分かれて、それぞれのグループディスカッションを評価する。その後、他
グループを評価する。

【準備学習の内容】前回の評価項目を整理し、自分の中で改善の౒力をしたうえで参加のこと。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】面接׭ワーク（1）
【計画内容】受験者、面接׭、評価者の3役を体験し、面接׭、評価者の視点を養う。
【準備学習の内容】ڸの前でイメージトレーニングをしたうえで臨むこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】面接׭ワーク（2）
【計画内容】受験者、面接׭、評価者の3役を体験し、面接׭、評価者の視点を養う。
【準備学習の内容】ڸの前でイメージトレーニングをしたうえで臨むこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】面接׭ワーク（3）
【計画内容】受験者、面接׭、評価者の3役を体験し、面接׭、評価者の視点を養う。
【準備学習の内容】ڸの前でイメージトレーニングをしたうえで臨むこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】模擬グループディスカッション（3）
【計画内容】A チーム・# チームに分かれて、それぞれのグループディスカッションを評価する。その後、他
グループを評価する。

【準備学習の内容】前回の評価項目を整理し、自分の中で改善の౒力をしたうえで参加のこと。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】面接力とは何かを考える
【計画内容】第6回までの体験を通して、面接力に必要な視点を考える。
【準備学習の内容】今までの振り返りを整理したうえで臨むこと。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】面接׭ワーク（4）　まとめ（課題提出）
【計画内容】まとめとして、面接׭ワークを行い、面接の本質を実践的に理解する。
【準備学習の内容】前回の視点を生かしたうえで臨むこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

科 目 名 キャリア演習Ⅲ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 小川　美Ն



2

全
学
共
通
科
目

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足     第8回   平時   

質問への対応 講義終了後、必要な質問は随時受けます。
資 格   

そ の 他 ニュースを観る、新聞を読むという社会人の基本は継続すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本学ではক来のキャリア形成の育成を目指して全学年をとおして体系的にキャリア教育科目を開講していま
す。本演習は、その中で総ׅ科目にあたります。ক来の進路決定の有無に関わらず、今後一生続く自らのキャ
リアを見つめる社会人としての視点を習得することを目指します。さらに、社会人1年目から活༂できるよう
に｢� Ћの社会人力｣を身につけ、応用力を養成することをねらいとします。

到
達
目
標

⑴社会人の視点を習得する。
⑵物事に対する၆ᛌ的視点を習得する。
⑶社会のルール、社会的行動への理解を深める。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】一段上を行く社会人マナー（1）
【計画内容】できる社会人としてのビジネスマナー応用編。実践的デモンストレーションを交える。
【準備学習の内容】「キャリア演習Ⅱ」でならったビジネスマナーを復習しておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】一段上を行く社会人マナー（2）
【計画内容】できる社会人としてのビジネスマナー応用編。実践的デモンストレーションを交える。
【準備学習の内容】「キャリア演習Ⅱ」でならったビジネスマナーを復習しておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】ࢲのキャリア観（1）
【計画内容】仕事や社会活動等で輝いている人の講演を聞くことで自分のキャリアに生かしていく。
【準備学習の内容】講師の略歴を参考に事前に質問したい項目をまとめておく。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】ࢲのキャリア観（2）
【計画内容】仕事や社会活動等で輝いている人の講演を聞くことで自分のキャリアに生かしていく。
【準備学習の内容】講師の略歴を参考に事前に質問したい項目をまとめておく。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】働く人の法制度（1）
【計画内容】2�A 形式でわかりやすく、｢こうした場合はʁ｣と起こりがちなトラブルに対応できる知識を学
ぶ。

【準備学習の内容】「キャリアデβインⅡ」で学んだ仕事にबくときのルール、仕事をするときのルールを復
習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】働く人の法制度（2）
【計画内容】2�A 形式でわかりやすく、｢こうした場合はʁ｣と起こりがちなトラブルに対応できる知識を学
ぶ。

【準備学習の内容】「キャリアデβインⅡ」で学んだ仕事にबくときのルール、仕事をするときのルールを復
習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】ࢲのキャリア観（3）
【計画内容】仕事や社会活動等で輝いている人の講演を聞くことで自分のキャリアに生かしていく。
【準備学習の内容】講師の略歴を参考に事前に質問したい項目をまとめておく。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】北翔大学から社会へӋばたくあなたへ
【計画内容】学長による講演。学長のキャリアと人生を通して、社会へӋばたく学生にエールを送る。
【準備学習の内容】後ഐへの手紙を事前課題とし、評価の対象とする。

Ａ、Ｈ、Ｋ

科 目 名 キャリア演習Ⅳ 授業形態 演習・講義 単 位 数 1
教 員 名 小川　美Ն



発 展 科 目





3

発

展

科

目

テキスト   講義時に説明します      
参 考 書   講義時に提示します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30%   20% 30% 20%   
補 足             

質問への対応 随時その౎度、直接対応します。
資 格［ス］JA5I 認定トレーニング指導者 _ 必修

そ の 他 ಧけ出のない欠席が複数回ある場合には、単位取得が極めてࠔ೉となります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

生涯学習・生涯スポーツ社会をܴえた今日のわが国で、健全な社会生活を支えている各種の学習施設やスポー
ツ施設が担保しているべき環境৚݅を理解する。具体的には各種の施設、設備、器具、԰内環境、運営面、専門家
の資格などについて学ぶ。また施設・ݐ築物の平面図を読み解く力を身につける。具体的には身の回りに実在
するݐ築物を実測して提出する。

到
達
目
標

⑴生涯スポーツ施設の管理・運営に関する専門用語を理解する。
⑵生涯学習施設と生涯スポーツ施設管理者の業務内容を学習する。
⑶実際のݐ築物を調査して図面化することにより、図を読む力をつける。
⑷｢体育施設運営士｣ならびに｢体育施設管理士｣の資格を理解する。
⑸౎市施設を中心とする今後の｢まちづくり｣への関心を高める。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】౎市施設の平面図を作成する
【計画内容】教員が用意した文ষを聞きながら、配付された用紙に平面図（プラン・間取り）を作成していく。入口から施
設内に入り、順に各室を進んでいく。この作業によって平面図を表記する記߸や໿ଋ事を身につける。完成した平面図
を教室内で発表する。

【準備学習の内容】シラバス全体を熟読しておく。

Ｋ、Ｆ

第
2
回

【テーマ】さまざまな生涯スポーツ施設と生涯学習施設
【計画内容】さまざまなスポーツ施設を学生自らྻڍする。そのうえで公共施設の社会的意義を論ずる。ڝ技スポーツ
とܳ術表現を対比して、共通点と相違点などを明らかにする。大スパン構造を理解し、説明する。

【準備学習の内容】北海道内各地のスポーツ施設について資料を収集する。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】施設の平面図࠾集
【計画内容】4月຤から5月上०の連休中に学生自身がෝく場所で、実在するݐ築物の現状平面図を作成して次回の授業
で提出する。その作業のために必要な知識と手順を講義する。

【準備学習の内容】4月28日（౔）から5月6日（日）までの連休中に出かける地域に関する情報を収集しておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】スポーツ施設の企画・計画・設計・施工・保守・管理・修理
【計画内容】新しくスポーツ施設がつくられるまでの過程。その際に施設管理者が果たすべき役割を明らかにする。Ӎ
もり、水もれ、ۚ ଐ部分のさび、配管のण命などに応じた補修・ృ装・取り換えを学習する。

【準備学習の内容】新築、૿ 築、改築について予習してくること。またメンテナンスフリーという考え方を調べておくこ
と。

Ｇ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】通෩と換気
【計画内容】良好な෩通しの৚݅、換気回数の定義などを具体的に調べていく。
【準備学習の内容】換気の原則と換気回数の定義を調べてくること。

Ａ

第
6
回

【テーマ】Թ熱環境
【計画内容】Թ度、࣪ 度、気流、᫔ࣹ熱、着衣、運動量の差によってפஆの感じ方がҟなる点を理解する。
【準備学習の内容】ॵさとפさを人間が感じるさまざまな要素について情報を整理しておく。

Ｆ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】結࿐とカビ
【計画内容】結࿐とはどのような現象か、カビが発生する諸৚݅などをトータルに学ぶ。
【準備学習の内容】日常生活で結࿐やカビに関する実体験を整理してくる。また対応策を自ら調べること。

Ａ

第
8
回

【テーマ】ۭ気調和
【計画内容】冬季のஆ房、Ն季のྫྷ房、കӍ時期のআ࣪ほかۭ調の実情を理解する。換気、Թ熱環境、結࿐、ۭ 調という4週
間分の授業内容をレポートライティングして提出する。

【準備学習の内容】4週間分の授業内容を整理しておき、レポートライティングに備える。

Ｇ

第
9
回

【テーマ】自然࠾光と人工照明
【計画内容】࠾光と照明の違い、照明器具の種類と取扱方法、グレア、৭調ほかについて学習する。
【準備学習の内容】࠾光と照明の違い、照明器具の種類と取扱方法、グレアに関する予習をしておくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】給ഉ水衛生設備と給౬システム
【計画内容】上下水道の体系、トラップ、衛生ಃ器、効率的な熱ݯについてグループで話し合う。その結果を教室で発表
する。とりわけ未来のエネルギーݯに関する積極的な展望を期待する。

【準備学習の内容】事前に上下水道の体系、トラップ、衛生ಃ器、効率的な熱ݯについて自己の立場を整理してくること。

Ｆ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】放送設備・ঢ߱設備・防ࡂ設備とආ೉༠導
【計画内容】放送と音響環境、エレベーターとエスカレーター、Րࡂ報知機とスプリンクラー、ドレンチャーなどの消Ր
設備、ආ೉設備と2方向ආ೉等を説明。ة機管理対策を意識する。

【準備学習の内容】防ࡂ設備、ආ೉設備などについて調べてくること。

Ａ

第
12
回

【テーマ】安全な施設運営と効率的な経営
【計画内容】スポーツ施設運営のソフト面を講義する。この点もより大きく施設管理者には求められる。
【準備学習の内容】施設運営に関わる諸問題を調査して、授業時間内でワークシートを完成することができるように準
備する。

Ｊ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】体育施設運営士について
【計画内容】管理のソフト面を担当する、日本体育施設協会公認の体育施設運営士に関して学習・討論する。
【準備学習の内容】日本体育施設協会公認の体育施設運営士に関して調べておくこと。

Ｉ

第
14
回

【テーマ】体育施設管理士について
【計画内容】管理のハード面を担当する、日本体育施設協会公認の体育施設管理士に関して学習・討論する。
【準備学習の内容】日本体育施設協会公認の体育施設管理士に関して調査してくること。

Ｉ

第
15
回

【テーマ】まとめ・スポーツ施設の近未来
【計画内容】生涯スポーツ社会において望まれる施設運営の姿を探る。受講者諸܅の意見をまとめる。
【準備学習の内容】15回分の講義のまとめとしてリポートを提出できるように準備する。

Ｇ、Ｌ

科 目 名 スポーツ施設管理論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 水野　信太࿠



4

発

展

科

目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   40% 10%
補 足     レポート   出欠等 毎回のワークシート

質問への対応 講義時に受け付けます。
資 格［教］［ܳ］［心］［ス］［健］社会教育主事 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

生涯学習社会の構築をめざし、地域の振興策を考える上で社会教育が果たす役割は大変重要なものがありま
す。社会教育を進める際にその指針となるのが社会教育計画です。社会教育計画を策定するための基本的な
考え方を踏まえ、様々な事例を検討しながら計画策定の方法について学びます。授業形態については｢講義｣を
中心に行いますが、内容に応じて｢グループ討議｣や｢演習｣などを取り入れながら進めていきます。

到
達
目
標

⑴社会教育計画策定の基礎原理、策定手順に関する理論的࿮組みが説明できる。
⑵社会教育における｢学習プログラム｣を企画することができる。
⑶自らすすんで課題を発見し、解決する姿勢をもつことができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】今年度の授業計画について説明し、各自受講するにあたっての目的意識を明確にします。
各自の目標をワークシートに記入してもらいます。

【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】社会教育計画の意義と役割
【計画内容】社会教育計画の意義と役割について学びます。
【準備学習の内容】次回の授業ൣғを予習し、疑問点をまとめておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】社会教育計画策定の視点と方法
【計画内容】社会教育計画を策定する上での視点、方法、評価などについて学びます。
【準備学習の内容】次回の授業ൣғを予習し、疑問点をまとめておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】社会教育計画策定の手順
【計画内容】社会教育計画策定の手順と各様式との関連について学びます。
【準備学習の内容】次回の授業ൣғを予習し、疑問点をまとめておくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】社会教育調査とデータの活用Ⅰ
【計画内容】社会教育調査の定義と種類、意義と方法について学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。

Ａ、Ｇ

第
6
回

【テーマ】社会教育調査とデータの活用Ⅱ
【計画内容】社会教育調査の企画、調査ථの作成、データの分析、活用方法などについて学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。

Ａ、Ｇ

第
7
回

【テーマ】学習情報提供・学習相談Ⅰ
【計画内容】学習情報とは何かについて、また学習情報提供の方法について学びます。
【準備学習の内容】次回の授業ൣғを予習し、疑問点をまとめておくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】学習情報提供・学習相談Ⅱ
【計画内容】学習相談の意義について、また学習相談と相談員について学びます。
【準備学習の内容】次回の授業ൣғを予習し、疑問点をまとめておくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】社会教育の広報・広聴
【計画内容】社会教育における広報の意義と実際、広聴の意義と実際について学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。

Ａ、Ｇ

第
10
回

【テーマ】社会教育の評価
【計画内容】評価の意義と視点、事業評価の内容と方法、学習評価の内容と方法などについて学びます。
【準備学習の内容】次回の授業ൣғを予習し、疑問点をまとめておくこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】社会教育事業計画の実際Ⅰ
【計画内容】社会教育事業計画の必要性と計画の構造について学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】社会教育事業計画の実際Ⅱ
【計画内容】各種事業の企画、学習プログラム、展開プログラムの作成について学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】演習Ⅰ　੨少年と社会教育計画
【計画内容】੨少年を対象とした事業計画と学習プログラムについて考察します。学習プログラムを作成し
ます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】演習Ⅱ　成人と社会教育計画
【計画内容】成人を対象とした事業計画と学習プログラムについて考察します。学習プログラムを作成しま
す。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】これまで学んできたことを振り返り、社会教育計画策定の意義などについて再確認します。
【準備学習の内容】これまでの講義の内容や取組をまとめておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 社会教育計画 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 藤川　和信



5

発

展

科

目

テキスト   プリントを使用する  
参 考 書   講義時に説明します  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足     レポート等   関心意欲等   

質問への対応 口頭の質問は口頭もしくは文書で、文書の場合は文書で回答します。
資 格［教］［ܳ］［心］［ス］［健］社会教育主事 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

近年、各自治体や学校、各種機関や各団体、ຽ間事業者においても多くの｢学び｣が行われるようになっていま
す。変化の激しい時代にあって新たな社会的課題や地域課題が૿大し、｢組織的な教育活動である社会教育｣が
多方面に広がりを見せているのです。新たな社会教育活動の新たな課題も含め、現在の社会教育の諸課題につ
いて生涯学習・社会教育の観点から学びます。

到
達
目
標

⑴社会教育主事として多様な社会教育の課題を理解し、説明できる
⑵社会教育をਪ進する上で、その中心的な役割を担う社会教育主事の役割について理解を深める。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】社会教育課題研究のねらい、計画や到達目標を把握します。
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】生涯学習と社会教育について
【計画内容】社会教育と生涯学習の立場の違いやその役割と内容について学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点等をまとめておくこと。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】現代的課題、社会課題について
【計画内容】いわゆる｢現代的課題｣や新しい社会課題などについて総論的に学びます（それらの中から次回以߱、特に健
康、環境問題、少子・高ྸ化問題等を取り上げ考究します）。

【準備学習の内容】配付した資料をまとめておくこと。

Ａ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】社会教育主事の資質と能力について
【計画内容】社会教育をਪ進していく上で、社会教育主事の役割は大きいものがあります。求められるその資質と能力
とは何か、討論しながら考えていきます。

【準備学習の内容】配付した資料をまとめておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】社会教育現場における｢ة機管理｣について
【計画内容】社会教育現場で問われるة機管理の在り方。ة機管理について学び、事例に基づきグループでその対応策
をまとめ、発表します。

【準備学習の内容】配付した資料をまとめておくこと。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】社会教育における｢連携・協力｣とネットワークについて
【計画内容】社会教育をਪ進する上で、地域や各種機関、各団体との連携・協力は不可欠の課題です。それをどのように
ネットワーク化していくのか、資料に基づきグループ討議をしながら学習を深めます。

【準備学習の内容】配付した資料をまとめておくこと。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】社会教育担当部ہ以外で行われている社会教育活動について
【計画内容】社会教育担当部ہ以外で行われている社会教育活動（学習活動）の実態を学び、それらの現状についてどう
とらえたらよいのか、グループ討議をとおして理解を深めます。

【準備学習の内容】配付した資料をまとめておくこと。

Ａ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】社会教育施設について
【計画内容】公ຽ館、図書館、ത物館、੨少年教育施設などの社会教育施設は、社会教育活動の広がりによって、その活用
方法や運営がどのように変わってきたのか、そして変わっていくのか、意見交流をとおして学びます。

【準備学習の内容】配付した資料をまとめておくこと。

Ａ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】社会教育課題としての｢環境問題｣について
【計画内容】生涯学習社会を見ਾえたとき、地域から地ٿ規模までの環境問題についてどうとらえたらよいか、地域コ
ミュニティの視点から意見交流を通して学びます。

【準備学習の内容】配付した資料をまとめておくこと。

  Ａ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】まちづくりと少子・高ྸ化問題、人口ݮ少問題について
【計画内容】まちづくりの観点からも｢人口ݮ少問題｣はۓ٤の課題です。まず、少子・高ྸ化問題を資料から学び、人口
。少問題についてどのように考えていくのか、グループ討議等をとおしてその理解を深めますݮ

【準備学習の内容】配付した資料をまとめておくこと。

Ａ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】社会教育課題としての｢健康等問題｣について
【計画内容】健康ण命やै来の健康観について資料を基に討議するとともに、例えば｢人生100年設計構想時代｣に向けた
社会教育のあり方やその果たす役割について考えていきます。

【準備学習の内容】配付した資料を読みまとめておくこと。

Ｈ、Ｉ

第
12
回

【テーマ】社会教育と /P0 活動、ボランティア活動について
【計画内容】地域における主体的な活動、例えばொ内会活動、見守り活動、/P0 活動や各種ボランティア活動について
その実態を学び、社会教育主事としてそれらとつながる意味、つなげる意義を考えていきます。

【準備学習の内容】配付した資料をまとめておくこと。

Ａ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】社会教育と家庭教育
【計画内容】いじめや๫力など家庭や地域の教育力の向上に果たす社会教育の役割とは何か。家庭、学校、地域の｢連携・
協働｣をどうৢ成していくのか、社会教育の視点から意見交流や討論をとおして学びます。

【準備学習の内容】配付した資料をまとめておくこと。

Ａ、Ｉ

第
14
回

【テーマ】地域づくりについて
【計画内容】配付資料から地域づくりの実践例を学び、地域づくりにおける社会教育活動と社会教育行政のノウハウを
どう生かすのか、意見交流や討論をとおして学びます。

【準備学習の内容】配付した資料をまとめておくこと。

Ｇ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】これまで学んできたことを振り返り、社会教育の多様な課題について整理します。
【準備学習の内容】これまでの講義内容等をまとめておくこと。

Ｆ

科 目 名 社会教育課題研究 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 宗本　和ത

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   40% 10%
補 足     レポート   出欠等 毎回のワークシート

質問への対応 講義時に受け付けます。
資 格［教］［ܳ］［心］［ス］［健］社会教育主事 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

生涯学習社会の構築をめざし、地域の振興策を考える上で社会教育が果たす役割は大変重要なものがありま
す。社会教育を進める際にその指針となるのが社会教育計画です。社会教育計画を策定するための基本的な
考え方を踏まえ、様々な事例を検討しながら計画策定の方法について学びます。授業形態については｢講義｣を
中心に行いますが、内容に応じて｢グループ討議｣や｢演習｣などを取り入れながら進めていきます。

到
達
目
標

⑴社会教育計画策定の基礎原理、策定手順に関する理論的࿮組みが説明できる。
⑵社会教育における｢学習プログラム｣を企画することができる。
⑶自らすすんで課題を発見し、解決する姿勢をもつことができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】今年度の授業計画について説明し、各自受講するにあたっての目的意識を明確にします。
各自の目標をワークシートに記入してもらいます。

【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】社会教育計画の意義と役割
【計画内容】社会教育計画の意義と役割について学びます。
【準備学習の内容】次回の授業ൣғを予習し、疑問点をまとめておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】社会教育計画策定の視点と方法
【計画内容】社会教育計画を策定する上での視点、方法、評価などについて学びます。
【準備学習の内容】次回の授業ൣғを予習し、疑問点をまとめておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】社会教育計画策定の手順
【計画内容】社会教育計画策定の手順と各様式との関連について学びます。
【準備学習の内容】次回の授業ൣғを予習し、疑問点をまとめておくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】社会教育調査とデータの活用Ⅰ
【計画内容】社会教育調査の定義と種類、意義と方法について学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。

Ａ、Ｇ

第
6
回

【テーマ】社会教育調査とデータの活用Ⅱ
【計画内容】社会教育調査の企画、調査ථの作成、データの分析、活用方法などについて学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。

Ａ、Ｇ

第
7
回

【テーマ】学習情報提供・学習相談Ⅰ
【計画内容】学習情報とは何かについて、また学習情報提供の方法について学びます。
【準備学習の内容】次回の授業ൣғを予習し、疑問点をまとめておくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】学習情報提供・学習相談Ⅱ
【計画内容】学習相談の意義について、また学習相談と相談員について学びます。
【準備学習の内容】次回の授業ൣғを予習し、疑問点をまとめておくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】社会教育の広報・広聴
【計画内容】社会教育における広報の意義と実際、広聴の意義と実際について学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。

Ａ、Ｇ

第
10
回

【テーマ】社会教育の評価
【計画内容】評価の意義と視点、事業評価の内容と方法、学習評価の内容と方法などについて学びます。
【準備学習の内容】次回の授業ൣғを予習し、疑問点をまとめておくこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】社会教育事業計画の実際Ⅰ
【計画内容】社会教育事業計画の必要性と計画の構造について学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】社会教育事業計画の実際Ⅱ
【計画内容】各種事業の企画、学習プログラム、展開プログラムの作成について学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】演習Ⅰ　੨少年と社会教育計画
【計画内容】੨少年を対象とした事業計画と学習プログラムについて考察します。学習プログラムを作成し
ます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】演習Ⅱ　成人と社会教育計画
【計画内容】成人を対象とした事業計画と学習プログラムについて考察します。学習プログラムを作成しま
す。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】これまで学んできたことを振り返り、社会教育計画策定の意義などについて再確認します。
【準備学習の内容】これまでの講義の内容や取組をまとめておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 社会教育計画 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 藤川　和信
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発

展

科

目

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足     レポート等   授業内課題等   

質問への対応 講義時、講義後、その他可能な機会で直接対応します。
資 格［教］［ܳ］［心］［ス］［健］社会教育主事 _ 必修

そ の 他 11月5日（月）から11月8日（木）に、ネイパル࠭川で行う3ധ4日の演習に参加すること。
（第1回授業で、॓ ധを伴う演習の内容等、授業の計画について詳しく説明します。）

授 業 の
目 的

ね
ら
い

社会教育における学習者である成人や੨少年の学習課題を明らかにし、社会教育施設の見学や、事業の企画・立
案などの演習をとおして、学習目標の設定や学習内容の組み立て方について理解を深めるとともに、社会教育
主事任用資格に必要なすべての科目にも着目しながら総合的に学習する。

到
達
目
標

⑴社会教育の意義と歴史的展開について理解する。
⑵社会教育行政、社会教育職員について理解する。
⑶演習をとおして、学習目標の設定や学習内容の組み立て方について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】｢生涯学習・社会教育｣とは
【計画内容】生涯学習・社会教育の理念や意義、歴史的展開について学ぶとともに、授業のねらいや到達目標、授業の計画につ
いて把握する。

【準備学習の内容】シラバスを一読し、授業で習得したい事項を整理しておく。

Ａ

第
2
回

【テーマ】生涯学習・社会教育関連法令
【計画内容】生涯学習・社会教育に関連する法令について体系的に学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、関連法令について考えておく。

Ａ

第
3
回

【テーマ】社会教育行政と社会教育職員
【計画内容】社会教育行政の意義と社会教育職員の職種や役割について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、社会教育職員について考えておく。

Ａ

第
4
回

【テーマ】社会教育施設の意義と連携
【計画内容】公ຽ館、図書館、ത物館、੨少年教育施設等の社会教育施設の役割・機能、各施設間の連携の意義について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、各種社会教育施設の特৭について考えておく。

Ａ

第
5
回

【テーマ】社会教育における学習課題（1）
【計画内容】社会の変化に伴う様々な問題点に着目し、成人や੨少年の学習課題の変ભについて学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、社会の急激な変化とその対応について考えておく。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】社会教育における学習課題（2）
【計画内容】੨少年を取り巻く社会環境等の変化から生じる様々な問題点を踏まえ、੨少年の学習課題を明らかにする。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、੨少年の体力や学力、基本的生活習慣などについて考えておく。

Ａ、Ｂ

第
7
回

【テーマ】社会教育施設における事業の実際（1）
【計画内容】公ຽ館、図書館、ຽ間が運営する生涯学習関連施設を見学し、社会教育主事や司書から、施設の課題や経営方法に
ついて学ぶ。（࠭川市内の社会教育施設等で実施）

【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、࠭ 川市内の社会教育施設等の概要を把握しておく。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】社会教育事業の企画・立案（1）
【計画内容】様々な社会教育事業の事例から、その必要性と企画・立案の視点について学ぶ。（ネイパル࠭川で実施）
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、社会教育事業の必要性について考えておく。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
9
回

【テーマ】社会教育事業の企画・立案（2）
【計画内容】第6回授業で明らかにした੨少年の学習課題を学習目標としてとらえ、目標を達成するための事業の必要性につ
いて学ぶ。（ネイパル࠭川で実施）

【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、学習目標と学習内容の関連について考えておく。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】レクリエーションの企画と実際（1）
【計画内容】レクリエーションの企画について、演習をとおして体験的に学ぶ。（ネイパル࠭川で実施）
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、アイスブレイクの展開方法などにつて考えておく。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】レクリエーションの企画と実際（2）
【計画内容】グループに分かれて、実際にレクリエーションを企画し、その企画を発表、相互に体験・交流することをとおして、
レクリエーションの意義などについて学ぶ。（ネイパル࠭川で実施）

【準備学習の内容】事前にグループ編制を行うので、グループごとに企画の内容について考えておく。

Ｂ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】社会教育事業の企画・立案（3）
【計画内容】第8回授業・第9回授業を基に、必要な学習内容（プログラム）を考え、੨少年を対象とした事業の企画・立案を行う。
（ネイパル࠭川で実施）
【準備学習の内容】੨少年の問題点等が明らかになるデータ等、資料を準備しておく。

Ａ、Ｂ

第
13
回

【テーマ】社会教育施設における事業の実際（2）
【計画内容】ത物館を見学し、学ܳ員からത物館の課題と経営方法について学ぶ。（ୌ川市内のത物館で実施）
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、ୌ川市自然史美術館・子ども科学館の概要について把握しておく。

Ａ、Ｂ

第
14
回

【テーマ】社会教育事業の企画・立案（4）
【計画内容】第12回授業を基に、学習に必要な教材や講師、学習の展開方法など、より具体的な企画・立案を行う。
【準備学習の内容】事前に配付した資料（੨少年教育施設の主催事業の例）に基づき、事業の展開方法について考えておく。

Ｂ

第
15
回

【テーマ】社会教育事業の企画・立案（5）
【計画内容】演習をとおして、企画・立案した事業について、相互に発表・交流を行い、社会教育事業の在り方について学ぶ。
【準備学習の内容】事業の必要性や目的、特৭などをまとめ、効率的なプレゼンテーションとなるよう準備しておく。

Ｆ

科 目 名 社会教育課題演習 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 Ѩ部　豊
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発

展

科

目

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足     レポート等   授業内課題等   

質問への対応 講義時、講義後、その他可能な機会で直接対応します。（質問することによって課題を解決し、社会教育施設に対する
理解をさらに深めてください。）

資 格   ［教］［ܳ］［心］［ス］［健］社会教育主事 _ 選必

そ の 他 成績評価については、社会教育に対する関心を高め、社会教育施設への理解を深めてもらうため、毎回の授業を重視
します。（評価の方針、方法については、第1回授業で詳しく説明します。）

授 業 の
目 的

ね
ら
い

社会教育施設とは、社会教育に関する事業をとおして、市ຽに教育的・文化的サービスを提供することを主な目
的とした公の教育施設である。まず、これらが設置された経Ң、役割と機能について理解した上で、施設をめぐ
る課題と新たな動向を探り、これからの社会教育施設の在り方について学習する。

到
達
目
標

⑴社会教育施設が設置された経Ңについて理解する。
⑵社会教育施設の特徴、役割と機能について理解する。
⑶社会教育施設の課題を踏まえ、これからの施設の在り方について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】社会教育施設の概要
【計画内容】社会教育施設の概要を理解するとともに、授業のねらいや到達目標、授業の計画について把握す
る。

【準備学習の内容】シラバスを一読し、授業で習得したい事項を整理しておく。

Ａ

第
2
回

【テーマ】社会教育施設の設置の経Ң
【計画内容】社会教育施設が設置された経Ңや社会的背景、学習者の変ભについて学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、社会教育施設が設置された経Ңについて考えておく。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】公ຽ館の法的根拠と役割・機能
【計画内容】公ຽ館に関連する法令、公ຽ館の役割と機能について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、関連する法令について考えておく。

Ａ

第
4
回

【テーマ】公ຽ館の課題と経営
【計画内容】公ຽ館の現状と課題を理解し、公ຽ館の経営方法について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、公ຽ館の課題について考えておく。

Ａ

第
5
回

【テーマ】図書館の法的根拠と役割・機能
【計画内容】図書館に関連する法令、図書館の役割と機能について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、関連する法令について考えておく。

Ａ

第
6
回

【テーマ】図書館の課題と新たな動向
【計画内容】図書館の現状と課題を理解し、事例研究から、先導的な図書館活動について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、図書館の新たな動向について考えておく。

Ａ、Ｊ

第
7
回

【テーマ】ത物館の法的根拠と役割・機能
【計画内容】ത物館に関連する法令、ത物館の種類、それらの役割と機能について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、ത物館の種類について考えておく。

Ａ

第
8
回

【テーマ】ത物館の課題と新たな動向
【計画内容】ത物館の現状と課題を理解し、事例研究から、先導的なത物館の経営について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、ത物館の新たな動向について考えておく。

Ａ、Ｊ

第
9
回

【テーマ】੨少年教育施設の法的根拠と役割・機能
【計画内容】੨少年教育施設に関連する法令、੨少年教育施設の役割と機能について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、੨少年教育施設の役割について考えておく。

Ａ

第
10
回

【テーマ】੨少年期の課題と੨少年教育施設の支援
【計画内容】੨少年期、特に現代の少年期の課題を理解し、事例研究から、੨少年教育施設における体験活動
機会の提供について学ぶ。

【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、体験活動の意義について考えておく。

Ａ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】生涯学習関連施設の種類と役割
【計画内容】社会教育施設以外の学習施設について理解し、その役割について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、生涯学習関連施設の種類について考えておく。

Ａ

第
12
回

【テーマ】社会教育施設職員と施設経営
【計画内容】社会教育施設職員の職種と役割について理解し、施設経営の在り方について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、社会教育施設職員の職種と役割について考えておく。

Ａ

第
13
回

【テーマ】施設ボランティアの活動
【計画内容】社会教育施設でのボランティア活動の事例から、施設ボランティアの在り方について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、社会教育施設でのボランティア活動について考えておく。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
14
回

【テーマ】社会教育施設の管理運営に関する諸課題
【計画内容】施設の管理運営には、多様な形態があることを理解し、事例研究から、それぞれの課題と今後の
方向性について学ぶ。

【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、施設の多様な管理運営について考えておく。

Ａ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】情報化社会と社会教育施設
【計画内容】情報通信技術の発達について理解し、社会教育施設の情報化について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、社会教育施設の情報化について考えておく。

Ａ

科 目 名 社会教育施設論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 Ѩ部　豊

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足     レポート等   授業内課題等   

質問への対応 講義時、講義後、その他可能な機会で直接対応します。
資 格［教］［ܳ］［心］［ス］［健］社会教育主事 _ 必修

そ の 他 11月5日（月）から11月8日（木）に、ネイパル࠭川で行う3ധ4日の演習に参加すること。
（第1回授業で、॓ ധを伴う演習の内容等、授業の計画について詳しく説明します。）

授 業 の
目 的

ね
ら
い

社会教育における学習者である成人や੨少年の学習課題を明らかにし、社会教育施設の見学や、事業の企画・立
案などの演習をとおして、学習目標の設定や学習内容の組み立て方について理解を深めるとともに、社会教育
主事任用資格に必要なすべての科目にも着目しながら総合的に学習する。

到
達
目
標

⑴社会教育の意義と歴史的展開について理解する。
⑵社会教育行政、社会教育職員について理解する。
⑶演習をとおして、学習目標の設定や学習内容の組み立て方について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】｢生涯学習・社会教育｣とは
【計画内容】生涯学習・社会教育の理念や意義、歴史的展開について学ぶとともに、授業のねらいや到達目標、授業の計画につ
いて把握する。

【準備学習の内容】シラバスを一読し、授業で習得したい事項を整理しておく。

Ａ

第
2
回

【テーマ】生涯学習・社会教育関連法令
【計画内容】生涯学習・社会教育に関連する法令について体系的に学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、関連法令について考えておく。

Ａ

第
3
回

【テーマ】社会教育行政と社会教育職員
【計画内容】社会教育行政の意義と社会教育職員の職種や役割について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、社会教育職員について考えておく。

Ａ

第
4
回

【テーマ】社会教育施設の意義と連携
【計画内容】公ຽ館、図書館、ത物館、੨少年教育施設等の社会教育施設の役割・機能、各施設間の連携の意義について学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、各種社会教育施設の特৭について考えておく。

Ａ

第
5
回

【テーマ】社会教育における学習課題（1）
【計画内容】社会の変化に伴う様々な問題点に着目し、成人や੨少年の学習課題の変ભについて学ぶ。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、社会の急激な変化とその対応について考えておく。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】社会教育における学習課題（2）
【計画内容】੨少年を取り巻く社会環境等の変化から生じる様々な問題点を踏まえ、੨少年の学習課題を明らかにする。
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、੨少年の体力や学力、基本的生活習慣などについて考えておく。

Ａ、Ｂ

第
7
回

【テーマ】社会教育施設における事業の実際（1）
【計画内容】公ຽ館、図書館、ຽ間が運営する生涯学習関連施設を見学し、社会教育主事や司書から、施設の課題や経営方法に
ついて学ぶ。（࠭川市内の社会教育施設等で実施）

【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、࠭ 川市内の社会教育施設等の概要を把握しておく。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】社会教育事業の企画・立案（1）
【計画内容】様々な社会教育事業の事例から、その必要性と企画・立案の視点について学ぶ。（ネイパル࠭川で実施）
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、社会教育事業の必要性について考えておく。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
9
回

【テーマ】社会教育事業の企画・立案（2）
【計画内容】第6回授業で明らかにした੨少年の学習課題を学習目標としてとらえ、目標を達成するための事業の必要性につ
いて学ぶ。（ネイパル࠭川で実施）

【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、学習目標と学習内容の関連について考えておく。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】レクリエーションの企画と実際（1）
【計画内容】レクリエーションの企画について、演習をとおして体験的に学ぶ。（ネイパル࠭川で実施）
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、アイスブレイクの展開方法などにつて考えておく。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】レクリエーションの企画と実際（2）
【計画内容】グループに分かれて、実際にレクリエーションを企画し、その企画を発表、相互に体験・交流することをとおして、
レクリエーションの意義などについて学ぶ。（ネイパル࠭川で実施）

【準備学習の内容】事前にグループ編制を行うので、グループごとに企画の内容について考えておく。

Ｂ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】社会教育事業の企画・立案（3）
【計画内容】第8回授業・第9回授業を基に、必要な学習内容（プログラム）を考え、੨少年を対象とした事業の企画・立案を行う。
（ネイパル࠭川で実施）
【準備学習の内容】੨少年の問題点等が明らかになるデータ等、資料を準備しておく。

Ａ、Ｂ

第
13
回

【テーマ】社会教育施設における事業の実際（2）
【計画内容】ത物館を見学し、学ܳ員からത物館の課題と経営方法について学ぶ。（ୌ川市内のത物館で実施）
【準備学習の内容】事前に配付した資料に基づき、ୌ川市自然史美術館・子ども科学館の概要について把握しておく。

Ａ、Ｂ

第
14
回

【テーマ】社会教育事業の企画・立案（4）
【計画内容】第12回授業を基に、学習に必要な教材や講師、学習の展開方法など、より具体的な企画・立案を行う。
【準備学習の内容】事前に配付した資料（੨少年教育施設の主催事業の例）に基づき、事業の展開方法について考えておく。

Ｂ

第
15
回

【テーマ】社会教育事業の企画・立案（5）
【計画内容】演習をとおして、企画・立案した事業について、相互に発表・交流を行い、社会教育事業の在り方について学ぶ。
【準備学習の内容】事業の必要性や目的、特৭などをまとめ、効率的なプレゼンテーションとなるよう準備しておく。

Ｆ

科 目 名 社会教育課題演習 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 Ѩ部　豊
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学
部
共
通
科
目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%   25%   15%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［教］［ܳ］［心］［ス］［健］社会教育主事 _ 選必

そ の 他 シラバスをよく読んで、真剣に最後まで学習しようという人に履修していただきたいと思います。
時には、グループワークなどの形式をとり、アクティブ・ラーニングに対応させます。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

リカレント教育とは、成人が学習の場に໭り再び職業へ回ؼすることをいう。生涯学習のൣᙝの一つであり、
成人が学習する場合の重要な要素として位置づけられている。Ԥถでは、主に職業的な向上を目指す教育とし
て実施されてきたが、現在ではຬ足感、達成感などਫ਼神的な面での効果も明らかになっている。そこで、本講義
では、リカレント教育の日本での状況と、先進事例として、アクティブラーニングにより、学生の主体的で、かつ
動的な学習をਪ進する。

到
達
目
標

⑴ 0&CD、Ϣネスコ、IL0 などの国際機関がリカレント教育をどのように取り扱ったかを理解する。
⑵学習社会が進んでも &EucaUioO by eEucaUioO の実態があることを理解する。
⑶リカレント教育先進国の事例を学習する。
⑷日本でリカレント教育が発達しなかった理由について、IL0 の৚໿࠾択による諸外国との違いを理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンス　リカレント教育の基本的な考え方の説明
【計画内容】リカレント教育についての基礎を話し、講義の目標と進め方を説明する。また講義の実施方法として、
アクティブ・ラーニングを取り入れて実施することを確認する。

【準備学習の内容】シラバスをよく読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】日本における生涯学習の成り立ちの復習
【計画内容】｢生涯学習論｣で学習した内容を復習し、リカレント教育につなげていく。
【準備学習の内容】事前配付のテキストを必ず読んでくること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】リカレント教育が日本で進行しなかった社会的背景
【計画内容】我が国のޏ用慣行との関連について説明をする。
【準備学習の内容】配付プリントを事前に目を通しておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】生涯学習政策の変化によって日本においてもリカレント教育の展開に変化が見られた点を確認
【計画内容】生涯学習が受け入れられたが、リカレント教育は当初の予測に反しそれほど発展しなかった。その後
の生涯学習政策のస換によってリカレント教育にも進展のஹしが出てきたことを確認する。

【準備学習の内容】配付プリントを事前に目を通しておくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】0&CD・Ϣネスコにおけるリカレント教育の展開
【計画内容】0&CD やϢネスコでは、リカレント教育をどのように位置づけ展開したのか学習する。
【準備学習の内容】配付プリントを事前に目を通しておくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】IL0 の有給教育休Ջがリカレント教育の進展に与える影響の考察
【計画内容】IL0 の有給教育休Ջとリカレント教育の関連性について学習する。
【準備学習の内容】配付プリントを事前に目を通しておくこと。

Ｋ

第
7
回

【テーマ】中間まとめとしての課題
【計画内容】中間的なまとめとして前半に学習した内容について整理をする。
【準備学習の内容】配付プリントを事前に目を通しておくこと。

Ｇ

第
8
回

【テーマ】フランス社会と学校教育制度の概観
【計画内容】アソシアシオンなどフランス流の生涯学習がリカレント教育とどのように関わるのか学習する。
【準備学習の内容】配付プリントを事前に目を通しておくこと。

Ｆ

第
9
回

【テーマ】フランスにおけるリカレント教育
【計画内容】フランスでの生涯学習やリカレント教育の発展経Ңを学習する。
【準備学習の内容】配付プリントを事前に目を通しておくこと。

Ｆ

第
10
回

【テーマ】スウェーデン社会と学校教育制度の概観
【計画内容】スウェーデンの社会や学校教育制度を学習する。
【準備学習の内容】配付プリントを事前に目を通しておくこと。

Ｆ

第
11
回

【テーマ】スウェーデンにおけるリカレント教育
【計画内容】リカレント教育を政策として展開した国はスウェーデンしかないことに関して制度をよく学習する。
【準備学習の内容】配付プリントを事前に目を通しておくこと。

Ｆ

第
12
回

【テーマ】ドイツの社会と学校教育制度の概観
【計画内容】ギムナジウムやデュアルシステムなど特घなドイツの学校教育制度を確認する。
【準備学習の内容】配付プリントを事前に目を通しておくこと。

Ｆ

第
13
回

【テーマ】ドイツにおけるリカレント教育
【計画内容】ドイツ社会の中で、成人教育と中等教育が密接にབྷんでいることを学習する。
【準備学習の内容】配付プリントを事前に目を通しておくこと。

Ｆ

第
14
回

【テーマ】リカレント教育に対する諸外国と日本の違いとその背景
【計画内容】リカレント教育に対する諸外国と日本の違いとその背景について学習をする。
【準備学習の内容】配付プリントを事前に目を通しておくこと。

Ｈ

第
15
回

【テーマ】リカレント教育の課題を再確認
【計画内容】リカレント教育と生涯学習の課題は合கする内容があることを学習し、今後の学習に役立てる。
【準備学習の内容】これまでの復習をし、使用したプリントを持参する。

Ａ

科 目 名 リカレント教育論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 佐々木　๜子





教 育 学 科
学 科 専 門 科 目
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明します          
参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分         80% 20%

補 足         活動記録
などによる

活動記録
などによる

質問への対応 随時、対応します。
資 格
そ の 他 この科目の単位は、教育職員免許状取得に必要な「教科又は教職に関する科目」の単位として算入されません。  

授 業 の
目 的

ね
ら
い

学習指導のみならず、生徒指導や学校行事等を実際に経験することは、教員を目指す者にとって大変重要なこと
です。
本講義では、授業参観やボランティア活動などを通して教育現場の実際を体験し、学校教育への理解を深めま
す。さらには、教員を目指す者として、自身の教育観を確立できるよう学びを深めます。

到
達
目
標

⑴授業参観などを通して、学校教育における学習指導の実態を把握する。
⑵学校ボランティア活動を実践することで、児童・生徒の行動や生活の様子を理解する。
⑶様々な実践を交流することで、学校教育の全体像を理解する。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
1.　学校における教育活動とは（90分）

学校における教科指導や生徒指導などの教育活動についての基礎基本を学び、学校ボランティア活動の意
義を理解する。

2.　研究授業の参観（2時間）
札幌市内等の小・中学校で開催される研究会に参加し、教師の指導や子どもの活動を学ぶ。　

3.　参観研究授業の交流（90分）
参観した授業及び参加した分科会の内容について交流し、教師の児童・生徒への望ましいかかわり方につ
いて理解を深める。

4.　学校現場におけるボランティア活動（1日3時間 :8回実施　24時間）
学校ボランティア活動を実践することで、児童・生徒の行動や生活の様子を理解する。
個別に配慮が必要な子どもの授業支援や学校行事、体験活動の補助、休み時間・放課後等の授業外の支援等
を行う。自己課題に基づき、活動記録を記載し、振り返る。

5.　学校ボランティアの交流（90分）
活動をまとめ、交流することにより、新たな目標を設定する。

  
【準備学習の内容】
資料や記録の下調べや活動の成果と課題をまとめておく。

  
Ａ

Ｍ

Ｈ、Ｊ

Ｄ

Ｌ

科 目 名 学校ボランティア活動Ⅰ 授業形態 実習 単 位 数 1
教 員 名 二宮　孝行
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します          

参 考 書
文部科学省、2008年、『小学校学習指導要領  』
文部科学省、2008年、『小学校学習指導要領解説特別活動編』、東洋館出版社  
文部科学省、2008年、『小学校学習指導要領解説総則編』/『中学校学習指導要領』/『高等学校学習指導要領』、東洋館出版社  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   30% 40%

補 足     参加ごとに
研究会参加記録     受け入れ校の評価・

巡回時の評価
質問への対応 オフィスアワーを活用してください。
資 格
そ の 他 この科目の単位は、教育職員免許状取得に必要な「教科又は教職に関する科目」の単位として算入されません。  

授 業 の
目 的

ね
ら
い

教員の資質として、学習指導のみならず、生徒指導や学校行事等の学校教育を実際に経験することは、教員を目
指す者にとって大変重要なことです。本講義では、現場での授業を参観・協議したり、学校ボランティア活動を
体験するなど、教育現場の実際を目と体で体験することで、学校教育への理解を深めます。さらには、教師を目
指す者として、自身の教育観を確立できるよう学びを深めます。
講義を3回行ってから、ボランティア活動を行います。終了後にも講義を行います。

到
達
目
標

⑴研究授業の参観を通して、学校教育における教科指導の実態を把握する。
⑵学校ボランティア活動を実践することで、児童・生徒の行動や生活の様子を理解する。
⑶様々な実践を交流することで、学校教育の全体像を理解することができる。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
1. 学校における教育活動とは（90分）

学校における教科指導や生徒指導などの教育活動についての基礎基本を学び、学校ボランティア活動の意義を
理解する。

2. 研究授業の参観（2時間）
札幌市内の小学校で開催される研究会に参加し、教師の指導や子どもの活動を学ぶ。

3. 参観研究授業の交流（90分）
参観した授業及び参加した分科会の内容について交流し、教師の児童・生徒への望ましいかかわり方について
学びを深める。

4. 学校現場におけるボランティア活動（1日3時間：8回実施　24時間）
学校ボランティア活動を実践することで、児童・生徒の行動や生活の様子を理解する。

「子どもたちとともに学ぶ」という姿勢で取り組みましょう。個別に配慮が必要な子どもの授業支援や学校行
事、体験活動の補助、休み時間・放課後等の授業外の支援等を行う。
必ず各自で課題を設定し、目標を持って取り組み、毎回、ボランティア活動記録を記載すること。

5. 学校ボランティアの交流（90分）
活動をまとめ交流することで、新たな目標を設定する。

  
【準備学習の内容】

シラバスを熟読すること。
事前に配付した研究会資料から自分の参加する分科会を決め、公開授業の単元の下調べをしておくこと。
研究会の記録をまとめておくこと。
ボランティア活動を行う学校について事前に調べ、担当の先生と事前の打合せを行っておくこと。
活動内容をＡ4・1枚にまとめておくこと。

  
Ａ、Ｌ

Ｌ、Ｍ

Ｆ、Ｇ、Ｌ

Ｄ、Ｇ、Ｌ、
Ｍ

Ｆ、Ｇ、Ｌ

科 目 名 学校ボランティア活動Ⅰ 授業形態 実習 単 位 数 1
教 員 名 今野　洋子、佐藤　朱美
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明します          
参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分         80% 20%

補 足         活動記録
などによる

活動記録
などによる

質問への対応 随時、対応します。
資 格
そ の 他 この科目の単位は、教育職員免許状取得に必要な「教科又は教職に関する科目」の単位として算入されません。  

授 業 の
目 的

ね
ら
い

学習指導のみならず、生徒指導や学校行事等を実際に経験することは、教員を目指す者にとって大変重要なこと
です。
本講義では、「学校ボランティア活動Ⅰ」の成果を踏まえ、教育現場の実際を体験し、学校教育への理解を一層深
めます。さらには、教員を目指す者として、自身の教育観を確立できるよう学びを深めます。

到
達
目
標

⑴授業参観などを通して、学校教育における学習指導の実態を把握する。
⑵学校ボランティア活動を実践することで、児童・生徒の行動や生活の様子をさらに深く理解する。
⑶様々な実践を交流することで、学校教育の全体像を理解することができる。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
1　学校における教育活動とは（90分）

学校における教科指導や生徒指導などの教育活動についての基礎基本を学び、学校ボランティア活動の意
義を理解する。

2　研究授業の参観（2時間）
札幌市内等の小・中学校で開催される研究会に参加し、教師の指導や子どもの活動を学ぶ。

3　参観研究授業の交流（90分）
参観した授業及び参加した分科会の内容について交流し、教師の児童・生徒への望ましいかかわり方につい
て理解を深める。

4　学校現場におけるボランティア活動（1日3時間 :8回実施　24時間）
学校ボランティア活動を実践することで、児童・生徒の行動や生活の様子を理解する。
個別に配慮が必要な子どもの授業支援や学校行事、体験活動の補助、休み時間・放課後等の授業外の支援等
を行う。自己課題に基づき、活動記録を記載し、振り返る。

5　学校ボランティアの交流（90分）
活動をまとめ交流することにより、新たな目標を設定する。

  
【準備学習の内容】
 資料や記録の下調べや活動の成果及び課題をまとめておくこと。

  
Ａ

Ｍ

Ｈ、Ｊ

Ｄ

Ｌ

科 目 名 学校ボランティア活動Ⅱ 授業形態 実習 単 位 数 1
教 員 名 二宮　孝行

テキスト   プリントを使用します          

参 考 書
文部科学省、2008年、『小学校学習指導要領  』
文部科学省、2008年、『小学校学習指導要領解説特別活動編』、東洋館出版社  
文部科学省、2008年、『小学校学習指導要領解説総則編』/『中学校学習指導要領』/『高等学校学習指導要領』、東洋館出版社  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   30% 40%

補 足     参加ごとに
研究会参加記録     受け入れ校の評価・

巡回時の評価
質問への対応 オフィスアワーを活用してください。
資 格
そ の 他 この科目の単位は、教育職員免許状取得に必要な「教科又は教職に関する科目」の単位として算入されません。  

授 業 の
目 的

ね
ら
い

教員の資質として、学習指導のみならず、生徒指導や学校行事等の学校教育を実際に経験することは、教員を目
指す者にとって大変重要なことです。本講義では、現場での授業を参観・協議したり、学校ボランティア活動を
体験するなど、教育現場の実際を目と体で体験することで、学校教育への理解を深めます。さらには、教師を目
指す者として、自身の教育観を確立できるよう学びを深めます。
講義を3回行ってから、ボランティア活動を行います。終了後にも講義を行います。

到
達
目
標

⑴研究授業の参観を通して、学校教育における教科指導の実態を把握する。
⑵学校ボランティア活動を実践することで、児童・生徒の行動や生活の様子を理解する。
⑶様々な実践を交流することで、学校教育の全体像を理解することができる。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
1. 学校における教育活動とは（90分）

学校における教科指導や生徒指導などの教育活動についての基礎基本を学び、学校ボランティア活動の意義を
理解する。

2. 研究授業の参観（2時間）
札幌市内の小学校で開催される研究会に参加し、教師の指導や子どもの活動を学ぶ。

3. 参観研究授業の交流（90分）
参観した授業及び参加した分科会の内容について交流し、教師の児童・生徒への望ましいかかわり方について
学びを深める。

4. 学校現場におけるボランティア活動（1日3時間：8回実施　24時間）
学校ボランティア活動を実践することで、児童・生徒の行動や生活の様子を理解する。

「子どもたちとともに学ぶ」という姿勢で取り組みましょう。個別に配慮が必要な子どもの授業支援や学校行
事、体験活動の補助、休み時間・放課後等の授業外の支援等を行う。
必ず各自で課題を設定し、目標を持って取り組み、毎回、ボランティア活動記録を記載すること。

5. 学校ボランティアの交流（90分）
活動をまとめ交流することで、新たな目標を設定する。

  
【準備学習の内容】

シラバスを熟読すること。
事前に配付した研究会資料から自分の参加する分科会を決め、公開授業の単元の下調べをしておくこと。
研究会の記録をまとめておくこと。
ボランティア活動を行う学校について事前に調べ、担当の先生と事前の打合せを行っておくこと。
活動内容をＡ4・1枚にまとめておくこと。

  
Ａ、Ｌ

Ｌ、Ｍ

Ｆ、Ｇ、Ｌ

Ｄ、Ｇ、Ｌ、
Ｍ

Ｆ、Ｇ、Ｌ

科 目 名 学校ボランティア活動Ⅰ 授業形態 実習 単 位 数 1
教 員 名 今野　洋子、佐藤　朱美
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します          

参 考 書
文部科学省、2008年、『小学校学習指導要領  』
文部科学省、2008年、『小学校学習指導要領解説特別活動編』、東洋館出版社  
文部科学省、2008年、『小学校学習指導要領解説総則編』/『中学校学習指導要領』/『高等学校学習指導要領』、東洋館出版社  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   30% 40%

補 足     参加ごとに
研究会参加記録     受け入れ校の評価・

巡回時の評価
質問への対応 オフィスアワーを活用してください。
資 格
そ の 他 この科目の単位は、教育職員免許状取得に必要な「教科又は教職に関する科目」の単位として算入されません。  

授 業 の
目 的

ね
ら
い

教員の資質として、学習指導のみならず、生徒指導や学校行事等の学校教育を実際に経験することは、教員を目
指す者にとって大変重要なことです。本講義では「学校ボランティア活動Ⅰ」の成果と課題を踏まえ、目標を持っ
て学校教育ボランティアに取り組みます。特に、学校行事の参観を通して、児童・生徒の活動の様子を観察する
ことで、教育活動における特別活動の意義や運営のしかた、教師の協業体制の重要性について学び、学校教育活
動を総合的に理解する目を育みます。
講義を3回行ってから、ボランティア活動を行います。修了後にも講義を行います。

到
達
目
標

⑴ 学校行事の参観を通して、学校教育における特別活動の実態を把握するとともに、教師の協業の重要性を理解
する。

⑵ 学校ボランティア活動の成果と課題を踏まえ、自分の課題を解決するために、さらなるボランティア活動を実
践する。

⑶様々な体験を交流することで、自らの学校教育に対する理解を深めることができる。    

授 業 の
計 画

  【計画内容】
1　学校ボランティア活動の進め方（90分）

学校ボランティア活動をさらに充実させるために、「学校ボランティア活動Ⅰ」での成果と課題を見直し、具
体的な目標作りをする。

2　特別活動の参観（2時間）
学校ボランティア実践校での学校行事を参観し、教師の指導や子どもの活動を学ぶ。

3　参観した学校行事の交流（90分）
参観した学校行事の内容についての交流を通して、児童・生徒の活動の様子や学年の発達段階を把握し、
さらなる学校ボランティア活動での意欲を高める。

4　学校現場でのボランティア活動（1日3時間を基本として8回実施する :24時間）
アシスタントティーチャーを実践することで、児童の行動生活の様子を理解する。
自分の学んできたことを活かすとともに、新しい事にチャレンジする気持ちで取り組みましょう。　　
学校行事や体験活動の補助、授業の少人数指導、個別指導、ティームティーチング、総合的な学習の時間の補
助等を行う。
必ず各自で課題を設定し、目標を持って活動し、毎回、ボランティア活動記録を記載すること。

　

5　学校ボランティアの交流（90分）
それぞれの現場体験を交流することで、各校種の子どもの発達段階を理解するとともに、教育実習に向けて
自らの実践目標を設定する。

  
【準備学習の内容】
「学校ボランティア活動Ⅰ」で設定した目標と活動記録を熟読すること。学校行事計画を実践校からいただき、
事前に児童・生徒の活動や教師のかかわりについて理解を深めておく。学校行事参加の記録を、児童・生徒の活
動、教師のかかわりの2点からまとめておくこと。ボランティア活動を行う学校について事前に調べ、担当の先
生と事前の打合せを行っておくこと。活動記録を読み返し、成果や課題を整理しておくこと

  Ｇ、Ｌ

Ｇ、Ｌ、Ｍ

Ｆ、Ｇ、Ｌ

Ｄ、Ｇ、Ｌ、
Ｍ

Ｆ、Ｌ

科 目 名 学校ボランティア活動Ⅱ 授業形態 実習 単 位 数 1
教 員 名 今野　洋子、佐藤　朱美



15

教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   各指導教員より説明します          
参 考 書   各指導教員より説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     10% 30% 20% 40%
補 足     レポート等 卒業研究又は作品 平時   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他

｢専門演習Ⅰ｣ ｢専門演習Ⅱ｣ ｢卒業研究｣は同一教員を原則とします。
［卒業研究］は、4年間の学問探究の集大成となります。取り組む上での苦労とともに、それ以上の達成感を得ること
ができるので、真剣に取り組むことが望まれます。
評価の実施時期の補足 : 本科目への取組姿勢、卒業研究（論文等）の完成度から担当教員が決定したそれぞれの比率
に基づいて、総合的に判断し評価します。また、全てのコースで、発表も評価の材料とします。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本科目の目的は、幼児・児童・生徒を取り巻く環境をはじめ、あらゆる社会環境の変化の中から課題を見いだし解
決に取り組むことや、学問探究を深めることである。それぞれ探究する分野について、テーマの設定、そのテー
マに関する先行資料の調査、課題の洗い出し、それらへの解決策の探究を通じて、実践的な問題解決能力を養う
ことが目的である。

到
達
目
標

⑴幼児・児童・生徒を取り巻く環境をはじめ、あらゆる社会環境の変化の中から課題を見いだすことができる。
⑵課題を解決するために、研究テーマを設定し、テーマに沿った卒業研究をまとめることができる。
⑶研究テーマに応じて、適切な手法で卒業研究を発表することができる。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
第 1 ～29回　担当教員が指示する。
　　　　　　詳細については、各指導教員から配付される授業計画書を参考にしてください。

　　第30回　卒業研究論文発表会

【概要】
○初等教育コース
研究成果の提出は、卒業論文及び研究抄録とする。
研究発表は、口頭発表もしくはポスター発表とする。

○幼児教育コース
研究成果の提出は、作品もしくは卒業論文、及び研究抄録とする。
研究発表は、口頭発表、もしくは実演、もしくはポスター発表とする。

○養護教諭コース
研究成果の提出は、卒業論文及び研究抄録とする。
研究発表は、口頭発表とする。

○音楽コース
研究成果の提出は、演奏実技及び研究抄録とする。
研究発表は、演奏の実演を行う。
  

【準備学習の内容】
各指導教員から説明があります。

  
Ｂ、Ｃ、Ｅ、
Ｆ、Ｇ、Ｈ、
Ｉ、Ｊ、Ｍ

Ｎ

科 目 名 卒業研究 授業形態 演習 単 位 数 4
教 員 名 担当教員

テキスト   プリントを使用します          

参 考 書
文部科学省、2008年、『小学校学習指導要領  』
文部科学省、2008年、『小学校学習指導要領解説特別活動編』、東洋館出版社  
文部科学省、2008年、『小学校学習指導要領解説総則編』/『中学校学習指導要領』/『高等学校学習指導要領』、東洋館出版社  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   30% 40%

補 足     参加ごとに
研究会参加記録     受け入れ校の評価・

巡回時の評価
質問への対応 オフィスアワーを活用してください。
資 格
そ の 他 この科目の単位は、教育職員免許状取得に必要な「教科又は教職に関する科目」の単位として算入されません。  

授 業 の
目 的

ね
ら
い

教員の資質として、学習指導のみならず、生徒指導や学校行事等の学校教育を実際に経験することは、教員を目
指す者にとって大変重要なことです。本講義では「学校ボランティア活動Ⅰ」の成果と課題を踏まえ、目標を持っ
て学校教育ボランティアに取り組みます。特に、学校行事の参観を通して、児童・生徒の活動の様子を観察する
ことで、教育活動における特別活動の意義や運営のしかた、教師の協業体制の重要性について学び、学校教育活
動を総合的に理解する目を育みます。
講義を3回行ってから、ボランティア活動を行います。修了後にも講義を行います。

到
達
目
標

⑴ 学校行事の参観を通して、学校教育における特別活動の実態を把握するとともに、教師の協業の重要性を理解
する。

⑵ 学校ボランティア活動の成果と課題を踏まえ、自分の課題を解決するために、さらなるボランティア活動を実
践する。

⑶様々な体験を交流することで、自らの学校教育に対する理解を深めることができる。    

授 業 の
計 画

  【計画内容】
1　学校ボランティア活動の進め方（90分）

学校ボランティア活動をさらに充実させるために、「学校ボランティア活動Ⅰ」での成果と課題を見直し、具
体的な目標作りをする。

2　特別活動の参観（2時間）
学校ボランティア実践校での学校行事を参観し、教師の指導や子どもの活動を学ぶ。

3　参観した学校行事の交流（90分）
参観した学校行事の内容についての交流を通して、児童・生徒の活動の様子や学年の発達段階を把握し、
さらなる学校ボランティア活動での意欲を高める。

4　学校現場でのボランティア活動（1日3時間を基本として8回実施する :24時間）
アシスタントティーチャーを実践することで、児童の行動生活の様子を理解する。
自分の学んできたことを活かすとともに、新しい事にチャレンジする気持ちで取り組みましょう。　　
学校行事や体験活動の補助、授業の少人数指導、個別指導、ティームティーチング、総合的な学習の時間の補
助等を行う。
必ず各自で課題を設定し、目標を持って活動し、毎回、ボランティア活動記録を記載すること。

　

5　学校ボランティアの交流（90分）
それぞれの現場体験を交流することで、各校種の子どもの発達段階を理解するとともに、教育実習に向けて
自らの実践目標を設定する。

  
【準備学習の内容】
「学校ボランティア活動Ⅰ」で設定した目標と活動記録を熟読すること。学校行事計画を実践校からいただき、
事前に児童・生徒の活動や教師のかかわりについて理解を深めておく。学校行事参加の記録を、児童・生徒の活
動、教師のかかわりの2点からまとめておくこと。ボランティア活動を行う学校について事前に調べ、担当の先
生と事前の打合せを行っておくこと。活動記録を読み返し、成果や課題を整理しておくこと

  Ｇ、Ｌ

Ｇ、Ｌ、Ｍ

Ｆ、Ｇ、Ｌ

Ｄ、Ｇ、Ｌ、
Ｍ

Ｆ、Ｌ

科 目 名 学校ボランティア活動Ⅱ 授業形態 実習 単 位 数 1
教 員 名 今野　洋子、佐藤　朱美
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト 文部科学省、2009年、『特別支援学校：幼稚部教育要領』、『小学部・中学部学習指導要領』、『高等部学習指導要領』、海文堂、430312432    
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30%   50%   20%   
補 足             

質問への対応 講義の最初に説明する。
資 格［教］［ス］特支1種 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

特別支援教育では、実態把握と学習指導要領（自立活動を含む）をふまえながら、｢個別の教育支援計画｣ ｢個別
の指導計画｣が立案され、授業が展開されています。本講義では、実態把握の方法と学習指導要領（自立活動を
含む）の理解を深めながら、特別支援学校（知的障がい）で指導されている授業指導案の立案、演習を行います。

到
達
目
標

⑴実態把握のための心理検査の実施方法を習得する。
⑵特別支援学校学習指導要領（自立活動を含む）の理解を深める。
⑶｢個別の指導計画｣の内容の理解を目指す。
⑷指導の形態に応じた、指導案の作成を目指す。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】心理検査1　S︲M 社会生活能力検査
【計画内容】｢S︲M 社会生活能力検査｣などについて学ぶ。
【準備学習の内容】ソーシャルスキルとの関連を予習すること。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】心理検査2　絵画語い発達検査
【計画内容】｢絵画語い発達検査｣などについて学ぶ。
【準備学習の内容】｢絵画語い発達検査｣について予習すること。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】心理検査3　視知覚検査
【計画内容】｢視知覚検査｣などについて学ぶ。
【準備学習の内容】｢視知覚検査｣を予習すること。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】特別支援学校学習指導要領（自立活動を含む）の理解の深化
【計画内容】特別支援学校学習指導要領（自立活動を含む）の内容の理解を深める。
【準備学習の内容】他の発達検査についても学習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】｢教科教育｣ 1　展開
【計画内容】｢教科教育｣の学習指導案に基づいた展開について学ぶ。
【準備学習の内容】｢教科教育｣について予習すること。

Ａ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】｢教科教育｣ 2　指導略案の作成
【計画内容】｢教科教育｣の指導略案を作成する。
【準備学習の内容】指導案の略案を作成しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】｢教科教育｣の指導案の検討
【計画内容】｢個別の目標｣を中心に展開と教材研究のあり方について学び、学習指導案を作成して模擬授業
を行う。

【準備学習の内容】｢指導案｣を熟読しておくこと。

Ａ、Ｌ、Ｎ

第
8
回

【テーマ】｢生活単元学習｣ 1　展開
【計画内容】｢生活単元学習｣の学習指導案に基づいた展開について学ぶ。
【準備学習の内容】｢生活単元学習｣について予習すること。

Ａ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】｢生活単元学習｣ 2　指導略案の作成
【計画内容】｢生活単元学習｣の指導略案を作成する。
【準備学習の内容】｢生活単元学習｣について略案を作成しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】｢作業学習｣ 1　展開
【計画内容】｢作業学習｣の学習指導案に基づいた展開について学ぶ。
【準備学習の内容】｢作業学習｣について予習すること。

Ａ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】｢作業学習｣ 2　指導略案の作成
【計画内容】｢作業学習｣の指導略案を作成する。
【準備学習の内容】｢作業学習｣について略案を作成しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】｢遊びの指導｣の指導案の検討
【計画内容】｢個別の目標｣を中心に展開と教材研究のあり方について学び、学習指導案を作成して模擬授業
を行う。

【準備学習の内容】｢指導案｣を熟読しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】｢作業学習｣の指導案の検討
【計画内容】｢個別の目標｣を中心に展開と教材研究のあり方について学び、学習指導案を作成して模擬授業
を行う。

【準備学習の内容】｢指導案｣を熟読しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】｢生活単元学習｣の指導案の検討
【計画内容】｢個別の目標｣を中心に展開と教材研究のあり方について学び、学習指導案を作成して模擬授業
を行う。

【準備学習の内容】｢指導案｣を熟読しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】｢個別の指導計画｣の理解
【計画内容】個別の指導計画の案を完成する。
【準備学習の内容】｢個別の教育支援計画｣との関連を予習すること。

Ａ、Ｊ、Ｌ

科 目 名 知的障害教育Ⅱ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 瀧澤　聡
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを配付します      

参 考 書
村田茂、1979年、『新版日本の肢体不自由教育』、慶応義塾大学出版会、4766406575
全国肢体不自由養護学校長会、2005年、『新たな肢体不自由教育実践講座』、ジアース教育新社、4921124474
飯野順子、2006年、『生命の輝く教育を目指して』、ジアーズ教育新社、4921124612
文部科学省、『特別支援学校教育要領・学習指導要領』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   30%   20%   
補 足             

質問への対応 講義時や研究室で随時対応します。
資 格［教］［ス］特支1種 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

日本の肢体不自由教育史について理解し、肢体不自由のある幼児、児童生徒に対する教育について、指導内容・
方法の基礎的・応用的な理論と先駆的な指導実践の中から理解を深める。また、特別支援学校（肢体不自由）の
教育課程と特に自立活動の指導における6区分の内容と指導について学ぶ。更に、摂食指導や医療的ケアといっ
た日常の健康維持・向上や生命の維持に不可欠な内容について理解を深める。

到
達
目
標

⑴日本の肢体不自由教育史について、その歴史的発展と展望、現状と課題について学ぶ。
⑵特別支援学校（肢体不自由）における教育課程の編成・内容について理解する。
⑶肢体不自由教育における自立活動の具体的な指導内容・方法について理解を深める。
⑷肢体不自由教育における摂食指導や医療的ケアについて理解する。
⑸肢体不自由教育における感覚運動アセスメントとその実際的な指導について学ぶ。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンスについて
【計画内容】15回の講義内容について説明します。
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ

第
2
回

【テーマ】日本の肢体不自由教育史について
【計画内容】我が国の肢体不自由教育史について、その歴史と展望、現状と課題について学びます。
【準備学習の内容】講義内容について予習しておくこと。

Ａ、Ｆ

第
3
回

【テーマ】肢体不自由のある児童生徒の障害認識とアセスメント
【計画内容】肢体不自由教育における児童生徒の障害について、ICFの理念に基づく障害者観を理解するとともに、各種
のアセスメントに関する方法・内容について学びます。

【準備学習の内容】講義内容について予習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】肢体不自由特別支援学校における個別の教育支援計画の内容と作成について
【計画内容】肢体不自由特別支援学校における個別の教育支援計画の内容と作成について理解します。特に、ICF（国際
生活機能分類）の活用について、その実践成果も学びます。

【準備学習の内容】講義内容について予習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】肢体不自由教育における自立活動の指導1～｢健康の保持｣に関して～
【計画内容】肢体不自由教育における自立活動の指導の中で｢健康の保持｣に関して深く学びます。
【準備学習の内容】講義内容について予習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】肢体不自由教育における自立活動の指導2～｢心理的な安定｣に関して～
【計画内容】肢体不自由教育における自立活動の指導の中で｢心理的な安定｣に関して深く学びます。
【準備学習の内容】講義内容について予習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】肢体不自由教育における自立活動の指導3～｢人間関係の形成｣に関して～
【計画内容】肢体不自由教育における自立活動の指導の中で｢人間関係の形成｣に関して深く学びます。
【準備学習の内容】講義内容について予習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】肢体不自由教育における自立活動の指導4～｢環境の把握｣に関して～
【計画内容】肢体不自由教育における自立活動の指導の中で｢環境の把握｣に関して深く学びます。
【準備学習の内容】講義内容について予習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】肢体不自由教育における自立活動の指導5～｢身体の動き｣に関して～
【計画内容】肢体不自由教育における自立活動の指導の中で｢身体の動き｣に関して深く学びます。
【準備学習の内容】講義内容について予習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】肢体不自由教育における自立活動の指導6～｢コミュニケーション｣に関して～
【計画内容】肢体不自由教育における自立活動の指導の中で｢コミュニケーション｣に関して深く学びます。
【準備学習の内容】講義内容について予習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】肢体不自由教育における教科の学習について
【計画内容】肢体不自由教育における障害特性と教科の学習について理解し、どのような指導方法・内容が必要かを学び
ます。特に、発達障害における学習障害（LD）との関連と指導方法・内容について理解を深めます。

【準備学習の内容】講義内容について予習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】摂食機能の障害と摂食指導の実際について
【計画内容】摂食機能の障害と摂食指導の実際について学びます。特に、障害の重度・重複化に伴う摂食障害について、
本道の実態と取り組みについて理解を深めます。

【準備学習の内容】講義内容について予習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】学校で行う医療的ケアの意義と内容について
【計画内容】学校で行う医療的ケアの意義と内容について、訪問教育における医療的ケアの事例などから、実施のための
基礎的知識を学びます。また、医療機関や医療専門職員との連携・協力についても理解を深めます。

【準備学習の内容】講義内容について予習しておくこと。

Ａ、Ｆ

第
14
回

【テーマ】特別支援学校（肢体不自由）における医療的ケアの必要な幼児、児童生徒への対応の実際
【計画内容】医療的ケアの必要な幼児、児童生徒への対応の実際について学びます。具体的な指導事例などから指導方
法・内容の応用的な理解を深めます。

【準備学習の内容】講義内容について予習しておくこと。

Ａ、Ｆ

第
15
回

【テーマ】ICFの理念に基づく特別支援教育のセンター的役割
【計画内容】ICFの理念に基づく障害者の理解を深め、肢体不自由特別支援学校のセンター的機能の役割について理解し
ます。また、本道における地域支援ネットワークとその機能・役割、連携のあり方についても学びます。

【準備学習の内容】講義内容について予習しておくこと。

Ａ、Ｆ、Ｋ

科 目 名 肢体不自由教育Ⅱ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 石川　大

テキスト 文部科学省、2009年、『特別支援学校：幼稚部教育要領』、『小学部・中学部学習指導要領』、『高等部学習指導要領』、海文堂、430312432    
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30%   50%   20%   
補 足             

質問への対応 講義の最初に説明する。
資 格［教］［ス］特支1種 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

特別支援教育では、実態把握と学習指導要領（自立活動を含む）をふまえながら、｢個別の教育支援計画｣ ｢個別
の指導計画｣が立案され、授業が展開されています。本講義では、実態把握の方法と学習指導要領（自立活動を
含む）の理解を深めながら、特別支援学校（知的障がい）で指導されている授業指導案の立案、演習を行います。

到
達
目
標

⑴実態把握のための心理検査の実施方法を習得する。
⑵特別支援学校学習指導要領（自立活動を含む）の理解を深める。
⑶｢個別の指導計画｣の内容の理解を目指す。
⑷指導の形態に応じた、指導案の作成を目指す。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】心理検査1　S︲M 社会生活能力検査
【計画内容】｢S︲M 社会生活能力検査｣などについて学ぶ。
【準備学習の内容】ソーシャルスキルとの関連を予習すること。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】心理検査2　絵画語い発達検査
【計画内容】｢絵画語い発達検査｣などについて学ぶ。
【準備学習の内容】｢絵画語い発達検査｣について予習すること。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】心理検査3　視知覚検査
【計画内容】｢視知覚検査｣などについて学ぶ。
【準備学習の内容】｢視知覚検査｣を予習すること。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】特別支援学校学習指導要領（自立活動を含む）の理解の深化
【計画内容】特別支援学校学習指導要領（自立活動を含む）の内容の理解を深める。
【準備学習の内容】他の発達検査についても学習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】｢教科教育｣ 1　展開
【計画内容】｢教科教育｣の学習指導案に基づいた展開について学ぶ。
【準備学習の内容】｢教科教育｣について予習すること。

Ａ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】｢教科教育｣ 2　指導略案の作成
【計画内容】｢教科教育｣の指導略案を作成する。
【準備学習の内容】指導案の略案を作成しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】｢教科教育｣の指導案の検討
【計画内容】｢個別の目標｣を中心に展開と教材研究のあり方について学び、学習指導案を作成して模擬授業
を行う。

【準備学習の内容】｢指導案｣を熟読しておくこと。

Ａ、Ｌ、Ｎ

第
8
回

【テーマ】｢生活単元学習｣ 1　展開
【計画内容】｢生活単元学習｣の学習指導案に基づいた展開について学ぶ。
【準備学習の内容】｢生活単元学習｣について予習すること。

Ａ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】｢生活単元学習｣ 2　指導略案の作成
【計画内容】｢生活単元学習｣の指導略案を作成する。
【準備学習の内容】｢生活単元学習｣について略案を作成しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】｢作業学習｣ 1　展開
【計画内容】｢作業学習｣の学習指導案に基づいた展開について学ぶ。
【準備学習の内容】｢作業学習｣について予習すること。

Ａ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】｢作業学習｣ 2　指導略案の作成
【計画内容】｢作業学習｣の指導略案を作成する。
【準備学習の内容】｢作業学習｣について略案を作成しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】｢遊びの指導｣の指導案の検討
【計画内容】｢個別の目標｣を中心に展開と教材研究のあり方について学び、学習指導案を作成して模擬授業
を行う。

【準備学習の内容】｢指導案｣を熟読しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】｢作業学習｣の指導案の検討
【計画内容】｢個別の目標｣を中心に展開と教材研究のあり方について学び、学習指導案を作成して模擬授業
を行う。

【準備学習の内容】｢指導案｣を熟読しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】｢生活単元学習｣の指導案の検討
【計画内容】｢個別の目標｣を中心に展開と教材研究のあり方について学び、学習指導案を作成して模擬授業
を行う。

【準備学習の内容】｢指導案｣を熟読しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】｢個別の指導計画｣の理解
【計画内容】個別の指導計画の案を完成する。
【準備学習の内容】｢個別の教育支援計画｣との関連を予習すること。

Ａ、Ｊ、Ｌ

科 目 名 知的障害教育Ⅱ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 瀧澤　聡
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを配付します          

参 考 書
文部科学省、2009年、『特別支援学校幼稚部教育要領  』
文部科学省、2009年、『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領  』
文部科学省、2009年、『特別支援学校高等部学習指導要領  』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     20% 20% 30% 30%

補 足     レポート､
グループワーク 実習日誌他 実習への意欲 実習校の評価

質問への対応 オリエンテーション等で具体的に説明します。
資 格［教］特支1種 _ 必修

そ の 他
特別支援学校で行った教育実習の成果や課題について整理する。
研究授業等の反省会で明確になった指導方法、指導技術等の課題について整理する。
今後、教職に進むに当たり課題を解決するための見通しを持てるようにする。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

特別支援学校における教育実習を終えて、実習報告会を開催し、教職に対する意欲を喚起する。
教師としての資質向上に向けて、教育実習の自己評価をするとともに、より意欲的に取り組む態度を身につけ
る。

到
達
目
標

⑴実習後の実習報告会に参加し、報告レポートを作成する。
⑵特別支援学校での教育実習を振り返り、自己評価することができる。
⑶特別支援学校の教師としての資質や能力を身につけることができる。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
　1　オリエンテーション
　　（1）　特別支援学校で行った教育実習の成果や課題を整理する。
　　（2）　教育実習で学んだことについてのまとめや自己評価を行う。

　2　教育実習報告会の実施
　　（1）　教育実習報告会を開催する。
　　（2）　教育実習報告会へ参加する。
　　（3）　報告会に参加し、感想等レポートを提出する。
　　（4）　報告会での報告内容を聞き、自分の実習内容と比較しながら自己評価する。

　3　教育実習終了後のまとめ
　　（1）　教育実習で学んだことについてグループに分けて振り返りを行う。
　　（2）　振り返りの内容に関してグループごとに発表し合う。
　　（3）　研究授業等の反省会で明確になった指導方法、指導技術等の課題を整理する。
　　（4）　実習校へお礼状を送付する。
  

【準備学習の内容】
教育実習を終えての具体的な自己課題を持つこと。

Ａ

Ｄ

Ｈ

  

科 目 名 特別支援教育実習事後指導 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 伊藤　政勝、石川　大、石塚　誠之
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを配付します          

参 考 書
文部科学省、2009年、『特別支援学校幼稚部教育要領  』
文部科学省、2009年、『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領  』
文部科学省、2009年、『特別支援学校高等部学習指導要領  』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分       10% 20% 70%
補 足       実習日誌 実習への意欲 実習校における評価

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［教］特支1種 _ 必修

そ の 他
前年度までに定められている科目を修得している必要があること。
教職センター主催の教育実習の事前オリエンテーションには、必ず出席するとともに、教育実習校の事前打ち合わ
せにも必ず出席すること。また、『教育実習の手引き』の「実習生の心得」と「注意事項」を厳守すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

特別支援学校において、学校経営の方法、学校評価の方法、保護者との連携、児童生徒の安全、地域における特別
支援教育のセンター的機能の実際等を理解する。
次に、各教科、道徳、特別活動、自立活動、総合的な学習の時間の観察を行い、その後に学習指導案を作成し、実際
の授業を行う。また、学級経営の基礎や生徒指導についても理解を深める。
実習終了後、反省会を開催し、教職に対する意欲を喚起する。

到
達
目
標

⑴実習校の教育活動を理解することができる。
⑵生徒理解を通した学級活動の指導ができる。
⑶教科指導等の授業を指導することができる。
⑷実習前に実習先についての学びを深めるとともに、実習の心得を養う。
⑸実習後の実習報告会に参加し、報告レポートを作成する。

授 業 の
計 画

【計画内容】
　法令や実習校により定められた期間中は、実習校の教職員に準じた勤務をし、次のような内容の理解と実際の
指導を行う。

　1　実習校の教育活動の理解
　　（1） 実習校の教育目標、教育計画などの教育課程
　　（2） 実習校の組織・運営及び教員の勤務内容
　　（3） 各教科、道徳、特別活動、自立活動、総合的な学習の時間等の指導内容・方法
　　（4） 学級経営及び生徒指導・進路指導・教育相談の実際

　2　観察、参加、授業実習等の実践
　　（1）教科指導、特別活動、道徳、総合的な学習の時間の観察、参加、授業実習
　　（2）生徒理解を通した学級活動の実習

　3　教職の理解
　　（1）教職への自己の適性判断
　　（2）教職の使命感・責任感の譲成

　4　実習後のまとめ
　　（1） 実習後の実習校へお礼状の送付
　　（2） 実習報告レポートの作成
　　（3） 実習報告会への参加
  

【準備学習の内容】
『教育実習の手引き』を熟読すること。

  

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｂ

科 目 名 特別支援教育実習 授業形態 実習 単 位 数 2
教 員 名 伊藤　政勝、石川　大、石塚　誠之

テキスト   プリントを配付します          

参 考 書
文部科学省、2009年、『特別支援学校幼稚部教育要領  』
文部科学省、2009年、『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領  』
文部科学省、2009年、『特別支援学校高等部学習指導要領  』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     20% 20% 30% 30%

補 足     レポート､
グループワーク 実習日誌他 実習への意欲 実習校の評価

質問への対応 オリエンテーション等で具体的に説明します。
資 格［教］特支1種 _ 必修

そ の 他
特別支援学校で行った教育実習の成果や課題について整理する。
研究授業等の反省会で明確になった指導方法、指導技術等の課題について整理する。
今後、教職に進むに当たり課題を解決するための見通しを持てるようにする。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

特別支援学校における教育実習を終えて、実習報告会を開催し、教職に対する意欲を喚起する。
教師としての資質向上に向けて、教育実習の自己評価をするとともに、より意欲的に取り組む態度を身につけ
る。

到
達
目
標

⑴実習後の実習報告会に参加し、報告レポートを作成する。
⑵特別支援学校での教育実習を振り返り、自己評価することができる。
⑶特別支援学校の教師としての資質や能力を身につけることができる。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
　1　オリエンテーション
　　（1）　特別支援学校で行った教育実習の成果や課題を整理する。
　　（2）　教育実習で学んだことについてのまとめや自己評価を行う。

　2　教育実習報告会の実施
　　（1）　教育実習報告会を開催する。
　　（2）　教育実習報告会へ参加する。
　　（3）　報告会に参加し、感想等レポートを提出する。
　　（4）　報告会での報告内容を聞き、自分の実習内容と比較しながら自己評価する。

　3　教育実習終了後のまとめ
　　（1）　教育実習で学んだことについてグループに分けて振り返りを行う。
　　（2）　振り返りの内容に関してグループごとに発表し合う。
　　（3）　研究授業等の反省会で明確になった指導方法、指導技術等の課題を整理する。
　　（4）　実習校へお礼状を送付する。
  

【準備学習の内容】
教育実習を終えての具体的な自己課題を持つこと。

Ａ

Ｄ

Ｈ

  

科 目 名 特別支援教育実習事後指導 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 伊藤　政勝、石川　大、石塚　誠之
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します      

参 考 書
文部科学省、2009年、『特別支援学校学習指導要領  』
西川公司、2000年、『重複障害児の指導ハンドブック』、全国心身障害児福祉財団  
大南英明、2010年、『学習指導要領と新しい試み』、ジアーズ教育新社、9784863711402

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 20% 20% 30%   30%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

障害の重度・重複化、多様化している児童生徒の実態把握をする多様なアセスメントの在り方について、考察す
るとともに、特別支援学校における一人一人の教育的ニーズに応じた指導の在り方について学びます。

到
達
目
標

⑴障害の重度・重複化、多様化している児童生徒の実態把握について理解する。
⑵発達検査、知能検査の諸課題について理解する。
⑶各障害別の諸課題について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンス
【計画内容】特別支援教育における諸課題について、全体像を説明し、15回の講義展開を具体的に説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ

第
2
回

【テーマ】特別支援教育における学習指導要領
【計画内容】特別支援教育における学習指導要領の概要を把握し、どのような指導が行われているかについて
学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】特別支援教育における学習指導要領総則編
【計画内容】特別支援教育における学習指導要領総則編について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】特別支援教育における学習指導要領自立活動編
【計画内容】学習指導要領の自立活動学習編について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】自立活動学習内容要素表
【計画内容】一人ひとりのニーズに応じた自立活動学習の内容要素表について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】特別支援学校における教育課程の編成
【計画内容】特別支援学校の教育課程の編成基準と実際の編成の仕方について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】教育課程の指導計画
【計画内容】個々の実態に応じた教育課程の指導計画の作成について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｊ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】視覚障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校
【計画内容】視覚障害の実態に応じた教育を行う特別支援学校の概要を把握し、どのような指導が行われてい
るかについて学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】聴覚障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校
【計画内容】聴覚障害の実態に応じた教育を行う特別支援学校の概要を把握し、どのような指導が行われてい
るかについて学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】肢体不自由者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校
【計画内容】肢体不自由の実態に応じた教育を行う特別支援学校の概要を把握し、どのような指導が行われて
いるかについて学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】病弱者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校
【計画内容】病弱者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の概要を把握し、どのような指導が行わ
れているかについて学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校
【計画内容】知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の概要を把握し、どのような指導が
行われているかについて学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】重複障害者等に関する教育課程
【計画内容】重度・重複化、多様化している重複障害者の教育課程を編成する際の特例について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】特別支援学級、通級による指導における教育課程
【計画内容】特別支援学級、通級による指導における教育課程を編成する際の特例について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】特別支援教育の在り方について再確認し、学習の習熟度を確認します。
【準備学習の内容】これまで配付したプリント等を再確認しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｋ、Ｌ

科 目 名 特別支援実践論Ⅲ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 伊藤　政勝、石川　大
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト 文部科学省、『小学校学習指導要領  』
文部科学省、『幼稚園教育要領      』

参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分   30% 30% 30%   10%
補 足   交流作品 課題レポート まとめレポート   作品制作等

質問への対応 随時対応します。
資 格［教］幼・小1種 _ 必修

そ の 他
｢教科に関する科目｣及び｢教職に関する科目｣のすべてを修得済み、あるいは修得見込みであること。
この講義は、教員としての深い知識や望ましい行動、そして多様な業務内容を理解することで、4月から教師として
働く準備となる講義です。毎時課題を解決しながら、より真剣に取り組んでほしいものです。実践的な内容を重視
します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

この講義は、教員として必要な資質能力の最終的な形成とその育ちを確認することが大きな目的である。本学
科が養成を目指す教師像は、｢コーチング｣が意味する｢学習者を学習者自身の目標に導くこと｣を支援できる人
材である。そのためには、学習者である子どもの自発的な行動や活動を促し、目標達成を支援する指導技術や
能力を身につける必要がある。そこで、学内教員と現場教員の協力を得て、授業実践力と幼児・児童理解や学級
経営能力の向上を図り、アクティブラーニングの手法を取り入れながら、実践的な指導力を身につけることを
ねらいとしている。

到
達
目
標

⑴使命感や責任感、教育的愛情を身につける。
⑵社会性や対人関係能力を身につける。
⑶幼児・児童理解や学級経営能力を身につける。
⑷教科・保育内容等について学習者の視点にたった指導力を身につける。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】学びの軌跡を振り返る
【計画内容】履修カルテをもとに、これまでの学びを確認し、自分自身の課題を明確にする。
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
2
回

【テーマ】グループ討議1 ｢教育実習を終えて得た事柄と今の自分｣
【計画内容】教育実習で得たことのレポートをもとに、今の自分に何が必要かをグループ討議の中から見いだす。
【準備学習の内容】｢教育実習で得たこと｣を学習指導の視点から A4・1枚にまとめておくこと。

  Ｆ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】グループ討議2 ｢教師の責務と愛情｣
【計画内容】グループ討議を通して、教師の責務や子どもへの愛情について理解する。
【準備学習の内容】｢教育実習で得たこと｣を生徒指導の視点から A4・1枚にまとめておくこと。

Ｆ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】学級・保育室経営1 ｢望ましい教室経営の在り方｣
【計画内容】学級・保育室経営について、現場教師の実践を聞き、自らの経営の方向性を探る。
【準備学習の内容】自身の学級経営にかかわる課題について、様々な資料をもとに調べておくこと。

Ｈ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】学級・保育室経営2 ｢担任の役割や実務（含む事務）｣
【計画内容】担任の役割について､現場教師の実践を聞き、担任業務の内容を知るとともに、担任としての見通しを持つ。
【準備学習の内容】担任の役割や事務について､あらかじめ書籍等で調べておくこと。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】学級・保育室経営3 ｢学級経営案の作成｣
【計画内容】現場教師の実際の学級経営の話を聞き、学級経営案の書き方を学ぶ。
【準備学習の内容】学級経営案について、書籍等で調べておくこと。

Ａ、Ｇ

第
7
回

【テーマ】学級・保育室経営4 ｢4月当初の実務内容｣
【計画内容】一番忙しい新学期の実務について理解を深めることで、教師生活をスムーズにスタートさせられるよう準備する。
【準備学習の内容】事前配付資料に目を通しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】学級・保育室経営5 ｢教室掲示・環境づくり｣
【計画内容】子どもの学習を意欲的なものとする教室の環境整備の在り方を演習を交えて学ぶ。
【準備学習の内容】事前配付資料に目を通しておくこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】保護者からの要望・苦情の対応1
【計画内容】保護者からの要望への対応について、ロールプレーイングの手法を用いて学ぶ。
【準備学習の内容】事前配付資料に目を通しておくこと。

Ｎ

第
10
回

【テーマ】保護者からの要望・苦情への対応2
【計画内容】保護者からの苦情への対応について、ロールプレーイングの手法を用いて学ぶ。
【準備学習の内容】事前配付資料に目を通しておくこと。

Ｎ

第
11
回

【テーマ】学習者の視点に立った授業実践力を磨く1
【計画内容】研究会に参加し、学習者の立場に立った指導の在り方を学ぶ。
【準備学習の内容】研究会で参観する授業について調べ、自分なりの指導の展開をイメージしておくこと。

Ｍ

第
12
回

【テーマ】学習者の視点に立った授業実践力を磨く2
【計画内容】研究会の授業を教科ごとに科目担当教員とともに模擬授業方式で検証し、学習者の立場に立った板書や発問の在り方を学ぶ。
【準備学習の内容】研究会で参観する授業について調べ、自分なりの指導の展開をイメージしておくこと。

Ｍ

第
13
回

【テーマ】フィールドワークの交流1
【計画内容】研究会や研修での経験を交流し、子どもの発達段階をとらえる。
【準備学習の内容】子どもの発達段階の視点について、予習しておくこと。

Ｆ、Ｍ

第
14
回

【テーマ】フィールドワークの交流2
【計画内容】研究会や研修での経験を交流し、望ましい教師の在り方について協議する。
【準備学習の内容】望ましい教師の在り方の視点について、予習しておくこと。

Ｆ、Ｍ

第
15
回

【テーマ】現代の教育課題を踏まえた、教育観・指導観・子ども観などの在り方
【計画内容】これまでの授業を振り返り、教師としての仕事への強い意識を育む。
【準備学習の内容】今後の仕事に対する意気込みをまとめておくこと。

Ｇ、Ｋ

科 目 名 教職実践演習（幼 ･小） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 中川　洋一、二宮　孝行、伏見　千悦子、山崎　正明

テキスト   プリントを使用します      

参 考 書
文部科学省、2009年、『特別支援学校学習指導要領  』
西川公司、2000年、『重複障害児の指導ハンドブック』、全国心身障害児福祉財団  
大南英明、2010年、『学習指導要領と新しい試み』、ジアーズ教育新社、9784863711402

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 20% 20% 30%   30%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

障害の重度・重複化、多様化している児童生徒の実態把握をする多様なアセスメントの在り方について、考察す
るとともに、特別支援学校における一人一人の教育的ニーズに応じた指導の在り方について学びます。

到
達
目
標

⑴障害の重度・重複化、多様化している児童生徒の実態把握について理解する。
⑵発達検査、知能検査の諸課題について理解する。
⑶各障害別の諸課題について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンス
【計画内容】特別支援教育における諸課題について、全体像を説明し、15回の講義展開を具体的に説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ

第
2
回

【テーマ】特別支援教育における学習指導要領
【計画内容】特別支援教育における学習指導要領の概要を把握し、どのような指導が行われているかについて
学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】特別支援教育における学習指導要領総則編
【計画内容】特別支援教育における学習指導要領総則編について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】特別支援教育における学習指導要領自立活動編
【計画内容】学習指導要領の自立活動学習編について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】自立活動学習内容要素表
【計画内容】一人ひとりのニーズに応じた自立活動学習の内容要素表について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】特別支援学校における教育課程の編成
【計画内容】特別支援学校の教育課程の編成基準と実際の編成の仕方について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】教育課程の指導計画
【計画内容】個々の実態に応じた教育課程の指導計画の作成について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｊ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】視覚障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校
【計画内容】視覚障害の実態に応じた教育を行う特別支援学校の概要を把握し、どのような指導が行われてい
るかについて学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】聴覚障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校
【計画内容】聴覚障害の実態に応じた教育を行う特別支援学校の概要を把握し、どのような指導が行われてい
るかについて学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】肢体不自由者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校
【計画内容】肢体不自由の実態に応じた教育を行う特別支援学校の概要を把握し、どのような指導が行われて
いるかについて学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】病弱者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校
【計画内容】病弱者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の概要を把握し、どのような指導が行わ
れているかについて学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校
【計画内容】知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の概要を把握し、どのような指導が
行われているかについて学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】重複障害者等に関する教育課程
【計画内容】重度・重複化、多様化している重複障害者の教育課程を編成する際の特例について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】特別支援学級、通級による指導における教育課程
【計画内容】特別支援学級、通級による指導における教育課程を編成する際の特例について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】特別支援教育の在り方について再確認し、学習の習熟度を確認します。
【準備学習の内容】これまで配付したプリント等を再確認しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｋ、Ｌ

科 目 名 特別支援実践論Ⅲ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 伊藤　政勝、石川　大
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明する      

参 考 書   講義時に説明する  
文部科学省、『小学校学習指導要領      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   30% 30%
補 足     レポートなど   討議内容 模擬授業

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［教］小1種 _ 選択

そ の 他 ｢理科概論｣ ｢理科指導法Ⅰ｣ ｢理科指導法Ⅱ｣の受講後に受講するのが望ましいが、未履修者でも教師を目指す者の
受講は可能。観察、実験、模擬授業を通して、教師として必要な基礎的な素養を身につけて欲しい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

小学校教育における、各学年の理科の目標や内容を理解し、自然体験や日常生活との関連を図った学習及び自
然環境と人間との関わりなどの学習に重点をおいて、児童と同じような視点で自然や様々な現象に対する疑問
をいだき、それを科学的に追求することの楽しさを分かち合える指導原理を学びます。また、模擬授業を通し
て、実践力を高めます。

到
達
目
標

⑴各学年の理科の目標と内容を理解している。
⑵各学年で実施する観察・実験の方法や、留意点について理解している。
⑶子供の素朴概念を重視した、観察・実験や授業の構成をすることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】｢理科概論｣、｢理科指導法Ⅰ｣、｢理科指導法Ⅱ｣の内容を復習しながら、本講義にて扱う学習内容について概
要を学びます。

【準備学習の内容】シラバスで15回の流れを十分に確認しておくこと。また、これまでの講義で使用した教科書を用い
て復習しておくこと。

Ｌ

第
2
回

【テーマ】児童の素朴概念①
【計画内容】自然事象に対する児童の素朴概念をどのように引き出し、主体的な学びへとつなげるか議論します。
【準備学習の内容】事前に提示された単元に関して、児童がもつと思われる事例を調べておくこと。

Ｈ

第
3
回

【テーマ】児童の素朴概念②
【計画内容】自然事象に対する児童の素朴概念をどのように引き出し、主体的な学びへとつなげるか議論します。
【準備学習の内容】事前に提示された単元に関して、児童がもつと思われる事例を調べておくこと。

Ｈ

第
4
回

【テーマ】児童の素朴概念③
【計画内容】自然事象に対する児童の素朴概念をどのように引き出し、主体的な学びへとつなげるか議論します。
【準備学習の内容】事前に提示された単元に関して、児童がもつと思われる事例を調べておくこと。

Ｈ

第
5
回

【テーマ】観察・実験の検証①
【計画内容】小学校理科で主に扱われる、観察・実験の展開方法について、既習事項を元に検証します。
【準備学習の内容】該当する領域の観察・実験の手法について予習しておくこと。また、関連する素朴概念について復習
しておくこと。

Ｃ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】観察・実験の検証②
【計画内容】小学校理科で主に扱われる、観察・実験の展開方法について、既習事項を元に検証します。
【準備学習の内容】該当する領域の観察・実験の手法について予習しておくこと。また、関連する素朴概念について復習
しておくこと。

Ｃ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】観察・実験の検証③
【計画内容】小学校理科で主に扱われる、観察・実験の展開方法について、既習事項を元に検証します。
【準備学習の内容】該当する領域の観察・実験の手法について予習しておくこと。また、関連する素朴概念について復習
しておくこと。

Ｃ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】観察・実験の検証④
【計画内容】小学校理科で主に扱われる、観察・実験の展開方法について、既習事項を元に検証します。
【準備学習の内容】該当する領域の観察・実験の手法について予習しておくこと。また、関連する素朴概念について復習
しておくこと。

Ｃ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】模擬授業の計画①
【計画内容】前時までに検討した観察・実験を含む授業について、模擬授業を行うための指導案を検討します。
【準備学習の内容】簡単な指導案を事前に作成しておくこと。

Ｈ

第
10
回

【テーマ】模擬授業の計画②
【計画内容】前時までに検討した観察・実験を含む授業について、模擬授業を行うための指導案を検討します。
【準備学習の内容】簡単な指導案を事前に作成しておくこと。

Ｈ

第
11
回

【テーマ】模擬授業①
【計画内容】計画した観察・実験を含む模擬授業を実際に行い、その内容について検討します。
【準備学習の内容】模擬授業に必要な観察・実験の準備をしておくこと。

Ｆ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】模擬授業②
【計画内容】計画した観察・実験を含む模擬授業を実際に行い、その内容について検討します。
【準備学習の内容】模擬授業に必要な観察・実験の準備をしておくこと。

Ｆ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】模擬授業③
【計画内容】計画した観察・実験を含む模擬授業を実際に行い、その内容について検討します。
【準備学習の内容】模擬授業に必要な観察・実験の準備をしておくこと。

Ｆ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】模擬授業④
【計画内容】計画した観察・実験を含む模擬授業を実際に行い、その内容について検討します。
【準備学習の内容】模擬授業に必要な観察・実験の準備をしておくこと。

Ｆ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】本講義で扱った各領域のまとめを行います。
【準備学習の内容】本講義全体で使用した資料や記録、データを準備しておくこと。

Ｇ

科 目 名 理科指導法Ⅲ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 横山　光
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明する      
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50% 30% 20%   
補 足             

質問への対応
2つの方法のいずれでもかまいません。
　（1）講義終了時に声をかけてください。時間のかかるものは、相談に応じます。
　（2）メールでの質問　yamazaki@hokusho-u.ac.jp

資 格   ［教］小1種 _ 選択

そ の 他 図工や美術が好きな人はもちろん、苦手意識を持っている人もぜひ、受講してください。子供が楽しく図工を学べ
るために。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では｢図画工作指導法Ⅰ・Ⅱ｣で学んだ理念や知識をもとに、さらに具体的に実技を通して実践力を高め
る。

到
達
目
標

⑴図画工作の指導力を高める
⑵子供の表現活動を円滑に行うための教育的技術を理解し向上させる。
⑶子供への造形教育が滞りなく行われるための技術の基礎を身につける。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】受講に関する情報提供をする。
【準備学習の内容】図書館で｢図画工作｣の教科書を見ておくこと

Ａ

第
2
回

【テーマ】教材研究①
【計画内容】鉛筆・クレヨン・パステルを用いた描画について学び実践する。
【準備学習の内容】上記の画材に関連する｢図画工作｣の教科書を見ておくこと

Ｂ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】教材研究②
【計画内容】水彩絵の具を用いた描画について学び実践する。
【準備学習の内容】上記の画材に関連する｢図画工作｣の教科書を見ておくこと

Ｂ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】教材研究③
【計画内容】墨を用いた制作と考察を行う。
【準備学習の内容】上記の画材に関連する｢図画工作｣の教科書を見ておくこと

Ｂ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】教材研究④
【計画内容】｢対話による美術鑑賞｣について実践的に学ぶ。
【準備学習の内容】webサイト　鑑賞教育 JPを見ておくこと

Ｂ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】教材研究⑤
【計画内容】｢アートカード｣を用いた鑑賞学習について実践的に学ぶ。
【準備学習の内容】｢図画工作｣の教科書で日本や世界の名画を見ておくこと

Ｂ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】教材研究⑥　モダンテクニック
【計画内容】スパッタリング・ドリッピングを用いた制作と考察を行う。
【準備学習の内容】上記の技法に関連する｢図画工作｣の教科書を見ておくこと

Ｂ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】教材研究⑦　モダンテクニック
【計画内容】マーブリング・デカルコマニー・フロッタージュ・バチック・スクラッチコラージュを用いた制作
と考察を行う。

【準備学習の内容】上記の技法に関連する｢図画工作｣の教科書を見ておくこと

Ｂ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】教材研究⑧
【計画内容】紙を用いた工作について学び実践する。
【準備学習の内容】上記の画材に関連する｢図画工作｣の教科書を見ておくこと

Ｂ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】教材研究⑨
【計画内容】木材や粘度を用いた工作について学び実践する。
【準備学習の内容】上記の画材に関連する｢図画工作｣の教科書を見ておくこと

Ｂ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】教材研究発展　平面
【計画内容】これまでに学んだ技法を用いて（または効果的に組み合わせて）立体作品の制作を行う。
【準備学習の内容】平面で表すという視点で｢図画工作｣の教科書を見ておくこと

Ｂ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】教材研究発展　立体
【計画内容】これまでに学んだ技法を用いて（または効果的に組み合わせて）立体作品の制作を行う。
【準備学習の内容】立体で表すという視点で｢図画工作｣の教科書を見ておくこと

Ｂ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】教材研究発展　造形遊び
【計画内容】教科書に載っている造形遊びに実際に取り組んでみる。
【準備学習の内容】｢図画工作｣の教科書の｢造形遊び｣を見ておくこと

Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】作品鑑賞・発表会
【計画内容】これまで制作した作品や複製画などを用いた鑑賞会について。
【準備学習の内容】｢図画工作｣の教科書の鑑賞や展示に関連する内容を見ておくこと

Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】まとめとレポート作成。
【準備学習の内容】これまでの講義をふりかえっておくこと

Ｌ

科 目 名 図画工作科指導法Ⅲ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 山崎　正明

テキスト   講義時に説明する      

参 考 書   講義時に説明する  
文部科学省、『小学校学習指導要領      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   30% 30%
補 足     レポートなど   討議内容 模擬授業

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［教］小1種 _ 選択

そ の 他 ｢理科概論｣ ｢理科指導法Ⅰ｣ ｢理科指導法Ⅱ｣の受講後に受講するのが望ましいが、未履修者でも教師を目指す者の
受講は可能。観察、実験、模擬授業を通して、教師として必要な基礎的な素養を身につけて欲しい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

小学校教育における、各学年の理科の目標や内容を理解し、自然体験や日常生活との関連を図った学習及び自
然環境と人間との関わりなどの学習に重点をおいて、児童と同じような視点で自然や様々な現象に対する疑問
をいだき、それを科学的に追求することの楽しさを分かち合える指導原理を学びます。また、模擬授業を通し
て、実践力を高めます。

到
達
目
標

⑴各学年の理科の目標と内容を理解している。
⑵各学年で実施する観察・実験の方法や、留意点について理解している。
⑶子供の素朴概念を重視した、観察・実験や授業の構成をすることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】｢理科概論｣、｢理科指導法Ⅰ｣、｢理科指導法Ⅱ｣の内容を復習しながら、本講義にて扱う学習内容について概
要を学びます。

【準備学習の内容】シラバスで15回の流れを十分に確認しておくこと。また、これまでの講義で使用した教科書を用い
て復習しておくこと。

Ｌ

第
2
回

【テーマ】児童の素朴概念①
【計画内容】自然事象に対する児童の素朴概念をどのように引き出し、主体的な学びへとつなげるか議論します。
【準備学習の内容】事前に提示された単元に関して、児童がもつと思われる事例を調べておくこと。

Ｈ

第
3
回

【テーマ】児童の素朴概念②
【計画内容】自然事象に対する児童の素朴概念をどのように引き出し、主体的な学びへとつなげるか議論します。
【準備学習の内容】事前に提示された単元に関して、児童がもつと思われる事例を調べておくこと。

Ｈ

第
4
回

【テーマ】児童の素朴概念③
【計画内容】自然事象に対する児童の素朴概念をどのように引き出し、主体的な学びへとつなげるか議論します。
【準備学習の内容】事前に提示された単元に関して、児童がもつと思われる事例を調べておくこと。

Ｈ

第
5
回

【テーマ】観察・実験の検証①
【計画内容】小学校理科で主に扱われる、観察・実験の展開方法について、既習事項を元に検証します。
【準備学習の内容】該当する領域の観察・実験の手法について予習しておくこと。また、関連する素朴概念について復習
しておくこと。

Ｃ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】観察・実験の検証②
【計画内容】小学校理科で主に扱われる、観察・実験の展開方法について、既習事項を元に検証します。
【準備学習の内容】該当する領域の観察・実験の手法について予習しておくこと。また、関連する素朴概念について復習
しておくこと。

Ｃ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】観察・実験の検証③
【計画内容】小学校理科で主に扱われる、観察・実験の展開方法について、既習事項を元に検証します。
【準備学習の内容】該当する領域の観察・実験の手法について予習しておくこと。また、関連する素朴概念について復習
しておくこと。

Ｃ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】観察・実験の検証④
【計画内容】小学校理科で主に扱われる、観察・実験の展開方法について、既習事項を元に検証します。
【準備学習の内容】該当する領域の観察・実験の手法について予習しておくこと。また、関連する素朴概念について復習
しておくこと。

Ｃ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】模擬授業の計画①
【計画内容】前時までに検討した観察・実験を含む授業について、模擬授業を行うための指導案を検討します。
【準備学習の内容】簡単な指導案を事前に作成しておくこと。

Ｈ

第
10
回

【テーマ】模擬授業の計画②
【計画内容】前時までに検討した観察・実験を含む授業について、模擬授業を行うための指導案を検討します。
【準備学習の内容】簡単な指導案を事前に作成しておくこと。

Ｈ

第
11
回

【テーマ】模擬授業①
【計画内容】計画した観察・実験を含む模擬授業を実際に行い、その内容について検討します。
【準備学習の内容】模擬授業に必要な観察・実験の準備をしておくこと。

Ｆ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】模擬授業②
【計画内容】計画した観察・実験を含む模擬授業を実際に行い、その内容について検討します。
【準備学習の内容】模擬授業に必要な観察・実験の準備をしておくこと。

Ｆ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】模擬授業③
【計画内容】計画した観察・実験を含む模擬授業を実際に行い、その内容について検討します。
【準備学習の内容】模擬授業に必要な観察・実験の準備をしておくこと。

Ｆ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】模擬授業④
【計画内容】計画した観察・実験を含む模擬授業を実際に行い、その内容について検討します。
【準備学習の内容】模擬授業に必要な観察・実験の準備をしておくこと。

Ｆ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】本講義で扱った各領域のまとめを行います。
【準備学習の内容】本講義全体で使用した資料や記録、データを準備しておくこと。

Ｇ

科 目 名 理科指導法Ⅲ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 横山　光
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明する      

参 考 書   講義時に説明する  
文部科学省、『小学校学習指導要領      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30%   20% 30% 20%   
補 足             

質問への対応 質問は、講義中・講義後に対応します。
資 格［教］小1種 _ 選択

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

小学校家庭科教育の意義や目標、指導内容、指導方法などについて学習する。豊かな教育観をもち、自ら学び、
創造し、行動できる、すぐれた教師としての資質を養う。

到
達
目
標

⑴家庭科の目標に沿って、児童に指導することができる。
⑵家庭科の意義に沿って、児童に指導することができる。
⑶家庭科の内容について、児童に指導することができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】家庭科における課題から、家庭科教育の指導法について学ぶ。（木下教子）
【準備学習の内容】子どもたちの家庭での家事に携わる実態について調べる。

Ａ

第
2
回

【テーマ】身近な消費生活と環境
【計画内容】情報社会と買い物について学ぶ。（木下教子）
【準備学習の内容】子どもたちの消費生活の課題について調べる。

Ａ

第
3
回

【テーマ】環境教育 1
【計画内容】グループごとに環境教育のテーマを決めて、環境に配慮した生活の指導法について学ぶ。
（木下教子）
【準備学習の内容】地域や家庭の環境問題について調べる。

Ｈ

第
4
回

【テーマ】環境教育 2
【計画内容】グループごとに食生活における環境教育の教材を作る。（木下教子）
【準備学習の内容】環境に配慮した学校における取り組みを調べる。

Ｈ

第
5
回

【テーマ】環境教育 3
【計画内容】グループごとに冬の住生活における環境教育の教材を作る。（木下教子）
【準備学習の内容】インターネット、図書館などで教材作りの資料を収集する。

Ｈ

第
6
回

【テーマ】環境教育 4
【計画内容】グループごと作成した教材を使い環境教育の発表をする。（木下教子）
【準備学習の内容】各グループで発表の分担を決める。

Ｆ

第
7
回

【テーマ】快適な衣服と住まい
【計画内容】ミシンの使い方について児童に伝える指導法について学ぶ。（角田成子）
【準備学習の内容】ミシンの上糸、下糸の準備の仕方、安全な取り扱いなど教科書を復習する。

Ａ

第
8
回

【テーマ】生活に役立つもの製作 1（ミシンを使用）
【計画内容】作品の製作計画をたてる教材を作る（型紙つくり・裁断）。（角田成子）
【準備学習の内容】縫い代、まち針の刺し方、はさみの取り扱いについて確認する。

Ｄ

第
9
回

【テーマ】生活に役立つもの製作 2（ミシンを使用）
【計画内容】しつけ、直揃縫いなど、その部分にふさわしい縫い方の教材を作る。（角田成子）
【準備学習の内容】ミシンの目の注意点、製作手順について確認する。

Ｄ

第
10
回

【テーマ】生活に役立つもの製作 3（ミシンを使用）
【計画内容】完成した作品について各自、発表をする。（角田成子）
【準備学習の内容】作品が出来上がるまでの手順の留意点について整理する。

Ｄ

第
11
回

【テーマ】日常の食事と調理の基礎
【計画内容】食育と関連づけて行事食についての指導法について学ぶ。（木下教子）
【準備学習の内容】正月料理の意味について考える。

Ａ

第
12
回

【テーマ】調理計画を作成する
【計画内容】雑煮の作り方について、指導法及び板書計画の作成をする。（木下教子）
【準備学習の内容】料理の調理作業、時間配分について考える。

Ａ

第
13
回

【テーマ】調理実習
【計画内容】雑煮を作る。（木下教子）
【準備学習の内容】だしのとり方、野菜の切り方などを確認する。

Ｄ

第
14
回

【テーマ】家庭科の授業を通して、家庭との連携をはかる
【計画内容】児童と親を対象に家庭科通信の作成をする。（木下教子）
【準備学習の内容】家庭科で既習したことを児童が実践できる場を考える。

Ａ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】講義のまとめと確認
【計画内容】これまでの学習をふり返り家庭科教育の課題をまとめる。（木下教子）
【準備学習の内容】学習指導要領、ノート、プリント等を復習する。

Ａ、Ｇ

科 目 名 家庭科指導法Ⅲ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 木下　教子、角田　成子
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   20% 50%
補 足     指導案など     討議内容など

質問への対応 随時対応します。
資 格   

そ の 他 初等教育コースの選択科目です。集団討議等を繰り返し、教育問題について視野を広げます。
講義のたびに、資料を配付し、次時予告並びに課題を提示しますので、整理用のファイルを準備しておくこと。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

変化の激しい教育現場において、現在教育現場で対応が求められている、さまざまな課題に対峙していくため
に、具体的な場面を想定した対応策を議論したり実践したりし、教師としての指導能力の向上を目指す。

到
達
目
標

⑴教育現場の課題を具体的に見いだすことができる。
⑵課題を解決する方策について、根拠をもった持論を展開することができる。
⑶討議によって、議論を深めることができる。
⑷実践によって、新しく視野を広げることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】教育現場の課題の抽出①
【計画内容】教育現場にどのような課題があるか、議論によって洗い出します。
【準備学習の内容】事前に教育現場の現状について情報を集めておくこと。

Ｈ

第
2
回

【テーマ】教育現場の課題の抽出②
【計画内容】教育現場にどのような課題があるか、議論によって洗い出します。
【準備学習の内容】事前に教育現場の現状について情報を集めておくこと。

Ｈ

第
3
回

【テーマ】教育現場の課題についての討論①
【計画内容】抽出した課題について、集団討議を行います。
【準備学習の内容】討議する課題について、事前学習をしておくこと。

Ｈ

第
4
回

【テーマ】教育現場の課題についての討論②
【計画内容】抽出した課題について、集団討議を行います。
【準備学習の内容】討議する課題について、事前学習をしておくこと。

Ｈ

第
5
回

【テーマ】教育現場の課題についての討論③
【計画内容】抽出した課題について、集団討議を行います。
【準備学習の内容】討議する課題について、事前学習をしておくこと。

Ｈ

第
6
回

【テーマ】教育現場の課題についての討論④
【計画内容】抽出した課題について、集団討議を行います。
【準備学習の内容】討議する課題について、事前学習をしておくこと。

Ｈ

第
7
回

【テーマ】教育現場の課題についての討論⑤
【計画内容】抽出した課題について、集団討議を行います。
【準備学習の内容】討議する課題について、事前学習をしておくこと。

Ｈ

第
8
回

【テーマ】プログラミング学習について①
【計画内容】プログラミング学習のあり方について学びます。
【準備学習の内容】プログラミング学習について、その概要を予習しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】プログラミング学習について②
【計画内容】プログラミング学習の教材を使用し、学習活動について検討します。
【準備学習の内容】使用する教材について、どのような学習活動ができるのか予習しておくこと。

Ｈ

第
10
回

【テーマ】プログラミング学習について③
【計画内容】教育活動のどのような場面で、プログラミング学習を取り入れるか検討します。
【準備学習の内容】指導案を立てておくこと。

Ｈ

第
11
回

【テーマ】総合的な学習について①
【計画内容】総合的な学習のねらいについて学び、討議します。
【準備学習の内容】学習指導要領の総合的な学習に関する部分を予習しておくこと。

Ｈ

第
12
回

【テーマ】総合的な学習について②
【計画内容】総合的な学習の実践例について、発表し合い検討します。
【準備学習の内容】実践事例について予習し、発表できるようまとめておくこと。

Ｆ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】総合的な学習について③
【計画内容】自らの出身校を想定した、総合的な学習のプランを検討します。
【準備学習の内容】実践計画を立案しておくこと。

Ｆ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】理想の学校教育について①
【計画内容】これまでの講義をふり返り、求められる学校像について集団討議により検討します。
【準備学習の内容】これまでの講義内容について復習しておくこと。

  Ｈ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】理想の学校教育について②
【計画内容】これまでの講義をふり返り、求められる学校像について集団討議により検討します。
【準備学習の内容】これまでの講義内容について復習しておくこと。

    Ｈ、Ｌ

科 目 名 小学校教育研究Ⅲ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 横山　光、二宮　孝行

テキスト   講義時に説明する      

参 考 書   講義時に説明する  
文部科学省、『小学校学習指導要領      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30%   20% 30% 20%   
補 足             

質問への対応 質問は、講義中・講義後に対応します。
資 格［教］小1種 _ 選択

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

小学校家庭科教育の意義や目標、指導内容、指導方法などについて学習する。豊かな教育観をもち、自ら学び、
創造し、行動できる、すぐれた教師としての資質を養う。

到
達
目
標

⑴家庭科の目標に沿って、児童に指導することができる。
⑵家庭科の意義に沿って、児童に指導することができる。
⑶家庭科の内容について、児童に指導することができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】家庭科における課題から、家庭科教育の指導法について学ぶ。（木下教子）
【準備学習の内容】子どもたちの家庭での家事に携わる実態について調べる。

Ａ

第
2
回

【テーマ】身近な消費生活と環境
【計画内容】情報社会と買い物について学ぶ。（木下教子）
【準備学習の内容】子どもたちの消費生活の課題について調べる。

Ａ

第
3
回

【テーマ】環境教育 1
【計画内容】グループごとに環境教育のテーマを決めて、環境に配慮した生活の指導法について学ぶ。
（木下教子）
【準備学習の内容】地域や家庭の環境問題について調べる。

Ｈ

第
4
回

【テーマ】環境教育 2
【計画内容】グループごとに食生活における環境教育の教材を作る。（木下教子）
【準備学習の内容】環境に配慮した学校における取り組みを調べる。

Ｈ

第
5
回

【テーマ】環境教育 3
【計画内容】グループごとに冬の住生活における環境教育の教材を作る。（木下教子）
【準備学習の内容】インターネット、図書館などで教材作りの資料を収集する。

Ｈ

第
6
回

【テーマ】環境教育 4
【計画内容】グループごと作成した教材を使い環境教育の発表をする。（木下教子）
【準備学習の内容】各グループで発表の分担を決める。

Ｆ

第
7
回

【テーマ】快適な衣服と住まい
【計画内容】ミシンの使い方について児童に伝える指導法について学ぶ。（角田成子）
【準備学習の内容】ミシンの上糸、下糸の準備の仕方、安全な取り扱いなど教科書を復習する。

Ａ

第
8
回

【テーマ】生活に役立つもの製作 1（ミシンを使用）
【計画内容】作品の製作計画をたてる教材を作る（型紙つくり・裁断）。（角田成子）
【準備学習の内容】縫い代、まち針の刺し方、はさみの取り扱いについて確認する。

Ｄ

第
9
回

【テーマ】生活に役立つもの製作 2（ミシンを使用）
【計画内容】しつけ、直揃縫いなど、その部分にふさわしい縫い方の教材を作る。（角田成子）
【準備学習の内容】ミシンの目の注意点、製作手順について確認する。

Ｄ

第
10
回

【テーマ】生活に役立つもの製作 3（ミシンを使用）
【計画内容】完成した作品について各自、発表をする。（角田成子）
【準備学習の内容】作品が出来上がるまでの手順の留意点について整理する。

Ｄ

第
11
回

【テーマ】日常の食事と調理の基礎
【計画内容】食育と関連づけて行事食についての指導法について学ぶ。（木下教子）
【準備学習の内容】正月料理の意味について考える。

Ａ

第
12
回

【テーマ】調理計画を作成する
【計画内容】雑煮の作り方について、指導法及び板書計画の作成をする。（木下教子）
【準備学習の内容】料理の調理作業、時間配分について考える。

Ａ

第
13
回

【テーマ】調理実習
【計画内容】雑煮を作る。（木下教子）
【準備学習の内容】だしのとり方、野菜の切り方などを確認する。

Ｄ

第
14
回

【テーマ】家庭科の授業を通して、家庭との連携をはかる
【計画内容】児童と親を対象に家庭科通信の作成をする。（木下教子）
【準備学習の内容】家庭科で既習したことを児童が実践できる場を考える。

Ａ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】講義のまとめと確認
【計画内容】これまでの学習をふり返り家庭科教育の課題をまとめる。（木下教子）
【準備学習の内容】学習指導要領、ノート、プリント等を復習する。

Ａ、Ｇ

科 目 名 家庭科指導法Ⅲ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 木下　教子、角田　成子
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト 全国大学音楽教育学会、2013年、『明日へ歌い継ぐ日本の子どもの歌』、音楽之友社、9784276590250    
参 考 書 井口太編著、2018年、『最新・幼児の音楽教育』、朝日出版社      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   40% 30%
補 足           発表

質問への対応 オフィスアワーまたは講義時に対応します。
資 格   

そ の 他 幼稚園コースの選択科目です。保育者としての指導技術向上を目指し、積極的に受講してください。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

幼児の心身の調和的発達に不可欠な音楽表現活動を指導するための知識や技術を学習します。特に音楽にか
かわる表現領域では、基礎的な知識だけでなく、幼児のイメージを広げ、活動を展開するための応用的技術向上
が欠かせません。受講生同士が学び合いながら、継続的に学習を進めていきます。

到
達
目
標

⑴子どもの音楽表現遊びのねらいと方法について理解する。
⑵多様な音楽活動に含まれる楽しさと発展性について考察する。
⑶他者との協力・協調、豊かな人間関係を育てる教材を考察する。
⑷個々の音楽的な知識や表現技術を高める。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス・音楽表現の基礎知識
【計画内容】学習目標と内容について理解し見通しをもつ。
【準備学習の内容】シラバスと『幼稚園教育要領』｢表現｣領域について熟読しておく。

Ａ、Ｇ

第
2
回

【テーマ】教材研究（生活の歌）（1）
【計画内容】歌唱教材について考察する。
【準備学習の内容】幼児の日常生活における歌唱教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
3
回

【テーマ】教材研究（生活の歌）（2）
【計画内容】歌唱教材について考察する。
【準備学習の内容】幼児の日常生活における歌唱教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】教材研究（生活の歌）（3）
【計画内容】歌唱教材について考察する。
【準備学習の内容】幼児の日常生活における歌唱教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】教材研究（季節の歌）（1）
【計画内容】歌唱教材について考察する。
【準備学習の内容】季節の歌唱教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
6
回

【テーマ】教材研究（季節の歌）（2）
【計画内容】歌唱教材について考察する。
【準備学習の内容】季節の歌唱教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
7
回

【テーマ】教材研究（季節の歌）（3）
【計画内容】歌唱教材について考察する。
【準備学習の内容】季節の歌唱教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】教材研究（季節の歌）（4）
【計画内容】歌唱教材について考察する。
【準備学習の内容】季節の歌唱教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
9
回

【テーマ】教材研究（歌遊び）（1）
【計画内容】身体表現を伴う歌遊びの教材について考察する。
【準備学習の内容】歌遊びの教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
10
回

【テーマ】教材研究（歌遊び）（2）
【計画内容】身体表現を伴う歌遊びの教材について考察する。
【準備学習の内容】歌遊びの教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】教材研究（歌遊び）（3）
【計画内容】身体表現を伴う歌遊びの教材について考察する。
【準備学習の内容】歌遊びの教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】教材研究（楽器遊び）（1）
【計画内容】身近な楽器遊びの教材について考察する。
【準備学習の内容】楽器遊びの教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
13
回

【テーマ】教材研究（楽器遊び）（2）
【計画内容】身近な楽器遊びの教材について考察する。
【準備学習の内容】楽器遊びの教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
14
回

【テーマ】教材研究（楽器遊び）（3）
【計画内容】身近な楽器遊びの教材について考察する。
【準備学習の内容】楽器遊びの教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
15
回

【テーマ】学習のまとめと発表
【計画内容】振り返りを行い、学習の成果を発表する。
【準備学習の内容】これまでの学習記録をまとめ、発表の準備をしておく。

Ａ、Ｆ、Ｌ

科 目 名 幼稚園教育研究Ⅲ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 澤田　悦子
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明する  
  プリント資料を配付する      

参 考 書 無藤隆編、2001年、『幼児の心理と保育』、ミネルヴァ書房、4623034283
無藤隆・安藤智子編、2008年、『子育て支援の心理学－家庭・園・地域で育てる』、有斐閣、9784641173507    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   50% 20%
補 足     ワークシート   関心・意欲 プレゼンテーション

質問への対応 随時研究室にて対応します。
資 格［教］保育士 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

乳幼児期の心身の発達について理解を深め、保育におけるかかわりがもたらす影響とその重要性を、実践的演
習を通して学んでいく。一人ひとりの子どもの成長・発達にとってどのような保育環境を整えることが望まし
いのかを見極め、子どもを｢理解する力｣と｢援助する力｣を身につけることをめざす。

到
達
目
標

⑴子どもの認知発達と保育実践について理解を深める。
⑵生活と遊びを通して学ぶ子どもの経験や学習の過程を理解する。
⑶保育における発達援助について学ぶ。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】子どもの認知発達と保育実践①
【計画内容】演習｢子ども理解と個人差や発達過程に応じた保育｣
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】子どもの認知発達と保育実践②
【計画内容】演習｢保育実践における、子どもと保育者、子ども同士の関係の発達｣
【準備学習の内容】事前に資料を配付するので内容を確認すること。

Ａ、Ｂ、
Ｈ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】子どもの認知発達と保育実践③
【計画内容】演習｢子ども集団と保育の環境｣
【準備学習の内容】事前に資料を配付するので内容を確認すること。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】生活や遊びを通した学びの過程①
【計画内容】演習｢子どもの生活・遊びと学び｣
【準備学習の内容】事前に資料を配付するので内容を確認すること。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】生活や遊びを通した学びの過程②
【計画内容】演習｢生涯にわたる生きる力の基礎を培う｣
【準備学習の内容】事前に資料を配付するので内容を確認すること。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】保育における発達援助①
【計画内容】演習｢基本的生活習慣の獲得・自己の主体性の形成｣
【準備学習の内容】事前に資料を配付するので内容を確認すること。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】保育における発達援助②
【計画内容】演習｢発達の課題に応じた援助やかかわり｣
【準備学習の内容】事前に資料を配付するので内容を確認すること。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】保育における発達援助③
【計画内容】演習｢発達援助における協働・現代社会における子どもの発達と保育の課題｣
【準備学習の内容】事前に資料を配付するので内容を確認すること。

Ａ、Ｋ、Ｌ

科 目 名 保育の心理学Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 石塚　誠之

テキスト 全国大学音楽教育学会、2013年、『明日へ歌い継ぐ日本の子どもの歌』、音楽之友社、9784276590250    
参 考 書 井口太編著、2018年、『最新・幼児の音楽教育』、朝日出版社      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   40% 30%
補 足           発表

質問への対応 オフィスアワーまたは講義時に対応します。
資 格   

そ の 他 幼稚園コースの選択科目です。保育者としての指導技術向上を目指し、積極的に受講してください。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

幼児の心身の調和的発達に不可欠な音楽表現活動を指導するための知識や技術を学習します。特に音楽にか
かわる表現領域では、基礎的な知識だけでなく、幼児のイメージを広げ、活動を展開するための応用的技術向上
が欠かせません。受講生同士が学び合いながら、継続的に学習を進めていきます。

到
達
目
標

⑴子どもの音楽表現遊びのねらいと方法について理解する。
⑵多様な音楽活動に含まれる楽しさと発展性について考察する。
⑶他者との協力・協調、豊かな人間関係を育てる教材を考察する。
⑷個々の音楽的な知識や表現技術を高める。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス・音楽表現の基礎知識
【計画内容】学習目標と内容について理解し見通しをもつ。
【準備学習の内容】シラバスと『幼稚園教育要領』｢表現｣領域について熟読しておく。

Ａ、Ｇ

第
2
回

【テーマ】教材研究（生活の歌）（1）
【計画内容】歌唱教材について考察する。
【準備学習の内容】幼児の日常生活における歌唱教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
3
回

【テーマ】教材研究（生活の歌）（2）
【計画内容】歌唱教材について考察する。
【準備学習の内容】幼児の日常生活における歌唱教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】教材研究（生活の歌）（3）
【計画内容】歌唱教材について考察する。
【準備学習の内容】幼児の日常生活における歌唱教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】教材研究（季節の歌）（1）
【計画内容】歌唱教材について考察する。
【準備学習の内容】季節の歌唱教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
6
回

【テーマ】教材研究（季節の歌）（2）
【計画内容】歌唱教材について考察する。
【準備学習の内容】季節の歌唱教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
7
回

【テーマ】教材研究（季節の歌）（3）
【計画内容】歌唱教材について考察する。
【準備学習の内容】季節の歌唱教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】教材研究（季節の歌）（4）
【計画内容】歌唱教材について考察する。
【準備学習の内容】季節の歌唱教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
9
回

【テーマ】教材研究（歌遊び）（1）
【計画内容】身体表現を伴う歌遊びの教材について考察する。
【準備学習の内容】歌遊びの教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
10
回

【テーマ】教材研究（歌遊び）（2）
【計画内容】身体表現を伴う歌遊びの教材について考察する。
【準備学習の内容】歌遊びの教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】教材研究（歌遊び）（3）
【計画内容】身体表現を伴う歌遊びの教材について考察する。
【準備学習の内容】歌遊びの教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】教材研究（楽器遊び）（1）
【計画内容】身近な楽器遊びの教材について考察する。
【準備学習の内容】楽器遊びの教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
13
回

【テーマ】教材研究（楽器遊び）（2）
【計画内容】身近な楽器遊びの教材について考察する。
【準備学習の内容】楽器遊びの教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
14
回

【テーマ】教材研究（楽器遊び）（3）
【計画内容】身近な楽器遊びの教材について考察する。
【準備学習の内容】楽器遊びの教材について調べておく。

Ａ、Ｇ

第
15
回

【テーマ】学習のまとめと発表
【計画内容】振り返りを行い、学習の成果を発表する。
【準備学習の内容】これまでの学習記録をまとめ、発表の準備をしておく。

Ａ、Ｆ、Ｌ

科 目 名 幼稚園教育研究Ⅲ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 澤田　悦子
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%   20%   20%   
補 足     提出締切期間内       

質問への対応 授業中、授業後に対応する。
資 格［教］保育士 _ 必修

そ の 他 これまでの自分の食生活を振り返りながら、未来に向かって健康な心と体をつくる日々の食事を常に意識をしてい
ただきたい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

子どもの健康な食生活のあり方は、生涯にわたるすべての活動の基盤となり、順調な発育・発達を促すものであ
る。近年、子どもの食の実態は栄養摂取のアンバランスにとどまらず、孤食や欠食などの社会とのかかわりの
観点から多くの問題が指摘されている。子どもの豊富な食事体験は情緒の安定と発達段階に合った食生活を
確立することから、子どもの栄養の基本的理論を体系的に理解するとともに、その知識を現場で実践化できる
ように学ぶ。

到
達
目
標

⑴健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に関する基本的知識を学ぶ。
⑵子どもの発育・発達と食生活の関連について理解を深める。
⑶食育の基本とその内容及び食育のための環境を地域社会・文化とのかかわりの中で理解する。
⑷家庭や児童福祉施設における食生活の現状と課題について学ぶ。
⑸特別な配慮を要する子どもの食と栄養について理解する。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】子どもの心身の健康と食生活
【計画内容】子どもの健やかな発育・発達をめざした食事・食生活支援について学ぶ。
【準備学習の内容】子どもを取り巻く食環境、食生活の現状について調べる。

Ａ

第
2
回

【テーマ】栄養素の種類と機能
【計画内容】栄養の定義、摂取～消化吸収～代謝、食事の摂り方、子どもの食生活の特徴について学ぶ。
【準備学習の内容】五大栄養素の種類と働きについて、調べる。

Ａ

第
3
回

【テーマ】食事摂取基準と献立作成・調理の基本
【計画内容】日本人の食生活の目標である｢食事摂取基準｣ ｢食事バランスガイド｣ ｢食生活指針｣を理解し、献立作
成について学ぶ。

【準備学習の内容】日本の伝統的な食文化である和食のよさについて調べる。

Ａ

第
4
回

【テーマ】乳児期の食生活
【計画内容】乳児期の食生活の特徴、咀嚼・嚥下機能、食行動の変化、母乳栄養、人工栄養について学ぶ。
【準備学習の内容】母乳栄養の利点について調べる。

Ａ

第
5
回

【テーマ】離乳の意義と食生活
【計画内容】離乳の定義と必要性、離乳食の進め方、食べ方、食事の目安、離乳の完了、成長の目安について学ぶ。
【準備学習の内容】手づかみ食べの意味、適した食べ物を調べる。

Ａ

第
6
回

【テーマ】幼児期の心身の発達と食生活
【計画内容】幼児期の消化・吸収機能、摂食行動、栄養素量、間食の役割、この時期の食の問題について学ぶ。
【準備学習の内容】市販のお菓子などの栄養成分表示を調べる。

Ａ

第
7
回

【テーマ】学童期・思春期の心身の発達と食生活
【計画内容】体と心の成長、栄養素量、生涯にわたって心身の健康を考えるとき、望ましい食習慣の形成、食事の重
要性について学ぶ。

【準備学習の内容】学校給食の特徴について調べる。

Ａ

第
8
回

【テーマ】調乳の実習
【計画内容】乳児にミルクを与える場合の安全な調乳の方法、留意点について学ぶ。
【準備学習の内容】厚労省の調乳のガイドラインを読む。

Ｂ

第
9
回

【テーマ】食育における養護と教育の一体性
【計画内容】子どもの｢食べる力｣を育むために保育者はどのようなことができるか養護的側面と教育的側面から
考える。

【準備学習の内容】保育所における食育に関する指針を読む。

Ａ

第
10
回

【テーマ】食育の内容と計画および評価
【計画内容】食育のねらいおよび内容について学び、保育所における食育の年間計画を作成する。
【準備学習の内容】保育所の子どもの食の課題がわかる統計資料を準備する。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】地域や家庭と連携した食育の展開
【計画内容】食育の取り組みを行うとき、どのような関係機関や関係団体、関係者等との連携が必要であるのか学ぶ。
【準備学習の内容】保護者への食育の情報提供の方法について、考える。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】家庭や児童福祉施設における食事と栄養
【計画内容】家庭における食事の役割、児童福祉施設における食事の提供について学ぶ。
【準備学習の内容】保育所で実施されている行事食について調べる。

Ａ

第
13
回

【テーマ】特別な配慮を要する子どもの食と栄養1
【計画内容】疾病および体調不良の子どもに対応する食事について学ぶ。
【準備学習の内容】子どもの偏食について調べる。

Ａ

第
14
回

【テーマ】特別な配慮を要する子どもの食と栄養2
【計画内容】食物アレルギー、障害のある子どもへの食事の対応について学ぶ。
【準備学習の内容】保育所におけるアレルギー対応ガイドラインを読む。

Ａ

第
15
回

【テーマ】振り返りと確認
【計画内容】講義全体の振り返りをし、まとめを行う。
【準備学習の内容】ノート、プリントを復習しておく。

Ｇ

科 目 名 こどもの食と栄養 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 木下　教子
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   プリントを使用します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   30% 20%
補 足           グループワーク

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［教］保育士 _ 必修

そ の 他 提出物の期限を厳守します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

現代社会の状況を踏まえ、保育現場に求められる保育の質の向上や、個々の子どもの発達に応じた指導計画立
案について学びます。発達を理解した指導計画の立案、実践、評価、改善について具体的な内容を理解し、保育
実践の方法や分析について理解を深める。

到
達
目
標

⑴乳幼児期の発達過程に沿った保育の計画について理解する。
⑵保育課程における指導計画の作成手順について理解する。
⑶指導計画の実践と省察、評価、改善の過程について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】保育の基本と計画①
【計画内容】講義の概要を説明し、保育課程や指導計画とは何かを学ぶ。
【準備学習の内容】シラバスの内容を確認しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】保育の基本と計画②
【計画内容】保育計画の意義や種類と特性について学ぶ。
【準備学習の内容】事前配付プリントの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】保育の基本と計画③
【計画内容】保育計画の作成と評価について学ぶ。
【準備学習の内容】事前配付プリントの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】長期計画の実際
【計画内容】年間指導計画と期間指導計画・月間指導計画について学ぶ。
【準備学習の内容】事前配付プリントの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】短期計画の実際
【計画内容】週間指導計画と日の指導計画、部分指導案（細案）について学ぶ。
【準備学習の内容】事前配付プリントの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】乳児期・0、1、2歳児の計画の考え方
【計画内容】乳児期の発達の理解、子どもの姿と保育者の配慮について学ぶ。
【準備学習の内容】事前配付プリントの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】幼児期・3、4、5歳児の計画の考え方
【計画内容】幼児期の発達の理解、子どもの姿と保育者の配慮について学ぶ。
【準備学習の内容】事前配付プリントの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】0、1歳児指導計画作成の実際と留意点保育の評価
【計画内容】0、1歳児の生活や遊びについて、また保育者の援助や配慮について具体的に計画する。
【準備学習の内容】事前配付プリントの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】2歳児指導計画作成の実際と留意点保育の評価
【計画内容】2歳児の生活や遊びについて、また保育者の援助や配慮について具体的に計画する。
【準備学習の内容】事前配付プリントの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】3歳児指導計画作成の実際と留意点
【計画内容】3歳児の生活や遊び、友達とのかかわりについて、また保育者の援助や配慮について具体的に計
画する。

【準備学習の内容】事前配付プリントの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】4歳児指導計画作成の実際と留意点
【計画内容】4歳児の生活や遊び、友達とのかかわりについて、また保育者の援助や配慮について具体的に計
画する。

【準備学習の内容】事前配付プリントの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】5歳児指導計画作成の実際と留意点
【計画内容】5歳児の生活や遊び、友達とのかかわりについて、また保育者の援助や配慮について具体的に計
画する。

【準備学習の内容】事前配付プリントの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】保育の評価
【計画内容】PDCA サイクル、記録の取り方、エピソード記述について学ぶ。
【準備学習の内容】配付したプリントを復習しておくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】保育所以外の児童福祉施設における保育の計画と評価の意義
【計画内容】個別支援計画、認定こども園保育課程の立案と記録、評価について学ぶ。
【準備学習の内容】配付したプリントを復習しておくこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】保育課程の課題と展望
【計画内容】社会の動きと世界の動き、保育所児童保育要録について学ぶ。
【準備学習の内容】配付したプリントを復習しておくこと。

Ａ

科 目 名 保育課程論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 武田　克江

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%   20%   20%   
補 足     提出締切期間内       

質問への対応 授業中、授業後に対応する。
資 格［教］保育士 _ 必修

そ の 他 これまでの自分の食生活を振り返りながら、未来に向かって健康な心と体をつくる日々の食事を常に意識をしてい
ただきたい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

子どもの健康な食生活のあり方は、生涯にわたるすべての活動の基盤となり、順調な発育・発達を促すものであ
る。近年、子どもの食の実態は栄養摂取のアンバランスにとどまらず、孤食や欠食などの社会とのかかわりの
観点から多くの問題が指摘されている。子どもの豊富な食事体験は情緒の安定と発達段階に合った食生活を
確立することから、子どもの栄養の基本的理論を体系的に理解するとともに、その知識を現場で実践化できる
ように学ぶ。

到
達
目
標

⑴健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に関する基本的知識を学ぶ。
⑵子どもの発育・発達と食生活の関連について理解を深める。
⑶食育の基本とその内容及び食育のための環境を地域社会・文化とのかかわりの中で理解する。
⑷家庭や児童福祉施設における食生活の現状と課題について学ぶ。
⑸特別な配慮を要する子どもの食と栄養について理解する。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】子どもの心身の健康と食生活
【計画内容】子どもの健やかな発育・発達をめざした食事・食生活支援について学ぶ。
【準備学習の内容】子どもを取り巻く食環境、食生活の現状について調べる。

Ａ

第
2
回

【テーマ】栄養素の種類と機能
【計画内容】栄養の定義、摂取～消化吸収～代謝、食事の摂り方、子どもの食生活の特徴について学ぶ。
【準備学習の内容】五大栄養素の種類と働きについて、調べる。

Ａ

第
3
回

【テーマ】食事摂取基準と献立作成・調理の基本
【計画内容】日本人の食生活の目標である｢食事摂取基準｣ ｢食事バランスガイド｣ ｢食生活指針｣を理解し、献立作
成について学ぶ。

【準備学習の内容】日本の伝統的な食文化である和食のよさについて調べる。

Ａ

第
4
回

【テーマ】乳児期の食生活
【計画内容】乳児期の食生活の特徴、咀嚼・嚥下機能、食行動の変化、母乳栄養、人工栄養について学ぶ。
【準備学習の内容】母乳栄養の利点について調べる。

Ａ

第
5
回

【テーマ】離乳の意義と食生活
【計画内容】離乳の定義と必要性、離乳食の進め方、食べ方、食事の目安、離乳の完了、成長の目安について学ぶ。
【準備学習の内容】手づかみ食べの意味、適した食べ物を調べる。

Ａ

第
6
回

【テーマ】幼児期の心身の発達と食生活
【計画内容】幼児期の消化・吸収機能、摂食行動、栄養素量、間食の役割、この時期の食の問題について学ぶ。
【準備学習の内容】市販のお菓子などの栄養成分表示を調べる。

Ａ

第
7
回

【テーマ】学童期・思春期の心身の発達と食生活
【計画内容】体と心の成長、栄養素量、生涯にわたって心身の健康を考えるとき、望ましい食習慣の形成、食事の重
要性について学ぶ。

【準備学習の内容】学校給食の特徴について調べる。

Ａ

第
8
回

【テーマ】調乳の実習
【計画内容】乳児にミルクを与える場合の安全な調乳の方法、留意点について学ぶ。
【準備学習の内容】厚労省の調乳のガイドラインを読む。

Ｂ

第
9
回

【テーマ】食育における養護と教育の一体性
【計画内容】子どもの｢食べる力｣を育むために保育者はどのようなことができるか養護的側面と教育的側面から
考える。

【準備学習の内容】保育所における食育に関する指針を読む。

Ａ

第
10
回

【テーマ】食育の内容と計画および評価
【計画内容】食育のねらいおよび内容について学び、保育所における食育の年間計画を作成する。
【準備学習の内容】保育所の子どもの食の課題がわかる統計資料を準備する。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】地域や家庭と連携した食育の展開
【計画内容】食育の取り組みを行うとき、どのような関係機関や関係団体、関係者等との連携が必要であるのか学ぶ。
【準備学習の内容】保護者への食育の情報提供の方法について、考える。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】家庭や児童福祉施設における食事と栄養
【計画内容】家庭における食事の役割、児童福祉施設における食事の提供について学ぶ。
【準備学習の内容】保育所で実施されている行事食について調べる。

Ａ

第
13
回

【テーマ】特別な配慮を要する子どもの食と栄養1
【計画内容】疾病および体調不良の子どもに対応する食事について学ぶ。
【準備学習の内容】子どもの偏食について調べる。

Ａ

第
14
回

【テーマ】特別な配慮を要する子どもの食と栄養2
【計画内容】食物アレルギー、障害のある子どもへの食事の対応について学ぶ。
【準備学習の内容】保育所におけるアレルギー対応ガイドラインを読む。

Ａ

第
15
回

【テーマ】振り返りと確認
【計画内容】講義全体の振り返りをし、まとめを行う。
【準備学習の内容】ノート、プリントを復習しておく。

Ｇ

科 目 名 こどもの食と栄養 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 木下　教子
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト
遠城寺宗徳ほか、2009年、『遠城寺式乳幼児分析的発達検査法改訂新装版』、慶應義塾大学出版会、9784766416213
厚生労働省、2008年、『保育所保育指針解説書』、フレーベル館、9784577812426
内閣府・文部科学省・厚生労働省、2015年、『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』、フレーベル館、978-4-577-813737

参 考 書
文部科学省、2009年、『特別支援学校幼稚部教育要領』/『小学部・中学部・高等部学習指導要領  』
村井憲男ほか、2001年、『気になる子どもの保育と育児』、福村出版、9784571120961
徳田克己ほか、1997年、『ハンディのある子どもの保育ハンドブック』、福村出版、9784571120886

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 10% 30% 30%   30%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［教］保育士 _ 必修

そ の 他 幼児教育コース専門科目です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

障害乳幼児の早期発見・早期療育について、乳幼児の発達検査等を活用して、運動、生活、対人関係、遊び、言語活
動などの発達診断と評価、発達予測を行い、生育歴や養育環境を考慮した個々のよりよい指導実践に役立つ知
識を学びます。また、視覚障害、聴覚・言語障害、知的障害、肢体不自由、病弱・虚弱、情緒障害、発達障害の幼児の
指導事例から、障害児保育の指導の実際、指導上の配慮と工夫ついて理解を深めます。社会的養護を通して、家
庭支援や児童家庭福祉等について理解し、また保育相談支援の実際についても理解を深めます。

到
達
目
標

⑴ 障害乳幼児の早期発見・早期療育について理解する。特に、北海道の聴覚障害乳幼児療育事業や盲・聾学校幼
稚部における早期教育相談と早期教育の概要を理解する。

⑵発達検査の活用方法・内容を学び、発達診断・評価から発達予測を行い、指導計画の作成について理解する。
⑶ 視覚障害、聴覚・言語障害、知的障害、肢体不自由、病弱・虚弱、情緒障害、発達障害の幼児の指導事例から、障害

児保育の指導の実際、指導上の配慮と工夫について理解を深める。
⑷ 文部科学省の特別支援学校幼稚部教育要領について学び、幼稚部の教育の基本、教育の目標、教育課程の編

成、ねらい及び内容等、指導計画の作成を理解する。
⑸ 厚生労働省の改訂保育所保育指針について理解するとともに、社会的養護内容と保育士等の倫理、保育相談

支援の実際について学ぶ。また、幼保連携型こども園教育・保育要領の子育て支援についても学びます。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンス
【計画内容】｢気になる子ども｣の障害の疑いについての理解と障害児保育の指導と諸課題について、全体像を説明し、15回の講義展開を
具体的に説明します。

【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ

第
2
回

【テーマ】｢気になる子ども｣の行動や生活の様子と障害の疑いに関する理解について
【計画内容】｢気になる子ども｣の行動や生活の様子と障害の疑いから、早期発見・早期療育について学びます。特に発達検査の活用方法・
内容について理解を深め、実践的な指導に応用する力を養います。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】視覚障害幼児の障害特性と指導について
【計画内容】視覚障害幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。特に、北海
道の盲学校における早期教育相談・早期療育について理解します。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】聴覚障害幼児の障害特性と指導について
【計画内容】聴覚障害幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。特に、北海
道の聴覚障害乳幼児療育事業と聾学校における早期教育相談・早期療育について理解します。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】言語障害幼児の障害特性と指導について
【計画内容】言語障害幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】言葉に遅れのある子ども（言語発達遅滞）について
【計画内容】言語発達遅滞幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】発達全般に遅れのある子ども（知的障害）について
【計画内容】知的障害幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】体の動かし方が気になる子ども（運動障害・肢体不自由）について
【計画内容】運動障害（肢体不自由）幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】病弱・身体虚弱の子ども（てんかん児も含む）について
【計画内容】病弱・身体虚弱幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】落ち着きのない子ども（発達障害：注意欠陥多動性障害 ADHD）について
【計画内容】自閉症幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】人とのかかわりが気になる子ども（発達障害：自閉症スペクトラム障害 ASD）について
【計画内容】自閉症幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】学習につまずきのある子ども（発達障害：学習障害 LD）について
【計画内容】学習障害幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】文部科学省の特別支援学校幼稚部教育要領について（幼稚園教育要領も参考）
【計画内容】文部科学省の特別支援学校幼稚部教育要領について学び、幼稚部の教育の基本、教育の目標、教育課程の編成、ねらい及び内
容等、指導計画の作成を理解します。また、幼稚園教育要領との比較・検討も行い理解を深めます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】厚生労働省の改訂保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説について
【計画内容】厚生労働省の改訂保育所保育指針について理解するとともに、社会的養護内容と保育士等の倫理、保育相談支援の実際につ
いて学びます。また、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の新制度の子育て支援についても学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】特別支援教育の在り方について再確認し、学習の習熟度調査をします。
【準備学習の内容】これまで配付したプリント等を再確認しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｋ、Ｌ

科 目 名 障害児保育 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 神田　英治
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書 厚生労働省、2017年、『保育所保育指針』、フレーベル館、4577814234    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%   20%   10% 10%

補 足     演習課題     毎回の
コメントシート

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   ［教］保育士 _ 必修

そ の 他 第16回に最終評価のためのテストを行います。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

保護者に対する保育相談支援の意義や保育の特性・専門性を生かした支援についての理解を深める。また保育
相談支援の基本である、子どもの最善の利益と福祉の重視、保護者の養育力の向上に資する支援、信頼関係を基
本とした受容的なかかわり、自己決定力、秘密保持の尊重等についても学びを深める。更に保育相談支援の実
際について学ぶとともに、児童福祉施設における保育相談支援についても理解を深めていく。

到
達
目
標

⑴保育相談支援の意義や原則について理解する。
⑵保育相談支援の進め方や技術を理解し、内容や方法がわかる。
⑶保育所における保育相談支援について、演習を通じて実践力を身につける。
⑷保育所以外の児童福祉施設における保育相談支援についての事例を理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】授業の紹介をし、15回の授業展開を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】保育相談支援の意義
【計画内容】保育相談支援の意義や対象及び家庭の変容と保育相談支援の経過について学びます。
【準備学習の内容】『保育所保育指針』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
3
回

【テーマ】保育所の特性と保育相談支援
【計画内容】保育所の特性と保育者の専門性を生かした保育相談支援について学びます。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】保育相談支援の原則（1）
【計画内容】子どもの最善の利益や保護者の養育力の向上について学びます。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】保育相談支援の原則（2）
【計画内容】保育士の守秘義務や受容的な関わり及び倫理観・価値観について学びます。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
6
回

【テーマ】保育相談支援の基本（1）
【計画内容】保護者の特性や状況を理解するとともに、相談の場づくりについても学びます。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
7
回

【テーマ】保育相談支援の基本（2）
【計画内容】保育相談支援の実践方法や関係機関との連携について学びます。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】保育相談支援の技術（1）
【計画内容】面談による相談支援の技術と留意点について学びます。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
9
回

【テーマ】保育相談支援の技術（2）
【計画内容】電話による相談支援の技術と留意点について学びます。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】保育相談支援の技術（3）
【計画内容】記録の必要性と書き方及び評価について学びます。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】保育相談支援の技術（4）
【計画内容】ケース会議や施設内外の研修について学びます。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
12
回

【テーマ】保育相談支援の実際（1）
【計画内容】保育所に通う保護者に対する保育相談支援の事例について学びます。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
13
回

【テーマ】保育相談支援の実際（2）
【計画内容】地域の子育て家庭に対する保育相談支援の事例について学びます。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
14
回

【テーマ】保育相談支援の実際（3）
【計画内容】保育所以外の児童福祉施設における保育相談支援の事例について学びます。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
15
回

【テーマ】保育相談支援の実際（4）
【計画内容】特別な対応を要する家庭への支援、要保護児童の家庭に対する支援について学びます。
【準備学習の内容】前回までの講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

科 目 名 保育相談支援 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 舟橋　安幸

テキスト
遠城寺宗徳ほか、2009年、『遠城寺式乳幼児分析的発達検査法改訂新装版』、慶應義塾大学出版会、9784766416213
厚生労働省、2008年、『保育所保育指針解説書』、フレーベル館、9784577812426
内閣府・文部科学省・厚生労働省、2015年、『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』、フレーベル館、978-4-577-813737

参 考 書
文部科学省、2009年、『特別支援学校幼稚部教育要領』/『小学部・中学部・高等部学習指導要領  』
村井憲男ほか、2001年、『気になる子どもの保育と育児』、福村出版、9784571120961
徳田克己ほか、1997年、『ハンディのある子どもの保育ハンドブック』、福村出版、9784571120886

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 10% 30% 30%   30%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［教］保育士 _ 必修

そ の 他 幼児教育コース専門科目です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

障害乳幼児の早期発見・早期療育について、乳幼児の発達検査等を活用して、運動、生活、対人関係、遊び、言語活
動などの発達診断と評価、発達予測を行い、生育歴や養育環境を考慮した個々のよりよい指導実践に役立つ知
識を学びます。また、視覚障害、聴覚・言語障害、知的障害、肢体不自由、病弱・虚弱、情緒障害、発達障害の幼児の
指導事例から、障害児保育の指導の実際、指導上の配慮と工夫ついて理解を深めます。社会的養護を通して、家
庭支援や児童家庭福祉等について理解し、また保育相談支援の実際についても理解を深めます。

到
達
目
標

⑴ 障害乳幼児の早期発見・早期療育について理解する。特に、北海道の聴覚障害乳幼児療育事業や盲・聾学校幼
稚部における早期教育相談と早期教育の概要を理解する。

⑵発達検査の活用方法・内容を学び、発達診断・評価から発達予測を行い、指導計画の作成について理解する。
⑶ 視覚障害、聴覚・言語障害、知的障害、肢体不自由、病弱・虚弱、情緒障害、発達障害の幼児の指導事例から、障害

児保育の指導の実際、指導上の配慮と工夫について理解を深める。
⑷ 文部科学省の特別支援学校幼稚部教育要領について学び、幼稚部の教育の基本、教育の目標、教育課程の編

成、ねらい及び内容等、指導計画の作成を理解する。
⑸ 厚生労働省の改訂保育所保育指針について理解するとともに、社会的養護内容と保育士等の倫理、保育相談

支援の実際について学ぶ。また、幼保連携型こども園教育・保育要領の子育て支援についても学びます。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンス
【計画内容】｢気になる子ども｣の障害の疑いについての理解と障害児保育の指導と諸課題について、全体像を説明し、15回の講義展開を
具体的に説明します。

【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ

第
2
回

【テーマ】｢気になる子ども｣の行動や生活の様子と障害の疑いに関する理解について
【計画内容】｢気になる子ども｣の行動や生活の様子と障害の疑いから、早期発見・早期療育について学びます。特に発達検査の活用方法・
内容について理解を深め、実践的な指導に応用する力を養います。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】視覚障害幼児の障害特性と指導について
【計画内容】視覚障害幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。特に、北海
道の盲学校における早期教育相談・早期療育について理解します。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】聴覚障害幼児の障害特性と指導について
【計画内容】聴覚障害幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。特に、北海
道の聴覚障害乳幼児療育事業と聾学校における早期教育相談・早期療育について理解します。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】言語障害幼児の障害特性と指導について
【計画内容】言語障害幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】言葉に遅れのある子ども（言語発達遅滞）について
【計画内容】言語発達遅滞幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】発達全般に遅れのある子ども（知的障害）について
【計画内容】知的障害幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】体の動かし方が気になる子ども（運動障害・肢体不自由）について
【計画内容】運動障害（肢体不自由）幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】病弱・身体虚弱の子ども（てんかん児も含む）について
【計画内容】病弱・身体虚弱幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】落ち着きのない子ども（発達障害：注意欠陥多動性障害 ADHD）について
【計画内容】自閉症幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】人とのかかわりが気になる子ども（発達障害：自閉症スペクトラム障害 ASD）について
【計画内容】自閉症幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】学習につまずきのある子ども（発達障害：学習障害 LD）について
【計画内容】学習障害幼児の障害特性と指導について学びます。また、具体的な指導のポイントについても理解を深めます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】文部科学省の特別支援学校幼稚部教育要領について（幼稚園教育要領も参考）
【計画内容】文部科学省の特別支援学校幼稚部教育要領について学び、幼稚部の教育の基本、教育の目標、教育課程の編成、ねらい及び内
容等、指導計画の作成を理解します。また、幼稚園教育要領との比較・検討も行い理解を深めます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】厚生労働省の改訂保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説について
【計画内容】厚生労働省の改訂保育所保育指針について理解するとともに、社会的養護内容と保育士等の倫理、保育相談支援の実際につ
いて学びます。また、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の新制度の子育て支援についても学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｊ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】特別支援教育の在り方について再確認し、学習の習熟度調査をします。
【準備学習の内容】これまで配付したプリント等を再確認しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｋ、Ｌ

科 目 名 障害児保育 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 神田　英治
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト 相浦雅子ほか、2014年、『ワークシートで学ぶ保育所実習1・2・3』、同文書院          
参 考 書   プリントや参考資料等を配付し使用します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%     60%

補 足     事前の課題提出     実習施設の
評価・実習日誌

質問への対応 実習中の学生への対応は、随時訪問指導、面談、電話、メール等により対応します。
資 格［教］保育士 _ 選必

そ の 他 ｢保育実習Ⅱ｣履修者は、実習を開始する前に｢保育原理｣ ｢保育内容総論｣ ｢保育実習指導Ⅰ｣「保育実習Ⅰ」｢保育
実習指導Ⅱ｣を履修しておく必要があります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

保育所の機能、役割について、現場での具体的な実践を通して学ぶ。既習科目や「保育実習Ⅰ」での学びを踏まえ、
子どもの保育及び保護者支援について総合的に学ぶ。保育士の業務内容や職業倫理、子どもへのかかわりや援
助の方法を学ぶ。子どもの発達過程や個々の状況に基づいた保育の計画、観察、記録、自己評価を行い、自己の課
題を明確にすることを到達目標とする。

到
達
目
標

⑴保育所、児童福祉施設等の役割や機能をより実践的、具体的に理解する。
⑵子どもの観察やかかわりを通して子どもへの理解をより一層深める。
⑶ 子どもの心身の発達状況に基づいた養護の内容や援助支援などの養護技術について具体的な保育実践に即し

て理解を深める。
⑷保育の計画や支援計画、観察、記録及び自己評価等について実践的、具体的に理解する。  

授 業 の
計 画

【計画内容】
○実習施設と実習期間
・実習施設と実習期間については、保育所実習または児童福祉施設等実習において10日間である。

○実施時期と実習施設
・実施時期は、9月の期間を基本とし、実習する施設については、受け入れ施設と大学が協議のうえ決定する。

○保育所（園）実習の内容（「保育実習Ⅰ」の実習成果や課題をさらに深めるものであること。）
　1. 子どもの観察や援助活動（かかわり）を通して子どもへの理解を深める。
　2. 子どもの発達過程に基づいた保育・教育の計画や「領域」ごとの保育内容について理解する。
　3. 保育所の生活を理解し、保育の内容や活動を通して、保育所の役割と機能について学ぶ。
　4. 保育・教育課程と子どもの観察、記録、省察・自己（他者）評価やチームワークなどについて理解する。
　5. 現場の実習を通して、専門職としての保育士に期待される役割と職業倫理について理解する。

○児童福祉施設等における実習の内容（「保育実習Ⅰ」の実習成果や課題をさらに深めるものであること。）
　1. 子どもの観察と、ひとり一人の発達の違いに応じた援助やかかわりを通し、子どもへの理解を深める。
　2. 子どもの心身の状況に基づいた養護の内容や援助支援などの養護技術について理解する。
　3. 児童福祉施設の生活を理解し、施設の役割と機能について学ぶ。
　4. 児童福祉施設等における支援計画、記録、考察・自己（他者）評価やチームワークなどについて理解する。
　5. 現場の実習を通して、専門職としての保育士に期待される役割と職業倫理について理解する。
  

【準備学習の内容】
実習にかかわるテキストや資料を熟読し、より高い自己課題を持って臨むこと。

  
Ｄ

科 目 名 保育実習Ⅱ 授業形態 実習 単 位 数 2
教 員 名 工藤　ゆかり、澤田　悦子、長津　詩織
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト 浦田雅夫、2015年、『考え、実践する施設実習』、保育出版社          
参 考 書   プリントや参考資料等を配付し、使用します。          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%     60%

補 足     事前の課題提出     実習施設の
評価・実習日誌

質問への対応 実習中の学生への対応は、随時訪問指導、面接、電話、メール等により対応します。
資 格［教］保育士 _ 選必

そ の 他「保育実習Ⅲ」履修者は、実習を開始する前に「保育原理」「保育内容総論」「保育実習指導Ⅰ」「保育実習Ⅰ」「保育
実習指導Ⅲ」を履修しておく必要があります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

児童福祉施設等の機能、役割について、現場での具体的な実践を通して学ぶ。既習科目や「保育実習Ⅰ」での学び
を踏まえ、子どもの保育等や保護者支援について総合的に学ぶ。保育士の業務内容や職業倫理、子どもへのかか
わりや援助の方法を学ぶ。子どもの発達過程や個々の状況に基づいた保育の計画、観察、記録、自己評価を行い、
自己の課題を明確にすることを到達目標とする。

到
達
目
標

⑴児童福祉施設等の役割や機能をより実践的、具体的に理解する。
⑵子どもの観察やかかわりを通して子どもへの理解をより一層深める。
⑶ 子どもの心身の発達状況に基づいた養護の内容や援助支援などの養護技術について具体的な保育実践に即し

て理解を深める。
⑷保育の計画や支援計画、観察、記録及び自己評価等について実践的、具体的に理解する。  

授 業 の
計 画

【計画内容】
○実習施設と実習期間　
・実習施設と実習期間については、児童福祉施設等実習において10日間である。

○実施時期と実習施設
・実施時期は8～9月の期間を基本とし、実習する施設については、受け入れ施設と大学が協議のうえ決定する。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○児童福祉施設等における実習の内容（「保育実習Ⅰ」の実習成果や課題をさらに深めるものであること。）
　1. 子どもの観察と、ひとり一人の発達の違いに応じた援助やかかわりを通し、子どもへの理解を深める。
　2. 子どもの心身の状況に基づいた養護の内容や援助支援などの養護技術について理解する。
　3. 児童福祉施設の生活を理解し、施設の役割と機能について学ぶ。
　4. 児童福祉施設等における支援計画、記録、考察・自己（他者）評価やチームワーク等について理解する。
　5. 現場の実習を通して、専門職としての保育士に期待される役割と職業倫理について理解する。
  

【準備学習の内容】
実習にかかわるテキストや資料を熟読し、より高い自己課題を持って臨むこと。

  
Ｂ

科 目 名 保育実習Ⅲ 授業形態 実習 単 位 数 2
教 員 名 工藤　ゆかり、澤田　悦子、長津　詩織

テキスト 相浦雅子ほか、2014年、『ワークシートで学ぶ保育所実習1・2・3』、同文書院          
参 考 書   プリントや参考資料等を配付し使用します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%     60%

補 足     事前の課題提出     実習施設の
評価・実習日誌

質問への対応 実習中の学生への対応は、随時訪問指導、面談、電話、メール等により対応します。
資 格［教］保育士 _ 選必

そ の 他 ｢保育実習Ⅱ｣履修者は、実習を開始する前に｢保育原理｣ ｢保育内容総論｣ ｢保育実習指導Ⅰ｣「保育実習Ⅰ」｢保育
実習指導Ⅱ｣を履修しておく必要があります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

保育所の機能、役割について、現場での具体的な実践を通して学ぶ。既習科目や「保育実習Ⅰ」での学びを踏まえ、
子どもの保育及び保護者支援について総合的に学ぶ。保育士の業務内容や職業倫理、子どもへのかかわりや援
助の方法を学ぶ。子どもの発達過程や個々の状況に基づいた保育の計画、観察、記録、自己評価を行い、自己の課
題を明確にすることを到達目標とする。

到
達
目
標

⑴保育所、児童福祉施設等の役割や機能をより実践的、具体的に理解する。
⑵子どもの観察やかかわりを通して子どもへの理解をより一層深める。
⑶ 子どもの心身の発達状況に基づいた養護の内容や援助支援などの養護技術について具体的な保育実践に即し

て理解を深める。
⑷保育の計画や支援計画、観察、記録及び自己評価等について実践的、具体的に理解する。  

授 業 の
計 画

【計画内容】
○実習施設と実習期間
・実習施設と実習期間については、保育所実習または児童福祉施設等実習において10日間である。

○実施時期と実習施設
・実施時期は、9月の期間を基本とし、実習する施設については、受け入れ施設と大学が協議のうえ決定する。

○保育所（園）実習の内容（「保育実習Ⅰ」の実習成果や課題をさらに深めるものであること。）
　1. 子どもの観察や援助活動（かかわり）を通して子どもへの理解を深める。
　2. 子どもの発達過程に基づいた保育・教育の計画や「領域」ごとの保育内容について理解する。
　3. 保育所の生活を理解し、保育の内容や活動を通して、保育所の役割と機能について学ぶ。
　4. 保育・教育課程と子どもの観察、記録、省察・自己（他者）評価やチームワークなどについて理解する。
　5. 現場の実習を通して、専門職としての保育士に期待される役割と職業倫理について理解する。

○児童福祉施設等における実習の内容（「保育実習Ⅰ」の実習成果や課題をさらに深めるものであること。）
　1. 子どもの観察と、ひとり一人の発達の違いに応じた援助やかかわりを通し、子どもへの理解を深める。
　2. 子どもの心身の状況に基づいた養護の内容や援助支援などの養護技術について理解する。
　3. 児童福祉施設の生活を理解し、施設の役割と機能について学ぶ。
　4. 児童福祉施設等における支援計画、記録、考察・自己（他者）評価やチームワークなどについて理解する。
　5. 現場の実習を通して、専門職としての保育士に期待される役割と職業倫理について理解する。
  

【準備学習の内容】
実習にかかわるテキストや資料を熟読し、より高い自己課題を持って臨むこと。

  
Ｄ

科 目 名 保育実習Ⅱ 授業形態 実習 単 位 数 2
教 員 名 工藤　ゆかり、澤田　悦子、長津　詩織
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト 相浦雅子他、2014年、『ワークシートで学ぶ保育所実習1・2・3』、同文書院      
参 考 書   プリントや参考資料等を配付し使用します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   20% 40%
補 足     指導案・課題提出     保育参観

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格［教］保育士 _ 選必

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

｢保育実習Ⅰ｣の成果や課題を踏まえ、保育現場での自己の学びを振り返り、他の実習生の学びの報告から自己
評価を行うとともに、自らの新たな課題を整理し学習目標を明確にする。また、多様な保育の現状を学び、これ
からの保育者に求められる資質・能力や保育所の課題について考えることができることを到達目標とする。

到
達
目
標

⑴実習での自己の学びを振り返る（自己評価）するとともに、新たな課題や学習目標を明確にする。
⑵ 他の実習生の報告から多様な保育の現状を把握し、今後の保育者に求められる資質・能力や保育所の課題を

考えることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】改めて保育所での実習の意義や目的について確認し、｢保育実習Ⅱ｣の概要を把握し、実習計画全
体について理解する。

【準備学習の内容】シラバスの内容を読んでおくこと。

Ｂ

第
2
回

【テーマ】実習での学びの振り返り①～実習経験の自己の振り返り
【計画内容】自らの実習経験を振り返り、成果と課題を整理する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
3
回

【テーマ】実習での学びの振り返り②～実習経験の自己の振り返り
【計画内容】自らの実習経験を振り返り、成果と課題を整理し報告資料としてまとめる。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】保育所実習報告①
【計画内容】他者の報告を踏まえ、自己の振り返りについて見直し、整理する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
5
回

【テーマ】保育所実習報告②
【計画内容】他者の報告を踏まえ、多様な保育展開があることに気付き、子ども理解を深める。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】保育所実習報告③
【計画内容】他者の報告を踏まえ、多様な保育展開があることに気付き、子ども理解を深める。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
7
回

【テーマ】保育所実習報告④
【計画内容】他者の報告を踏まえ、保育所保育の課題について考える。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】保育所参観の計画立案
【計画内容】自己課題を再構築し、保育参観等の計画を立案する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
9
回

【テーマ】保育所参観①
【計画内容】保育所参観の計画に基づき、子どもの保育参観から保育者としてのかかわりを学ぶ。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｍ

第
10
回

【テーマ】保育所参観②
【計画内容】保育所参観の計画に基づき、子どもの保育参観から保育者としてのかかわりを学ぶ。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｍ

第
11
回

【テーマ】保育所参観の振り返り①
【計画内容】保育所参観を振り返り、成果と課題を整理し報告資料としてまとめる。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】保育所参観の振り返り②
【計画内容】報告資料について、全体で交流する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】今日的な保育所保育の現状と課題
【計画内容】今日的な保育所保育の現状と課題について話し合う。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】｢保育実習Ⅱ｣の計画立案
【計画内容】｢保育所実習Ⅱ｣に向けて自らの課題を整理しながら、保育実習の計画を立案する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】講義の振り返りとともに、実習生に求められる社会的責務と責任ある行動や自己の実習課題を
理解し、意欲的に実習に臨むことができる意識の涵養を図る。

【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

科 目 名 保育実習指導Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 工藤　ゆかり、澤田　悦子、長津　詩織
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト 浦田雅夫、2015年、『考え、実践する施設実習』、保育出版社      
参 考 書   プリントや参考資料等を配付し使用します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   20% 40%
補 足     課題提出     施設見学

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格［教］保育士 _ 選必

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

｢保育実習Ⅰ｣の成果や課題を踏まえ、施設現場での自己の学びを振り返り、他の実習生の学びの報告から自己
評価を行うとともに、自らの新たな課題を整理し学習目標を明確にする。また、多様な施設所等の現状を学び、
これからの保育者に求められる資質・能力や保育所の課題について考えることができることを到達目標とす
る。

到
達
目
標

⑴実習での自己の学びを振り返る（自己評価）するとともに、新たな課題や学習目標を明確にする。
⑵ 他の実習生の報告から多様な保育の現状を把握し、今後の保育者に求められる資質・能力や施設の課題を考

えることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】改めて施設での実習の意義や目的について確認し、｢保育実習Ⅲ｣の概要を把握し、実習計画全体
について理解する。

【準備学習の内容】シラバスの内容を読んでおくこと。

Ｂ

第
2
回

【テーマ】実習での学びの振り返り①～実習経験の自己の振り返り
【計画内容】自らの実習経験を振り返り、成果と課題を整理する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
3
回

【テーマ】実習での学びの振り返り②～実習経験の自己の振り返り
【計画内容】自らの実習経験を振り返り、成果と課題を整理し報告資料としてまとめる。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】施設実習報告①
【計画内容】他者の報告を踏まえ、自己の振り返りについて見直し、整理する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
5
回

【テーマ】施設実習報告②
【計画内容】他者の報告を踏まえ、施設の取組が多様であることに気付き、施設現場の理解を深める。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】施設実習報告③
【計画内容】他者の報告を踏まえ、施設の取組が多様であることに気付き、施設現場の理解を深める。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
7
回

【テーマ】施設実習報告④
【計画内容】他者の報告を踏まえ、施設の課題について考える。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】施設見学の計画立案
【計画内容】自己課題を再構築し、施設参観等の計画を立案する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
9
回

【テーマ】施設見学①
【計画内容】施設見学の計画に基づき、子どもの保育参観から保育者としてのかかわりを学ぶ。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｍ

第
10
回

【テーマ】施設見学②
【計画内容】施設見学の計画に基づき、子どもの保育参観から保育者としてのかかわりを学ぶ。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｍ

第
11
回

【テーマ】施設見学の振り返り①
【計画内容】施設見学を振り返り、成果と課題を整理し報告資料としてまとめる。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】施設見学の振り返り②
【計画内容】報告資料について、全体で交流する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】施設の現状と課題
【計画内容】施設現場における現状と課題について話し合う。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】｢保育実習Ⅲ｣の計画立案
【計画内容】｢保育実習Ⅲ｣に向けて自らの課題を整理しながら、保育実習の計画を立案する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】講義の振り返りとともに、実習生に求められる社会的責務と責任ある行動や自己の実習課題を
理解し、意欲的に実習に臨むことができる意識の涵養を図る。

【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

科 目 名 保育実習指導Ⅲ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 工藤　ゆかり、澤田　悦子、長津　詩織

テキスト 相浦雅子他、2014年、『ワークシートで学ぶ保育所実習1・2・3』、同文書院      
参 考 書   プリントや参考資料等を配付し使用します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   20% 40%
補 足     指導案・課題提出     保育参観

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格［教］保育士 _ 選必

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

｢保育実習Ⅰ｣の成果や課題を踏まえ、保育現場での自己の学びを振り返り、他の実習生の学びの報告から自己
評価を行うとともに、自らの新たな課題を整理し学習目標を明確にする。また、多様な保育の現状を学び、これ
からの保育者に求められる資質・能力や保育所の課題について考えることができることを到達目標とする。

到
達
目
標

⑴実習での自己の学びを振り返る（自己評価）するとともに、新たな課題や学習目標を明確にする。
⑵ 他の実習生の報告から多様な保育の現状を把握し、今後の保育者に求められる資質・能力や保育所の課題を

考えることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】改めて保育所での実習の意義や目的について確認し、｢保育実習Ⅱ｣の概要を把握し、実習計画全
体について理解する。

【準備学習の内容】シラバスの内容を読んでおくこと。

Ｂ

第
2
回

【テーマ】実習での学びの振り返り①～実習経験の自己の振り返り
【計画内容】自らの実習経験を振り返り、成果と課題を整理する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
3
回

【テーマ】実習での学びの振り返り②～実習経験の自己の振り返り
【計画内容】自らの実習経験を振り返り、成果と課題を整理し報告資料としてまとめる。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】保育所実習報告①
【計画内容】他者の報告を踏まえ、自己の振り返りについて見直し、整理する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
5
回

【テーマ】保育所実習報告②
【計画内容】他者の報告を踏まえ、多様な保育展開があることに気付き、子ども理解を深める。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】保育所実習報告③
【計画内容】他者の報告を踏まえ、多様な保育展開があることに気付き、子ども理解を深める。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
7
回

【テーマ】保育所実習報告④
【計画内容】他者の報告を踏まえ、保育所保育の課題について考える。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】保育所参観の計画立案
【計画内容】自己課題を再構築し、保育参観等の計画を立案する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
9
回

【テーマ】保育所参観①
【計画内容】保育所参観の計画に基づき、子どもの保育参観から保育者としてのかかわりを学ぶ。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｍ

第
10
回

【テーマ】保育所参観②
【計画内容】保育所参観の計画に基づき、子どもの保育参観から保育者としてのかかわりを学ぶ。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｍ

第
11
回

【テーマ】保育所参観の振り返り①
【計画内容】保育所参観を振り返り、成果と課題を整理し報告資料としてまとめる。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】保育所参観の振り返り②
【計画内容】報告資料について、全体で交流する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】今日的な保育所保育の現状と課題
【計画内容】今日的な保育所保育の現状と課題について話し合う。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】｢保育実習Ⅱ｣の計画立案
【計画内容】｢保育所実習Ⅱ｣に向けて自らの課題を整理しながら、保育実習の計画を立案する。
【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】講義の振り返りとともに、実習生に求められる社会的責務と責任ある行動や自己の実習課題を
理解し、意欲的に実習に臨むことができる意識の涵養を図る。

【準備学習の内容】資料等の事前学習や指示された課題に取り組んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

科 目 名 保育実習指導Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 工藤　ゆかり、澤田　悦子、長津　詩織
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト 厚生労働省、『保育所保育指針      』
厚生労働省、『保育所保育指針解説書』

参 考 書 文部科学省、『幼稚園教育要領』
文部科学省、『幼稚園教育要領要領解説』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     20％ 40％ 40％

補 足     落ち葉焚き・
絵本

ワークシート・
レポート

グループワーク・
発表

質問への対応 オフィスアワー
資 格［教］保育士 _ 必修

そ の 他 演習、グループワークなど実践的な学習を含みますので積極的に受講して下さい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

これまでに学習した保育関係科目及び保育実習での経験を通して学び得たことを振り返り、保育者として必要
な資質・能力の最終的な確認と育成を目指します。グループ討論やプレゼンテーションを通しての事例研究や
教材研究など実践的な学習により更なる資質向上を図ります。

到
達
目
標

⑴ 自らの学びを振り返り、保育士として身に付けておくべき知識や技能を習得したことを確認することができ
る。

⑵ 保育に関する今日的な動きについて把握し、その背景や今後の方向性について相互に検討したり、複眼的に
理解することができる。

⑶ 子どもだけでなく、保育士仲間や保護者、地域の人々などと良好な人間関係を築くために、問題解決の対応や
判断方法を考察することができる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】「保育実践演習」の内容と意義について理解する。
【準備学習の内容】シラバスの内容を読んで確認しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの振り返り1
【計画内容】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを振り返り、実習先保育所・施設の特徴、実習課題と評価・反省、実習で取り組んだこと・学
んだこと、これから実習する人へのアドバイスなどを考える。

【準備学習の内容】実習日誌に目を通しておくこと。

Ａ、Ｌ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの振り返り2
【計画内容】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを振り返り、実習先保育所・施設の特徴、実習課題と評価・反省、実習で取り組んだこと・学
んだこと、これから実習する人へのアドバイスなどをレポートにまとめる。

【準備学習の内容】実習の振り返りをまとめておくこと。

Ｇ

第
4
回

【テーマ】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの振り返り3
【計画内容】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを振り返り、自己課題に対する取り組みと残る課題について整理し、ワークシートにまと
める。

【準備学習の内容】実習課題を確認し、成果と課題をまとめておくこと。

Ａ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】秋の自然物を活かした保育活動の実践
【計画内容】落ち葉焚きの行い方、素材などを考え、実践する。また、秋の自然物を活かした保育活動を考え、実践する。
【準備学習の内容】落ち葉焚きの行い方について調べ学習を行っておくこと。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの振り返り4
【計画内容】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを振り返り、課題が共通する仲間と話し合い、課題解決の方法を考える。
【準備学習の内容】保育実習を振り返り課題を明確にしておくこと。

Ｈ、Ｊ

第
7
回

【テーマ】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの振り返り5
【計画内容】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを振り返り、課題解決に向けて調べ学習を行い、エビデンスに基づく解決方法を導き出
す。

【準備学習の内容】課題解決に関わる文献・資料を収集しておくこと。

Ｈ

第
8
回

【テーマ】実習報告会の準備1
【計画内容】課題解決型学習のまとめを行い、効果的なプレゼンテーションの在り方について検討し、作成する。
【準備学習の内容】プレゼンテーションの在り方について、自分の考えをまとめておくこと。

Ｈ

第
9
回

【テーマ】実習報告会の準備2
【計画内容】実習先保育所・施設の特徴、実習課題と評価・反省、実習で取り組んだこと・学んだこと、これから実習する人
へのアドバイスなどのプレゼンテーションの在り方を考え、作成する。

【準備学習の内容】プレゼンテーションの在り方について、自分の考えをまとめておくこと。

Ｈ

第
10
回

【テーマ】実習報告会1
【計画内容】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲでの課題解決型学習のまとめをプレゼンテーションする。
【準備学習の内容】プレゼンテーションの準備をしておくこと。

Ｆ

第
11
回

【テーマ】実習報告会2
【計画内容】実習先保育所・施設の特徴、実習課題と評価・反省、実習で取り組んだこと・学んだこと、これから実習する人
へのアドバイスなどをプレゼンテーションする。

【準備学習の内容】プレゼンテーションの準備をしておくこと。

Ｆ

第
12
回

【テーマ】保育者としてのマナーと常識
【計画内容】子どもの最善の利益を守ることのできる保育者としての基本のマナーと常識について、演習を通して身に
付ける。

【準備学習の内容】保育者としてのマナーや常識について、調べ学習を行っておく。

Ｂ

第
13
回

【テーマ】保育者としてのコミュニケ―ション
【計画内容】子どもが育つ、保護者も育つ、保育者のコミュニケーションの在り方について、演習を通して身に付ける。
【準備学習の内容】保育者としてのコミュニケーションの在り方について、調べ学習を行っておくこと。

Ｂ

第
14
回

【テーマ】子どもの言葉や感性を育てる保育現場での絵本の活用の在り方
【計画内容】子どもの情操、意欲、生活態度、自主性、行動力、探求心、思考力、表現力を育む絵本を選定し、実際に読み聞か
せを行う。

【準備学習の内容】自分が読み聞かせる絵本を選定しておくこと。

Ｂ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】これまでの内容を振り返り、改めて保育士になることの意識と役割を確認する。
【準備学習の内容】第14回までの授業内容を確認しておくこと。

Ｇ、Ｌ

科 目 名 保育実践演習 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 工藤　ゆかり、澤田　悦子、長津　詩織
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト 学校保健・安全実務研究会、2014年、『新訂版学校保健実務必携』、第一法規出版、9784474028630
三木とみ子、2009年、『四訂 養護概説』、（株）ぎょうせい、9784324085943    

参 考 書   プリントを使用します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足             

質問への対応 オフィスアワーを活用してください。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

養護教諭として、どのように学校における保健組織活動を進めていけばよいでしょうか。
本講義では、学校保健組織活動を実践的に展開できるような能力を養います。

到
達
目
標

⑴学校における保健組織活動の内容が理解できる。
⑵学校における連携の具体的な方法を提示できる。
⑶学校保健組織活動を組織的に展開できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・本学習での目標設定・学校保健組織活動とは何か
【計画内容】学校保健の領域について考え、学校保健組織活動の意義を理解します。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨みます。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】学校保健組織活動①校内における校務分掌
【計画内容】学校内における校務分掌について理解し、効果的な連携について学びます。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨みます。

Ａ、Ｆ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】学校保健組織活動②校内における各種委員会
【計画内容】学校内における各種委員会（アレルギー対策委員会、いじめ・不登校対策委員会等）について、具
体的に学びます。

【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨みます。

Ａ、Ｆ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】学校保健組織活動③学校保健委員会
【計画内容】学校保健委員会について、具体的に学びます。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨みます。

Ａ、Ｆ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】学校保健組織活動④地域学校保健委員会
【計画内容】地域学校保健委員会について、具体的に学びます。
【準備学習の内容】『学校保健実務必携』をよく読んで臨みます。

Ａ、Ｆ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】学校保健組織活動⑤学校三師との連携
【計画内容】よりよい学校保健組織活動を進めるうえで、学校三師との連携について学びます。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨みます。

Ａ、Ｆ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】学校保健組織活動⑥スクールカウンセラーとの連携
【計画内容】よりよい学校保健組織活動を進めるうえで、スクールカウンセラーとの連携について学びます。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨みます。

Ａ、Ｆ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】学校保健組織活動⑦スクールソーシャルワーカーとの連携
【計画内容】よりよい学校保健組織活動を進めるうえで、スクールソーシャルワーカーとの連携について学
びます。

【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨みます。

Ａ、Ｆ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】学校保健組織活動⑧栄養教諭との連携
【計画内容】よりよい学校保健組織活動を進めるうえで、栄養教諭との連携について学びます。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨みます。

Ａ、Ｆ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】学校保健組織活動⑨特別支援教育コーディネーターとの連携
【計画内容】よりよい保健管理を進める上で特別支援教育コーディネーターとの連携について学びます。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨みます。

Ａ、Ｆ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】学校保健組織活動の実際①
【計画内容】問題行動の児童生徒に関わる連携について検討します。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】学校保健組織活動の実際②
【計画内容】発達障害の問題を抱える児童生徒に関わる連携について検討します。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】学校保健組織活動の実際③
【計画内容】虐待の問題を抱える児童生徒に関わる連携について検討します。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】学校保健組織活動の実際④
【計画内容】身体的健康課題を抱える児童生徒に関わる連携について検討します。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認・学校保健組織活動について
【計画内容】学校保健組織活動について学んだことを振り返り、まとめます。また、学習不足の点や自己課題
について把握します。

【準備学習の内容】これまでの学習を振り返り、全体のまとめをして臨みます。

Ａ、Ｇ、Ｌ

科 目 名 学校保健組織活動論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 佐藤　朱美

テキスト 厚生労働省、『保育所保育指針      』
厚生労働省、『保育所保育指針解説書』

参 考 書 文部科学省、『幼稚園教育要領』
文部科学省、『幼稚園教育要領要領解説』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     20％ 40％ 40％

補 足     落ち葉焚き・
絵本

ワークシート・
レポート

グループワーク・
発表

質問への対応 オフィスアワー
資 格［教］保育士 _ 必修

そ の 他 演習、グループワークなど実践的な学習を含みますので積極的に受講して下さい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

これまでに学習した保育関係科目及び保育実習での経験を通して学び得たことを振り返り、保育者として必要
な資質・能力の最終的な確認と育成を目指します。グループ討論やプレゼンテーションを通しての事例研究や
教材研究など実践的な学習により更なる資質向上を図ります。

到
達
目
標

⑴ 自らの学びを振り返り、保育士として身に付けておくべき知識や技能を習得したことを確認することができ
る。

⑵ 保育に関する今日的な動きについて把握し、その背景や今後の方向性について相互に検討したり、複眼的に
理解することができる。

⑶ 子どもだけでなく、保育士仲間や保護者、地域の人々などと良好な人間関係を築くために、問題解決の対応や
判断方法を考察することができる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】「保育実践演習」の内容と意義について理解する。
【準備学習の内容】シラバスの内容を読んで確認しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの振り返り1
【計画内容】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを振り返り、実習先保育所・施設の特徴、実習課題と評価・反省、実習で取り組んだこと・学
んだこと、これから実習する人へのアドバイスなどを考える。

【準備学習の内容】実習日誌に目を通しておくこと。

Ａ、Ｌ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの振り返り2
【計画内容】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを振り返り、実習先保育所・施設の特徴、実習課題と評価・反省、実習で取り組んだこと・学
んだこと、これから実習する人へのアドバイスなどをレポートにまとめる。

【準備学習の内容】実習の振り返りをまとめておくこと。

Ｇ

第
4
回

【テーマ】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの振り返り3
【計画内容】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを振り返り、自己課題に対する取り組みと残る課題について整理し、ワークシートにまと
める。

【準備学習の内容】実習課題を確認し、成果と課題をまとめておくこと。

Ａ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】秋の自然物を活かした保育活動の実践
【計画内容】落ち葉焚きの行い方、素材などを考え、実践する。また、秋の自然物を活かした保育活動を考え、実践する。
【準備学習の内容】落ち葉焚きの行い方について調べ学習を行っておくこと。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの振り返り4
【計画内容】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを振り返り、課題が共通する仲間と話し合い、課題解決の方法を考える。
【準備学習の内容】保育実習を振り返り課題を明確にしておくこと。

Ｈ、Ｊ

第
7
回

【テーマ】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの振り返り5
【計画内容】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを振り返り、課題解決に向けて調べ学習を行い、エビデンスに基づく解決方法を導き出
す。

【準備学習の内容】課題解決に関わる文献・資料を収集しておくこと。

Ｈ

第
8
回

【テーマ】実習報告会の準備1
【計画内容】課題解決型学習のまとめを行い、効果的なプレゼンテーションの在り方について検討し、作成する。
【準備学習の内容】プレゼンテーションの在り方について、自分の考えをまとめておくこと。

Ｈ

第
9
回

【テーマ】実習報告会の準備2
【計画内容】実習先保育所・施設の特徴、実習課題と評価・反省、実習で取り組んだこと・学んだこと、これから実習する人
へのアドバイスなどのプレゼンテーションの在り方を考え、作成する。

【準備学習の内容】プレゼンテーションの在り方について、自分の考えをまとめておくこと。

Ｈ

第
10
回

【テーマ】実習報告会1
【計画内容】保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲでの課題解決型学習のまとめをプレゼンテーションする。
【準備学習の内容】プレゼンテーションの準備をしておくこと。

Ｆ

第
11
回

【テーマ】実習報告会2
【計画内容】実習先保育所・施設の特徴、実習課題と評価・反省、実習で取り組んだこと・学んだこと、これから実習する人
へのアドバイスなどをプレゼンテーションする。

【準備学習の内容】プレゼンテーションの準備をしておくこと。

Ｆ

第
12
回

【テーマ】保育者としてのマナーと常識
【計画内容】子どもの最善の利益を守ることのできる保育者としての基本のマナーと常識について、演習を通して身に
付ける。

【準備学習の内容】保育者としてのマナーや常識について、調べ学習を行っておく。

Ｂ

第
13
回

【テーマ】保育者としてのコミュニケ―ション
【計画内容】子どもが育つ、保護者も育つ、保育者のコミュニケーションの在り方について、演習を通して身に付ける。
【準備学習の内容】保育者としてのコミュニケーションの在り方について、調べ学習を行っておくこと。

Ｂ

第
14
回

【テーマ】子どもの言葉や感性を育てる保育現場での絵本の活用の在り方
【計画内容】子どもの情操、意欲、生活態度、自主性、行動力、探求心、思考力、表現力を育む絵本を選定し、実際に読み聞か
せを行う。

【準備学習の内容】自分が読み聞かせる絵本を選定しておくこと。

Ｂ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】これまでの内容を振り返り、改めて保育士になることの意識と役割を確認する。
【準備学習の内容】第14回までの授業内容を確認しておくこと。

Ｇ、Ｌ

科 目 名 保育実践演習 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 工藤　ゆかり、澤田　悦子、長津　詩織
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト 学校保健・安全実務研究会、2009年、『学校保健実務必携』、第一法規  
三木とみ子、2009年、『養護概説』、ぎょうせい      

参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足             

質問への対応 オフィスアワーを活用してください。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

学校教育において、養護教諭は保健室経営を円滑に進めるため、どのような目標や計画を立て、実践しているの
でしょうか。
本演習では、保健室経営について、実践の基本となる理論に重点を置き、体験的に学びます。

到
達
目
標

⑴保健室経営経営計画に関し、健康課題に基づいた計画を立てることができる。
⑵保健室経営を効果的に進めることができるような具体的な方法を示すことができる。
⑶保健室経営の評価の観点および評価方法を検討し、示すことができる。
⑷養護実践の視点から保健室経営を行うことが理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・本学習での目標設定・保健室経営とは何か
【計画内容】これまでの学習をもとに、保健室経営計画について確認する。
【準備学習の内容】保健室経営案について調べ、整理しておく。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】保健室の機能と役割について検討する
【計画内容】保健室の機能と役割について理解を深め、具体的にどのようなことかを検討し明らかにする。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】保健室経営の根拠となる法律や答申について考える
【計画内容】保健室経営の根拠となる審議会答申や学校保健法についてよく理解し、保健室経営に必要な養
護教諭の資質能力を検討する。

【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】保健室経営における救急処置について学ぶ
【計画内容】保健室で行う、救命および悪化防止のための救急処置、軽度の傷病に対する救急処置について検
討する。

【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】保健室経営における健康相談活動について学ぶ
【計画内容】保健室経営における、健康情報の収集から連携までを含めた健康相談活動について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】保健室経営における健康診断について学ぶ
【計画内容】保健室経営における健康診断実施要領の立案のための視点等について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】保健室経営における保健情報について学ぶ
【計画内容】保健室経営における保健情報収集のための視点や具体的方法について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】保健室経営における保健指導について学ぶ
【計画内容】保健室経営における保健指導の目標や方法について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】保健室経営における個別保健指導について学ぶ
【計画内容】保健室経営における個別指導の内容や方法について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】保健室経営における保健学習について学ぶ
【計画内容】保健学習の目標や展開、評価について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や学習指導要領等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】保健室経営における保健情報収集について学ぶ
【計画内容】保健室経営における子どもの健康課題解決のための保健情報の内容や方法について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】保健室経営における環境衛生について学ぶ
【計画内容】保健室経営における日常の環境衛生の内容や方法について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】保健室経営における組織活動について学ぶ
【計画内容】保健室経営における関係者との連携の具体的な方法について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】保健室経営の評価の方法について考える
【計画内容】保健室経営について、学校教育として評価されるための評価の観点や方法等について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認・保健室経営を円滑に進めるために
【計画内容】保健室経営について学んだことを振り返り、まとめる。また、自己課題について把握し、課題解
決の方法について検討する。

【準備学習の内容】これまでの学習を振り返り、全体のまとめ、自己の学習を省察して臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

科 目 名 保健室経営演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 今野　洋子
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト 学校保健・安全実務研究会、2009年、『学校保健実務必携』、第一法規  
三木とみ子、2009年、『養護概説』、ぎょうせい      

参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足             

質問への対応 オフィスアワーを活用してください。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

学校教育において、養護教諭は保健室経営を円滑に進めるため、どのような目標や計画を立て、実践のためにど
のような工夫をしているのでしょうか。
本演習では、特に保健室の整理整頓の視点から、効果的な保健室経営を考え、体験的に学びます。

到
達
目
標

⑴保健室経営経営計画に関し、目標や計画を立て、実践の手だてを具体的に示すことができる。
⑵効果的な保健室経営のために、保健室を整理整頓することができる。
⑶効果的な保健室経営のために、具体的に工夫することができる。
⑷効果的な保健室経営のための文書管理を行うことができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・本学習での目標設定・保健室経営とは何か
【計画内容】保健室経営について学習を深め、保健室経営案について確認する。
【準備学習の内容】保健室経営案について調べ、整理しておく。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】ほけんだよりを使用しての保健室経営について考える
【計画内容】ほけんだよりを作成し、保護者や児童生徒に保健室経営について周知することについて学ぶ。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】掲示物を使用しての保健室経営について考える
【計画内容】保健室経営に必要な掲示物を作成し、検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】効果的な保健室経営のための救急処置コーナーについて学ぶ
【計画内容】効果的な保健室経営のための救急処置コーナーの設置について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】効果的な保健室経営のための健康相談活動コーナーについて学ぶ
【計画内容】効果的な保健室経営のための健康相談活動コーナーの設置について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】効果的な保健室経営のための健康診断や測定のためのコーナーについて学ぶ
【計画内容】効果的な保健室経営のための健康診断や測定のためのコーナーについて検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】効果的な保健室経営のための保健情報のためのコーナーについて学ぶ
【計画内容】効果的な保健室経営のための保健情報のためのコーナーについて検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】導線を意識した保健室経営を考える
【計画内容】養護教諭の導線を考え、子どもが来室したときを想定し、保健室の配置について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】効果的な保健室経営のための文書管理（1）
【計画内容】保健室に必要な文書管理について学び、ファイリングについて理解する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】効果的な保健室経営のための文書管理（2）
【計画内容】保健室に必要な文書管理について学び、ファイリング方法について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】効果的な保健室経営のための文書管理（3）
【計画内容】保健室に必要な文書管理について学び、ファイリングについて検証実験を行い学びを深める。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ｄ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】効果的な保健室経営のための文書管理（4）
【計画内容】保健室に必要な文書管理について学び、PC 内の情報のファイリングを行う。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ｄ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】効果的な保健室経営の実際（1）
【計画内容】これまで学んだことを生かし、保健室経営を計画し、発表する。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨む。

Ｄ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】効果的な保健室経営の実際（2）
【計画内容】前回の保健室経営を計画発表を振り返り、ポスターにまとめて発表する。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨む。

Ｄ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】保健室経営について学んだことを振り返り、まとめる。また、自己課題について把握し、課題解
決のための方法について検討する。

【準備学習の内容】これまでの学習を振り返り、全体のまとめ、自己の学習を省察して臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

科 目 名 保健室経営演習Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 今野　洋子

テキスト 学校保健・安全実務研究会、2009年、『学校保健実務必携』、第一法規  
三木とみ子、2009年、『養護概説』、ぎょうせい      

参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足             

質問への対応 オフィスアワーを活用してください。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

学校教育において、養護教諭は保健室経営を円滑に進めるため、どのような目標や計画を立て、実践しているの
でしょうか。
本演習では、保健室経営について、実践の基本となる理論に重点を置き、体験的に学びます。

到
達
目
標

⑴保健室経営経営計画に関し、健康課題に基づいた計画を立てることができる。
⑵保健室経営を効果的に進めることができるような具体的な方法を示すことができる。
⑶保健室経営の評価の観点および評価方法を検討し、示すことができる。
⑷養護実践の視点から保健室経営を行うことが理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・本学習での目標設定・保健室経営とは何か
【計画内容】これまでの学習をもとに、保健室経営計画について確認する。
【準備学習の内容】保健室経営案について調べ、整理しておく。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】保健室の機能と役割について検討する
【計画内容】保健室の機能と役割について理解を深め、具体的にどのようなことかを検討し明らかにする。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】保健室経営の根拠となる法律や答申について考える
【計画内容】保健室経営の根拠となる審議会答申や学校保健法についてよく理解し、保健室経営に必要な養
護教諭の資質能力を検討する。

【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】保健室経営における救急処置について学ぶ
【計画内容】保健室で行う、救命および悪化防止のための救急処置、軽度の傷病に対する救急処置について検
討する。

【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】保健室経営における健康相談活動について学ぶ
【計画内容】保健室経営における、健康情報の収集から連携までを含めた健康相談活動について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】保健室経営における健康診断について学ぶ
【計画内容】保健室経営における健康診断実施要領の立案のための視点等について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】保健室経営における保健情報について学ぶ
【計画内容】保健室経営における保健情報収集のための視点や具体的方法について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】保健室経営における保健指導について学ぶ
【計画内容】保健室経営における保健指導の目標や方法について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】保健室経営における個別保健指導について学ぶ
【計画内容】保健室経営における個別指導の内容や方法について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】保健室経営における保健学習について学ぶ
【計画内容】保健学習の目標や展開、評価について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や学習指導要領等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】保健室経営における保健情報収集について学ぶ
【計画内容】保健室経営における子どもの健康課題解決のための保健情報の内容や方法について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】保健室経営における環境衛生について学ぶ
【計画内容】保健室経営における日常の環境衛生の内容や方法について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』等をよく読み、臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】保健室経営における組織活動について学ぶ
【計画内容】保健室経営における関係者との連携の具体的な方法について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】保健室経営の評価の方法について考える
【計画内容】保健室経営について、学校教育として評価されるための評価の観点や方法等について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や『学校保健実務必携』をよく読んで臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認・保健室経営を円滑に進めるために
【計画内容】保健室経営について学んだことを振り返り、まとめる。また、自己課題について把握し、課題解
決の方法について検討する。

【準備学習の内容】これまでの学習を振り返り、全体のまとめ、自己の学習を省察して臨む。

Ａ、Ｂ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ

科 目 名 保健室経営演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 今野　洋子
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト
文部科学省、『学習指導要領  』
学校保健・安全実務研究会、2009年、『学校保健実務必携』、第一法規、9784474056732
三木とみ子、2009年、『養護概説』、ぎょうせい、978-4-324-08594-3

参 考 書『  教育小六法』等、第1回目の講義のときに一覧表を提示します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足     レポート   平時   

質問への対応 オフィスアワーおよび講義の前後を大いに活用してください。
資 格［教］養教1種 _ 必修

そ の 他 教職としての実践力を高められるよう意欲的に授業に臨みましょう。
｢養護に関する科目｣及び｢教職に関する科目｣のすべてを修得済み、あるいは修得見込みであること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

大学4年間での学習知および経験知と、養護実習等で培われた実践力や指導力の教育実践知とのさらなる統合
を図り、使命感や責任感に裏打ちされた実践的指導力を有する教員としての資質向上を図る。

到
達
目
標

⑴教育的愛情を基盤とした使命感や責任感ある養護教諭としての資質が身についている。
⑵社会の一員としての社会性や人間関係調整能力が身についている。
⑶児童生徒の理解に立った保健室経営を実践する能力が身についている。
⑷地域や学校の特性、児童生徒の実態を踏まえた保健教育に関する指導力が身についている。
⑸学校保健の要として機動的な組織運営のためのコーディネート力やマネジメント力が身についている。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション : 学びの軌跡を確認する（履修カルテ）
【計画内容】3年次までに獲得した教職員としての力量、養護教諭としての専門性等についてふりかえり、自己評価を行います。その上で、本
講義で獲得すべき資質能力について理解し、さらなる実践力育成のための目標を設定します。

【準備学習の内容】これまでの自分の学習の成果をまとめておきます。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】現代の教育課題 : 調査した内容を発表しグループ討論を行う
【計画内容】現代の教育課題について理解を深め、課題解決のための方法について考察します。日本の教育課題について、背景と要因、現状に
ついて調べ、レポートにまとめたものをもとに、グループで討論します。グル―プ討論の内容は、全体で共有します。

【準備学習の内容】現代の教育課題について、視点を定め、レポートにまとめて授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】児童生徒の発達段階に応じた特性の理解 : 事例をもとに討論を行う
【計画内容】児童生徒の発達段階に応じた特性を理解し、どのように支援をすればよいか、討論します。事例提供については、グループが担当
となり、資料を用意して提示します。事例をもとに討議し、解決に向けての支援を考えます。

【準備学習の内容】事例提供グループは相談の上、事例を用意します。また、児童生徒の発達段階の特性について調べ、授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】保健室登校の課題 : 保健室登校についてディベートを行う
【計画内容】ディベートを通し、保健室登校の教育的意義について、また、養護教諭の保健室経営の観点から、保健室登校にどう取り組むべき
か、考えを深めます。

【準備学習の内容】保健室登校の事例について調べ、具体的な支援や課題について理解した上で授業に臨みます。

Ａ、Ｈ、
Ｉ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】模擬児童生徒保健委員会 : 児童生徒保健委員会への指導場面を想定しロールプレイングを行う
【計画内容】健康課題解決のための児童生徒保健委員会の取り組みと、養護教諭としての指導について考え、体験的に学びます。課題提供に
ついては、グループが担当となり、資料を用意して提示します。

【準備学習の内容】課題提供グループは相談の上、課題を用意します。また、児童生徒保健委員会の取り組みについて調べ、授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
6
回

【テーマ】模擬学年会 : 他の教師との学年会を想定しロールプレイングを行う
【計画内容】児童生徒への支援のために、他の教師とどのように共通理解をし、どのように協働していくか、体験的に学びます。課題提供につ
いては、グループが担当となり、資料を用意して提示します。

【準備学習の内容】課題提供グループは相談の上、課題を用意します。また、各分掌など学校の組織について調べ、授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
7
回

【テーマ】模擬職員会議 : 健康診断の事後措置についての提案場面を想定しロールプレイングを行う
【計画内容】職員会議において、養護教諭として健康診断の事後措置について提案する場面を想定し、体験的に学習を深めます。提案内容に
ついては、グループが担当となり、資料を用意して提示します。

【準備学習の内容】提案担当グループは相談の上、課題を用意します。また、健康診断について調べ、授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
8
回

【テーマ】模擬授業1: 養護教諭の専門性を生かした保健学習を行う
【計画内容】兼職発令されたと仮定し、養護教諭による保健学習を行い、授業体験・授業評価を通し、養護教諭の専門性を生かした保健学習に
ついて検討します。授業担当グループを決め、授業を展開します。

【準備学習の内容】授業担当グループは相談の上、授業の準備をします。また、兼職発令および保健学習について調べ、授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
9
回

【テーマ】保護者との連携 : 保護者からの相談場面を想定し討議を通してモデルプランを立てる
【計画内容】保護者からの相談場面を想定し、保護者との信頼関係を確立し、互いに協力しあえるような相談内容や方法について検討しま
す。事例提供については、グループが担当となり、資料を用意して提示します。

【準備学習の内容】事例提供グループは相談の上、授業の準備をします。また、保護者からの相談や要望について調べ、授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
10
回

【テーマ】スクールカウンセラーとの連携 : 現職のスクールカウンセラーの講話および質疑応答を行う
【計画内容】現職のスクールカウンセラーからの講話を通し、教職員として、また養護教諭としてどのように連携すればよいか考えます。ま
た、質疑応答の中で、さらに考えを深めます。

【準備学習の内容】スクールカウンセラーの先生にお聞きしたいことをまとめて、授業に臨みます。

Ａ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】栄養教諭との連携 : 栄養教諭と養護教諭の実践事例について学び討論を行う
【計画内容】栄養教諭と養護教諭との連携について、どのように協力すればよいか、実践事例から学び、検討します。栄養教諭を招いての講
話、学校訪問による学習も計画しています。

【準備学習の内容】栄養教諭について調べ、まとめておきます。

Ａ、Ｆ、
Ｇ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】模擬学校保健委員会 : 健康診断の結果提示を中心にロールプレイングを行う
【計画内容】健康診断の結果を保護者や地域にどう発信し、協働していくか、模擬学校保健委員会を通し、学習を深めます。提案内容は、グ
ループが担当します。

【準備学習の内容】提案担当グループは相談の上、授業の準備をします。また、学校保健委員会について調べ、授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
13
回

【テーマ】模擬授業2: 地域の特性や保護者の願い、専門家の活用等を生かした保健指導を行う
【計画内容】地域の特性や保護者の願い、専門家の活用等を生かした保健指導を企画し、模擬授業を行います。保健指導の実践や評価を通し、
深めます。

【準備学習の内容】提案担当グループは相談の上、授業の準備をします。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
14
回

【テーマ】養護教諭の研修 : 現職の養護教諭の研修会に参加するフィールドワークを行う
【計画内容】現職養護教諭の研修会に参加させてもらい、養護教諭の研究課題や研究動向について学習を深めます。
【準備学習の内容】研修とは何か、教職員または養護教諭にとっての研究の意義を調べておきます。

Ａ、Ｌ、Ｍ

第
15
回

【テーマ】まとめとふりかえり
【計画内容】本講義をふりかえり、獲得した資質能力や実践力について、自己評価を行います。また、さらに高めるためにどのようにすべき
か、検討します。

【準備学習の内容】これまでの学習をふりかえり、資質能力について自己評価を行い、まとめておきます。

Ａ、Ｇ、Ｌ

科 目 名 教職実践演習（養護教諭） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 今野　洋子、佐藤　朱美
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明します      
参 考 書   各種学会誌等      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足             

質問への対応 講義時間やオフィスアワーを活用してください。
資 格   

そ の 他 養護教諭を目指す学生にとって必要な科目です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

養護教諭が養成・研修を通し、生涯学び続けていくためにはどのような資質能力が必要でしょうか。
本講義では、｢養護教諭教育研究Ⅰ｣に引き続き、養護教諭が取り組んでいる研修や研究、また養護教諭養成の課
題に焦点をあてて検討する中で、生涯学び続けられる養護教諭となれるような基礎となる資質能力を身につけ
ます。

到
達
目
標

⑴養護教諭養成教育の課題から、養護教諭になるために備えるべき資質能力を向上させる。
⑵養護教諭の研修テーマや研修方法から必要な資質能力を向上させる。
⑶養護教諭の研究や研究方法から必要な資質能力を向上させる。
⑷養護教諭に必要な資質能力と自己の課題を関連して考えることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・本学習での目標設定・養護教諭教育について学ぶ
【計画内容】本学習での自己の目標設定を行い、養護教諭教育について理解する。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】養護教諭の研修について学ぶ（1）
【計画内容】養護教諭の研修の機会と内容や方法等について学ぶ。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】養護教諭の研修について学ぶ（2）
【計画内容】養護教諭の研修の内容や方法について学ぶ。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】養護教諭の研修について学ぶ（3）
【計画内容】実際に養護教諭の研修を参観して、自己の課題と関連させて学ぶ。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】養護教諭の研修について学ぶ（4）
【計画内容】参観した養護教諭の研修で学んだことを振り返り、自己の課題に対する理解を深める。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】養護教諭の研究について学ぶ（1）
【計画内容】養護教諭の研究課題と内容や目的等について学ぶ。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】養護教諭の研究について学ぶ（2）
【計画内容】養護教諭の研究方法等について学ぶ。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】養護教諭の研究について学ぶ（3）
【計画内容】実際に養護教諭の研究発表を聞き、自己の課題と関連させて学ぶ。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】養護教諭の研究について学ぶ（4）
【計画内容】参観した養護教諭の研究発表で学んだことを振り返り、理解を深める。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】養護教諭養成教育における課題を学ぶ（1）
【計画内容】教育職員免許法や各種答申から養護教諭養成の課題を学び、養護教諭に必要な資質能力と自己
の課題を関連して理解を深める。

【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】養護教諭養成教育における課題を学ぶ（2）
【計画内容】子どもの健康課題から養護教諭養成で身につけるべき資質能力を検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】養護教諭養成教育における課題を学ぶ（3）
【計画内容】研究論文から養護教諭養成で身につけるべき資質能力をグループで検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】養護教諭養成教育における課題を学ぶ（4）
【計画内容】養護教諭養成で身につけるべき資質能力の獲得方法についてグループで検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】養護教諭の資質能力について検討する
【計画内容】これまでの学習を振り返り、自己の課題に関連させて、必要とされる資質能力を検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】学んだことを振り返ってまとめ、学習不足の点や自己課題について把握し、今後の学内での学習
の中での解決方法について考える。

【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

科 目 名 養護教諭教育研究Ⅱ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 佐藤　朱美

テキスト
文部科学省、『学習指導要領  』
学校保健・安全実務研究会、2009年、『学校保健実務必携』、第一法規、9784474056732
三木とみ子、2009年、『養護概説』、ぎょうせい、978-4-324-08594-3

参 考 書『  教育小六法』等、第1回目の講義のときに一覧表を提示します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足     レポート   平時   

質問への対応 オフィスアワーおよび講義の前後を大いに活用してください。
資 格［教］養教1種 _ 必修

そ の 他 教職としての実践力を高められるよう意欲的に授業に臨みましょう。
｢養護に関する科目｣及び｢教職に関する科目｣のすべてを修得済み、あるいは修得見込みであること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

大学4年間での学習知および経験知と、養護実習等で培われた実践力や指導力の教育実践知とのさらなる統合
を図り、使命感や責任感に裏打ちされた実践的指導力を有する教員としての資質向上を図る。

到
達
目
標

⑴教育的愛情を基盤とした使命感や責任感ある養護教諭としての資質が身についている。
⑵社会の一員としての社会性や人間関係調整能力が身についている。
⑶児童生徒の理解に立った保健室経営を実践する能力が身についている。
⑷地域や学校の特性、児童生徒の実態を踏まえた保健教育に関する指導力が身についている。
⑸学校保健の要として機動的な組織運営のためのコーディネート力やマネジメント力が身についている。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション : 学びの軌跡を確認する（履修カルテ）
【計画内容】3年次までに獲得した教職員としての力量、養護教諭としての専門性等についてふりかえり、自己評価を行います。その上で、本
講義で獲得すべき資質能力について理解し、さらなる実践力育成のための目標を設定します。

【準備学習の内容】これまでの自分の学習の成果をまとめておきます。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】現代の教育課題 : 調査した内容を発表しグループ討論を行う
【計画内容】現代の教育課題について理解を深め、課題解決のための方法について考察します。日本の教育課題について、背景と要因、現状に
ついて調べ、レポートにまとめたものをもとに、グループで討論します。グル―プ討論の内容は、全体で共有します。

【準備学習の内容】現代の教育課題について、視点を定め、レポートにまとめて授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】児童生徒の発達段階に応じた特性の理解 : 事例をもとに討論を行う
【計画内容】児童生徒の発達段階に応じた特性を理解し、どのように支援をすればよいか、討論します。事例提供については、グループが担当
となり、資料を用意して提示します。事例をもとに討議し、解決に向けての支援を考えます。

【準備学習の内容】事例提供グループは相談の上、事例を用意します。また、児童生徒の発達段階の特性について調べ、授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】保健室登校の課題 : 保健室登校についてディベートを行う
【計画内容】ディベートを通し、保健室登校の教育的意義について、また、養護教諭の保健室経営の観点から、保健室登校にどう取り組むべき
か、考えを深めます。

【準備学習の内容】保健室登校の事例について調べ、具体的な支援や課題について理解した上で授業に臨みます。

Ａ、Ｈ、
Ｉ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】模擬児童生徒保健委員会 : 児童生徒保健委員会への指導場面を想定しロールプレイングを行う
【計画内容】健康課題解決のための児童生徒保健委員会の取り組みと、養護教諭としての指導について考え、体験的に学びます。課題提供に
ついては、グループが担当となり、資料を用意して提示します。

【準備学習の内容】課題提供グループは相談の上、課題を用意します。また、児童生徒保健委員会の取り組みについて調べ、授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
6
回

【テーマ】模擬学年会 : 他の教師との学年会を想定しロールプレイングを行う
【計画内容】児童生徒への支援のために、他の教師とどのように共通理解をし、どのように協働していくか、体験的に学びます。課題提供につ
いては、グループが担当となり、資料を用意して提示します。

【準備学習の内容】課題提供グループは相談の上、課題を用意します。また、各分掌など学校の組織について調べ、授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
7
回

【テーマ】模擬職員会議 : 健康診断の事後措置についての提案場面を想定しロールプレイングを行う
【計画内容】職員会議において、養護教諭として健康診断の事後措置について提案する場面を想定し、体験的に学習を深めます。提案内容に
ついては、グループが担当となり、資料を用意して提示します。

【準備学習の内容】提案担当グループは相談の上、課題を用意します。また、健康診断について調べ、授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
8
回

【テーマ】模擬授業1: 養護教諭の専門性を生かした保健学習を行う
【計画内容】兼職発令されたと仮定し、養護教諭による保健学習を行い、授業体験・授業評価を通し、養護教諭の専門性を生かした保健学習に
ついて検討します。授業担当グループを決め、授業を展開します。

【準備学習の内容】授業担当グループは相談の上、授業の準備をします。また、兼職発令および保健学習について調べ、授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
9
回

【テーマ】保護者との連携 : 保護者からの相談場面を想定し討議を通してモデルプランを立てる
【計画内容】保護者からの相談場面を想定し、保護者との信頼関係を確立し、互いに協力しあえるような相談内容や方法について検討しま
す。事例提供については、グループが担当となり、資料を用意して提示します。

【準備学習の内容】事例提供グループは相談の上、授業の準備をします。また、保護者からの相談や要望について調べ、授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
10
回

【テーマ】スクールカウンセラーとの連携 : 現職のスクールカウンセラーの講話および質疑応答を行う
【計画内容】現職のスクールカウンセラーからの講話を通し、教職員として、また養護教諭としてどのように連携すればよいか考えます。ま
た、質疑応答の中で、さらに考えを深めます。

【準備学習の内容】スクールカウンセラーの先生にお聞きしたいことをまとめて、授業に臨みます。

Ａ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】栄養教諭との連携 : 栄養教諭と養護教諭の実践事例について学び討論を行う
【計画内容】栄養教諭と養護教諭との連携について、どのように協力すればよいか、実践事例から学び、検討します。栄養教諭を招いての講
話、学校訪問による学習も計画しています。

【準備学習の内容】栄養教諭について調べ、まとめておきます。

Ａ、Ｆ、
Ｇ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】模擬学校保健委員会 : 健康診断の結果提示を中心にロールプレイングを行う
【計画内容】健康診断の結果を保護者や地域にどう発信し、協働していくか、模擬学校保健委員会を通し、学習を深めます。提案内容は、グ
ループが担当します。

【準備学習の内容】提案担当グループは相談の上、授業の準備をします。また、学校保健委員会について調べ、授業に臨みます。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
13
回

【テーマ】模擬授業2: 地域の特性や保護者の願い、専門家の活用等を生かした保健指導を行う
【計画内容】地域の特性や保護者の願い、専門家の活用等を生かした保健指導を企画し、模擬授業を行います。保健指導の実践や評価を通し、
深めます。

【準備学習の内容】提案担当グループは相談の上、授業の準備をします。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
14
回

【テーマ】養護教諭の研修 : 現職の養護教諭の研修会に参加するフィールドワークを行う
【計画内容】現職養護教諭の研修会に参加させてもらい、養護教諭の研究課題や研究動向について学習を深めます。
【準備学習の内容】研修とは何か、教職員または養護教諭にとっての研究の意義を調べておきます。

Ａ、Ｌ、Ｍ

第
15
回

【テーマ】まとめとふりかえり
【計画内容】本講義をふりかえり、獲得した資質能力や実践力について、自己評価を行います。また、さらに高めるためにどのようにすべき
か、検討します。

【準備学習の内容】これまでの学習をふりかえり、資質能力について自己評価を行い、まとめておきます。

Ａ、Ｇ、Ｌ

科 目 名 教職実践演習（養護教諭） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 今野　洋子、佐藤　朱美
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明します      
参 考 書   各種学会誌等      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足             

質問への対応 講義時間やオフィスアワーを活用してください。
資 格   

そ の 他 養護教諭を目指す学生にとって必要な科目です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

養護教諭が養成・研修を通し、生涯学び続けていくためにはどのような資質能力が必要でしょうか。
本講義では、｢養護教諭教育研究Ⅰ・Ⅱ｣に引き続き、養護教諭が取り組んでいる研修や研究、また養護教諭養成
の課題に焦点をあてて検討する中で、生涯学び続けられる養護教諭となれるような基礎となる資質能力を身に
つけます。

到
達
目
標

⑴養護教諭養成教育の課題から、養護教諭になるために備えるべき資質能力を豊かにする。
⑵養護教諭の研修に必要な実践力を獲得する。
⑶養護教諭の研究に必要な研究能力を高める。
⑷養護教諭に必要な実践力と自己の課題を関連して考えることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・本学習での目標設定・養護教諭教育について学ぶ
【計画内容】本学習での自己の目標設定を行い、養護教諭教育について理解を深める。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】養護教諭の研修内容・方法について学ぶ（1）
【計画内容】養護教諭の研修の機会と扱われるテーマについて学ぶ。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】養護教諭の研修内容・方法について学ぶ（2）
【計画内容】養護教諭の研修の方法について学ぶ。特に、事例検討を主とした研修方法について学習を深め
る。

【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】養護教諭の研修内容・方法について学ぶ（3）
【計画内容】実際に養護教諭の事例検討を主とした研修を参観して、自己の課題と関連させて学ぶ。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】養護教諭の研修内容・方法について学ぶ（4）
【計画内容】参観した養護教諭の研修で学んだことを振り返り、自己の課題に対する理解を深める。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】養護教諭の研究内容・方法について学ぶ（1）
【計画内容】養護教諭の研究について学び、主な研究課題と内容、目的等について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】養護教諭の研究内容・方法について学ぶ（2）
【計画内容】養護教諭の研究に結びつくような調査方法について学ぶ。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】養護教諭の研究内容・方法について学ぶ（3）
【計画内容】実際に養護教諭の研究発表を聞き、自己の課題と関連させて学びを深める。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】養護教諭の研究内容・方法について学ぶ（4）
【計画内容】参観した養護教諭の研究発表で学んだことを振り返り、グループで検討し、理解を深める。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】養護教諭養成教育における課題を学ぶ（1）
【計画内容】教育職員免許法や各種答申から養護教諭養成の課題を学び、養護教諭に必要な資質能力と自己
の課題を関連してグループで検討し、理解を深める。

【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】養護教諭養成教育における課題を学ぶ（2）
【計画内容】子どもの健康課題を検討し、養護教諭養成で身につけるべき資質能力を明らかにする。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】養護教諭養成教育における課題を学ぶ（3）
【計画内容】研究論文から養護教諭養成で身につけるべき資質能力をグループで検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】養護教諭養成教育における課題を学ぶ（4）
【計画内容】養護教諭養成で身につけるべき資質能力をどう獲得すれなよいのか、どのように学べばよいの
か、生涯にわたる学習方法についてグループで検討する。

【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】養護教諭の資質能力について検討する
【計画内容】これまでの学習を振り返り、自己の資質能力を分析・評価し、自己課題を把握する。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】学んだことを振り返ってまとめるとともに、前回把握した自己課題を解決するための方法を検
討する。

【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

科 目 名 養護教諭教育研究Ⅲ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 今野　洋子
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分       60% 40%   

補 足         課題曲の予習・
復習を含む   

質問への対応 講義時に対応します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

これまで学んできた｢ピアノ基礎演習Ⅰ・Ⅱ｣ ｢ピアノ表現演習Ⅰ・Ⅱ｣ ｢コードと即興｣ ｢ピアノ応用｣のまとめ
として、指導者・教育者に必要なピアノにかかわる学習を扱い、更に、ポピュラー音楽など幅広い音楽に応用で
きる総合的な力を身につけることを目的に学びを深める。

到
達
目
標

⑴クラシック・ピアノ作品の演奏法を学ぶ。
⑵｢コードと即興｣からジャズピアノの演奏法を学ぶ。
⑶電子オルガンの演奏法を学ぶ。
⑷鍵盤楽器の総合的な力をつける。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】15回の授業内容について説明します。
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】レッスン1（実技指導）～表現を深める～
【計画内容】ピアノ作品の演奏法、即興演奏や電子オルガンのマンツーマンのレッスンを受けます。これまで学んでき
た｢ピアノ基礎演習｣ ｢ピアノ表現演習｣ ｢コードと即興｣ ｢ピアノ応用｣の内容を復習し、演奏表現の技術を深めます。

【準備学習の内容】課題を予習しておくこと。

Ｂ

第
3
回

【テーマ】レッスン2（実技指導）～表現を深める～
【計画内容】ピアノ作品の演奏法、即興演奏や電子オルガンのマンツーマンのレッスンを受けます。これまで学んでき
た｢ピアノ基礎演習｣ ｢ピアノ表現演習｣ ｢コードと即興｣ ｢ピアノ応用｣の内容を復習し、演奏表現の技術を深めます。

【準備学習の内容】課題を予習・復習しておくこと。

Ｂ

第
4
回

【テーマ】鑑賞学習1
【計画内容】クラシックピアノ作品、ジャズピアノ作品、電子オルガン作品を、視聴覚教材や生演奏で鑑賞し、理解を深め
ます。

【準備学習の内容】レジュメを読んでおくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】レッスン3（実技指導）～表現を深める～
【計画内容】ピアノ作品の演奏法、即興演奏や電子オルガンのマンツーマンのレッスンを受けます。基礎から発展した
技術や表現の演奏法について学びます。

【準備学習の内容】課題を予習・復習しておくこと。

Ｂ、Ｅ

第
6
回

【テーマ】中間発表1
【計画内容】学習した内容（クラシックピアノ、ジャズピアノ、電子オルガン）を全員の前で演奏発表します。
【準備学習の内容】充分に練習を重ね、演奏発表に臨むこと。

Ｂ、Ｅ

第
7
回

【テーマ】レッスン4（実技指導）～表現を深める～
【計画内容】ピアノ作品の演奏法、即興演奏や電子オルガンのマンツーマンのレッスンを受けます。基礎から発展した
技術や表現の演奏法について学びます。

【準備学習の内容】課題を予習・復習しておくこと。

Ｂ、Ｅ

第
8
回

【テーマ】レッスン5（実技指導）～演奏法の確認～
【計画内容】ピアノ作品の演奏法、即興演奏や電子オルガンのマンツーマンのレッスンを受けます。基礎から発展した
技術や表現方法について、これまでの学習内容を確認します。

【準備学習の内容】課題を予習・復習しておくこと。

Ｂ、Ｅ

第
9
回

【テーマ】レッスン6（実技指導）～演奏法の確認～
【計画内容】ピアノ作品の演奏法、即興演奏や電子オルガンのマンツーマンのレッスンを受けます。基礎から発展した
技術や表現方法について、これまでの学習内容を確認します。

【準備学習の内容】課題を予習・復習しておくこと。

Ｂ、Ｅ

第
10
回

【テーマ】中間発表2
【計画内容】学習した内容（クラシックピアノ、ジャズピアノ、電子オルガン）を全員の前で演奏発表します。曲目解説等
をプレゼンテーションします。

【準備学習の内容】プレゼンテーションの内容について調べるなど、充分に準備すること。

Ｂ、Ｅ、Ｆ

第
11
回

【テーマ】鑑賞学習2
【計画内容】クラシックピアノ作品、ジャズピアノ作品、電子オルガン作品を、視聴覚教材や生演奏で鑑賞し、理解を深め
ます。

【準備学習の内容】レジュメを読んでおくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】レッスン7（実技指導）～演奏法の確認～
【計画内容】ピアノ作品の演奏法、即興演奏や電子オルガンのマンツーマンのレッスンを受けます。基礎から発展した
技術や表現方法について、これまでの学習内容を確認します。

【準備学習の内容】課題を予習・復習しておくこと。

Ｂ、Ｅ

第
13
回

【テーマ】レッスン8（実技指導）～まとめ～
【計画内容】ピアノ作品の演奏法、即興演奏や電子オルガンのマンツーマンのレッスンを受けます。確かな技術、豊かな
表現を基盤にした演奏法や指導法など総合的な力を身につけます

【準備学習の内容】課題を予習・復習しておくこと。

Ｂ、Ｅ

第
14
回

【テーマ】リハーサル
【計画内容】最終発表にむけて、個々の実力を発揮できるように最終チェックをします。
【準備学習の内容】充分に練習を重ね、演奏発表に臨むこと。

Ｂ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】最終発表
【計画内容】学習した内容（クラシックピアノ、ジャズピアノ、電子オルガン）を全員の前で演奏発表します。曲目解説等
をプレゼンテーションします。

【準備学習の内容】充分に練習を重ね、演奏発表に臨むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｌ

科 目 名 ピアノ総合演習Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 鈴木　しおり、加藤　久美子、南山　雅樹

テキスト   講義時に説明します      
参 考 書   各種学会誌等      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足             

質問への対応 講義時間やオフィスアワーを活用してください。
資 格   

そ の 他 養護教諭を目指す学生にとって必要な科目です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

養護教諭が養成・研修を通し、生涯学び続けていくためにはどのような資質能力が必要でしょうか。
本講義では、｢養護教諭教育研究Ⅰ・Ⅱ｣に引き続き、養護教諭が取り組んでいる研修や研究、また養護教諭養成
の課題に焦点をあてて検討する中で、生涯学び続けられる養護教諭となれるような基礎となる資質能力を身に
つけます。

到
達
目
標

⑴養護教諭養成教育の課題から、養護教諭になるために備えるべき資質能力を豊かにする。
⑵養護教諭の研修に必要な実践力を獲得する。
⑶養護教諭の研究に必要な研究能力を高める。
⑷養護教諭に必要な実践力と自己の課題を関連して考えることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・本学習での目標設定・養護教諭教育について学ぶ
【計画内容】本学習での自己の目標設定を行い、養護教諭教育について理解を深める。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】養護教諭の研修内容・方法について学ぶ（1）
【計画内容】養護教諭の研修の機会と扱われるテーマについて学ぶ。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】養護教諭の研修内容・方法について学ぶ（2）
【計画内容】養護教諭の研修の方法について学ぶ。特に、事例検討を主とした研修方法について学習を深め
る。

【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】養護教諭の研修内容・方法について学ぶ（3）
【計画内容】実際に養護教諭の事例検討を主とした研修を参観して、自己の課題と関連させて学ぶ。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】養護教諭の研修内容・方法について学ぶ（4）
【計画内容】参観した養護教諭の研修で学んだことを振り返り、自己の課題に対する理解を深める。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】養護教諭の研究内容・方法について学ぶ（1）
【計画内容】養護教諭の研究について学び、主な研究課題と内容、目的等について検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】養護教諭の研究内容・方法について学ぶ（2）
【計画内容】養護教諭の研究に結びつくような調査方法について学ぶ。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】養護教諭の研究内容・方法について学ぶ（3）
【計画内容】実際に養護教諭の研究発表を聞き、自己の課題と関連させて学びを深める。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】養護教諭の研究内容・方法について学ぶ（4）
【計画内容】参観した養護教諭の研究発表で学んだことを振り返り、グループで検討し、理解を深める。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】養護教諭養成教育における課題を学ぶ（1）
【計画内容】教育職員免許法や各種答申から養護教諭養成の課題を学び、養護教諭に必要な資質能力と自己
の課題を関連してグループで検討し、理解を深める。

【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】養護教諭養成教育における課題を学ぶ（2）
【計画内容】子どもの健康課題を検討し、養護教諭養成で身につけるべき資質能力を明らかにする。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】養護教諭養成教育における課題を学ぶ（3）
【計画内容】研究論文から養護教諭養成で身につけるべき資質能力をグループで検討する。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】養護教諭養成教育における課題を学ぶ（4）
【計画内容】養護教諭養成で身につけるべき資質能力をどう獲得すれなよいのか、どのように学べばよいの
か、生涯にわたる学習方法についてグループで検討する。

【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】養護教諭の資質能力について検討する
【計画内容】これまでの学習を振り返り、自己の資質能力を分析・評価し、自己課題を把握する。
【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】学んだことを振り返ってまとめるとともに、前回把握した自己課題を解決するための方法を検
討する。

【準備学習の内容】『養護概説』や研修資料、学会抄録や学会誌等を持って臨む。

Ａ、Ｇ、Ｌ

科 目 名 養護教諭教育研究Ⅲ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 今野　洋子
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト 北翔大学・北翔大学短期大学部、2015年、『教育実習の手引き      』

参 考 書 文部科学省、2008年、『中学校学習指導要領』、東山書房  
文部科学省、2009年、『高等学校学習指導要領』、東山書房      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足             

質問への対応 オフィスアワーの時間で対応します。
資 格［教］中・高1種（音楽）_ 必修

そ の 他 ｢教育実習｣を終了した学生に限ります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

教育実習を終了し、さらに実習を意義あるものとするために、事後の反省や課題をもとに音楽教育者として授
業における指導技術の向上をめざすことをねらいとする。主に教科書を中心とした楽曲について、ピアノを使
用した指導法を学習する。

到
達
目
標

⑴教科書の歌唱教材をピアノ伴奏する。
⑵教科書の鑑賞教材をピアノ連弾、2台ピアノで演奏する。
⑶教科書を中心とした楽曲について、ピアノを使用した指導法を学習する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の概要を説明する。（鈴木しおり・今井敏勝）
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】教科書の歌唱教材をピアノ伴奏する1
【計画内容】教科書の歌唱教材をピアノで発声練習・旋律音取りし、ピアノ伴奏で合唱とあわせる。
（鈴木しおり）
【準備学習の内容】教科書の歌唱教材から選曲し、練習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】教科書の歌唱教材をピアノ伴奏する2
【計画内容】教科書の歌唱教材をピアノで発声練習・旋律音取りし、ピアノ伴奏で合唱とあわせる。
（鈴木しおり）
【準備学習の内容】ピアノを練習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】教科書の鑑賞教材をピアノ連弾・2台ピアノで演奏する1
【計画内容】教科書の鑑賞教材をピアノ連弾、2台ピアノで演奏する。（鈴木しおり）
【準備学習の内容】教科書の鑑賞教材から選曲し、練習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】教科書の鑑賞教材をピアノ連弾・2台ピアノで演奏する2
【計画内容】教科書の鑑賞教材をピアノ連弾、2台ピアノで演奏する。（鈴木しおり）
【準備学習の内容】ピアノを練習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】教科書を中心とした楽曲について、ピアノを使用した指導法を学習する1
【計画内容】教科書を中心とした楽曲について、ピアノを使用した指導法を学習する。ピアノを使用して鑑
賞の模擬授業をする。さらに、ピアノを使用して歌唱の模擬授業をする。（鈴木しおり）

【準備学習の内容】指導案を練っておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】教科書を中心とした楽曲について、ピアノを使用した指導法を学習する2
【計画内容】教科書を中心とした楽曲について、ピアノを使用した指導法を学習する。ピアノを使用して鑑
賞の模擬授業をする。さらに、ピアノを使用して歌唱の模擬授業をする。（鈴木しおり）

【準備学習の内容】指導案を練っておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】発表会
【計画内容】歌唱教材と鑑賞教材による演奏発表会。（鈴木しおり）
【準備学習の内容】充分に練習しておくこと。

Ｅ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ

科 目 名 教育実習事後指導 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 鈴木　しおり、今井　敏勝
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト
北翔大学、『教育実習の手引き  』
文部科学省、『中学校学習指導要領解説総則・教科  』
文部科学省、『高等学校学習指導要領解説総則・教科  』

参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分         30% 70%

補 足           実習校における
実習の評価

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［教］中1種（音楽）_ 必修、高1種（音楽）_ 選必

そ の 他

教職課程を履修している者で、教育実習前に定められている科目を修得（『教育実習の手引き』『教職課程履修の手
引き』参照）した者が受講できます。ただし、本人の頭髪・服装・態度、学ぶ姿勢、部活動の指導、他の点で教師として
の適格性に欠けると認められる場合は、教育実習の履修を取消しまたは停止します。
生徒との明るく楽しい活動が、教科指導のための生徒理解や熱意溢れる教育研究や生き生きした授業につながりま
す。
生徒を指導する責任を常に自覚しながら、教師として明るく、謙虚に学ぶ態度で、自ら貴重な体験とすることを期待
します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

これまでの教職科目で培われた知識・技能・態度等をもとに、中学校または高等学校において、実習校の校長先生
はじめ指導教員、教職員の指導のもとに、教員として必要なさまざまな事項について具体的に学びます。その中
から、教師としての使命感・責任感、かつ実践的指導力、また学校・教師の問題・課題を見つめ、教師を目指す資質・
能力を高めることを目的とします。

到
達
目
標

⑴教科指導・生徒指導について、生徒理解をもとに計画を立て、指導できる。
⑵学校の役割を具体的に知り、教員としての使命感・責任感を持てる。
⑶教職への適性を探り、具体的な課題を発見できる。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
○実習計画　

法令や実習学校により定められた期間（原則2週間）中は、実習校の教職員に準じた勤務をし、次のような内容の
理解と実際の指導を行います。

　1　実習校の教育活動等の理解
　　（1）実習校の教育目標、教育計画など教育課程について
　　（2）実習校の組織・運営及び教員の職務内容について
　　（3）各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間の指導内容、方法について
　　（4）学級経営及び生徒指導・進路指導・教育相談並びに部活動について他
　2　観察、参加、授業実習等の実践
　　（1）教科指導、特別活動、道徳、総合的な学習の観察、参加、授業実習
　　（2）生徒理解をとおした学級指導
　3　教職の理解
　　（1）教職への自己の適性
　　（2）教職の使命感・責任感
　なお、大学において、事前学習・事後学習があります。

○展開方法
事前学習では、模擬授業や先に実施した者からのアドバイス等を受け、事後学習では、教育実習のまとめをし、
教職の適性について考えます。
実習校の教育実習オリエンテーションから、全日程の展開は実習校にゆだねられています。感謝の心を忘れず、
謙虚かつ積極的に生徒と関わり、学びます。

  
【準備学習の内容】
『教育実習の手引き』を熟読し、内容をすべて把握しておくこと。

  

Ｄ

Ｄ

Ｄ

科 目 名 教育実習Ⅰ 授業形態 実習 単 位 数 4
教 員 名 今井　敏勝、鈴木　しおり

テキスト 北翔大学・北翔大学短期大学部、2015年、『教育実習の手引き      』

参 考 書 文部科学省、2008年、『中学校学習指導要領』、東山書房  
文部科学省、2009年、『高等学校学習指導要領』、東山書房      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足             

質問への対応 オフィスアワーの時間で対応します。
資 格［教］中・高1種（音楽）_ 必修

そ の 他 ｢教育実習｣を終了した学生に限ります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

教育実習を終了し、さらに実習を意義あるものとするために、事後の反省や課題をもとに音楽教育者として授
業における指導技術の向上をめざすことをねらいとする。主に教科書を中心とした楽曲について、ピアノを使
用した指導法を学習する。

到
達
目
標

⑴教科書の歌唱教材をピアノ伴奏する。
⑵教科書の鑑賞教材をピアノ連弾、2台ピアノで演奏する。
⑶教科書を中心とした楽曲について、ピアノを使用した指導法を学習する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の概要を説明する。（鈴木しおり・今井敏勝）
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】教科書の歌唱教材をピアノ伴奏する1
【計画内容】教科書の歌唱教材をピアノで発声練習・旋律音取りし、ピアノ伴奏で合唱とあわせる。
（鈴木しおり）
【準備学習の内容】教科書の歌唱教材から選曲し、練習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】教科書の歌唱教材をピアノ伴奏する2
【計画内容】教科書の歌唱教材をピアノで発声練習・旋律音取りし、ピアノ伴奏で合唱とあわせる。
（鈴木しおり）
【準備学習の内容】ピアノを練習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】教科書の鑑賞教材をピアノ連弾・2台ピアノで演奏する1
【計画内容】教科書の鑑賞教材をピアノ連弾、2台ピアノで演奏する。（鈴木しおり）
【準備学習の内容】教科書の鑑賞教材から選曲し、練習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】教科書の鑑賞教材をピアノ連弾・2台ピアノで演奏する2
【計画内容】教科書の鑑賞教材をピアノ連弾、2台ピアノで演奏する。（鈴木しおり）
【準備学習の内容】ピアノを練習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】教科書を中心とした楽曲について、ピアノを使用した指導法を学習する1
【計画内容】教科書を中心とした楽曲について、ピアノを使用した指導法を学習する。ピアノを使用して鑑
賞の模擬授業をする。さらに、ピアノを使用して歌唱の模擬授業をする。（鈴木しおり）

【準備学習の内容】指導案を練っておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】教科書を中心とした楽曲について、ピアノを使用した指導法を学習する2
【計画内容】教科書を中心とした楽曲について、ピアノを使用した指導法を学習する。ピアノを使用して鑑
賞の模擬授業をする。さらに、ピアノを使用して歌唱の模擬授業をする。（鈴木しおり）

【準備学習の内容】指導案を練っておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】発表会
【計画内容】歌唱教材と鑑賞教材による演奏発表会。（鈴木しおり）
【準備学習の内容】充分に練習しておくこと。

Ｅ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ

科 目 名 教育実習事後指導 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 鈴木　しおり、今井　敏勝
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト
北翔大学、『教育実習の手引き  』
文部科学省、『中学校学習指導要領解説総則・教科  』
文部科学省、『高等学校学習指導要領解説総則・教科  』

参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分         30% 70%

補 足           実習校における
実習の評価

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［教］高1種（音楽）_ 選必

そ の 他

教職課程を履修している者で、教育実習前に定められている科目を修得（『教育実習の手引き』『教職課程履修の手
引き』参照）した者が受講できます。ただし、本人の頭髪・服装・態度、学ぶ姿勢、部活動の指導、他の点で教師として
の適格性が欠けると認められる場合は、教育実習の履修を取消しまたは停止します。
生徒との明るく楽しい活動が、教科指導のための生徒理解や熱意溢れる教育研究や生き生きした授業につながりま
す。
生徒を指導する責任を常に自覚しながら、教師として明るく、謙虚に学ぶ態度で、自ら貴重な体験とすることを期待
します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

｢教育実習Ⅱ｣は、中学校免許状の習得希望者を対象として、中学校または高等学校において行い、｢教育実習Ⅰ｣
で学習する内容についてさらに理解を深め、実践的指導力の向上をめざします。実習校において、｢教育実習Ⅰ｣
に引き続き、原則1週間行うもので、合わせて3週間となります。

到
達
目
標

⑴教科指導・生徒指導について、生徒理解をもとに計画を立て、指導できる。
⑵学校の役割を具体的に知り、教員としての使命感・責任感を持てる。
⑶教職への適性を探り、具体的な課題を発見できる。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
○実習計画　

法令や実習学校により定められた期間中は、実習校の教職員に準じた勤務をし、次のような内容の理解と実際
の指導を行います。

　1　実習校の教育活動等の理解
　　（1）実習校の教育目標、教育計画など教育課程について
　　（2）実習校の組織・運営及び教員の職務内容について
　　（3）各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間の指導内容、方法について
　　（4）学級経営及び生徒指導・進路指導・教育相談並びに部活動について他
　2　観察、参加、授業実習等の実践
　　（1）教科指導、特別活動、道徳、総合的な学習の観察、参加、授業実習
　　（2）生徒理解をとおした学級指導
　3　教職の理解
　　（1）教職への自己の適性
　　（2）教職の使命感・責任感
　なお、大学において、事前学習・事後学習があります。

○展開方法
事前学習では、模擬授業や先に実施した者からのアドバイス等を受け、事後学習では、教育実習のまとめをし、
教職の適性について考えます。
実習校の教育実習オリエンテーションから、全日程の展開は実習校にゆだねられています。感謝の心を忘れず、
謙虚かつ積極的に生徒と関わり、学びます。

  
【準備学習の内容】
『教育実習の手引き』を熟読し、内容をすべて把握しておくこと。

  

Ｄ

Ｄ

Ｄ

科 目 名 教育実習Ⅱ 授業形態 実習 単 位 数 2
教 員 名 今井　敏勝、鈴木　しおり
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト 文部科学省、2008年、『中学校学習指導要領』、東山書房、9784827814613
文部科学省、2009年、『高等学校学習指導要領』、東山書房、9784827814781    

参 考 書   プリントを使用します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足     レポートなど   発表   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［教］中・高1種（音楽）_ 必修

そ の 他
実践演習で自己の課題を解決するために意欲的に取り組む姿勢が是非とも望まれます。課題分析や課題解決への
積極性を養うため、授業に臨む基本的生活習慣は厳守を望みます。｢教科に関する科目｣及び｢教職に関する科目｣の
全てを修得済み、あるいは修得見込みであること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

3年半の教職に関する履修状況を踏まえ、中学校・高等学校の教員に必要な資質や能力について、各自が｢自己の
学びの軌跡｣として振り返るとともに、実践的指導力として不足している知識や技能を補い、その定着を図る。

到
達
目
標

⑴使命感や責任感、教育的愛情が身についている。
⑵社会性や対人関係能力が身についている。
⑶生徒についての理解力や学級経営能力が身についている。
⑷中学校・高等学校の音楽教育の意義・理解を深め具体的な指導力が身についている。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義の概要
【計画内容】履修カルテをもとに、これまでの学びの軌跡を確認し、自分自身の課題を明確にする。（全教員）
【準備学習の内容】教職に関する科目等についての履修の内容等を確認すること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】教育実習の振り返り・課題1
【計画内容】教育実習を振り返り、それぞれの自己分析を行い、各自の今後の課題を探る。（今井敏勝）
【準備学習の内容】実習ノートを見直し、どのような課題があったかを書き出しておく。

Ｈ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】教育実習の振り返り・課題2
【計画内容】グループワークによる課題整理意見交換により、各自の今後の課題整理及び発表。（今井敏勝）
【準備学習の内容】前回の実習課題を整理しノートにまとめておく。

Ｈ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】グループワークによる教材研究
【計画内容】音楽科教育における教材研究の重要性を再確認するとともに、各グループでお互いに不足している知識を
補い個人の課題を発見し学ぶ。（今井敏勝）

【準備学習の内容】今までの教材研究資料をまとめておく。

Ａ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】教材研究に基づく学習指導案の作成
【計画内容】前回の教材研究を基に学習形態・指導と評価等を工夫した学習指導案の作成を行う。（今井敏勝）
【準備学習の内容】今までの教材研究をまとめておき、指導案作成の準備をしておくと。

Ａ、Ｇ

第
6
回

【テーマ】模擬授業（第1グループ）
【計画内容】模擬授業を行う。受けた側から検討を加え、今後のお互いの課題・改善点を探る。（今井敏勝）
【準備学習の内容】教育実習時の学習指導案、日誌等を準備し模擬授業の準備をしておく。

Ｈ、Ｍ、Ｎ

第
7
回

【テーマ】模擬授業（第2グループ）
【計画内容】模擬授業を行う。受けた側から検討を加え、今後のお互いの課題・改善点を探る。（今井敏勝）
【準備学習の内容】前回の模擬授業の検討を踏まえ、模擬授業の準備をしておくこと。

Ｈ、Ｍ、Ｎ

第
8
回

【テーマ】学級経営
【計画内容】実習で担当した学級を想定し、学級経営案や指導計画案を作成する。（今井敏勝）
【準備学習の内容】学級経営にどのようなことが必要か、事項をまとめておく。

Ａ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】学外研修1の1
【計画内容】地域の小学校・中学校・高校に出向き、研究授業に参加する。（鈴木しおり）
【準備学習の内容】授業内容の予習をしておく。

Ｂ、Ｍ

第
10
回

【テーマ】学外研修1の2
【計画内容】先に実施した学外研修について話し合い、各自でレポートを作成する。（鈴木しおり）
【準備学習の内容】指導案を参考に自分の考えをまとめておく。

Ｇ、Ｉ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】学外研修2の1
【計画内容】地域の小学校・中学校・高校に出向き、研究授業に参加する。（鈴木しおり）
【準備学習の内容】授業内容の予習をしておく。

Ｂ、Ｍ

第
12
回

【テーマ】学外研修2の2
【計画内容】先に実施した学外研修について話し合い、各自でレポートを作成する。（鈴木しおり）
【準備学習の内容】指導案を参考に自分の考えをまとめておく。

Ｇ、Ｉ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】学外研修3の1
【計画内容】課外学習としての音楽教育の在り方を、学外の音楽活動の実践（鑑賞・表現）を通して学習する。
（鈴木しおり）
【準備学習の内容】鑑賞については下調べを行い、表現については充分に準備する。

Ｂ、Ｍ

第
14
回

【テーマ】学外研修3の2
【計画内容】先に実施した学外研修について話し合い、各自でレポートを作成する。（鈴木しおり）
【準備学習の内容】自分の考えをまとめておく。

Ｇ、Ｉ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】全15回の授業で学んだこと、そこから得た課題を話し合い、グループワークとして意見をまとめ発表する。
（鈴木しおり）
【準備学習の内容】自分の考えをまとめておく。

Ｆ、Ｈ、Ｌ

科 目 名 教職実践演習（中 ･高） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 今井　敏勝、鈴木　しおり

テキスト
北翔大学、『教育実習の手引き  』
文部科学省、『中学校学習指導要領解説総則・教科  』
文部科学省、『高等学校学習指導要領解説総則・教科  』

参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分         30% 70%

補 足           実習校における
実習の評価

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［教］高1種（音楽）_ 選必

そ の 他

教職課程を履修している者で、教育実習前に定められている科目を修得（『教育実習の手引き』『教職課程履修の手
引き』参照）した者が受講できます。ただし、本人の頭髪・服装・態度、学ぶ姿勢、部活動の指導、他の点で教師として
の適格性が欠けると認められる場合は、教育実習の履修を取消しまたは停止します。
生徒との明るく楽しい活動が、教科指導のための生徒理解や熱意溢れる教育研究や生き生きした授業につながりま
す。
生徒を指導する責任を常に自覚しながら、教師として明るく、謙虚に学ぶ態度で、自ら貴重な体験とすることを期待
します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

｢教育実習Ⅱ｣は、中学校免許状の習得希望者を対象として、中学校または高等学校において行い、｢教育実習Ⅰ｣
で学習する内容についてさらに理解を深め、実践的指導力の向上をめざします。実習校において、｢教育実習Ⅰ｣
に引き続き、原則1週間行うもので、合わせて3週間となります。

到
達
目
標

⑴教科指導・生徒指導について、生徒理解をもとに計画を立て、指導できる。
⑵学校の役割を具体的に知り、教員としての使命感・責任感を持てる。
⑶教職への適性を探り、具体的な課題を発見できる。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
○実習計画　

法令や実習学校により定められた期間中は、実習校の教職員に準じた勤務をし、次のような内容の理解と実際
の指導を行います。

　1　実習校の教育活動等の理解
　　（1）実習校の教育目標、教育計画など教育課程について
　　（2）実習校の組織・運営及び教員の職務内容について
　　（3）各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間の指導内容、方法について
　　（4）学級経営及び生徒指導・進路指導・教育相談並びに部活動について他
　2　観察、参加、授業実習等の実践
　　（1）教科指導、特別活動、道徳、総合的な学習の観察、参加、授業実習
　　（2）生徒理解をとおした学級指導
　3　教職の理解
　　（1）教職への自己の適性
　　（2）教職の使命感・責任感
　なお、大学において、事前学習・事後学習があります。

○展開方法
事前学習では、模擬授業や先に実施した者からのアドバイス等を受け、事後学習では、教育実習のまとめをし、
教職の適性について考えます。
実習校の教育実習オリエンテーションから、全日程の展開は実習校にゆだねられています。感謝の心を忘れず、
謙虚かつ積極的に生徒と関わり、学びます。

  
【準備学習の内容】
『教育実習の手引き』を熟読し、内容をすべて把握しておくこと。

  

Ｄ

Ｄ

Ｄ

科 目 名 教育実習Ⅱ 授業形態 実習 単 位 数 2
教 員 名 今井　敏勝、鈴木　しおり
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教

育

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   各自、各グループに合った楽譜を使用します。      
参 考 書   初回オリエンテーションで説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分         50% 50%
補 足         平時   

質問への対応 オフィスアワーを活用してください。（843研究室）
資 格   

そ の 他 成績評価の方法のその他は、演奏会における各グループ企画及び演奏の取り組みの内容です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

この授業では、アンサンブルを中心としたグループワークで、コミニケーション能力や、お互いの役割の確認、
責任・協働して演奏をまとめ上げていく力を学びます。楽譜から想像性を豊かにし、演奏で創造性を表現して
いくこと、また、各グループで演奏会を想定とした、企画案のプレゼンテーションも学び実践していきます。

到
達
目
標

⑴アンサンブルによるグループワークを身に付ける。
⑵それぞれのグループで、コミニケーション力、個人の責任能力向上。
⑶与えられた楽曲を分析し、グループディスカッションで演奏をまとめていく力を身に付ける。
⑷互いに協力・協働しアンサンブル演奏会の企画立案を通し、演奏会マネージメントを学ぶ。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】編成の確認をする。
【準備学習の内容】シラバスの確認。

Ａ

第
2
回

【テーマ】各グループの楽曲を選曲
【計画内容】各グループで編成に合った選曲を研究する。
【準備学習の内容】様々な楽曲を聴いておく。

Ｂ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】アンサンブル練習①
【計画内容】アンサンブルとしての基礎練習法を学ぶ。
【準備学習の内容】新しい楽曲の練習をしておくこと。

Ｂ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】アンサンブル練習②
【計画内容】楽曲のリズム・ハーモニーを中心としたアンサンブルの練習を行う。
【準備学習の内容】各パートの練習をしておく。

Ｂ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】アンサンブル練習③
【計画内容】各声部の役割や全体の響きを感じ取り、アンサンブル力を深める。
【準備学習の内容】他のパートの楽譜を見ておく。

Ｂ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】アンサンブル練習④
【計画内容】楽曲の分析を深めたアンサンブルの練習を行う。
【準備学習の内容】それぞれの楽曲の分析を深めておく。

Ｂ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】リハーサルテクニック①
【計画内容】リハーサルテクニックを学ぶ。
【準備学習の内容】楽曲のスコアを読んでおく。

Ｂ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】リハーサルテクニック②
【計画内容】各グループで楽曲をまとめあげる。
【準備学習の内容】各グループでアンサンブル練習をしておく。

Ｂ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】リハーサルテクニック③
【計画内容】各グループのアンサンブルを聴き合う。他のグループの演奏を聴き互いに意見を述べる。
【準備学習の内容】各グループでの自主練習。

Ｂ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】発表演奏会企画①
【計画内容】アンサンブル演奏会を想定した（学内外でのミニコンサートなど）を企画・立案する。
【準備学習の内容】企画・立案の提案を考察しておく。

Ｂ、Ｆ

第
11
回

【テーマ】発表演奏会企画②
【計画内容】企画・立案のまとめ。
【準備学習の内容】各グループで企画・立案をまとめておく。

Ｂ、Ｆ

第
12
回

【テーマ】演奏会に向けた各グループでのアンサンブル練習①
【計画内容】アンサンブル表現の工夫を深める。
【準備学習の内容】個人ならびにグループでの練習。

Ｂ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】演奏会に向けた各グループでのアンサンブル練習②
【計画内容】様々な表現形態の特徴を理解し、表現上の効果を生かした演奏法を学ぶ。
【準備学習の内容】個人ならびにグループでの練習。

Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】企画した演奏会の実施
【計画内容】アンサンブル演奏会の実施。
【準備学習の内容】演奏会へ向けての練習。

Ｂ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】アンサンブル研究のまとめ
【計画内容】演奏の企画と演奏の振り返り。
【準備学習の内容】各グループの演奏会の録音等を聴いておく。

Ｂ、Ｌ

科 目 名 音楽教育研究Ⅲ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 今井　敏勝



ܳ 術 学 科
学 科 専 門 科 目





49

芸

術

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明します          
参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%     60%
補 足     各種実習レポート等     館務実習の評価

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ܳ］学ܳ員 _ 必修

そ の 他

いわゆる館務実習は近ྡに所在する施設に7月～11月中（施設によってҟなる期間）に出向いて行うもので、その館
の学ܳ員の指導の下、10日間程度行う実習です。実習終了後に報告反省会を開き実習内容を報告します。
学ܳ員任用資格取得の必修科目を履修済みであること。
上記必修科目の評価点が A もしくは # であることを受講৚݅とします。
実習費8
000円のೲ入が必要です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

｢ത物館概論｣、｢ത物館資料論｣、｢ത物館経営と情報管理｣といった、いわゆる座学の講義において学んだത物館
に関する知識を、実際にത物館へ出向き実務の体験・実習を通じて定着させる。また、実際にത物館・美術館に出
向く、いわゆる館務実習に先立って、学内において実習に必要な事柄と学ܳ員としての心構えなどを学ぶ。

到
達
目
標

⑴各講義で学んだ内容を実習を通して理解する。
⑴館務実習を通してത物館施設の役割を理解する。
⑶館務実習を通して学ܳ員の役割を理解する。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
 ［前学期］
　第　 1   回　学内での実習 : 館務実習に向け、関連講義で学んだ内容を振り返る。
　第　 2   回　見学実習へ向けたオリエンテーション
　第 3 ～ 6 回　見学実習 : 近ྡത物館の見学を行う。
　第 7 ～14回　学内実習 : 学内において、館内展示の実習を行う。
　第　15　回　館務実習へ向けたオリエンテーション : 各施設から連བྷ事項を確認し、館務実習へ向けた最終確

認を行う。

 ［後学期］
　不定期　館務実習 : 各個別実習
　最終回　まとめ : 実習報告・反省会の開催
  

【準備学習の内容】
学ܳ員任用資格取得に関する科目で学習した内容を十分に復習すること。また、講義内で訪問する施設以外にも
積極的に訪問し、多くのത物館を見学することが望ましい。

  
Ａ、Ｂ、Ｄ

Ａ、Ｂ、Ｄ

科 目 名 博物館実習 授業形態 実習 単 位 数 3
教 員 名 横山　光、ږ　ྛ
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芸

術

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト『  ݐ築基準法法令集      』
参 考 書   関連資料・演習用資料を適ٓ配付します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ܳ］2級ݐ築士 _ 必修、インテリアプランナー _ 選必

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義は、ݐ築基準法をはじめとしてݐ築関連法律等೉解な文ষと専門用語で構成されており、とっつきにく
いものであります。しかし、その内容は、人々の生活、社会活動等の安全・安心の確保と維持・向上、良好・健全な
まちづくりにとって重要かつ最も基本的なものであります。このような観点から、本講義は、これからݐ築、デ
βイン、インテリアを学び、ক来この方面に進もうと考えている学生にとって最も基礎的なものの一つであり、
福祉関係にとっても教養として知っておくことが多々あります。本講義は、構造、設備、設計演習等ݐ築関連の
他の科目と相互関係が深いことから、主要なねらいは、これらをよりよく理解できるように基礎的知識を吸収
すること及びݐ築士受験（卒業後）準備に資することとします。

到
達
目
標

⑴代表的な৚文を理解する。
⑵法令集の読み方を学ぶ。
⑶設問を解くことでより理解を深める。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】本講義の全体概要：目的・講義方針・日程等
【計画内容】ガイダンス、及び法令集を実際に読んでみます。
【準備学習の内容】『ݐ築法令集』を持参してください。シラバスの内容をよく読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】ݐ築基準法の基礎知識：構成、用語の定義
【計画内容】構成、用語の定義を学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】ݐ築基準法の基礎知識：手続き、適用ݐ築物、ෑ地・面積・高さ等の算定基準
【計画内容】手続き、適用ݐ築物、ෑ地・面積・高さ等の算定方法について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】室内環境と安全：࠾光、換気に関する基準
【計画内容】࠾光、換気に関する基準について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】室内環境と安全：構造、設備に関する基準
【計画内容】構造、設備に関する基準について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
6
回

【テーマ】౎市計画区域等によるݐ築物の形態制限：౎市計画区域、道路、用్地域
【計画内容】౎市計画区域、道路、用్地域について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
7
回

【テーマ】౎市計画区域等によるݐ築物の形態制限：面積、高さの制限
【計画内容】面積、高さの制限について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】౎市計画区域等によるݐ築物の形態制限：防Ր地域、準防Ր地域、その他の地域地区
【計画内容】用్地域に関する法令について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
9
回

【テーマ】防Ր制限と内装制限：用語の定義、Րࡂに対する構造制限
【計画内容】用語の定義、Րࡂに対する構造制限について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】防Ր制限と内装制限：଱Ր・準଱Րݐ築、法22৚区域、Ր֦ࡂ大防止規定
【計画内容】防Ր制限と内装制限に関する法令について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】ආ೉施設：ආ೉経路、非常用ආ೉施設
【計画内容】ආ೉経路、非常用ආ೉施設に関する法令について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
12
回

【テーマ】構造強度：構造計算、構造に関する規定等
【計画内容】構造計算、構造に関する規定について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
13
回

【テーマ】法のその他の規定：ݐ築協定等
【計画内容】ݐ築協定等について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
14
回

【テーマ】その他の法律：ݐ築士法、ݐ設業法他
【計画内容】ݐ築士法、ݐ設業法他について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】ݐ築法規のまとめと振り返りを行います。
【準備学習の内容】学んだこと、全体のまとめと振り返りに取り組むこと。

Ａ、Ｇ、Ｌ

科 目 名 都市と空間の法規 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 村中　ܟ維
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芸

術

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを配付します      
参 考 書   関連資料・演習用資料を適ٓ配付します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ܳ］2級ݐ築士 _ 必修、インテリアプランナー _ 選必

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義は、ݐ築施工の基本的理論として、ݐ築物が施工・生࢈される流れを踏まえながら、各種工事の内容や技
術を紹介し、あわせて生࢈に際し必要な積算方法についても学ぶ。具体的には౔工事、基礎工事から、仮設、型
࿮、コンクリート、木工事など各種工事の手法を解説する。

到
達
目
標

。築施工の一連の流れを理解しますݐ⑴
⑵各種工事の内容や技術を理解します。
  。築施工を学びますݐ築現場を見学しݐ⑶

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス：ݐ築一般、施工計画・施工管理とは
【計画内容】講義内容を具体的に説明する。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておく。

Ａ

第
2
回

【テーマ】ݐ設現場見学
【計画内容】ݐ設現場見学によりݐ築施工を具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｇ

第
3
回

【テーマ】仮設工事、౔工事、基礎工事
【計画内容】仮設工事、౔工事、基礎工事について具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｊ

第
4
回

【テーマ】మے工事
【計画内容】మے工事について具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】型࿮工事
【計画内容】型࿮工事について具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｊ

第
6
回

【テーマ】コンクリート工事
【計画内容】コンクリート工事について具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｊ

第
7
回

【テーマ】మࠎ工事
【計画内容】మࠎ工事について具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｊ

第
8
回

【テーマ】ブロック工事、԰根工事
【計画内容】ブロック工事、԰根工事について具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｊ

第
9
回

【テーマ】׭ࠨ工事、ృ装工事
【計画内容】׭ࠨ工事、ృ装工事について具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｊ

第
10
回

【テーマ】防水工事、内装工事、断熱工事
【計画内容】防水工事、内装工事、断熱工事について具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】木工事
【計画内容】木工事について具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】タイル工事、ガラス工事、ݐ具工事
【計画内容】タイル工事、ガラス工事、ݐ具工事について具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】設備工事、施工機ց
【計画内容】設備工事、施工機ցについて具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｊ

第
14
回

【テーマ】工事ܖ໿、積算、見積①
【計画内容】工事ܖ໿、積算、見積について具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】積算、見積②
【計画内容】積算、見積について具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｇ、Ｌ

科 目 名 住宅と空間の生産 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 新֋　孝之

テキスト『  ݐ築基準法法令集      』
参 考 書   関連資料・演習用資料を適ٓ配付します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ܳ］2級ݐ築士 _ 必修、インテリアプランナー _ 選必

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義は、ݐ築基準法をはじめとしてݐ築関連法律等೉解な文ষと専門用語で構成されており、とっつきにく
いものであります。しかし、その内容は、人々の生活、社会活動等の安全・安心の確保と維持・向上、良好・健全な
まちづくりにとって重要かつ最も基本的なものであります。このような観点から、本講義は、これからݐ築、デ
βイン、インテリアを学び、ক来この方面に進もうと考えている学生にとって最も基礎的なものの一つであり、
福祉関係にとっても教養として知っておくことが多々あります。本講義は、構造、設備、設計演習等ݐ築関連の
他の科目と相互関係が深いことから、主要なねらいは、これらをよりよく理解できるように基礎的知識を吸収
すること及びݐ築士受験（卒業後）準備に資することとします。

到
達
目
標

⑴代表的な৚文を理解する。
⑵法令集の読み方を学ぶ。
⑶設問を解くことでより理解を深める。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】本講義の全体概要：目的・講義方針・日程等
【計画内容】ガイダンス、及び法令集を実際に読んでみます。
【準備学習の内容】『ݐ築法令集』を持参してください。シラバスの内容をよく読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】ݐ築基準法の基礎知識：構成、用語の定義
【計画内容】構成、用語の定義を学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】ݐ築基準法の基礎知識：手続き、適用ݐ築物、ෑ地・面積・高さ等の算定基準
【計画内容】手続き、適用ݐ築物、ෑ地・面積・高さ等の算定方法について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】室内環境と安全：࠾光、換気に関する基準
【計画内容】࠾光、換気に関する基準について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】室内環境と安全：構造、設備に関する基準
【計画内容】構造、設備に関する基準について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
6
回

【テーマ】౎市計画区域等によるݐ築物の形態制限：౎市計画区域、道路、用్地域
【計画内容】౎市計画区域、道路、用్地域について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
7
回

【テーマ】౎市計画区域等によるݐ築物の形態制限：面積、高さの制限
【計画内容】面積、高さの制限について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】౎市計画区域等によるݐ築物の形態制限：防Ր地域、準防Ր地域、その他の地域地区
【計画内容】用్地域に関する法令について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
9
回

【テーマ】防Ր制限と内装制限：用語の定義、Րࡂに対する構造制限
【計画内容】用語の定義、Րࡂに対する構造制限について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】防Ր制限と内装制限：଱Ր・準଱Րݐ築、法22৚区域、Ր֦ࡂ大防止規定
【計画内容】防Ր制限と内装制限に関する法令について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】ආ೉施設：ආ೉経路、非常用ආ೉施設
【計画内容】ආ೉経路、非常用ආ೉施設に関する法令について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
12
回

【テーマ】構造強度：構造計算、構造に関する規定等
【計画内容】構造計算、構造に関する規定について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
13
回

【テーマ】法のその他の規定：ݐ築協定等
【計画内容】ݐ築協定等について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
14
回

【テーマ】その他の法律：ݐ築士法、ݐ設業法他
【計画内容】ݐ築士法、ݐ設業法他について学びます。
【準備学習の内容】予習復習し課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】ݐ築法規のまとめと振り返りを行います。
【準備学習の内容】学んだこと、全体のまとめと振り返りに取り組むこと。

Ａ、Ｇ、Ｌ

科 目 名 都市と空間の法規 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 村中　ܟ維
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芸

術

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分       60% 40%   

補 足       デβイン性・
素材縫製・ಠ創性

作品への取り組み
・意欲・態度   

質問への対応 &-MaiM:shisieWa@hokusho-u.ac.jp
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

たちは生まれた時から、෍、ણ維に৮れ、෍に関わってきています。近年手作りの良さが見直され身近にଘ在ࢲ
する様々な素材は生活を豊かにする大切な関係を結んでいるଘ在です。その素材を活用し、創作的な作品を制
作していきます。既成概念にとらわれない自由な発想のもと、創り手として個性を意識しながら制作していく
力を養います。

到
達
目
標

⑴様々な素材の扱い方、活用法を身につける
⑵身近にある素材からまとめ上げる、構成力を身につける
⑶ファッションʹ五感で感じるものを追求する力を身につける  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義ガイダンス
【計画内容】講義内容を紹介し、30回の講義展開について説
明します。

【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ 第
16
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品に合わせ制作していきま
す。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ

第
2
回

【テーマ】作品の方向性、デβインの検討
【計画内容】様々なテキスタイルの参考資料を参考に各自デ
βイン及び素材の検討をしていきます。

【準備学習の内容】素材、デβインを考えてくること。

Ｄ 第
17
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材、৭のバランスを検討していきます。
【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ

第
3
回

【テーマ】デβインの選定
【計画内容】各デβインに合わせ素材集め及び素材を作って
いきます。

【準備学習の内容】素材、デβインを考えてくること。

Ｄ 第
18
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材、৭のバランスを検討していきます。
【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ

第
4
回

【テーマ】素材のサンプル制作
【計画内容】作品に合わせサンプル素材作りをしていきま
す。

【準備学習の内容】素材作りを進めておくこと。

Ｄ 第
19
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材の縫製方法を検討していきます。素材を作
品に合わせ、組み立てていきます。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ

第
5
回

【テーマ】素材のサンプル制作
【計画内容】作品に合わせサンプル素材作りをしていきま
す。

【準備学習の内容】素材作りを進めておくこと。

Ｄ 第
20
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材の縫製方法を検討していきます。素材を作
品に合わせ、組み立てていきます。

【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
6
回

【テーマ】素材のサンプル制作
【計画内容】作品に合わせ素材作りをしていきます。
【準備学習の内容】素材のサンプル制作。

Ｄ 第
21
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材を作品に合わせ、組み立てていきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
7
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】サンプルから作品に合う素材を選定します。選
定した素材を作品合わせ制作していきます。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
22
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材を作品に合わせ、組み立てていきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
8
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】サンプルから作品に合う素材を選定します。選
定した素材を作品合わせ制作していきます。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
23
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材を作品に合わせ、組み立てていきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
9
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品合わせ制作していきます。
【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
24
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材を作品に合わせ、組み立てていきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
10
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品合わせ制作していきます。
【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
25
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材を作品に合わせ、組み立てていきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
11
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品に合わせ制作していきま
す。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
26
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】作品に合わせて縫製していきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
12
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品に合わせ制作していきま
す。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
27
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】作品に合わせて縫製していきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
13
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品に合わせ制作していきま
す。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
28
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】作品に合わせて縫製していきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
14
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品に合わせ制作していきま
す。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
29
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】作品のバランスを確認、仕上げの方法と装০を
考えて生きます。

【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
15
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品に合わせ制作していきま
す。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
30
回

【テーマ】作品の総仕上げ
【計画内容】作品の総仕上げ、まとめ振り返りと提出をしま
す。

【準備学習の内容】作品のトータルバランスの確認をしてお
くこと。

Ｄ

科 目 名 創作テキスタイル 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 大信田　੩子
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芸

術

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを配付します      
参 考 書   講義内にて説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%   20% 10%
補 足     レポート・発表       

質問への対応 講義内にて随時対応します。&-maiMM:chuO@hokusho-u.ac.jp （田光子641研究室）
資 格   

そ の 他 遅ࠁ・欠席はしないこと。授業の積極的な参加を重要視する。
指示にैい、チャレンジ授業の時は動きやすい服装を準備する。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

日本をはじめ世界の෣གྷを探る。
各国の෣གྷの歴史やགྷりの動きを知ることでその表現の意味やܳ術性、文化について理解を深める。
また、実際に世界の෣གྷにもチャレンジしてみよう。

到
達
目
標

⑴෣གྷ・ダンスの歴史を学ぶ。
⑵日本をはじめとして世界各国の෣གྷ・ダンスを学ぶ。
⑶世界各国のフΥークダンスをགྷってみる。
⑷体（ダンス）の動きを知る。
⑸身体（ダンス）を使った表現方法を探るŇ

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義概要、講義展開方法、評価などについて説明する。
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ｂ

第
2
回

【テーマ】෣གྷ・ダンスとは  フΥークダンスについて
【計画内容】෣གྷ・ダンスについて学ぶ。フΥークダンス発表に向けての準備。
【準備学習の内容】授業概要について理解する。フΥークダンスについて調べる。

Ｂ

第
3
回

【テーマ】オペラ座について
【計画内容】オペラ座の歴史を学ぶ。
【準備学習の内容】オペラ座の歴史を調べる。

Ｂ

第
4
回

【テーマ】バレエの歴史
【計画内容】バレエの歴史を学ぶ。
【準備学習の内容】バレエについて調べる。

Ｂ

第
5
回

【テーマ】パリ・オペラ座バレエ学校、バレエ団について バレエ（フランス）作品鑑賞①
【計画内容】バレエ作品を鑑賞する。パリ・オペラ座バレエ学校、バレエ団について学ぶ。
【準備学習の内容】作品内容、登場人物、動きを確認する。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】フΥークダンス発表
【計画内容】フΥークダンスの実技あるいは、PoweS poiOU 発表をした後、レポート提出する。
【準備学習の内容】フΥークダンス各自発表準備をしてくる。レポート提出。

Ｂ

第
7
回

【テーマ】英国ロイϠルバレエ団について バレエ（イギリス）作品鑑賞②
【計画内容】英国ロイϠルバレエ団について学ぶ。作品内容、登場人物、動きを確認する。
【準備学習の内容】英国ロイϠルバレエ団について調べてくる。

Ｂ

第
8
回

【テーマ】ミュージカル（アメリカ）について 作品鑑賞①
【計画内容】ブロードウェイミュージカルについて学ぶ。
【準備学習の内容】ミュージカルについて調べる。

Ｂ

第
9
回

【テーマ】ミュージカル（日本）について 作品鑑賞②
【計画内容】日本のミュージカル作品を鑑賞する。
【準備学習の内容】作品内容、登場人物、動きを確認する。

Ｂ

第
10
回

【テーマ】アイリッシュダンス（アイルランド）
【計画内容】アイリッシュダンスについて学ぶ。
【準備学習の内容】アイリッシュダンスについて調べる。

Ｂ

第
11
回

【テーマ】パントマイム
【計画内容】パントマイムについて学ぶ。
【準備学習の内容】パントマイムについて調べる。

Ｂ

第
12
回

【テーマ】ピナ・バウシュ　タンツテアター（ドイツ）
【計画内容】アメリカのモダンダンスとドイツの表現主義をあわせもつピナ・バウシュのタンツテアターに
ついて学ぶ。

【準備学習の内容】ピナ・バウシュについて調べる。

Ｂ

第
13
回

【テーマ】ๅ塚公演
【計画内容】ๅ塚歌ܶ団について学ぶ。
【準備学習の内容】ๅ塚歌ܶ団について調べる。

Ｂ

第
14
回

【テーマ】日本あるいは世界各国の෣གྷ・ダンスに関する発表
【計画内容】෣གྷ・ダンスについて発表する。
【準備学習の内容】各自発表準備をする。

Ｂ

第
15
回

【テーマ】発表と総評
【計画内容】各自発表と総評をする。
【準備学習の内容】発表準備と提出。

Ｂ

科 目 名 舞踊専門研究 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 田　光子

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分       60% 40%   

補 足       デβイン性・
素材縫製・ಠ創性

作品への取り組み
・意欲・態度   

質問への対応 &-MaiM:shisieWa@hokusho-u.ac.jp
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

たちは生まれた時から、෍、ણ維に৮れ、෍に関わってきています。近年手作りの良さが見直され身近にଘ在ࢲ
する様々な素材は生活を豊かにする大切な関係を結んでいるଘ在です。その素材を活用し、創作的な作品を制
作していきます。既成概念にとらわれない自由な発想のもと、創り手として個性を意識しながら制作していく
力を養います。

到
達
目
標

⑴様々な素材の扱い方、活用法を身につける
⑵身近にある素材からまとめ上げる、構成力を身につける
⑶ファッションʹ五感で感じるものを追求する力を身につける  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義ガイダンス
【計画内容】講義内容を紹介し、30回の講義展開について説
明します。

【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ 第
16
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品に合わせ制作していきま
す。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ

第
2
回

【テーマ】作品の方向性、デβインの検討
【計画内容】様々なテキスタイルの参考資料を参考に各自デ
βイン及び素材の検討をしていきます。

【準備学習の内容】素材、デβインを考えてくること。

Ｄ 第
17
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材、৭のバランスを検討していきます。
【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ

第
3
回

【テーマ】デβインの選定
【計画内容】各デβインに合わせ素材集め及び素材を作って
いきます。

【準備学習の内容】素材、デβインを考えてくること。

Ｄ 第
18
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材、৭のバランスを検討していきます。
【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ

第
4
回

【テーマ】素材のサンプル制作
【計画内容】作品に合わせサンプル素材作りをしていきま
す。

【準備学習の内容】素材作りを進めておくこと。

Ｄ 第
19
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材の縫製方法を検討していきます。素材を作
品に合わせ、組み立てていきます。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ

第
5
回

【テーマ】素材のサンプル制作
【計画内容】作品に合わせサンプル素材作りをしていきま
す。

【準備学習の内容】素材作りを進めておくこと。

Ｄ 第
20
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材の縫製方法を検討していきます。素材を作
品に合わせ、組み立てていきます。

【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
6
回

【テーマ】素材のサンプル制作
【計画内容】作品に合わせ素材作りをしていきます。
【準備学習の内容】素材のサンプル制作。

Ｄ 第
21
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材を作品に合わせ、組み立てていきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
7
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】サンプルから作品に合う素材を選定します。選
定した素材を作品合わせ制作していきます。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
22
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材を作品に合わせ、組み立てていきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
8
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】サンプルから作品に合う素材を選定します。選
定した素材を作品合わせ制作していきます。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
23
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材を作品に合わせ、組み立てていきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
9
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品合わせ制作していきます。
【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
24
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材を作品に合わせ、組み立てていきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
10
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品合わせ制作していきます。
【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
25
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】素材を作品に合わせ、組み立てていきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
11
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品に合わせ制作していきま
す。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
26
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】作品に合わせて縫製していきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
12
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品に合わせ制作していきま
す。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
27
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】作品に合わせて縫製していきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
13
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品に合わせ制作していきま
す。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
28
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】作品に合わせて縫製していきます。
【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
14
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品に合わせ制作していきま
す。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
29
回

【テーマ】作品制作
【計画内容】作品のバランスを確認、仕上げの方法と装০を
考えて生きます。

【準備学習の内容】作品制作を進めておくこと。

Ｄ

第
15
回

【テーマ】作品合わせ素材作り
【計画内容】選定した素材を作品に合わせ制作していきま
す。

【準備学習の内容】作品の素材制作を進めておくこと。

Ｄ 第
30
回

【テーマ】作品の総仕上げ
【計画内容】作品の総仕上げ、まとめ振り返りと提出をしま
す。

【準備学習の内容】作品のトータルバランスの確認をしてお
くこと。

Ｄ

科 目 名 創作テキスタイル 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 大信田　੩子
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芸

術

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   自作プリントを配付します      
参 考 書 福田健策、2004年、『専門士課程 ݐ築計画 第二版』、学ܳ出版社、4761523328    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30%   40%   20% 10%
補 足             

質問への対応 授業内でその౎度回答します。
資 格［ܳ］2級ݐ築士 _ 必修、インテリアプランナー _ 選必

そ の 他 関連資料・演習用資料を適ٓ配付します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

快適な住ۭ間を形づくるために必要な環境工学の基本について学ぶ。自然環境を利用・制ޚして安全で快適な
ۭ、築分野における光、音、熱ݐ、住ۭ間を得るための学問分野である。本授業ではډ 気などの環境要素との関
係について学び、光・熱・ۭ 気・音の記述方法・計測方法及び計算方向についても学び理解を深める。

到
達
目
標

⑴光・熱・ۭ 気・音の記述方法・計測方法を修得し、ݐ築ۭ間における役割について理解を深める。
⑵生活ۭ間における快適なԹ熱環境について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・基本用語
【計画内容】講義概要・講義展開方法、室内環境と外部環境。
【準備学習の内容】シラバスの内容を理解しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
2
回

【テーマ】日照・日 ・ࣹ気象・気ީ
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
3
回

【テーマ】࠾光・照明（光の単位・照度基準・࠾光計画）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】࠾光・照明（光ݯの種類と特徴・照度計算・室指数）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】室内気 （ީԹ度・࣪ 度・体感Թ度・ۭ 気Ԛછ）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
6
回

【テーマ】換気（必要換気量と換気回数）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
7
回

【テーマ】換気（換気方法・෩力換気・Թ度差換気・通෩）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】熱・結࿐（熱Ҡ動・น体の伝熱・各材料の熱伝導率）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
9
回

【テーマ】熱・結࿐（熱ଛ ・ࣦ࣪ りۭ気と࣪度・ۭ 気線図）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】断熱工法（内断熱・外断熱・充ర断熱）
【計画内容】熱伝導率の計算手法。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】音（音の物理量と聴覚反応の関係・音の伝ൖ）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
12
回

【テーマ】音（吸音・ः音・ಁ 過ଛ ・ࣦ૽ 音）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
13
回

【テーマ】৭彩（৭の三要素・マンセル記߸・৭彩と心理）
【計画内容】৭の標記方法、練習問題。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
14
回

【テーマ】省エネルギー、環境配慮型ݐ築事例
【計画内容】用語解説、事例を具体的に解説
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
15
回

【テーマ】まとめとふり返り
【計画内容】要点復習、理解状況確認問題。
【準備学習の内容】配付テキストやノートをひと通り復習しておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｌ

科 目 名 生活環境 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 小室　੖ཅ
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芸

術

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明します。      
参 考 書   講義時に説明します。      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     20% 40% 40%   
補 足             

質問への対応 基本的には講義時間内に対応しますが、その他の方法等についてはオリエンテーション時に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

ήーム開発ツールを用いて、共同でオリジナルのήームコンテンツの制作を行います。ήーム制作に必要な基
礎的な技術の習得の他、ήーム内容の考案から、制作に必要な工程の把握と役割分担を行い、その後の実作業に
。る一連の流れを経験することで、コンテンツ制作に必要な技能の習得を目指しますࢸ

到
達
目
標

⑴コンテンツ制作に関わる一連の技能の習得。
⑵個人が今まで学習してきた知識・技術の発展と応用力を身につける。
⑶共同で作業をする際に重要な計画性や役割分担が適切に行えるようになる。
⑷ήーム開発ツールの具体的な使用方法を理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の今後の進め方に関する説明や、講義で用いるήーム開発ツールについての説明を行います。（߂田月඙）
【準備学習の内容】シラバスの内容を把握しておく。

Ａ、Ｈ

第
2
回

【テーマ】ήーム開発ツールの基本的な使い方1
【計画内容】開発ツールの基本的な使用方法を把握するために、簡ܿなήームの制作を複数回の授業に౉って進めて行きます。
（田月඙・দ澤衛߂）
【準備学習の内容】開発ツールを使う事でどのようなήームが制作可能か事例等を調べておく。

Ｂ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】ήーム開発ツールの基本的な使い方2
【計画内容】引き続き簡ܿなήームの制作を通じて、キャラクターのҠ動方法の把握や、িಥ判定の実装方法を学びます。またその際
に必要なプログラミングについても学習します。（߂田月඙）

【準備学習の内容】前回までに学んだ内容を復習して開発ツールにೃછんでおく。

Ｂ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】ήーム開発ツールの基本的な使い方3
【計画内容】引き続き簡ܿなήームの制作を行います。ήームとして成立させるために必要な、各種Ϣーβーインターフェースの作
成方法や、効果音の設定方法、画面のભҠ方法等を学びます。（߂田月඙）

【準備学習の内容】プログラミングを行う機会が૿えてくるので、前回までに用いたコードの内容をよく理解しておく。

Ｂ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】ήーム開発と物理演算1
【計画内容】開発ツールに標準で備わっている物理演算機能を用いた簡ܿなήームの制作を行います。物理演算機能についての理解
を深めます。（߂田月඙）

【準備学習の内容】前回までに学習したήーム制作の一連の流れを復習しておく。

Ｂ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】ήーム開発と物理演算2
【計画内容】引き続き物理演算機能を用いたήームの制作を行います。キャラクターのアニメーション方法など、ήームのクオリティ
アップに関する部分も学びます。（߂田月඙）

【準備学習の内容】物理演算機能を使う事でどのようなήームを制作できそうかイメージしておく。

Ｂ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】ήームのアイディアを考える
【計画内容】今まで学習した内容を踏まえ、オリジナルのήームの制作を始めます。まずはどのようなήームを制作するのかアイディ
アを決定します。（߂田月඙）

【準備学習の内容】自分が作りたいήーム内容をある程度イメージしておく。また、参考になりそうなήームが無いか事前に調査し、
まとめておく。

Ａ、Ｄ、
Ｈ、Ｊ

第
8
回

【テーマ】開発工程の把握と役割分担
【計画内容】前回決定したアイディアを元に、開発に必要な工程や、実現方法を整理して把握します。その後各自の適性に合わせ役割
分担を行い、開発スケジュールを決定します。（߂田月඙）

【準備学習の内容】話し合いが円滑に進むように、各自が事前にある程度先の工程をイメージしておく。

Ａ、Ｄ、
Ｈ、Ｊ

第
9
回

【テーマ】ήーム制作1
【計画内容】決定したスケジュールに伴い、実際に制作を進めて行きます。（߂田月඙）
【準備学習の内容】決定したスケジュールと担当箇所を各自が良く把握しておく。

Ｄ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】ήーム制作2
【計画内容】引き続き制作を進めます。制作を進める上で不౎合や行き٧まりが生じた場合はメンバー間でも適ٓ相談等を行って下
さい。（߂田月඙）

【準備学習の内容】メンバー間でここまでの進௙状況をきちんと把握しておく。

Ｄ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】ήーム制作3
【計画内容】引き続き制作を進めます。事前に立てたスケジュールと現在の進௙状況を照らし合わせ、必要であればスケジュールの
変更や、ήーム内容の見直しを行います。（߂田月඙）

【準備学習の内容】制作が円滑に進まない場合に備え、代ସ案も用意しておく。

Ｄ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】ήーム制作4
【計画内容】各自が担当した成果物を統合し、一つのήームとして動作する状態にまで制作を進めて行きます。（߂田月඙）
【準備学習の内容】統合作業が行えるように、それぞれ担当部分の作業は責任を持って進めておく。

Ｄ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】ήーム制作5
【計画内容】現状のήームの動作確認を行い、不具合の修正や、ήームバランスの調整など、よりັ力的なコンテンツに仕上げるため
の改善点を把握します。（߂田月඙）

【準備学習の内容】ある程度動作確認ができる状態までに仕上げておく。

Ｄ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】ήーム制作6
【計画内容】前回確認した改善点を元にήームの修正作業を行います。（߂田月඙）
【準備学習の内容】改善点をきちんと把握し、その具体的な実装方法をイメージしておく。

Ｄ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】プレゼンテーション
【計画内容】制作したήームのプレゼンテーションを行います。実際にήームをプレイし改善点などの講評を行います。（߂田月඙）
【準備学習の内容】制作したήームをັ力的に伝えられるプレゼンテーション方法を検討しておく。

Ｆ、Ｈ

科 目 名 デジタルコンテンツ制作 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 田　月඙、দ澤　衛߂

テキスト   自作プリントを配付します      
参 考 書 福田健策、2004年、『専門士課程 ݐ築計画 第二版』、学ܳ出版社、4761523328    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30%   40%   20% 10%
補 足             

質問への対応 授業内でその౎度回答します。
資 格［ܳ］2級ݐ築士 _ 必修、インテリアプランナー _ 選必

そ の 他 関連資料・演習用資料を適ٓ配付します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

快適な住ۭ間を形づくるために必要な環境工学の基本について学ぶ。自然環境を利用・制ޚして安全で快適な
ۭ、築分野における光、音、熱ݐ、住ۭ間を得るための学問分野である。本授業ではډ 気などの環境要素との関
係について学び、光・熱・ۭ 気・音の記述方法・計測方法及び計算方向についても学び理解を深める。

到
達
目
標

⑴光・熱・ۭ 気・音の記述方法・計測方法を修得し、ݐ築ۭ間における役割について理解を深める。
⑵生活ۭ間における快適なԹ熱環境について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・基本用語
【計画内容】講義概要・講義展開方法、室内環境と外部環境。
【準備学習の内容】シラバスの内容を理解しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
2
回

【テーマ】日照・日 ・ࣹ気象・気ީ
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
3
回

【テーマ】࠾光・照明（光の単位・照度基準・࠾光計画）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】࠾光・照明（光ݯの種類と特徴・照度計算・室指数）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】室内気 （ީԹ度・࣪ 度・体感Թ度・ۭ 気Ԛછ）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
6
回

【テーマ】換気（必要換気量と換気回数）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
7
回

【テーマ】換気（換気方法・෩力換気・Թ度差換気・通෩）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】熱・結࿐（熱Ҡ動・น体の伝熱・各材料の熱伝導率）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
9
回

【テーマ】熱・結࿐（熱ଛ ・ࣦ࣪ りۭ気と࣪度・ۭ 気線図）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】断熱工法（内断熱・外断熱・充ర断熱）
【計画内容】熱伝導率の計算手法。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】音（音の物理量と聴覚反応の関係・音の伝ൖ）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
12
回

【テーマ】音（吸音・ः音・ಁ 過ଛ ・ࣦ૽ 音）
【計画内容】要点解説と練習問題の回答と解説。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
13
回

【テーマ】৭彩（৭の三要素・マンセル記߸・৭彩と心理）
【計画内容】৭の標記方法、練習問題。
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
14
回

【テーマ】省エネルギー、環境配慮型ݐ築事例
【計画内容】用語解説、事例を具体的に解説
【準備学習の内容】配付テキストの該当箇所を予習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
15
回

【テーマ】まとめとふり返り
【計画内容】要点復習、理解状況確認問題。
【準備学習の内容】配付テキストやノートをひと通り復習しておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｌ

科 目 名 生活環境 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 小室　੖ཅ
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芸

術

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを配付します      
参 考 書   授業時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30% 30% 20% 20%
補 足             

質問への対応 マイクロソフト　チームを使用します。
資 格   

そ の 他 受講者数によって、内容が変更になるかもしれません。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

ө画と演ܶというࣅて非なるメディアについて考察する。その上で、一つのスクリプト（それをもとに٭本と
シナリオを作成する）を使って演ܶ上演とө画制作の྆方を体験する。そのことを通してө画と演ܶについて
考察を深める。

到
達
目
標

⑴演ܶの特徴を理解する。
⑵ө画の特徴を理解する。
⑶演ܶとө画の共通点と違いを理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】授業の展開について説明する。特にスクリプト（ө像化のためのシナリオ、෣台化のための٭本
の元になるもの）について説明する。（দ澤衛・村দװ男）

【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】ө画鑑賞（෣台にもなっているө画を鑑賞）
【計画内容】ө画とࣳډのある作品を選定し、まずө画鑑賞をする。
終了後ࣳډの٭本を配付する。（দ澤衛・村দװ男）

【準備学習の内容】෣台にもө画にもなっている作品を調べておくこと。

  Ａ、Ｈ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】ө像と෣台٭本
【計画内容】見たө画について検討する。演ܶの٭本との違いについて考える。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】٭本を読んでくること。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】演ܶө像鑑賞（ө画鑑賞で観たө画の෣台版を鑑賞）
【計画内容】෣台の D7D を鑑賞する。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】෣台をө像化した作品を調べておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】演ܶとө画1　ө画と෣台の鑑賞を通して違いを考える
【計画内容】٭本を読み、ө画と演ܶを鑑賞した作品を利用して演ܶとө画について考える。
（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】ө画と演ܶの違いについて自分なりにまとめて置くこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】演ܶとө画2　スクリプトの検討
【計画内容】演ܶ化、ө画化のためスクリプト（٭本・シナリオの元になるもの）について考える。
（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】スクリプトについて考えておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】演ܶとө画3　シナリオ・٭本制作
【計画内容】ശ書きを決め、シナリオ・٭本を完成させる。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】スクリプトから全体の流れを考える。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】演ܶとө画4 シナリオ・٭本を元に配役・スタッフを決める
【計画内容】٭本を元に配役、スタッフを決定する。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】シナリオ・٭本を元に自分のポジションを考える。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】演ܶとө画5　ө画のࡱ影プラン・ࡱ影スケジュールを決める
【計画内容】シナリオを元にө像化するためのࡱ影プラン、ࡱ影スケジュールを考える。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】シナリオからө像化するためのイメージを考える。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】演ܶとө画6　ө画のࡱ影
【計画内容】ࡱ影プランにैったࡱ影を行う。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】ࡱ影方法を考える。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】演ܶとө画7　ө画のࡱ影、編集
【計画内容】ࡱ影の続きと、ө像編集を行う。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】ө像を元に編集方法を考える。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】演ܶとө画8　ө画の編集
【計画内容】シナリオにあう編集を行う。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】ө像を元に編集方法を考える。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】演ܶとө画9　演ܶのݹܤ①
【計画内容】演ܶのݹܤを行う。発表のための準備を行う。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】٭本を読み直し、෣台化に向けて自分の役割を考えておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】演ܶとө画10　演ܶのݹܤ②
【計画内容】演ܶのݹܤ。発表に向けての準備。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】キャストは自分の役を演じられるようにしておくこと。スタッフはプランを完成させる
こと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】෣台発表ˍө画上ө
【計画内容】෣台発表、制作したө画を鑑賞する。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】෣台発表の準備をしておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ

科 目 名 演劇と映画 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 দ澤　衛、村দ　װ男
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芸

術

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   授業内で必要に応じてプリントを配付します      

参 考 書
  2011年、『ポートフΥリオ・クリエイション』、パイ インターナショナル、9784756240729
佐藤良ਔほか、2014年、『人の心を動かす三ツ੕ポートフΥリオの企画｢ދの巻」』、六༾社、9784897376929
ඌ形美幸、2011年、『クリエイティブ業界を目指す人のためのポートフΥリオ見本ா』、MD/出版、9784844362272

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     20% 40% 40%   
補 足     作品・レポート等 ポートフΥリオ 授業参加・ߩ献度   

質問への対応 この科目についての問い合わせはメールでも受け付けしています。
ܳ術学科　&-MaiM（ઙ井）：Uakaya@hokusho-u.ac.jp

資 格   

そ の 他
「ポートフΥリオ制作Ⅰ」が履修済みであること。受講生は、これまで制作した作品（自主制作、課題制作）や学内外
で参加した取り組み等の全ての記録と「ポートフΥリオ制作Ⅰ」で制作したポートフΥリオを授業に持参してくだ
さい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

ポートフΥリオを製本をすることで、より個性的な作品へとレベルアップさせます。ब職活動などで活用する
ことはもちろん、いつ訪れるかわからないᄉᅀの機会にも活用できることが重要になります。｢ポートフΥリオ
制作Ⅰ｣で制作したポートフΥリオの中身を更新することで、自分の作品制作活動を振り返り、今後へとつなげ
ます。

到
達
目
標

⑴製本技術を学ぶことで、より個性的なポートフΥリオを持つ。
⑵ ポートフΥリオの中身を更新することで、これまでに自分が取り組んだ作品制作や学内外での活動を振り返

るきっかけとする。
⑶ब職活動に対する意識を高める。
⑷今後の制作活動を考えるきっかけとする。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】15回の流れ、受講の際の心構え、成績評価、出欠席に関するルールの説明をする。
【準備学習の内容】科目履修の決定と次回への準備をすること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】ポートフΥリオの振り返りと更新
【計画内容】｢ポートフΥリオ制作Ⅰ｣で作成したポートフΥリオの中身を再確認し、更新すること、新規追加する作品を考えਫ਼査す
る。

【準備学習の内容】ポートフΥリオ追加、࡟আするページを決めて更新しておくこと。

Ｂ

第
3
回

【テーマ】ポートフΥリオのコンセプトを考える
【計画内容】実際に制作する自分のポートフΥリオのコンセプトを考える。作例をもとにどのようなコンセプトでポートフΥリオが
作られているかを学び、自身の個性的なアイデアを考える。

【準備学習の内容】次回までにポートフΥリオのコンセプトのラフ案を発表するので、準備をしておくこと。

Ｂ、Ｊ

第
4
回

【テーマ】ラフコンセプト案の発表と改良
【計画内容】コンセプト案を発表しグループで話し合いをした後、コンセプトを改良し決定させる。
【準備学習の内容】ポートフΥリオのコンセプトを確定させ、収録する作品も更新しておくこと。

Ｂ、Ｆ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】製本1：基礎知識と技術の習得
【計画内容】製本とは何かʁその基礎知識と技術を事例を用いて学習し、実際に練習する。
【準備学習の内容】練習課題を次週までに完成させておくこと。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】製本2：௲じの技術①
【計画内容】本の௲じの技術について実際に作例を研究して練習する。それぞれの௲じの長所、短所を学ぶ。
【準備学習の内容】今回学んだ௲じのサンプルを次回までに制作しておくこと。

Ｂ

第
7
回

【テーマ】製本2：௲じの技術②
【計画内容】前回に引き続き、本の௲じの技術について実際に作例を研究して練習する。それぞれの௲じの長所、短所を学ぶ。
【準備学習の内容】今回学んだ௲じのサンプルを次回までに制作しておくこと。

Ｂ

第
8
回

【テーマ】製本3：ハードカバー制作
【計画内容】表紙と裏表紙となる、ハードカバーの作り方を学ぶ。
【準備学習の内容】ハードカバーの練習作品を次回までに完成させること。次回の授業で発表する。

Ｂ

第
9
回

【テーマ】ポートフΥリオ制作①
【計画内容】これまでのポートフΥリオと収録される作品、文書、新たに考えたコンセプトをもとに新しいポートフΥリオを制作す
る。（全5回）教員は個別に指導する。

【準備学習の内容】ポートフΥリオ制作を継続して進めておくこと。課題点を整理して次回の授業で質問すること。

Ｂ、Ｊ

第
10
回

【テーマ】ポートフΥリオ制作②
【計画内容】これまでのポートフΥリオと収録される作品、文書、新たに考えたコンセプトをもとに新しいポートフΥリオを制作す
る。教員は個別に指導する。

【準備学習の内容】ポートフΥリオ制作を継続して進めておくこと。課題点を整理して次回の授業で質問すること。

Ｂ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】ポートフΥリオ制作③
【計画内容】これまでのポートフΥリオと収録される作品、文書、新たに考えたコンセプトをもとに新しいポートフΥリオを制作す
る。教員は個別に指導する。

【準備学習の内容】ポートフΥリオ制作を継続して進めておくこと。課題点を整理して次回の授業で質問すること。

Ｂ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】ポートフΥリオ制作④
【計画内容】これまでのポートフΥリオと収録される作品、文書、新たに考えたコンセプトをもとに新しいポートフΥリオを制作す
る。教員は個別に指導する。

【準備学習の内容】ポートフΥリオ制作を継続して進めておくこと。課題点を整理して次回の授業で質問すること。

Ｂ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】ポートフΥリオ制作⑤
【計画内容】これまでのポートフΥリオと収録される作品、文書、新たに考えたコンセプトをもとに新しいポートフΥリオを制作す
る。教員は個別に指導する。

【準備学習の内容】ポートフΥリオ制作を継続して進めておくこと。課題点を整理して次回の授業で質問すること。

Ｂ、Ｊ

第
14
回

【テーマ】オンラインポートフΥリオの更新
【計画内容】AEobe 社が提供するオンラインポートフΥリオサービスʠＢ ehaOceʡを使って、作品を全てアップロードし、インター
ネット上でも作品がӾ覧できるようにする。

【準備学習の内容】最終プレゼンテーションに向けての準備。

  Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】完成したポートフΥリオをプレゼンテーション発表し、お互いに講評する。その後、この先についてどのようにすれば良
いか、օさんと考える。

【準備学習の内容】講評から得た気づきを参考にポートフΥリオを今後も改訂し活用していくこと。

Ｂ、Ｆ、Ｌ

科 目 名 ポートフォリオ制作Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 ઙ井　貴໵、大信田　੩子、小室　੖ཅ、千ཬ　政文、෌田　ྰ子、Ӭ野　光一、ྛ　ږ、দ澤　衛、村দ　װ男、৿井　ҁ、田　Ը᥇

テキスト   プリントを配付します      
参 考 書   授業時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30% 30% 20% 20%
補 足             

質問への対応 マイクロソフト　チームを使用します。
資 格   

そ の 他 受講者数によって、内容が変更になるかもしれません。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

ө画と演ܶというࣅて非なるメディアについて考察する。その上で、一つのスクリプト（それをもとに٭本と
シナリオを作成する）を使って演ܶ上演とө画制作の྆方を体験する。そのことを通してө画と演ܶについて
考察を深める。

到
達
目
標

⑴演ܶの特徴を理解する。
⑵ө画の特徴を理解する。
⑶演ܶとө画の共通点と違いを理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】授業の展開について説明する。特にスクリプト（ө像化のためのシナリオ、෣台化のための٭本
の元になるもの）について説明する。（দ澤衛・村দװ男）

【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】ө画鑑賞（෣台にもなっているө画を鑑賞）
【計画内容】ө画とࣳډのある作品を選定し、まずө画鑑賞をする。
終了後ࣳډの٭本を配付する。（দ澤衛・村দװ男）

【準備学習の内容】෣台にもө画にもなっている作品を調べておくこと。

  Ａ、Ｈ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】ө像と෣台٭本
【計画内容】見たө画について検討する。演ܶの٭本との違いについて考える。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】٭本を読んでくること。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】演ܶө像鑑賞（ө画鑑賞で観たө画の෣台版を鑑賞）
【計画内容】෣台の D7D を鑑賞する。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】෣台をө像化した作品を調べておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】演ܶとө画1　ө画と෣台の鑑賞を通して違いを考える
【計画内容】٭本を読み、ө画と演ܶを鑑賞した作品を利用して演ܶとө画について考える。
（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】ө画と演ܶの違いについて自分なりにまとめて置くこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】演ܶとө画2　スクリプトの検討
【計画内容】演ܶ化、ө画化のためスクリプト（٭本・シナリオの元になるもの）について考える。
（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】スクリプトについて考えておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】演ܶとө画3　シナリオ・٭本制作
【計画内容】ശ書きを決め、シナリオ・٭本を完成させる。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】スクリプトから全体の流れを考える。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】演ܶとө画4 シナリオ・٭本を元に配役・スタッフを決める
【計画内容】٭本を元に配役、スタッフを決定する。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】シナリオ・٭本を元に自分のポジションを考える。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】演ܶとө画5　ө画のࡱ影プラン・ࡱ影スケジュールを決める
【計画内容】シナリオを元にө像化するためのࡱ影プラン、ࡱ影スケジュールを考える。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】シナリオからө像化するためのイメージを考える。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】演ܶとө画6　ө画のࡱ影
【計画内容】ࡱ影プランにैったࡱ影を行う。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】ࡱ影方法を考える。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】演ܶとө画7　ө画のࡱ影、編集
【計画内容】ࡱ影の続きと、ө像編集を行う。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】ө像を元に編集方法を考える。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】演ܶとө画8　ө画の編集
【計画内容】シナリオにあう編集を行う。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】ө像を元に編集方法を考える。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】演ܶとө画9　演ܶのݹܤ①
【計画内容】演ܶのݹܤを行う。発表のための準備を行う。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】٭本を読み直し、෣台化に向けて自分の役割を考えておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】演ܶとө画10　演ܶのݹܤ②
【計画内容】演ܶのݹܤ。発表に向けての準備。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】キャストは自分の役を演じられるようにしておくこと。スタッフはプランを完成させる
こと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】෣台発表ˍө画上ө
【計画内容】෣台発表、制作したө画を鑑賞する。（দ澤衛・村দװ男）
【準備学習の内容】෣台発表の準備をしておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｈ、Ｌ

科 目 名 演劇と映画 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 দ澤　衛、村দ　װ男
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芸

術

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用する          
参 考 書 北翔大学キャリア支援センター、2016年、『CA3&&3　(6ID&　#00,』、北翔大学          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   

補 足     ब業活動への
参加   ब職への取組・

意欲   

質問への対応 初回講義に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、キャリア形成に向けた学科の特性に合わせた実践的科目である。ক来の進路決定のために自らがࢤ
望した分野について、より一層の理解を深め、実践的応用力を身につけることを目指す。卒業後のキャリアス
タートを߇え、各自の描く社会人としてのあり方についてのまとめの時期をܴえている。ब業力を発揮するた
めに重ねてきた準備内容を改めて確認し、具体的に実践にҠせるよう、最終的な理解を深める。

到
達
目
標

⑴ब職活動に求められるさまざまな準備について理解し、実行にҠせる。
⑵ 広く社会の動向に目を向け、専門分野以外の事象にも興味関心を持つことにより、社会人となることへの自覚

を涵養する。      

授 業 の
計 画

【計画内容】
　　第 1 回　ガイダンス

自分自身の希望する進路分野へのब業のために、どのような準備が求められるのか、具体的内容に
ついて調べる。

　　第 2 回　目標の設定
これまでのब業活動の成果や反省点をふまえ、どのようなキャリアで自分の人生をาみ　たいかを
考える。そしてब業力に関する自己分析・自己評価を行ったうえで、残り半年のアクションプラン
を設定する。

第 3 ～ 7 回　個別演習
学内の各種キャリア関係講演やガイダンスの活用を中心に、プランを実行していく。また、学外で
の企業説明会などへ参加し実行結果の評価を行い、フィードバックしていく。

　　第 8 回　まとめ
各自の活動を総ׅし、ब業活動で学んだ成果をまとめるとともに、今後の社会人としての資質や能
力を向上させるための課題を確認する。

  
【準備学習の内容】
『CA3&&3　(6ID&　#00,』を熟読しておくこと。

Ａ、Ｋ

Ｂ、Ｊ

Ｂ、Ｍ

Ａ、Ｇ

科 目 名 就業力実践演習 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 小室　੖ཅ、ઙ井　貴໵、大信田　੩子、千ཬ　政文、෌田　ྰ子、Ӭ野　光一、ྛ　ږ、দ澤　衛、村দ　װ男、৿井　ҁ
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芸

術

学

科

学
科
専
門
科
目

テキスト   初回講義時に説明します          
参 考 書   初回講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   

補 足     
作品制作が課
題になる場合

がある。
      

質問への対応 各担当教員から説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

「専門演習Ⅰ・Ⅱ」で学習した知識や表現方法をもとに、ܳ 術学科の5つの領域（美術、服০美術、インテリア・ݐ築、
メディアデβイン、෣台ܳ術）に関連する専門分野を、それぞれのゼミナールで教員と学生とが協力して運営し、
実践を交えながら研究を深めます。
また、自らのܳ術活動の基盤つくりをします。

到
達
目
標

⑴専門領域に関する自らの課題を見つけ、ಠ自の課題に取り組む学習方法や研究方法を学ぶ。
⑵学習・研究・実践によって、専門性を深める。
⑶学外での表現活動によりコミュニケーションとしてのܳ術の意義を学習する。
⑷卒業発表会（制作展、演奏会、公演、発表会）において学外発表し、社会から評価を受ける。  

授 業 の
計 画

【計画内容】
第 1 回　オリエンテーション
卒業研究としてゼミナールで研究することについて : 自らの課題を۷り下げ、研究成果を上げる方法についての
概要を学びます。

第 2 回～第 6 回　専門領域を深めるということ　
表現法と鑑賞法の深化 : 専門領域での表現方法と鑑賞方法との多様な研究により、ܳ 術の創作活動の幅を広げる
スキル（技術）を、実践を通して学びます。

第 7 回～第12回　専門領域において課題を۷り下げるということ
研究領域の確立 : 専門領域の中でもಠ自の課題を۷り下げるためのスキル（技術）を学びます。

第13回～第15回　卒業研究における中間発表 : ಠ自の課題研究についての中間報告・中間発表をします。

第16回～第20回　専門領域を活用するということ
ܳ術活動の研究 : 専門領域での表現・鑑賞・創作のܳ術活動が、社会においていかにߩ献するかを研究します。

第21回～第30回　卒業研究のまとめ
卒業制作展、卒業公演、学外発表会など : 卒業研究での集大成として自らの課題研究の発表をします。
  

【準備学習の内容】
卒業研究として、自らの作品・演技・パフΥーマンス・論文の制作・発表にむけて、各授業ごとに準備をすすめるこ
と。

  
Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

科 目 名 卒業研究 授業形態 演習 単 位 数 4
教 員 名 担当教員

テキスト   プリントを使用する          
参 考 書 北翔大学キャリア支援センター、2016年、『CA3&&3　(6ID&　#00,』、北翔大学          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   

補 足     ब業活動への
参加   ब職への取組・

意欲   

質問への対応 初回講義に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、キャリア形成に向けた学科の特性に合わせた実践的科目である。ক来の進路決定のために自らがࢤ
望した分野について、より一層の理解を深め、実践的応用力を身につけることを目指す。卒業後のキャリアス
タートを߇え、各自の描く社会人としてのあり方についてのまとめの時期をܴえている。ब業力を発揮するた
めに重ねてきた準備内容を改めて確認し、具体的に実践にҠせるよう、最終的な理解を深める。

到
達
目
標

⑴ब職活動に求められるさまざまな準備について理解し、実行にҠせる。
⑵ 広く社会の動向に目を向け、専門分野以外の事象にも興味関心を持つことにより、社会人となることへの自覚

を涵養する。      

授 業 の
計 画

【計画内容】
　　第 1 回　ガイダンス

自分自身の希望する進路分野へのब業のために、どのような準備が求められるのか、具体的内容に
ついて調べる。

　　第 2 回　目標の設定
これまでのब業活動の成果や反省点をふまえ、どのようなキャリアで自分の人生をาみ　たいかを
考える。そしてब業力に関する自己分析・自己評価を行ったうえで、残り半年のアクションプラン
を設定する。

第 3 ～ 7 回　個別演習
学内の各種キャリア関係講演やガイダンスの活用を中心に、プランを実行していく。また、学外で
の企業説明会などへ参加し実行結果の評価を行い、フィードバックしていく。

　　第 8 回　まとめ
各自の活動を総ׅし、ब業活動で学んだ成果をまとめるとともに、今後の社会人としての資質や能
力を向上させるための課題を確認する。

  
【準備学習の内容】
『CA3&&3　(6ID&　#00,』を熟読しておくこと。

Ａ、Ｋ

Ｂ、Ｊ

Ｂ、Ｍ

Ａ、Ｇ

科 目 名 就業力実践演習 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 小室　੖ཅ、ઙ井　貴໵、大信田　੩子、千ཬ　政文、෌田　ྰ子、Ӭ野　光一、ྛ　ږ、দ澤　衛、村দ　װ男、৿井　ҁ





教職に関する科目
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト 北翔大学・北翔大学短期大学部、2015年、『教育実習の手引き          』

参 考 書 文部科学省、2008年・2009年、『中学校・高等学校学習指導要領』、東山書房  
文部科学省、2008年・2009年、『中学校・高等学校学習指導要領解説美術・ܳ 術編』、東山書房      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足     レポート等       

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ܳ］中・高1種（美術）_ 必修

そ の 他 ｢教育実習」を終了した学生に限ります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

教育実習による成果と課題を振り返り、教師をࢤす者として自らの課題を明確にすることで、教師としての資質
や能力を向上させる。また、より意欲的に研修に取り組む態度を身に付ける。

到
達
目
標

⑴教育実習における教科指導や生徒指導等の重要性を理解できる。
⑵教師としての在り方や使命感・責任感を理解できる。
⑶教師としての研修の意義を理解できる。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
　1ɽガイダンス

  教育実習を終え、事後の各自の対応について確認し、その実習体験内容を今後の教職にどう活かすかについて
学びます。

　2ɽグループワーク
　　（1）　教育実習の成果や反省点についてグループ討議します。
　　（2）　討議内容に基づき、教育実習で学んだことをレポートにまとめます。

　3ɽ教育実習報告会
各自の実習報告とグループワークによるまとめのプレゼンテーションを行い、教育実習で学んだ成果を共有
するとともに、今後の教師としての資質や能力を向上させるための課題を確認します。

  
【準備学習の内容】
教育実習を振り返り、その成果と反省点を踏まえて自己の課題を明確にしてくる。

  
Ａ、Ｉ

Ａ、Ｇ、Ｈ、
Ｉ

Ａ、Ｇ、Ｈ

科 目 名 教育実習事後指導 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 ږ　ྛ
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト
北翔大学、『教育実習の手引き  』
文部科学省、『中学校学習指導要領解説総則・教科  』
文部科学省、『高等学校学習指導要領解説総則・教科  』

参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分         30% 70%

補 足           実習終了時実習校
における評価

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ܳ］中1種（美術）_ 必修、高1種（美術）_ 選必

そ の 他

教職課程を履修している者で、教育実習前に定められている科目を修得（『教育実習の手引き』『教職課程履修の手
引き』参照）した者が受講できます。ただし、本人の頭髪・服装・態度、学ぶ姿勢、部活動の指導、他の点で教師として
の適格性に欠けると認められる場合は、教育実習の履修を取消しまたは停止します。
生徒との明るく楽しい活動が、教科指導のための生徒理解や熱意溢れる教育研究や生き生きした授業につながりま
す。
生徒を指導する責任を常に自覚しながら、教師として明るく、謙虚に学ぶ態度で、自ら貴重な体験とすることを期待
します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

これまでの教職科目で培われた知識・技能・態度等をもとに、中学校または高等学校において、実習校の校長先生
はじめ指導教員、教職員の指導のもとに、教員として必要なさまざまな事項について具体的に学びます。その中
から、教師としての使命感・責任感、かつ実践的指導力、また学校・教師の問題・課題を見つめ、教師を目指す資質・
能力を高めることを目的とします。

到
達
目
標

⑴教科指導・生徒指導について、生徒理解をもとに計画を立て、指導できる。
⑵学校の役割を具体的に知り、教員としての使命感・責任感を持てる。
⑶教職への適性を探り、具体的な課題を発見できる。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
○実習計画　

法令や実習学校により定められた期間（原則2週間）中は、実習校の教職員に準じた勤務をし、次のような内容の
理解と実際の指導を行います。

　1　実習校の教育活動等の理解
　　（1）実習校の教育目標、教育計画など教育課程について
　　（2）実習校の組織・運営及び教員の職務内容について
　　（3）各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間の指導内容、方法について
　　（4）学級経営及び生徒指導・進路指導・教育相談並びに部活動について他
　2　観察、参加、授業実習等の実践
　　（1）教科指導、特別活動、道徳、総合的な学習の観察、参加、授業実習
　　（2）生徒理解をとおした学級指導
　3　教職の理解
　　（1）教職への自己の適性
　　（2）教職の使命感・責任感
　なお、大学において、事前学習・事後学習があります。

○展開方法
事前学習では、模擬授業や先に実施した者からのアドバイス等を受け、事後学習では、教育実習のまとめをし、
教職の適性について考えます。
実習校の教育実習オリエンテーションから、全日程の展開は実習校にゆだねられています。感謝の心を忘れず、
謙虚かつ積極的に生徒と関わり、学びます

  
【準備学習の内容】
『教育実習の手引き』を熟読し、内容をすべて把握しておくこと。

  
Ａ、Ｂ、Ｄ

科 目 名 教育実習Ⅰ 授業形態 実習 単 位 数 4
教 員 名 ږ　ྛ
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト
北翔大学、『教育実習の手引き  』
文部科学省、『中学校学習指導要領解説総則・教科  』
文部科学省、『高等学校学習指導要領解説総則・教科  』

参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分         30% 70%

補 足           実習終了時実習校
における評価

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   ［ܳ］高1種（美術）_ 選必

そ の 他

教職課程を履修している者で、教育実習前に定められている科目を修得（『教育実習の手引き』『教職課程履修の手
引き』参照）した者が受講できます。ただし、本人の頭髪・服装・態度、学ぶ姿勢、部活動の指導、他の点で教師として
の適格性に欠けると認められる場合は、教育実習の履修を取消しまたは停止します。
生徒との明るく楽しい活動が、教科指導のための生徒理解や熱意溢れる教育研究や生き生きした授業につながりま
す。
生徒を指導する責任を常に自覚しながら、教師として明るく、謙虚に学ぶ態度で、自ら貴重な体験とすることを期待
します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

これまでの教職科目で培われた知識・技能・態度等をもとに、中学校または高等学校において、実習校の校長先生
はじめ指導教員、教職員の指導のもとに、教員として必要なさまざまな事項について具体的に学びます。その中
から、教師としての使命感・責任感、かつ実践的指導力、また学校・教師の問題・課題を見つめ、教師を目指す資質・
能力を高めることを目的とします。

到
達
目
標

⑴教科指導・生徒指導について、生徒理解をもとに計画を立て、指導できる。
⑵学校の役割を具体的に知り、教員としての使命感・責任感を持てる。
⑶教職への適性を探り、具体的な課題を発見できる。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
○実習計画

法令や実習学校により定められた期間（原則2週間）中は、実習校の教職員に準じた勤務をし、次のような内容の
理解と実際の指導を行います。

　1　実習校の教育活動等の理解
　　（1）実習校の教育目標、教育計画など教育課程について
　　（2）実習校の組織・運営及び教員の職務内容について
　　（3）各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間の指導内容、方法について
　　（4）学級経営及び生徒指導・進路指導・教育相談並びに部活動について他
　2　観察、参加、授業実習等の実践
　　（1）教科指導、特別活動、道徳、総合的な学習の観察、参加、授業実習
　　（2）生徒理解をとおした学級指導
　3　教職の理解
　　（1）教職への自己の適性
　　（2）教職の使命感・責任感
　なお、大学において、事前学習・事後学習があります。

○展開方法
事前学習では、模擬授業や先に実施した者からのアドバイス等を受け、事後学習では、教育実習のまとめをし、
教職の適性について考えます。
実習校の教育実習オリエンテーションから、全日程の展開は実習校にゆだねられています。感謝の心を忘れず、
謙虚かつ積極的に生徒と関わり、学びます。

  
【準備学習の内容】
『教育実習の手引き』を熟読し、内容をすべて把握しておくこと。

  
Ａ、Ｂ、Ｄ

科 目 名 教育実習Ⅱ 授業形態 実習 単 位 数 2
教 員 名 ږ　ྛ

テキスト
北翔大学、『教育実習の手引き  』
文部科学省、『中学校学習指導要領解説総則・教科  』
文部科学省、『高等学校学習指導要領解説総則・教科  』

参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分         30% 70%

補 足           実習終了時実習校
における評価

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ܳ］中1種（美術）_ 必修、高1種（美術）_ 選必

そ の 他

教職課程を履修している者で、教育実習前に定められている科目を修得（『教育実習の手引き』『教職課程履修の手
引き』参照）した者が受講できます。ただし、本人の頭髪・服装・態度、学ぶ姿勢、部活動の指導、他の点で教師として
の適格性に欠けると認められる場合は、教育実習の履修を取消しまたは停止します。
生徒との明るく楽しい活動が、教科指導のための生徒理解や熱意溢れる教育研究や生き生きした授業につながりま
す。
生徒を指導する責任を常に自覚しながら、教師として明るく、謙虚に学ぶ態度で、自ら貴重な体験とすることを期待
します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

これまでの教職科目で培われた知識・技能・態度等をもとに、中学校または高等学校において、実習校の校長先生
はじめ指導教員、教職員の指導のもとに、教員として必要なさまざまな事項について具体的に学びます。その中
から、教師としての使命感・責任感、かつ実践的指導力、また学校・教師の問題・課題を見つめ、教師を目指す資質・
能力を高めることを目的とします。

到
達
目
標

⑴教科指導・生徒指導について、生徒理解をもとに計画を立て、指導できる。
⑵学校の役割を具体的に知り、教員としての使命感・責任感を持てる。
⑶教職への適性を探り、具体的な課題を発見できる。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
○実習計画　

法令や実習学校により定められた期間（原則2週間）中は、実習校の教職員に準じた勤務をし、次のような内容の
理解と実際の指導を行います。

　1　実習校の教育活動等の理解
　　（1）実習校の教育目標、教育計画など教育課程について
　　（2）実習校の組織・運営及び教員の職務内容について
　　（3）各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間の指導内容、方法について
　　（4）学級経営及び生徒指導・進路指導・教育相談並びに部活動について他
　2　観察、参加、授業実習等の実践
　　（1）教科指導、特別活動、道徳、総合的な学習の観察、参加、授業実習
　　（2）生徒理解をとおした学級指導
　3　教職の理解
　　（1）教職への自己の適性
　　（2）教職の使命感・責任感
　なお、大学において、事前学習・事後学習があります。

○展開方法
事前学習では、模擬授業や先に実施した者からのアドバイス等を受け、事後学習では、教育実習のまとめをし、
教職の適性について考えます。
実習校の教育実習オリエンテーションから、全日程の展開は実習校にゆだねられています。感謝の心を忘れず、
謙虚かつ積極的に生徒と関わり、学びます

  
【準備学習の内容】
『教育実習の手引き』を熟読し、内容をすべて把握しておくこと。

  
Ａ、Ｂ、Ｄ

科 目 名 教育実習Ⅰ 授業形態 実習 単 位 数 4
教 員 名 ږ　ྛ
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト
文部科学省、2008年、『中学校学習指導要領』、東山書房、9784827814613
文部科学省、2009年、『高等学校学習指導要領』、東山書房、9784827814781
北翔大学・北翔大学短期大学部、2015年、『教育実習の手引き  』

参 考 書   プリントなどを使用します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足     レポートなど       

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ܳ］中・高1種（美術）_ 必修

そ の 他
実践演習で自己の課題を解決するために意欲的に取り組む姿勢が是非とも望まれます。課題分析や課題解決への
積極性を養うため、授業に臨む基本的生活習慣は厳守を望みます。｢教科に関する科目｣及び｢教職に関する科目｣の
全てを修得済み、あるいは修得見込みであること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

3年半の教職に関する履修状況を踏まえ、中学校・高等学校の美術科教員に必要な資質や能力について、各自が｢
自己の学びの軌跡｣として振り返るとともに、実践的指導力として不足している知識や技能を補い、その定着を
図る。

到
達
目
標

⑴使命感や責任感、教育的愛情が身についている。
⑵社会性や対人関係能力が身についている。
⑶生徒理解や学級経営等が理解できている。
⑷教科内容の理解と具体的な指導力が身についている。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】履修カルテをもとに、これまでの学びの軌跡を確認し、自分自身の課題を明確にする。
【準備学習の内容】教職に関する科目等についての履修の内容等を確認すること。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】グループワークによる討論
【計画内容】現今の教育課題と学校現場における課題の整理を行う。グループに分かれて討論を実施する。
【準備学習の内容】教育実習時の学習指導案、日誌等を準備して、各自の課題をしておくこと。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】グループワークによる教材研究
【計画内容】美術科教育における教材研究の重要性を確認するとともに、各グループでお互いに不足している知識を補
い個人の課題を発見し学ぶ。

【準備学習の内容】今までの教材研究資料をまとめておくこと。

Ａ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】教材研究に基づく学習指導計画の検討
【計画内容】前回の教材研究を基に学習形態・指導と評価等を工夫した学習指導計画について学ぶ。
【準備学習の内容】教材研究をまとめておき指導計画案作成の準備をしておくこと。

Ａ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】指導計画に基づく学習指導案の検討
【計画内容】前回の指導計画を基にした学習形態・指導と評価等を工夫した学習指導案の作成について学ぶ。
【準備学習の内容】教材研究をまとめておき指導案作成の準備をしておくこと。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】場面指導と討議
【計画内容】さまざまな場面指導の実際を確認し問題点を整理する。
【準備学習の内容】場面指導のさまざまな事例を収集しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】学級経営について
【計画内容】望ましい学級経営のあり方に基づき、学級経営案や指導計画案を作成する。また、学級担任の役割や実務に
ついて演習する。

【準備学習の内容】学級担任の役割等について、予習しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】生徒理解について
【計画内容】観察、心理検査などの演習を行うとともに、カウンセリング活動を行う。また、事例研究（いじめ、不登校、発
達障害、学習障害等）を行う。

【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】領域別教材研究（平面・絵画）
【計画内容】これまで学んだ教科指導内容について問題点を整理しながら、平面・絵画領域のおける教材研究を深める。
【準備学習の内容】これまで学んだ平面絵画領域の教材関連資料を収集しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】領域別教材研究（立体・ூࠁ）
【計画内容】これまで学んだ教科指導内容について問題点を整理しながら、立体・ூࠁ領域のおける教材研究を深める。
【準備学習の内容】これまで学んだ立体・ூࠁ領域の教材関連資料を収集しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】領域別教材研究（デβイン・工ܳ）
【計画内容】これまで学んだ教科指導内容について問題点を整理しながら、デβイン・工ܳ領域のおける教材研究を深め
る。

【準備学習の内容】これまで学んだデβイン・工ܳ領域の教材関連資料を収集しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
12
回

【テーマ】領域別教材研究（ө像・鑑賞）
【計画内容】これまで学んだ教科指導内容について問題点を整理しながら、ө像・鑑賞領域のおける教材研究を深める。
【準備学習の内容】これまで学んだө像・鑑賞領域の教材関連資料を収集しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
13
回

【テーマ】現地調査（フィールドワーク）①
【計画内容】教育現場で、現職教員と意見交換を行う。
【準備学習の内容】意見交換の内容について事前準備をすること。

Ａ、Ｍ

第
14
回

【テーマ】現地調査（フィールドワーク）②
【計画内容】関連施設や関係機関において実務実習を行う。
【準備学習の内容】実習の事前準備を行うこと。

Ａ、Ｍ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】教員として求められる基本的な資質や能力が身についたかについて確認する。
【準備学習の内容】｢演習｣全般を振り返り、指定された学習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｇ

科 目 名 教職実践演習（中 ･高） 授業形態 講義・演習 単 位 数 2
教 員 名 ږ　ྛ
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト   講義時に説明します          
参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分         80% 20%

補 足         活動記録
などによる

活動記録
などによる

質問への対応 随時、対応します。
資 格
そ の 他 この科目の単位は、教育職員免許状取得に必要な「教科又は教職に関する科目」の単位として算入されません。  

授 業 の
目 的

ね
ら
い

学習指導のみならず、生徒指導や学校行事等を実際に経験することは、教員を目指す者にとって大変重要なこと
です。
本講義では、授業参観やボランティア活動などを通して教育現場の実際を体験し、学校教育への理解を深めま
す。さらには、教員を目指す者として、自身の教育観を確立できるよう学びを深めます。

到
達
目
標

⑴授業参観などを通して、学校教育における学習指導の実態を把握する。
⑵学校ボランティア活動を実践することで、児童・生徒の行動や生活の様子を理解する。
⑶様々な実践を交流することで、学校教育の全体像を理解する。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
1.　学校における教育活動とは（90分）

学校における教科指導や生徒指導などの教育活動についての基礎基本を学び、学校ボランティア活動の意
義を理解する。

2.　研究授業の参観（2時間）
札幌市内等の小・中学校で開催される研究会に参加し、教師の指導や子どもの活動を学ぶ。　

3.　参観研究授業の交流（90分）
参観した授業及び参加した分科会の内容について交流し、教師の児童・生徒への望ましいかかわり方につ
いて理解を深める。

4.　学校現場におけるボランティア活動（1日3時間 :8回実施　24時間）
学校ボランティア活動を実践することで、児童・生徒の行動や生活の様子を理解する。
個別に配慮が必要な子どもの授業支援や学校行事、体験活動の補助、休み時間・放課後等の授業外の支援等
を行う。自己課題に基づき、活動記録を記載し、振り返る。

5.　学校ボランティアの交流（90分）
活動をまとめ、交流することにより、新たな目標を設定する。

  
【準備学習の内容】
資料や記録の下調べや活動の成果と課題をまとめておく。

  
Ａ

Ｍ

Ｈ、Ｊ

Ｄ

Ｌ

科 目 名 学校ボランティア活動Ⅰ 授業形態 実習 単 位 数 1
教 員 名 二宮　孝行

テキスト
文部科学省、2008年、『中学校学習指導要領』、東山書房、9784827814613
文部科学省、2009年、『高等学校学習指導要領』、東山書房、9784827814781
北翔大学・北翔大学短期大学部、2015年、『教育実習の手引き  』

参 考 書   プリントなどを使用します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足     レポートなど       

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ܳ］中・高1種（美術）_ 必修

そ の 他
実践演習で自己の課題を解決するために意欲的に取り組む姿勢が是非とも望まれます。課題分析や課題解決への
積極性を養うため、授業に臨む基本的生活習慣は厳守を望みます。｢教科に関する科目｣及び｢教職に関する科目｣の
全てを修得済み、あるいは修得見込みであること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

3年半の教職に関する履修状況を踏まえ、中学校・高等学校の美術科教員に必要な資質や能力について、各自が｢
自己の学びの軌跡｣として振り返るとともに、実践的指導力として不足している知識や技能を補い、その定着を
図る。

到
達
目
標

⑴使命感や責任感、教育的愛情が身についている。
⑵社会性や対人関係能力が身についている。
⑶生徒理解や学級経営等が理解できている。
⑷教科内容の理解と具体的な指導力が身についている。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】履修カルテをもとに、これまでの学びの軌跡を確認し、自分自身の課題を明確にする。
【準備学習の内容】教職に関する科目等についての履修の内容等を確認すること。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】グループワークによる討論
【計画内容】現今の教育課題と学校現場における課題の整理を行う。グループに分かれて討論を実施する。
【準備学習の内容】教育実習時の学習指導案、日誌等を準備して、各自の課題をしておくこと。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】グループワークによる教材研究
【計画内容】美術科教育における教材研究の重要性を確認するとともに、各グループでお互いに不足している知識を補
い個人の課題を発見し学ぶ。

【準備学習の内容】今までの教材研究資料をまとめておくこと。

Ａ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】教材研究に基づく学習指導計画の検討
【計画内容】前回の教材研究を基に学習形態・指導と評価等を工夫した学習指導計画について学ぶ。
【準備学習の内容】教材研究をまとめておき指導計画案作成の準備をしておくこと。

Ａ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】指導計画に基づく学習指導案の検討
【計画内容】前回の指導計画を基にした学習形態・指導と評価等を工夫した学習指導案の作成について学ぶ。
【準備学習の内容】教材研究をまとめておき指導案作成の準備をしておくこと。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】場面指導と討議
【計画内容】さまざまな場面指導の実際を確認し問題点を整理する。
【準備学習の内容】場面指導のさまざまな事例を収集しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】学級経営について
【計画内容】望ましい学級経営のあり方に基づき、学級経営案や指導計画案を作成する。また、学級担任の役割や実務に
ついて演習する。

【準備学習の内容】学級担任の役割等について、予習しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】生徒理解について
【計画内容】観察、心理検査などの演習を行うとともに、カウンセリング活動を行う。また、事例研究（いじめ、不登校、発
達障害、学習障害等）を行う。

【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】領域別教材研究（平面・絵画）
【計画内容】これまで学んだ教科指導内容について問題点を整理しながら、平面・絵画領域のおける教材研究を深める。
【準備学習の内容】これまで学んだ平面絵画領域の教材関連資料を収集しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】領域別教材研究（立体・ூࠁ）
【計画内容】これまで学んだ教科指導内容について問題点を整理しながら、立体・ூࠁ領域のおける教材研究を深める。
【準備学習の内容】これまで学んだ立体・ூࠁ領域の教材関連資料を収集しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】領域別教材研究（デβイン・工ܳ）
【計画内容】これまで学んだ教科指導内容について問題点を整理しながら、デβイン・工ܳ領域のおける教材研究を深め
る。

【準備学習の内容】これまで学んだデβイン・工ܳ領域の教材関連資料を収集しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
12
回

【テーマ】領域別教材研究（ө像・鑑賞）
【計画内容】これまで学んだ教科指導内容について問題点を整理しながら、ө像・鑑賞領域のおける教材研究を深める。
【準備学習の内容】これまで学んだө像・鑑賞領域の教材関連資料を収集しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
13
回

【テーマ】現地調査（フィールドワーク）①
【計画内容】教育現場で、現職教員と意見交換を行う。
【準備学習の内容】意見交換の内容について事前準備をすること。

Ａ、Ｍ

第
14
回

【テーマ】現地調査（フィールドワーク）②
【計画内容】関連施設や関係機関において実務実習を行う。
【準備学習の内容】実習の事前準備を行うこと。

Ａ、Ｍ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】教員として求められる基本的な資質や能力が身についたかについて確認する。
【準備学習の内容】｢演習｣全般を振り返り、指定された学習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｇ

科 目 名 教職実践演習（中 ･高） 授業形態 講義・演習 単 位 数 2
教 員 名 ږ　ྛ
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト   講義時に説明します          
参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分         80% 20%

補 足         活動記録
などによる

活動記録
などによる

質問への対応 随時、対応します。
資 格
そ の 他 この科目の単位は、教育職員免許状取得に必要な「教科又は教職に関する科目」の単位として算入されません。  

授 業 の
目 的

ね
ら
い

学習指導のみならず、生徒指導や学校行事等を実際に経験することは、教員を目指す者にとって大変重要なこと
です。
本講義では、「学校ボランティア活動Ⅰ」の成果を踏まえ、教育現場の実際を体験し、学校教育への理解を一層深
めます。さらには、教員を目指す者として、自身の教育観を確立できるよう学びを深めます。

到
達
目
標

⑴授業参観などを通して、学校教育における学習指導の実態を把握する。
⑵学校ボランティア活動を実践することで、児童・生徒の行動や生活の様子をさらに深く理解する。
⑶様々な実践を交流することで、学校教育の全体像を理解することができる。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
1　学校における教育活動とは（90分）

学校における教科指導や生徒指導などの教育活動についての基礎基本を学び、学校ボランティア活動の意
義を理解する。

2　研究授業の参観（2時間）
札幌市内等の小・中学校で開催される研究会に参加し、教師の指導や子どもの活動を学ぶ。

3　参観研究授業の交流（90分）
参観した授業及び参加した分科会の内容について交流し、教師の児童・生徒への望ましいかかわり方につい
て理解を深める。

4　学校現場におけるボランティア活動（1日3時間 :8回実施　24時間）
学校ボランティア活動を実践することで、児童・生徒の行動や生活の様子を理解する。
個別に配慮が必要な子どもの授業支援や学校行事、体験活動の補助、休み時間・放課後等の授業外の支援等
を行う。自己課題に基づき、活動記録を記載し、振り返る。

5　学校ボランティアの交流（90分）
活動をまとめ交流することにより、新たな目標を設定する。

  
【準備学習の内容】
資料や記録の下調べや活動の成果及び課題をまとめておくこと。

  
Ａ

Ｍ

Ｈ、Ｊ

Ｄ

Ｌ

科 目 名 学校ボランティア活動Ⅱ 授業形態 実習 単 位 数 1
教 員 名 二宮　孝行
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目

テキスト   プリントを配付します      
参 考 書 外山美樹、2011年、『行動を起こし、持続する力』、新༵社、9784788512641    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足     最終   平時   

質問への対応 講義時ならびにコメントシートにて質問を受け付けます。 &-MaiM: shiei@hokusho-u.ac.jp
資 格［心］認定心理士 _ 選必、福祉心理士 _ 選必

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

やらなければならないとわかっていてもϠル気がない、Ϡル気が出ないのはなぜか。どうすればϠル気が出る
のか。本講義では、最新の心理学の知見をもとに、モチベーションとは何か、なぜモチベーションが௿くなるの
か、モチベーションを高める方法は何かについて、理解を深める。具体的には、本当の気持ちに気づくこと、小
さな一าを踏み出すこと、Ϡル気を出すためのシンプルな方法など、いくつかの事例をもとに解説する。

到
達
目
標

⑴モチベーションとは何かを理解する。
⑵行きづまりの原因を探ることができる。
⑶やる気を出す方法について、基本的な理解を得る。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】モチベーションとは何か
【計画内容】やる気が出ない原因、心の不思議なメカニズムについて、理解する。
【準備学習の内容】やる気が出ないときはどういうときだったかを考えておくこと。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】やる気の動機づけ理論（1）
【計画内容】欲求論的アプローチ、認知論的アプローチ、情動論的アプローチについて、理解する。
【準備学習の内容】配付資料｢動機づけの3つのアプローチ｣を読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】やる気の動機づけ理論（2）
【計画内容】内発的動機づけ理論、外発的動機づけ理論について、理解する。
【準備学習の内容】配付資料｢アメとムチについて｣を読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】やる気を分析する｢モチベーション・テスト｣
【計画内容】｢モチベーション・テスト｣を実施、グラフからわかる｢行きづまり｣の原因を考える。
【準備学習の内容】｢モチベーション・テスト｣を実施しておくこと。

Ｋ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】｢行きづまり｣の要因（1）
【計画内容】｢知識・技術｣要因、｢人間関係｣要因、｢評価・ঝ認｣要因について、理解する。
【準備学習の内容】自分にとって、｢行きづまり｣の原因は何かを考えておくこと。

Ｈ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】｢行きづまり｣の要因（2）
【計画内容】｢コントロール｣要因、｢自己表現｣要因、｢価値｣要因について、理解する。
【準備学習の内容】自分にとって、｢行きづまり｣の原因は何かを考えておくこと。

Ｈ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】｢行きづまり｣の要因（3）
【計画内容】｢適職｣要因、｢他者期待｣要因、｢情動｣要因、｢成長｣要因について、理解する。
【準備学習の内容】自分にとって、｢行きづまり｣の原因は何かを考えておくこと。

Ｈ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】やる気を出す方法（1）
【計画内容】｢知識・技術｣要因、｢人間関係｣要因、｢評価・ঝ認｣要因によるやる気を出す方法ついて、理解する。
【準備学習の内容】自分にとって、やる気を出す方法を考えておくこと。

Ｈ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】やる気を出す方法（2）
【計画内容】｢コントロール｣要因、｢自己表現｣要因、｢価値｣要因によるやる気を出す方法ついて、理解する。
【準備学習の内容】自分にとって、やる気を出す方法を考えておくこと。

Ｈ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】やる気を出す方法（3）
【計画内容】｢適職｣要因、｢他者期待｣要因、｢情動｣要因、｢成長｣要因によるやる気を出す方法ついて、理解す
る。

【準備学習の内容】自分にとって、やる気を出す方法を考えておくこと。

Ｈ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】ポジティブ思考とネガティブ思考の効果
【計画内容】൵観的に考えることの効果、൵観的に考えるとうまくいくポイントについて、理解する。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】無気力と原因ؼଐ
【計画内容】無気力の状態、無気力におちいりやすい人とそうでない人との違い、学習性無力感実験につい
て、理解する。

【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】目標とモチベーション
【計画内容】効果的な目標設定とは、2つのҟなる目標とモチベーション、接近－回ආの次元について、理解す
る。

【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】無意識とモチベーション
【計画内容】行動は自動的に生じること、無意識に生じる感情や行動、状況や個人によってҟなる自動性の影
響について、理解する。

【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】ふたたびモチベーションとは
【計画内容】モチベーションの基本原則、モチベーション研究の実践的応用について、理解を深める。
【準備学習の内容】モチベーションの基本原則をどのように日常生活に適用するかを考える。

Ｈ、Ｌ

科 目 名 モチベーション心理学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 佐藤　ࢸ英
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テキスト   プリントを使用する      

参 考 書 ૿୔高2011、ࢯ年、『事例で学ぶ　社会的養護のアセスメント』、明石書籍  
૿୔高2012、ࢯ年、『社会的養護における生活臨চと心理臨চ』、福村出版      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%   30%   10%   
補 足     レポート       

質問への対応 &-MaiM：kabuSaHi@kousyou.oS.jp あるいは授業終了後に受け付けます。
資 格［心］福祉心理士 _ 選必

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

児童養護施設や自立支援施設、ཬ親及びファミリーϗームなどの歴史的変ભや現状、課題などを論じ、社会的養
護を取り巻く問題などについて考えて行くことをねらいとする。

到
達
目
標

⑴社会的養護の現状を理解する。
⑵実際の実践について理解しする。
⑶現場の感覚を身につける。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】改正児童福祉法・虐待防止法
【計画内容】ガイダンス。授業の展開を伝える。法制度について学習する。
【準備学習の内容】児童福祉法・虐待防止法を読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】社会的༴護の内容・施設༴護・家庭༴護
【計画内容】社会的養護の形態について学ぶ。
【準備学習の内容】社会的養護の形態について調べておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】小規模・ཬ親・国の流れ
【計画内容】国の施策の流れについて理解する。
【準備学習の内容】小規模化の課題について考えておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】機関連携
【計画内容】機関連携の重要さを学ぶ。
【準備学習の内容】機関連携が必要であるのはなぜか考えておくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】実践のワーク①
【計画内容】事例検討を行う。
【準備学習の内容】ワークを行うので、積極的なコミュニケーションを図れるように心構えをしておくこと。

Ｋ

第
6
回

【テーマ】実践のワーク②
【計画内容】事例検討を行う。現場の感覚を養う。
【準備学習の内容】配られたプリントを見ながら、復習を行うこと。

Ｋ

第
7
回

【テーマ】実践のワーク③
【計画内容】事例検討を行う。現場の感覚を養う。
【準備学習の内容】配られたプリントを見ながら、復習を行うこと。

Ｋ

第
8
回

【テーマ】実践のワーク④
【計画内容】事例検討を行う。現場の感覚を養う。事例をまとめる。レポートとして提出してもらう。
【準備学習の内容】配られたプリントを見ながら、まとめられるように準備しておくこと。

Ｋ

第
9
回

【テーマ】家଒調整
【計画内容】具体的な家଒調整の在り方について学ぶ。
【準備学習の内容】家଒調整の在り方と、重要性について考えておくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】子どもの育ち
【計画内容】子どもが育つ過程について学び、対人関係の構築の仕方について重点に置く。
【準備学習の内容】子どもの心の発達と対人関係がいかに影響するか調べておくこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】アセスメント
【計画内容】アセスメントがなぜ重要かについて理解する。
【準備学習の内容】アセスメントとは何かについて調べておくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】虐待
【計画内容】社会問題としての虐待の現状を知る。
【準備学習の内容】虐待に関する基礎的な学習を行っておくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】自立支援
【計画内容】社会的養護の子どもたちを自立に向かうための在り方について学ぶ。
【準備学習の内容】自立支援に必要なことは何かについて自分に照らし合わせて考えておくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】児童養護施設
【計画内容】児童養護施設の現状について学ぶ。
【準備学習の内容】児童養護施設の基礎的な知識と役割について予習しておくこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】生活にかかわる心理職
【計画内容】社会的養護の子どもたちに心理職の人はどのように関わっていくのかについて学ぶ。
【準備学習の内容】生活の中に心理職がどのように支援して行くのか何が可能か考えておくこと。

Ａ

科 目 名 社会的養護論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 ధ木　康夫
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目

テキスト   プリントを使用する。      
参 考 書   適ٓ、参考文献を紹介する。      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   30% 20%

補 足     最終レポート     講義ごとに行う
小レポート

質問への対応 iiEa@hokusho-u.ac.jp にメールをするか、直接747研究室におਘねください。
資 格   

そ の 他 少年非行の動向やڲ正教育の学びから、人間や社会を理解することに౒めてください。意欲的な学生の受講を期待
しています。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

少年൜ࡑはݮ少܏向が続いているものの、根拠の๡しいയ然とした｢治安悪化｣の不安などにより、再非行防止
については、まるでリスクをゼロにと求めるかのような厳しい水準の要求もある。少年൜ࡑの現状を理解し、
少年൜ࡑを取り扱う各機関のアセスメントの方法やڲ正教育の実情について、心理臨চ的アプローチにより理
解を深めることを目的とする。

到
達
目
標

⑴日本の少年൜ࡑの特徴、今日的状況について理解し、関係機関の役割を理解する。
⑵少年൜ࡑに関するアセスメントについて理解を深める。
  。正教育の現場での処۰の実情について学び、非行臨চの現状について理解を深めるڲ⑶

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】少年൜ࡑの実情－過ڈと現在―
【計画内容】少年൜ࡑは૿えているのか、統計等を使用して日本の少年൜ࡑの動向をたどりながら、その現状について理
解する。

【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】子どもの法制のアウトライン
【計画内容】子どもの保護・福祉に関する法律、少年൜ࡑを取り扱う各機関の役割、事݅処理の流れについて理解する。
【準備学習の内容】配付プリントを読んでおく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】少年非行と素行障害
【計画内容】素行障害と非行の定義、その関係等について理解する。
【準備学習の内容】配付プリントを読んでおく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】少年非行と家଒関係
【計画内容】非行臨চにおいて大切であると考えられる家଒の社会化の機能、情緒の安定化機能について講義し、非行少
年とその家଒との関係の特徴について理解する。

【準備学習の内容】配付プリントを読んでおく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】少年非行と学校・職場、保護因子・ݥة因子
【計画内容】学校・職場・地域の果たす役割、൜ࡑと関連のある因子等について講義する。
【準備学習の内容】配付プリントを読んでおく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】ༀ物非行・൜ࡑ
【計画内容】ༀ物非行・൜ࡑの状況、ґଘ症、回復する力、離୤のための方策などについて講義し、事例を検討する。
【準備学習の内容】配付プリントを読んでおく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】性非行・൜ࡑ
【計画内容】性൜ࡑの種類・分類、状況要因について説明し、性൜ࡑ者の認知の࿪み、性൜ࡑ者の処۰等について講義す
る。

【準備学習の内容】配付プリントを読んでおく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】ૈ๫非行・൜ࡑ
【計画内容】ૈ๫非行・൜ࡑの種類・分類について説明し、事例を検討する。
【準備学習の内容】配付プリントを読んでおく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】アセスメントと介入①
【計画内容】非行行動のアセスメント、人格・発達のアセスメント、家଒のアセスメントなどについて紹介し、アセスメン
トの方法等について講義する。

【準備学習の内容】配付プリントを読んでおく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】アセスメントと介入②
【計画内容】第9回に続いてアセスメントの実際について講義し、石巻事 （݅裁判員裁判でܐࢮが確定した少年事݅）の資
料（地裁判決文など）を使い、事例検討をする。

【準備学習の内容】配付プリントを読んでおく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】児童相談所、家庭裁判所、少年鑑別所の役割
【計画内容】各機関の機能、役割及び各機関の連携等について講義する。
【準備学習の内容】配付プリントを読んでおく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】児童自立支援施設の処۰
【計画内容】児童自立支援施設の処۰の実情等について講義する。
【準備学習の内容】配付プリントを読んでおく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】少年院の処۰
【計画内容】少年院の処۰の状況について概ׅし、自閉症スペクトラム（発達障害）の視点を取り入れた処۰、保護者に対
する措置等について講義する。

【準備学習の内容】配付プリントを読んでおく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】保護観察所の処۰
【計画内容】社会内処۰である保護観察の実施機関とそれを担う人、保護観察׭による処۰の実際等について講義する。
【準備学習の内容】配付プリントを読んでおく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】൜ࡑඃ害者の心理、ඃ害者支援
【計画内容】外傷後ストレス障害の主な症状について、説明し、ඃ害者への支援等について講義する。
【準備学習の内容】配付プリントを読んでおく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

科 目 名 少年非行と矯正教育 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 飯田　ত人

テキスト   プリントを使用する      

参 考 書 ૿୔高2011、ࢯ年、『事例で学ぶ　社会的養護のアセスメント』、明石書籍  
૿୔高2012、ࢯ年、『社会的養護における生活臨চと心理臨চ』、福村出版      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%   30%   10%   
補 足     レポート       

質問への対応 &-MaiM：kabuSaHi@kousyou.oS.jp あるいは授業終了後に受け付けます。
資 格［心］福祉心理士 _ 選必

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

児童養護施設や自立支援施設、ཬ親及びファミリーϗームなどの歴史的変ભや現状、課題などを論じ、社会的養
護を取り巻く問題などについて考えて行くことをねらいとする。

到
達
目
標

⑴社会的養護の現状を理解する。
⑵実際の実践について理解しする。
⑶現場の感覚を身につける。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】改正児童福祉法・虐待防止法
【計画内容】ガイダンス。授業の展開を伝える。法制度について学習する。
【準備学習の内容】児童福祉法・虐待防止法を読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】社会的༴護の内容・施設༴護・家庭༴護
【計画内容】社会的養護の形態について学ぶ。
【準備学習の内容】社会的養護の形態について調べておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】小規模・ཬ親・国の流れ
【計画内容】国の施策の流れについて理解する。
【準備学習の内容】小規模化の課題について考えておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】機関連携
【計画内容】機関連携の重要さを学ぶ。
【準備学習の内容】機関連携が必要であるのはなぜか考えておくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】実践のワーク①
【計画内容】事例検討を行う。
【準備学習の内容】ワークを行うので、積極的なコミュニケーションを図れるように心構えをしておくこと。

Ｋ

第
6
回

【テーマ】実践のワーク②
【計画内容】事例検討を行う。現場の感覚を養う。
【準備学習の内容】配られたプリントを見ながら、復習を行うこと。

Ｋ

第
7
回

【テーマ】実践のワーク③
【計画内容】事例検討を行う。現場の感覚を養う。
【準備学習の内容】配られたプリントを見ながら、復習を行うこと。

Ｋ

第
8
回

【テーマ】実践のワーク④
【計画内容】事例検討を行う。現場の感覚を養う。事例をまとめる。レポートとして提出してもらう。
【準備学習の内容】配られたプリントを見ながら、まとめられるように準備しておくこと。

Ｋ

第
9
回

【テーマ】家଒調整
【計画内容】具体的な家଒調整の在り方について学ぶ。
【準備学習の内容】家଒調整の在り方と、重要性について考えておくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】子どもの育ち
【計画内容】子どもが育つ過程について学び、対人関係の構築の仕方について重点に置く。
【準備学習の内容】子どもの心の発達と対人関係がいかに影響するか調べておくこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】アセスメント
【計画内容】アセスメントがなぜ重要かについて理解する。
【準備学習の内容】アセスメントとは何かについて調べておくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】虐待
【計画内容】社会問題としての虐待の現状を知る。
【準備学習の内容】虐待に関する基礎的な学習を行っておくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】自立支援
【計画内容】社会的養護の子どもたちを自立に向かうための在り方について学ぶ。
【準備学習の内容】自立支援に必要なことは何かについて自分に照らし合わせて考えておくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】児童養護施設
【計画内容】児童養護施設の現状について学ぶ。
【準備学習の内容】児童養護施設の基礎的な知識と役割について予習しておくこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】生活にかかわる心理職
【計画内容】社会的養護の子どもたちに心理職の人はどのように関わっていくのかについて学ぶ。
【準備学習の内容】生活の中に心理職がどのように支援して行くのか何が可能か考えておくこと。

Ａ

科 目 名 社会的養護論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 ధ木　康夫
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心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書 講義時に説明する。

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   40% 10%
補 足             

質問への対応 講義の౎度質問してください
資 格   ［心］認定心理士 _ 選必

そ の 他
支援者の視点で理解することはもちろんですが、これから社会に出る自分自身の視点をもちながら学んでほしいと
思います。非常勤講師の౎合により、日程や進める順番等に変更が出る場合は、第1回やその他必要時にお知らせし
ます。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

今日の経済やޏ用環境の複雑化により、個人のキャリア形成に関する೰みを解決するための支援が必要となっ
ている。本講義では、日本の企業情勢や労働者の現状、キャリアカウンセリングの理論と支援のあり方、労働者
自らのストレスコントロールや企業のメンタル不調者への対応など、キャリア形成支援についてแׅ的に取り
上げていくことを目的とする。

到
達
目
標

⑴キャリアカウンセリングの理論や技法、ストレスコントロール法を理解できる。
⑵企業や労働者の現状やキャリア形成に必要な知識、取り組みを理解できる。
⑶キャリア支援（含メンタルϔルス支援）の具体的な進め方を理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】キャリアカウンセリングの成立背景と理論①
【計画内容】キャリアカウンセリングと並行して࢈業カウンセリングも含めて理解する。パーソンズ、ウィリアムソン
などの理論を学ぶ。（小ּ原ַ洋）

【準備学習の内容】シラバスをよく読むこと。

  Ａ

第
2
回

【テーマ】キャリアカウンセリングの理論②
【計画内容】ϗランド、スーパー、クランボルツなどの理論を学ぶ。職業興味検査（質問紙）を体験理解する。（小ּ原ַ洋）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

Ａ、Ｂ  

第
3
回

【テーマ】キャリアカウンセリングの理論③
【計画内容】シュロスバーグ、シャイン、ハンセンなどの理論を学ぶ。授業終了時に示す課題についてレポートを作成す
ること。（小ּ原ַ洋）

【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】働き方の多様性
【計画内容】ワークライフバランスやब労形態の視点、実例も交えながら、様々な働き方を学ぶ。（小ּ原ַ洋）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
5
回

【テーマ】࢈業領域における心理士の活動実際と企業が心理士に望むこと
【計画内容】非常勤講師のキャリアを含めた活動実際を紹介し、企業のニーズを通じて、望まれる心理士像への理解を深
める。（小ּ原ַ洋）

【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
6
回

【テーマ】労働に関する知識①
【計画内容】ब業規則と誠実労働義務など、労働者として知っておくべき事項を理解する。（小ּ原ַ洋）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
7
回

【テーマ】労働に関する知識②
【計画内容】人事制度と社員教育など、キャリア形成に関わる企業の取り組みを理解する。（小ּ原ַ洋）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
8
回

【テーマ】働く人の心にまつわる法制度①
【計画内容】安全配慮義務、障がい者ޏ用など企業がෛう義務について学ぶ。（Տ田༞ี）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
9
回

【テーマ】働く人の心にまつわる法制度②
【計画内容】36協定、自己保健義務、ストレスチェック制度など労働者の視点を中心に制度理解を深める。（Տ田༞ี）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
10
回

【テーマ】メンタルϔルス疾ױ
【計画内容】キャリア相談とメンタル不調は密接な関係がある。働く人が発症しやすいうつ病、不安障害、発達障害、ґ
ଘ症について学ぶ。（Տ田༞ี）

【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】職場復ؼ支援の実際
【計画内容】メンタル不調により会社を休むことになった時はキャリア形成の分ذ点となることもある。厚労省の手引
きや事例などを通して学ぶ。（Տ田༞ี）

【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
12
回

【テーマ】ストレスマネジメント①認知編
【計画内容】メンタル不調の予防・治療いずれにも必要なストレスマネジメントについて、認知の視点から学ぶ。
（Տ田༞ี）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
13
回

【テーマ】ストレスマネジメント②行動編
【計画内容】メンタル不調の予防・治療いずれにも必要なストレスマネジメントについて、行動の視点から学ぶ。授業終
了時に示す課題についてレポートを作成すること。（Տ田༞ี）

【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ、Ｇ

第
14
回

【テーマ】キャリア相談とメンタルϔルス相談①
【計画内容】事例を通して理論の活かし方、支援の在り方を学ぶ。（小ּ原ַ洋）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
15
回

【テーマ】キャリア相談とメンタルϔルス相談②、まとめ
【計画内容】事例を通して理論の活かし方、支援の在り方を学ぶ。（小ּ原ַ洋）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

科 目 名 キャリアカウンセリング 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 小ּ原　ַ洋、Տ田　༞ี
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   スライド・配付プリントを使用します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足     レポート       

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格   

そ の 他 。するܴ׻య文学・歴史・宗教など文献を用いるので、教養を深めたいという意欲をݹ

授 業 の
目 的

ね
ら
い

人は୭でも生きている限り、いつか｢࿝い｣ていきます。しかしまだ࿝いていない人にとっては未経験のこと。
ライフサイクルの終盤に位置づけられてしまう｢高ྸ者｣は、いわば｢身近にいる未知のଘ在｣です。高ྸ社会で
必要とされる｢生涯教育｣のあり方を考えるうえで、｢࿝いのすがた｣を知ることには大きな意義があります。本
講義では歴史的・文化的視点で日本社会における｢࿝い｣を紹介し、｢学ぶ｣ことの意義を考えます。

到
達
目
標

。来、日本人は｢࿝い｣をどのように受け止めてきたのかを理解できるݹ⑴
⑵日本において高ྸ者を取り巻く社会のあり方の変化を理解できる。
⑶｢࿝い｣を活かす教育のあり方や必要性について説明できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義ガイダンス
【計画内容】講義内容の紹介と、15回の展開について説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を確認しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】高ྸ者とは何か（1）：社会における｢高ྸ｣のイメージ
【計画内容】｢高ྸ者｣は社会においてどのような位置づけをされるのかを学びます。
【準備学習の内容】第1回の内容を確認しておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】高ྸ者とは何か（2）：｢࿝い｣と｢病｣
【計画内容】｢病気｣とはなにかを考え、｢ण命｣との関係による位置づけの変化について学びます。
【準備学習の内容】授業開始時に前回の内容確認をするので、配付資料を確認し理解を深めておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】高ྸ者とは何か（3）：日本文化での｢࿝い｣
【計画内容】ݹ来、日本人の文化において｢࿝い｣がどのように扱われてきたのか、その歴史について学びま
す。

【準備学習の内容】授業開始時に前回の内容確認をするので、配付資料を確認し理解を深めておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】小まとめ：高ྸ者とは何か
【計画内容】｢࿝いた人｣について授業で学んだことを振り返り、自分の考えを整理します。
【準備学習の内容】中間レポート1の課題を指示するので、第2～4回の配付資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ、Ｇ

第
6
回

【テーマ】｢࿝｣と｢ࢮ｣（1）日本૴送史入門
【計画内容】高ྸ者に関わりが深いものとイメージされることの多い｢૴送｣の歴史を振り返ります。
【準備学習の内容】中間レポート1作成での思考過程を自身でふりかえっておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】｢࿝｣と｢ࢮ｣（2）現代における｢૴｣
【計画内容】現代社会で変化する｢૴送｣のあり方を通して、｢࿝｣と｢ࢮ｣のڑ離について学びます。
【準備学習の内容】授業開始時に前回の内容確認をするので、配付資料を確認し理解を深めておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】｢࿝｣と｢ࢮ｣（3）｢ࢮ｣を受け止める
【計画内容】｢؃取り｣の前提となる｢ࢮ｣への歴史的な取り組みについて学びます。
【準備学習の内容】授業開始時に前回の内容確認をするので、配付資料を確認し理解を深めておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】小まとめ：｢࿝｣と｢ࢮ｣
【計画内容】｢࿝いとࢮ｣について授業で学んだことを振り返り、自分の考えを整理します。
【準備学習の内容】中間レポート2の課題を指示するので、第6～8回の配付資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ、Ｇ

第
10
回

【テーマ】｢࿝い｣の役割（1）࿝いによる知
【計画内容】高ྸ者の人生経験が他世代の人々にどのように活用されてきたかについて学びます。
【準備学習の内容】中間レポート2作成での思考過程を自身でふりかえっておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】｢࿝い｣の役割（2）࿝いの評価に向けて
【計画内容】高ྸ者が社会で活༂するために必要なものについて学びます。
【準備学習の内容】授業開始時に前回の内容確認をするので、配付資料を確認し理解を深めておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ  

第
12
回

【テーマ】小まとめ：｢࿝い｣の役割
【計画内容】社会における高ྸ者の価値や役割について授業で学んだことを振り返り、自分の考えを整理し
ます。

【準備学習の内容】中間レポート3の課題を指示するので、第10～11回の配付資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ、Ｇ

第
13
回

【テーマ】｢学び｣と社会（1）学び続ける人生
【計画内容】社会において｢学ぶ｣ことの重要性と、世代間のҟなりについて学びます。
【準備学習の内容】中間レポート3作成での思考過程を自身でふりかえっておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】｢学び｣と社会（2）࿝いと学び
【計画内容】生涯をとおして｢学ぶ｣ことの意義を、高ྸ者における取り組みの例から学びます。
【準備学習の内容】授業開始時に前回の内容確認をするので、配付資料を確認し理解を深めておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】小まとめ：｢学び｣と社会
【計画内容】社会における高ྸ者と｢学び｣のあり方について授業で学んだことを振り返り、自分の考えを整
理します。

【準備学習の内容】これまでの配付資料を確認しておくこと。

Ａ、Ｌ、Ｇ

科 目 名 高齢社会と生涯教育 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 ৿口　ᚸ衣

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書 講義時に説明する。

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   40% 10%
補 足             

質問への対応 講義の౎度質問してください
資 格   ［心］認定心理士 _ 選必

そ の 他
支援者の視点で理解することはもちろんですが、これから社会に出る自分自身の視点をもちながら学んでほしいと
思います。非常勤講師の౎合により、日程や進める順番等に変更が出る場合は、第1回やその他必要時にお知らせし
ます。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

今日の経済やޏ用環境の複雑化により、個人のキャリア形成に関する೰みを解決するための支援が必要となっ
ている。本講義では、日本の企業情勢や労働者の現状、キャリアカウンセリングの理論と支援のあり方、労働者
自らのストレスコントロールや企業のメンタル不調者への対応など、キャリア形成支援についてแׅ的に取り
上げていくことを目的とする。

到
達
目
標

⑴キャリアカウンセリングの理論や技法、ストレスコントロール法を理解できる。
⑵企業や労働者の現状やキャリア形成に必要な知識、取り組みを理解できる。
⑶キャリア支援（含メンタルϔルス支援）の具体的な進め方を理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】キャリアカウンセリングの成立背景と理論①
【計画内容】キャリアカウンセリングと並行して࢈業カウンセリングも含めて理解する。パーソンズ、ウィリアムソン
などの理論を学ぶ。（小ּ原ַ洋）

【準備学習の内容】シラバスをよく読むこと。

  Ａ

第
2
回

【テーマ】キャリアカウンセリングの理論②
【計画内容】ϗランド、スーパー、クランボルツなどの理論を学ぶ。職業興味検査（質問紙）を体験理解する。（小ּ原ַ洋）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

Ａ、Ｂ  

第
3
回

【テーマ】キャリアカウンセリングの理論③
【計画内容】シュロスバーグ、シャイン、ハンセンなどの理論を学ぶ。授業終了時に示す課題についてレポートを作成す
ること。（小ּ原ַ洋）

【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】働き方の多様性
【計画内容】ワークライフバランスやब労形態の視点、実例も交えながら、様々な働き方を学ぶ。（小ּ原ַ洋）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
5
回

【テーマ】࢈業領域における心理士の活動実際と企業が心理士に望むこと
【計画内容】非常勤講師のキャリアを含めた活動実際を紹介し、企業のニーズを通じて、望まれる心理士像への理解を深
める。（小ּ原ַ洋）

【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
6
回

【テーマ】労働に関する知識①
【計画内容】ब業規則と誠実労働義務など、労働者として知っておくべき事項を理解する。（小ּ原ַ洋）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
7
回

【テーマ】労働に関する知識②
【計画内容】人事制度と社員教育など、キャリア形成に関わる企業の取り組みを理解する。（小ּ原ַ洋）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
8
回

【テーマ】働く人の心にまつわる法制度①
【計画内容】安全配慮義務、障がい者ޏ用など企業がෛう義務について学ぶ。（Տ田༞ี）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
9
回

【テーマ】働く人の心にまつわる法制度②
【計画内容】36協定、自己保健義務、ストレスチェック制度など労働者の視点を中心に制度理解を深める。（Տ田༞ี）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
10
回

【テーマ】メンタルϔルス疾ױ
【計画内容】キャリア相談とメンタル不調は密接な関係がある。働く人が発症しやすいうつ病、不安障害、発達障害、ґ
ଘ症について学ぶ。（Տ田༞ี）

【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】職場復ؼ支援の実際
【計画内容】メンタル不調により会社を休むことになった時はキャリア形成の分ذ点となることもある。厚労省の手引
きや事例などを通して学ぶ。（Տ田༞ี）

【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
12
回

【テーマ】ストレスマネジメント①認知編
【計画内容】メンタル不調の予防・治療いずれにも必要なストレスマネジメントについて、認知の視点から学ぶ。
（Տ田༞ี）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
13
回

【テーマ】ストレスマネジメント②行動編
【計画内容】メンタル不調の予防・治療いずれにも必要なストレスマネジメントについて、行動の視点から学ぶ。授業終
了時に示す課題についてレポートを作成すること。（Տ田༞ี）

【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ、Ｇ

第
14
回

【テーマ】キャリア相談とメンタルϔルス相談①
【計画内容】事例を通して理論の活かし方、支援の在り方を学ぶ。（小ּ原ַ洋）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

第
15
回

【テーマ】キャリア相談とメンタルϔルス相談②、まとめ
【計画内容】事例を通して理論の活かし方、支援の在り方を学ぶ。（小ּ原ַ洋）
【準備学習の内容】配付資料をよく読むこと。

    Ａ

科 目 名 キャリアカウンセリング 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 小ּ原　ַ洋、Տ田　༞ี
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テキスト   授業概要ならびに課題のプリントを配付します      
参 考 書   適ٓ紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%   30%   
補 足     小レポート   平時   

質問への対応 各教員の初回講義時に具体的に説明します。
資 格［心］福祉心理士 _ 選必

そ の 他 原則として、各教員の課題を提出することで単位が認められます。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

大きく変容している現代社会において、今日の臨চ心理学がどのような背景をもって発展してきたのか、そし
て現在、どのように展開されているのかについて、基本的理解を得る。また未解決の課題をふまえ、今後、臨চ
心理学はどのように展開されていくのかについて、考察する。

到
達
目
標

⑴臨চ心理学がどのように発展してきたか、臨চ心理学の歴史を理解する。
⑵臨চ心理学の基礎理論を理解する。
⑶現代社会における問題に対して、臨চ心理学はどのようなアプローチをとるのかについて、理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】心理学から臨চ心理学はどのように発展してきたのか、臨চ心理学の形成と発展について、理解する。
（佐藤ࢸ英）
【準備学習の内容】事前にシラバスを読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】今日の社会現象と臨চ心理学（1）
【計画内容】引きこもり、ニートの社会現象を取り上げ、臨চ心理学的視点から考察する。（佐藤ࢸ英）
【準備学習の内容】今日の社会現象について、自分なりの考えをまとめておく。

Ａ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】今日の社会現象と臨চ心理学（2）
【計画内容】虐待、自ࡴ、尊厳ࢮをキーワードに取り上げ、臨চ心理学的視点から考察する。（佐藤ࢸ英）
【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】௒高ྸ社会と臨চ心理学（1）
【計画内容】高ྸ期における 20L および心理的ウェルビーイングに関する心理学の知見を紹介し、現代日本の௒高ྸ
社会の現実に照らして考察する。（෩間雅江）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】௒高ྸ社会と臨চ心理学（2）
【計画内容】今日の௒高ྸ社会における高ྸ者介護の問題に焦点をあて、介護者および要介護者の心のケアに関する心
理学の理論と実践を紹介する。現代社会に生きる人々のウェルビーイングに対して、どのように心理学の知識と応用実
践がߩ献できるかについて考察する。（෩間雅江）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】働く人のメンタルϔルスと臨চ心理学（1）
【計画内容】働く人を取り巻くメンタルϔルス上の諸問題に対する臨চ心理学的側面からの様々な取り組みについて、
主に予防策について考察を加える。（小ࡔ守孝）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】働く人のメンタルϔルスと臨চ心理学（2）
【計画内容】働く人を取り巻くメンタルϔルス上の諸問題に対する臨চ心理学的側面からの様々な取り組みについて、
実際の相談活動や職場復ؼ支援について考察を加える。（小ࡔ守孝）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】前半のまとめ
【計画内容】第1回から第7回までの講義を振り返り、現代社会における臨চ心理学のあり方を考察する。
（佐藤ࢸ英・෩間雅江・小ࡔ守孝）
【準備学習の内容】第1回から第7回講義の理解の足りないところを復習しておく。

Ａ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】少子化と臨চ心理学（1）
【計画内容】現代の少子高ྸ社会における子育ての現状や問題に関する心理学の知見を紹介し、現代社会の特徴を踏ま
えて考察する。（新川貴ل）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】少子化と臨চ心理学（2）
【計画内容】乳幼児虐待の背景となる要因についての心理学の知見を紹介し、現代社会の特徴をふまえて考察する。
（新川貴ل）
【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】現代のब職・ब労と੨年の心理（1）
【計画内容】大学生が直面するब職活動やब労について、既ଘの臨চ・੨年心理学の知見と、近年の社会状況、受講者の実
情とを照らしながら、考察を行う。（澤聡一）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】現代のब職・ब労と੨年の心理（2）
【計画内容】ब職やब労についての受講者の声を共有し、｢現代社会において働くということ｣についての考察を深め、社
会における考え方・振෣い方について議論する。（澤聡一）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】出生前診断について考える
【計画内容】଻児に障害があるかどうかを診断する出生前診断について、現状の課題や問題点をڍげながら、臨চ心理学
的視点を交えて考えていく。（飯田ত人）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】援助職者に共通する資質とは  
【計画内容】臨চ心理士や社会福祉士、教師など、対人援助業務に携わる人間に共通する資質について考えていく。
（飯田ত人）
【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】後半のまとめ
【計画内容】第9回から第14回までの講義を振り返り、現代社会における臨চ心理学のあり方を考察する。
（新川貴ل・澤聡一・飯田ত人）
【準備学習の内容】第9回から第14回講義での理解の足りないところを復習しておく。

Ａ、Ｌ

科 目 名 現代社会と臨床心理学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 新川　貴ل、飯田　ত人、෩間　雅江、小ࡔ　守孝、澤　聡一、佐藤　ࢸ英
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テキスト   資料を配付します      
参 考 書 大๥Ү夫（編著）、2005年、『社会的スキル向上を目指す対人コミュニケーション』、ナカニシϠ出版、4888489742    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 20%   50%   30%   
補 足             

質問への対応 授業終了時あるいはオフィスアワー時に直接、および、&-MaiM:mkazama@hokusho-u.ac.jp で対応します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

社会的スキルとしての対人コミュニケーションを心理学的観点から多面的に検討し、さまざまな領域の職業生
活で求められる高度なコミュニケーション能力とは何かについて考察する。これまで得た心理学の知識や日
常生活におけるಎ察をもとにディスカッションを行い、そこで示ࠦされたことについて、グループワークや
ロールプレイなどの実習を通して、体験的にコミュニケーション能力を高めていくことをめざす。

到
達
目
標

⑴他者の意図を把握し、安心と信頼を生み出す܏聴の能力を高める。
⑵対人関係を円滑にし、集団としての問題解決やパフΥーマンス向上にܨがる関係性構築能力を高める。
⑶他者と自己の྆方を尊重するアサーションの能力を高める。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】対人コミュニケーションにかかわる心理学の諸概念および理論的࿮組みを整理する。本講義のめざすところを説明する。
【準備学習の内容】シラバスをあらかじめ読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】社会的スキルとしてのコミュニケーション・スキル
【計画内容】コミュニケーション・スキルは社会的スキルのひとつである。社会的スキルの生起過程モデル、社会的スキルの要素につ
いて概説し、社会的スキルの測定の実習を行う。社会的スキルにおいて、コミュニケーション・スキルがどのように位置づけされてい
るか理解する。

【準備学習の内容】配付資料をあらかじめ読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｄ

第
3
回

【テーマ】人間関係の構築とコミュニケーション
【計画内容】意思ૄ通を促す人間関係はいかなるものであるのか、会社、学校、病院といった場面ごとに具体的に考察し、有効な実践的
コミュニケーションのあり方について検討する。

【準備学習の内容】配付資料をあらかじめ読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】コミュニケーションにおける聴くということ
【計画内容】܏聴および能動的聴き方とは何か、カウンセリングにおける聴き方について理解を深め、実践的方法を学ぶ。
【準備学習の内容】配付資料をあらかじめ読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】アサーション（1）
【計画内容】アサーションとは何か、自分自身の自己表現の特徴はいかなるものであるのか、自身のコミュニケーションについてಎ察
を深める。

【準備学習の内容】配付資料をあらかじめ読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】アサーション（2）
【計画内容】二者間における具体的な場面を想定し、アサーションのトレーニングを実践する。
【準備学習の内容】配付資料をあらかじめ読んでおくこと。

Ａ、Ｄ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】アサーション（3）
【計画内容】会議等での議論の場における問題解決をめざすアサーションの手法として、D&SC 法について学び、実習を通して修得
する。

【準備学習の内容】配付資料をあらかじめ読んでおくこと。

Ａ、Ｄ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】非言語的コミュニケーション（1）
【計画内容】非言語による伝達手段としての、視線、姿勢、表情、動作等の視覚的情報について、それらの受信と発信について実践的に
検討する。

【準備学習の内容】配付資料をあらかじめ読んでおくこと。

Ａ、Ｄ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】非言語的コミュニケーション（2）
【計画内容】非言語による伝達手段としての、対人ڑ離、服装等について、それらの受信と発信について実践的に検討する。
【準備学習の内容】配付資料をあらかじめ読んでおくこと。

Ａ、Ｄ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】非言語的コミュニケーション（3）
【計画内容】非言語による伝達手段としての、パラ言語（声の大きさ、話すスピード、話し方等）について、それらの受信と発信について
実践的に検討する。

【準備学習の内容】配付資料をあらかじめ読んでおくこと。

Ａ、Ｄ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】ҟ文化間コミュニケ ︲ ション
【計画内容】文化の違いによるコミュニケーションの違いを理解し、意思ૄ通と相互理解に向けたコミュニケーション方法について
考察する。

【準備学習の内容】配付資料をあらかじめ読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】アンガー・マネジメント（1）
【計画内容】ౖりという感情に対して適切に対処するコミュニケーションのあり方について考察する。
【準備学習の内容】配付資料をあらかじめ読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】アンガー・マネジメント（2）
【計画内容】自己のౖり感情と、他者のౖり感情にどのように対応すべきか考察する。
【準備学習の内容】配付資料をあらかじめ読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】文ࣈを介したコミュニケーション
【計画内容】メール、手紙といった文ࣈを介したコミュニケーションについて、さまざまな場面を想定し、考察する。
【準備学習の内容】配付資料をあらかじめ読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】まとめとふりかえり
【計画内容】自己実現と他者尊重の྆方を可能にするコミュニケーションのあり方について、本講義でこれまで学んだことをふまえ
て総合的に考察する。

【準備学習の内容】前回まで学んだことをふりかえり、重要点と不明点を確認しておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｇ

科 目 名 対人コミュニケーション演習 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 ෩間　雅江

テキスト   授業概要ならびに課題のプリントを配付します      
参 考 書   適ٓ紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%   30%   
補 足     小レポート   平時   

質問への対応 各教員の初回講義時に具体的に説明します。
資 格［心］福祉心理士 _ 選必

そ の 他 原則として、各教員の課題を提出することで単位が認められます。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

大きく変容している現代社会において、今日の臨চ心理学がどのような背景をもって発展してきたのか、そし
て現在、どのように展開されているのかについて、基本的理解を得る。また未解決の課題をふまえ、今後、臨চ
心理学はどのように展開されていくのかについて、考察する。

到
達
目
標

⑴臨চ心理学がどのように発展してきたか、臨চ心理学の歴史を理解する。
⑵臨চ心理学の基礎理論を理解する。
⑶現代社会における問題に対して、臨চ心理学はどのようなアプローチをとるのかについて、理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】心理学から臨চ心理学はどのように発展してきたのか、臨চ心理学の形成と発展について、理解する。
（佐藤ࢸ英）
【準備学習の内容】事前にシラバスを読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】今日の社会現象と臨চ心理学（1）
【計画内容】引きこもり、ニートの社会現象を取り上げ、臨চ心理学的視点から考察する。（佐藤ࢸ英）
【準備学習の内容】今日の社会現象について、自分なりの考えをまとめておく。

Ａ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】今日の社会現象と臨চ心理学（2）
【計画内容】虐待、自ࡴ、尊厳ࢮをキーワードに取り上げ、臨চ心理学的視点から考察する。（佐藤ࢸ英）
【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】௒高ྸ社会と臨চ心理学（1）
【計画内容】高ྸ期における 20L および心理的ウェルビーイングに関する心理学の知見を紹介し、現代日本の௒高ྸ
社会の現実に照らして考察する。（෩間雅江）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】௒高ྸ社会と臨চ心理学（2）
【計画内容】今日の௒高ྸ社会における高ྸ者介護の問題に焦点をあて、介護者および要介護者の心のケアに関する心
理学の理論と実践を紹介する。現代社会に生きる人々のウェルビーイングに対して、どのように心理学の知識と応用実
践がߩ献できるかについて考察する。（෩間雅江）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】働く人のメンタルϔルスと臨চ心理学（1）
【計画内容】働く人を取り巻くメンタルϔルス上の諸問題に対する臨চ心理学的側面からの様々な取り組みについて、
主に予防策について考察を加える。（小ࡔ守孝）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】働く人のメンタルϔルスと臨চ心理学（2）
【計画内容】働く人を取り巻くメンタルϔルス上の諸問題に対する臨চ心理学的側面からの様々な取り組みについて、
実際の相談活動や職場復ؼ支援について考察を加える。（小ࡔ守孝）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】前半のまとめ
【計画内容】第1回から第7回までの講義を振り返り、現代社会における臨চ心理学のあり方を考察する。
（佐藤ࢸ英・෩間雅江・小ࡔ守孝）
【準備学習の内容】第1回から第7回講義の理解の足りないところを復習しておく。

Ａ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】少子化と臨চ心理学（1）
【計画内容】現代の少子高ྸ社会における子育ての現状や問題に関する心理学の知見を紹介し、現代社会の特徴を踏ま
えて考察する。（新川貴ل）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】少子化と臨চ心理学（2）
【計画内容】乳幼児虐待の背景となる要因についての心理学の知見を紹介し、現代社会の特徴をふまえて考察する。
（新川貴ل）
【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】現代のब職・ब労と੨年の心理（1）
【計画内容】大学生が直面するब職活動やब労について、既ଘの臨চ・੨年心理学の知見と、近年の社会状況、受講者の実
情とを照らしながら、考察を行う。（澤聡一）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】現代のब職・ब労と੨年の心理（2）
【計画内容】ब職やब労についての受講者の声を共有し、｢現代社会において働くということ｣についての考察を深め、社
会における考え方・振෣い方について議論する。（澤聡一）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】出生前診断について考える
【計画内容】଻児に障害があるかどうかを診断する出生前診断について、現状の課題や問題点をڍげながら、臨চ心理学
的視点を交えて考えていく。（飯田ত人）

【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】援助職者に共通する資質とは  
【計画内容】臨চ心理士や社会福祉士、教師など、対人援助業務に携わる人間に共通する資質について考えていく。
（飯田ত人）
【準備学習の内容】プリントにある学習課題を行っておく。

Ａ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】後半のまとめ
【計画内容】第9回から第14回までの講義を振り返り、現代社会における臨চ心理学のあり方を考察する。
（新川貴ل・澤聡一・飯田ত人）
【準備学習の内容】第9回から第14回講義での理解の足りないところを復習しておく。

Ａ、Ｌ

科 目 名 現代社会と臨床心理学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 新川　貴ل、飯田　ত人、෩間　雅江、小ࡔ　守孝、澤　聡一、佐藤　ࢸ英
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心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   毎回、講義資料を配付する。      
参 考 書   必要に応じて紹介する。      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 70%       30%   
補 足             

質問への対応 &-MaiM：iUo@hokusei.ac.jp

資 格   ［心］ਫ਼神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必、社会福祉主事 _ 選必
［健］社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他 ・本科目は社会福祉士・ਫ਼神保健福祉士国家試験指定科目である。
・社会経済情勢や福祉政策・社会保障の動向に関するマスコミ報道に関心を持つことがਪ঑される。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

少子高ྸ化と人口ݮ少が進む日本では、社会的解決を必要とする多くの課題がଘ在している。例えば、介護問
題、ශࠔ・経済的格差の広まり、社会的孤立の૿加、地域のർฐ、そしてこれらに起因するক来不安と閉࠹感の深
化である。このような状況を踏まえると、現代において社会福祉が果たす役割はますます重要となってきてࠁ
おり、社会福祉の支援対象も広がりをみせている。一方で、既ଘの支援࿮組みでは十分に対応できない / まだ
はじまったばかりの支援があることも現実である。
以上より、本科目では、社会福祉の理念・原理・఩学に加え、現代社会の変化・動向と福祉政策の関係、そしてそれ
に関わる主体（アクター）間の役割分担、社会福祉や福祉政策の課題などについて取り上げる。

到
達
目
標

⑴現代社会における福祉制度の意義や理念、福祉政策との関係について理解する。
⑵福祉の原理をめぐる理論と఩学について理解する。
⑶福祉政策の構成要素（政府、市場、家଒、個人等）について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】社会の変化と福祉①
【計画内容】伝統社会から近代社会へのҠ行、福祉国家の成立について学ぶ。
【準備学習の内容】近代社会・福祉国家について可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
2
回

【テーマ】社会の変化と福祉②
【計画内容】福祉国家の変容、現代社会の変化と福祉、福祉政策の課題について学ぶ。
【準備学習の内容】福祉政策における今日的課題とされる事項について可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
3
回

【テーマ】福祉と福祉政策①
【計画内容】社会福祉の概念とൣғについて歴史的展開と今日的動向について学ぶ。
【準備学習の内容】社会福祉の概念・用法について可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
4
回

【テーマ】福祉と福祉政策②
【計画内容】福祉政策の特徴と社会福祉士の役割・機能について学ぶ。
【準備学習の内容】社会福祉士及び介護福祉士法の内容について確認しておく。

Ａ

第
5
回

【テーマ】福祉の思想と఩学①
【計画内容】福祉の思想・఩学、市場の論理と倫理について学ぶ。
【準備学習の内容】福祉の思想に関わる人ݖについて可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
6
回

【テーマ】福祉の思想と఩学②
【計画内容】福祉の理論的基礎としてのロールズの正義論とセンのજ在能力論について学ぶ。
【準備学習の内容】ロールズとセンの主ுについて可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
7
回

【テーマ】社会政策と福祉政策
【計画内容】社会政策と福祉政策の概念・ൣ ғと྆者の関係について学ぶ。
【準備学習の内容】社会政策と福祉政策のൣғ・用法について可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
8
回

【テーマ】福祉政策の発展過程①
【計画内容】近代化と福祉政策の関係・展開について学ぶ。
【準備学習の内容】近代化・࢈業化の特徴について可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
9
回

【テーマ】福祉政策の発展過程②
【計画内容】ઓ後から高度経済成長期における福祉政策について学ぶ。
【準備学習の内容】ઓ後復興と高度経済成長期における日本の社会経済について可能なൣғで調べ学習をし
ておく。

Ａ

第
10
回

【テーマ】少子高ྸ化・人口ݮ少時代における福祉政策①
【計画内容】1970年代～1980年代における福祉政策の展開と特徴について学ぶ。
【準備学習の内容】オイルショック・行政改ֵについて可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
11
回

【テーマ】少子高ྸ化・人口ݮ少時代における福祉政策②
【計画内容】1990年代における福祉政策の展開と特徴について学ぶ。
【準備学習の内容】バブル経済の่յ、ࣦ われた10年について可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
12
回

【テーマ】少子高ྸ化・人口ݮ少時代における福祉政策③
【計画内容】2000年代における福祉政策の展開と特徴について学ぶ。
【準備学習の内容】社会福祉基礎構造改ֵ、社会福祉法の成立、ܖ໿制度について可能なൣғで調べ学習をし
ておく。

Ａ

第
13
回

【テーマ】福祉政策と政治
【計画内容】福祉政策と政治・社会の関係について学ぶ。
【準備学習の内容】日本の政治制度や地域・家଒・社会変化の動向について可能なൣғで調べ学習をしてお
く。

Ａ

第
14
回

【テーマ】福祉政策と経済
【計画内容】福祉政策と経済の関係について学ぶ。
【準備学習の内容】今日の政府による経済政策（アベノミクス等）について可能なൣғで調べ学習をしてお
く。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】本科目のまとめを行う。
【準備学習の内容】14回までの内容を復習しておく。

Ａ

科 目 名 現代社会と福祉Ⅰ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 伊藤　新一࿠
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テキスト   毎回、講義資料を配付する。      
参 考 書   必要に応じて紹介する。      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 70%       30%   
補 足             

質問への対応 &-MaiM：iUo@hokusei.ac.jp

資 格   ［心］ਫ਼神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必、社会福祉主事 _ 選必
［健］社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他 ・本科目は社会福祉士・ਫ਼神保健福祉士国家試験指定科目である。
・福祉政策・社会保障などに関係する新聞・57 などのマスコミ報道に関心を持つことがਪ঑される。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

少子高ྸ化と人口ݮ少が進む日本では、社会的解決を必要とする多くの課題がଘ在している。例えば、介護問
題、ශࠔ・経済的格差の広まり、社会的孤立の૿加、地域のർฐ、そしてこれらに起因するক来不安と閉࠹感の深
化である。このような状況を踏まえると、現代において社会福祉が果たす役割はますます重要となってきてࠁ
おり、社会福祉の支援対象も広がりをみせている。一方で、既ଘの支援࿮組みでは十分に対応できない / まだ
はじまったばかりの支援があることも現実である。
以上より、本科目では、福祉政策における必要（ニーズ）や関連領域との関係や動向、実際の相談援助における原
理・原則、先進諸国の福祉政策の展開、現在の日本における福祉政策理念のポイントと今後の課題などについて
取り上げる。

到
達
目
標

⑴福祉政策におけるニーズと資ݯについて理解する。
⑵福祉政策と関連政策（教育政策、住୐政策、労働政策を含む）の関係について理解する。
⑶相談援助活動と福祉政策との関係について理解する。
⑷福祉政策の国際的動向と課題について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】福祉政策における必要と資ݯ
【計画内容】必要（ニーズ）概念と資ݯについて学ぶ。
【準備学習の内容】必要（ニーズ）概念について他科目で学習した内容を復習しておく。

Ａ

第
2
回

【テーマ】福祉政策の理念・主体・手法
【計画内容】福祉政策の理念、資ݯ配分システム、政策決定と評価について学ぶ。
【準備学習の内容】福祉政策の理念の基礎となる社会福祉における価値について可能なൣғで調べ学習をし
ておく。

Ａ

第
3
回

【テーマ】福祉政策と関連領域①
【計画内容】福祉政策とݖ利༴護、保健医療、所得保障の関係について学ぶ。
【準備学習の内容】関連する社会福祉士指定科目の内容を復習しておく。

Ａ

第
4
回

【テーマ】福祉政策と関連領域②
【計画内容】福祉政策とޏ用、教育、住୐、ࡂ害支援の関係について学ぶ。
【準備学習の内容】関連する社会福祉士指定科目の内容を復習しておく。

Ａ

第
5
回

【テーマ】社会福祉制度の体系①
【計画内容】社会福祉制度の仕組みとと構造について学ぶ。
【準備学習の内容】関連する社会福祉士指定科目の内容を復習しておく。

Ａ

第
6
回

【テーマ】社会福祉制度の体系②
【計画内容】社会福祉制度と福祉サービスの関係・現状・課題について学ぶ。
【準備学習の内容】関連する社会福祉士指定科目の内容を復習しておく。

Ａ

第
7
回

【テーマ】福祉サービスの提供①
【計画内容】福祉サービスの提供・利用方式（措置・高 ・ྸ障害・保育など）について学ぶ。
【準備学習の内容】関係する社会福祉士指定科目の内容を復習しておく。

Ａ

第
8
回

【テーマ】福祉サービスの提供②
【計画内容】福祉サービスの提供における運営管理部門の役割について学ぶ。
【準備学習の内容】関係する社会福祉士指定科目の内容を復習しておく。

Ａ

第
9
回

【テーマ】福祉サービスと相談援助①
【計画内容】相談援助の原理・原則・方法について学ぶ。
【準備学習の内容】関係する社会福祉士指定科目の内容を復習しておく。

Ａ

第
10
回

【テーマ】福祉サービスと相談援助②
【計画内容】相談援助と地域福祉の関係と今日的展開について学ぶ。
【準備学習の内容】関係する社会福祉士指定科目の内容を復習しておく。

Ａ

第
11
回

【テーマ】福祉政策の国際比較①
【計画内容】北ถと西Ԥ・北Ԥの福祉政策について学ぶ。
【準備学習の内容】アメリカ・イギリス・スウェーデンなどの先進諸国の福祉について可能なൣғで調べ学習
をしておく。

Ａ

第
12
回

【テーマ】福祉政策の国際比較②
【計画内容】東アジア諸国の福祉政策について学ぶ。
【準備学習の内容】ؖ国・中国・台࿷の福祉について可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
13
回

【テーマ】福祉政策の課題と展望①
【計画内容】新たな社会的リスクへ対応する福祉政策のあり方について学ぶ。
【準備学習の内容】人間のライフサイクル・ライフコースとయ型的な生活課題について可能なൣғで調べ学
習をしておく。

Ａ

第
14
回

【テーマ】福祉政策の課題と展望②
【計画内容】福祉政策の今日的理念である地域共生社会、地域แׅケアやแ摂型福祉政策について学ぶ。
【準備学習の内容】地域共生社会、地域แׅケアについて可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】本科目のまとめを行う。
【準備学習の内容】14回目までの内容を復習しておく。

Ａ

科 目 名 現代社会と福祉Ⅱ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 伊藤　新一࿠

テキスト   毎回、講義資料を配付する。      
参 考 書   必要に応じて紹介する。      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 70%       30%   
補 足             

質問への対応 &-MaiM：iUo@hokusei.ac.jp

資 格   ［心］ਫ਼神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必、社会福祉主事 _ 選必
［健］社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他 ・本科目は社会福祉士・ਫ਼神保健福祉士国家試験指定科目である。
・社会経済情勢や福祉政策・社会保障の動向に関するマスコミ報道に関心を持つことがਪ঑される。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

少子高ྸ化と人口ݮ少が進む日本では、社会的解決を必要とする多くの課題がଘ在している。例えば、介護問
題、ශࠔ・経済的格差の広まり、社会的孤立の૿加、地域のർฐ、そしてこれらに起因するক来不安と閉࠹感の深
化である。このような状況を踏まえると、現代において社会福祉が果たす役割はますます重要となってきてࠁ
おり、社会福祉の支援対象も広がりをみせている。一方で、既ଘの支援࿮組みでは十分に対応できない / まだ
はじまったばかりの支援があることも現実である。
以上より、本科目では、社会福祉の理念・原理・఩学に加え、現代社会の変化・動向と福祉政策の関係、そしてそれ
に関わる主体（アクター）間の役割分担、社会福祉や福祉政策の課題などについて取り上げる。

到
達
目
標

⑴現代社会における福祉制度の意義や理念、福祉政策との関係について理解する。
⑵福祉の原理をめぐる理論と఩学について理解する。
⑶福祉政策の構成要素（政府、市場、家଒、個人等）について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】社会の変化と福祉①
【計画内容】伝統社会から近代社会へのҠ行、福祉国家の成立について学ぶ。
【準備学習の内容】近代社会・福祉国家について可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
2
回

【テーマ】社会の変化と福祉②
【計画内容】福祉国家の変容、現代社会の変化と福祉、福祉政策の課題について学ぶ。
【準備学習の内容】福祉政策における今日的課題とされる事項について可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
3
回

【テーマ】福祉と福祉政策①
【計画内容】社会福祉の概念とൣғについて歴史的展開と今日的動向について学ぶ。
【準備学習の内容】社会福祉の概念・用法について可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
4
回

【テーマ】福祉と福祉政策②
【計画内容】福祉政策の特徴と社会福祉士の役割・機能について学ぶ。
【準備学習の内容】社会福祉士及び介護福祉士法の内容について確認しておく。

Ａ

第
5
回

【テーマ】福祉の思想と఩学①
【計画内容】福祉の思想・఩学、市場の論理と倫理について学ぶ。
【準備学習の内容】福祉の思想に関わる人ݖについて可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
6
回

【テーマ】福祉の思想と఩学②
【計画内容】福祉の理論的基礎としてのロールズの正義論とセンのજ在能力論について学ぶ。
【準備学習の内容】ロールズとセンの主ுについて可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
7
回

【テーマ】社会政策と福祉政策
【計画内容】社会政策と福祉政策の概念・ൣ ғと྆者の関係について学ぶ。
【準備学習の内容】社会政策と福祉政策のൣғ・用法について可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
8
回

【テーマ】福祉政策の発展過程①
【計画内容】近代化と福祉政策の関係・展開について学ぶ。
【準備学習の内容】近代化・࢈業化の特徴について可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
9
回

【テーマ】福祉政策の発展過程②
【計画内容】ઓ後から高度経済成長期における福祉政策について学ぶ。
【準備学習の内容】ઓ後復興と高度経済成長期における日本の社会経済について可能なൣғで調べ学習をし
ておく。

Ａ

第
10
回

【テーマ】少子高ྸ化・人口ݮ少時代における福祉政策①
【計画内容】1970年代～1980年代における福祉政策の展開と特徴について学ぶ。
【準備学習の内容】オイルショック・行政改ֵについて可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
11
回

【テーマ】少子高ྸ化・人口ݮ少時代における福祉政策②
【計画内容】1990年代における福祉政策の展開と特徴について学ぶ。
【準備学習の内容】バブル経済の่յ、ࣦ われた10年について可能なൣғで調べ学習をしておく。

Ａ

第
12
回

【テーマ】少子高ྸ化・人口ݮ少時代における福祉政策③
【計画内容】2000年代における福祉政策の展開と特徴について学ぶ。
【準備学習の内容】社会福祉基礎構造改ֵ、社会福祉法の成立、ܖ໿制度について可能なൣғで調べ学習をし
ておく。

Ａ

第
13
回

【テーマ】福祉政策と政治
【計画内容】福祉政策と政治・社会の関係について学ぶ。
【準備学習の内容】日本の政治制度や地域・家଒・社会変化の動向について可能なൣғで調べ学習をしてお
く。

Ａ

第
14
回

【テーマ】福祉政策と経済
【計画内容】福祉政策と経済の関係について学ぶ。
【準備学習の内容】今日の政府による経済政策（アベノミクス等）について可能なൣғで調べ学習をしてお
く。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】本科目のまとめを行う。
【準備学習の内容】14回までの内容を復習しておく。

Ａ

科 目 名 現代社会と福祉Ⅰ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 伊藤　新一࿠
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テキスト   毎回、講義資料を配付する。      
参 考 書   必要に応じて紹介する。      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 70%       30%   
補 足             

質問への対応 &-MaiM:iUo@hokusei.ac.jp

資 格   ［心］ਫ਼神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必、社会福祉主事 _ 選必
［健］社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他 新聞やニュース等で本科目に関するテーマに関心を持つこと。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

今日の社会福祉の動向をみるとき、そのテーマの1つとして｢地方分ݖ｣があげられる。｢人材・財ݖ・ݯ限｣等を国
から地方へҠし、地方主ݖの下での分ݖ型社会の必要性やそれへのҠ行がᨳわれて久しいが、現実には様々な
課題がଘ在する。国と地方の役割と責任をどのように設定するか、最適なあり方を巡って議論が積み重ねられ
ている。今後の展望のためには、現状から課題をਫ਼査し、その解決策が考えられなくてはならない。いま1つの
テーマは、｢理念の明確化とその実現に向けた具体的計画の਱行｣である。国と地方自治体においては、様々な
福祉計画が策定されているが、それらの関係性や整合性、実施状況や評価について課題を明らかにすることが
求められている。
以上の内容を踏まえ、本科目では今日の日本における福祉行財政のシステムと福祉計画の動向について、国と
地方の役割分担のあり方という視点から現状と今後の課題及び展望について考える。

到
達
目
標

⑴ 福祉の行財の実施体制（国・౎道府ݝ・市ொ村の役割、国と地方の関係、財ݯ、組織および団体、専門職の役割
等）について理解し説明できる。

⑵福祉行財政の実際について理解し説明できる。
⑶福祉計画の意義や目的、主体、方法、留意点について理解し説明できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】イントロダクション
【計画内容】講義の内容、展開方法、最近の福祉行財政・福祉計画に関する動向等について説明する。
【準備学習の内容】シラバスを確認しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】福祉行財政と福祉計画①
【計画内容】福祉概念と制度の関係について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】福祉行財政と福祉計画②
【計画内容】福祉の法制度の展開、福祉計画の概要について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】福祉行政①
【計画内容】行政のࠎ格、社会福祉と法制度、福祉行政の組織について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】福祉行政②
【計画内容】社会福祉基礎構造改ֵについて学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】福祉財政
【計画内容】社会福祉と財政の関係、国と地方における関係費用の動向、ຽ間社会福祉事業、利用者ෛ担について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】福祉行政の組織・団体と専門職の役割①
【計画内容】相談過程、相談体制、専門諸機関について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】福祉行政の組織・団体と専門職の役割②
【計画内容】地域の相談システム、専門職について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】福祉計画の目的と意義
【計画内容】福祉計画の目的・意義、計画化へのプロセス、福祉実践との関係について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】福祉計画の理論と技法①
【計画内容】福祉計画の基本的視点、プロセス、留意点について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】福祉計画の理論と技法②
【計画内容】福祉計画におけるニーズ把握、評価、住ຽ参加について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】福祉計画の実際①
【計画内容】福祉計画に対する事例研究の視点、࿝人福祉計画、介護保ݥ事業計画について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】福祉計画の実際②
【計画内容】障害者計画、障害福祉計画、次世代育成支援行動計画について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】福祉計画の実際③
【計画内容】地域福祉計画について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】福祉行財政と福祉計画の課題と展望についてまとめる。
【準備学習の内容】テキストやノートで講義内容を振り返っておくこと。

Ａ

科 目 名 社会福祉行政 ･福祉計画論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 伊藤　新一࿠
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科

学
科
専
門
科
目

テキスト ਫ਼神保健福祉士養成セミナー編集委員会、2017年、『ਫ਼神保健福祉の制度・サービスと生活支援システムʪ第6版ʫ』、へるす出版、9784892699092    
参 考 書 ਫ਼神保健医療福祉ന書編集委員会、2016年、『ਫ਼神保健医療福祉ന書2017』、中ԝ法規出版、9784805854242    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%       50%   

補 足 持ち込み不可       
リアクションペーパー、

教員の質問への
レスポンス等

  

質問への対応 リアクションペーパーでも受け付けますが、講義内での積極的な質疑、対面式による質疑を期待します。
資 格［心］ਫ਼神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必

そ の 他 ਫ਼神保健福祉士受験資格取得のための、他の指定科目（講義系科目ほか「ਫ਼神保健福祉援助実習」および「ਫ਼神保健福
祉援助実習指導」）を履修していることが望ましい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

｢ਫ਼神保健福祉学Ⅰ・Ⅱ｣（2年次開講）において、ਫ਼神保健福祉実践に必要な視点、技術、知識について学んだとこ
ろであるが、本科目では、ਫ਼神保健福祉援助実習において、制度・政策・その他社会的サービスの活用に৮れたこ
とを前提として、ਫ਼神障害者の生活支援の意義と特徴について再確認を行う。また、めまぐるしく変化するਫ਼
神保健福祉関連制度、施策等（ډ住支援やब労支援等）の改正などの最新動向を理解することを目的におく。

到
達
目
標

⑴ਫ਼神障害者の人ݖについて、担当事例や実際の相談援助活動から検討、理解できる。
⑵ਫ਼神保健福祉士の理念、意義、対象をより具体的に理解できる。
⑶ਫ਼神保健福祉援助において必要とされる知識、技術を具体的、実際的に理解できる。
⑷ਫ਼神保健福祉施策・制度の具体的活用方法を理解し、制度改正の要点を把握する。
⑸市ொ村および行政機関における相談援助の概要及び実際を理解する。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ਫ਼神障害者の概念と処۰について
【計画内容】ਫ਼神障害者の概念の考察および歴史の概観。（今井ത康）
【準備学習の内容】テキスト該当部分（第1ষⅠなど）を確認をしておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】生活の実態
【計画内容】ਫ਼神保健福祉援助実習機関を利用するਫ਼神障害者の理解。（今井ത康）
【準備学習の内容】テキスト該当部分（第4ষⅠなど）を確認をしておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】ਫ਼神障害者の生活と人（1）ݖ
【計画内容】ਫ਼神科医療機関（病院・診療所）設立の法的根拠及びそこで活用される法制度。（今井ത康）
【準備学習の内容】テキスト該当部分（第1ষⅠなど）を確認をしておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】ਫ਼神障害者の生活と人（2）ݖ
【計画内容】障害福祉サービス機関設立の法的根拠及びそこで活用される法制度。（今井ത康）
【準備学習の内容】テキスト該当部分（第1ষⅡ、第4ষᶚなど）を確認をしておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】ਫ਼神保健福祉士の理念と意義（1）ਫ਼神保健福祉士の専門性と倫理
【計画内容】（社）日本ਫ਼神保健福祉士協会倫理ߝ領をඥ解きつつ、その実践への応用を学ぶ。（寺田߳）
【準備学習の内容】（社）日本ਫ਼神保健福祉士協会倫理ߝ領を確認しておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】ਫ਼神保健福祉士の理念と意義（2）ਫ਼神保健福祉士の人ݖ༴護
【計画内容】ਫ਼神医療の利用及び地域社会生活における人ݖ保障とその༴護への関与を学ぶ。（寺田߳）
【準備学習の内容】テキスト該当部分（第1ষなど）を確認をしておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】ਫ਼神障害者のډ住支援（1）
【計画内容】住ډ支援制度の概要。（橋本٠次࿠）
【準備学習の内容】テキスト該当部分（第4ষⅡなど）を確認をしておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】ਫ਼神障害者のډ住支援（2）
【計画内容】関係する組織および専門職の役割と連携。（橋本٠次࿠）
【準備学習の内容】テキスト該当部分（第4ষⅡなど）を確認をしておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】ਫ਼神障害者のډ住支援（3）
【計画内容】住ډ支援の実際。（橋本٠次࿠）
【準備学習の内容】第7回、第8回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】ਫ਼神障害者のब労支援（1）
【計画内容】ब労支援制度の概要。（橋本٠次࿠）
【準備学習の内容】テキスト該当部分（第4ষⅢなど）を確認をしておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】ਫ਼神障害者のब労支援（2）
【計画内容】関係する組織および専門職の役割と連携。（橋本٠次࿠）
【準備学習の内容】テキスト該当部分（第4ষⅢなど）を確認をしておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】ਫ਼神障害者のब労支援（3）
【計画内容】ब労支援の実際。（橋本٠次࿠）
【準備学習の内容】第10回、第11回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】ਫ਼神障害者の生活支援
【計画内容】行政組織、関連施策・制度（医療保ݥ、所得保障、੫制等）。（寺田߳）
【準備学習の内容】テキスト該当部分（第1ষⅢ、第3ষなど）を確認をしておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】ਫ਼神障害者の処۰についての考察
【計画内容】医療観察法と更生保護制度への考察。（今井ത康）
【準備学習の内容】テキスト該当部分（第2ষなど）を確認をしておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】ਫ਼神保健福祉士の展望（まとめ）
【計画内容】現代社会、地域社会のਫ਼神保健福祉領域における役割および職域の֦大理解。（全教員）
【準備学習の内容】実習で経験したਫ਼神保健福祉士の業務内容、実習場面において必要と感じられた技術・知識につい
て、これまでの講義内容を踏まえ、整理しておくこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

科 目 名 精神保健福祉学Ⅲ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 橋本　٠次࿠、今井　ത康、寺田　߳

テキスト   毎回、講義資料を配付する。      
参 考 書   必要に応じて紹介する。      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 70%       30%   
補 足             

質問への対応 &-MaiM:iUo@hokusei.ac.jp

資 格   ［心］ਫ਼神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必、社会福祉主事 _ 選必
［健］社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他 新聞やニュース等で本科目に関するテーマに関心を持つこと。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

今日の社会福祉の動向をみるとき、そのテーマの1つとして｢地方分ݖ｣があげられる。｢人材・財ݖ・ݯ限｣等を国
から地方へҠし、地方主ݖの下での分ݖ型社会の必要性やそれへのҠ行がᨳわれて久しいが、現実には様々な
課題がଘ在する。国と地方の役割と責任をどのように設定するか、最適なあり方を巡って議論が積み重ねられ
ている。今後の展望のためには、現状から課題をਫ਼査し、その解決策が考えられなくてはならない。いま1つの
テーマは、｢理念の明確化とその実現に向けた具体的計画の਱行｣である。国と地方自治体においては、様々な
福祉計画が策定されているが、それらの関係性や整合性、実施状況や評価について課題を明らかにすることが
求められている。
以上の内容を踏まえ、本科目では今日の日本における福祉行財政のシステムと福祉計画の動向について、国と
地方の役割分担のあり方という視点から現状と今後の課題及び展望について考える。

到
達
目
標

⑴ 福祉の行財の実施体制（国・౎道府ݝ・市ொ村の役割、国と地方の関係、財ݯ、組織および団体、専門職の役割
等）について理解し説明できる。

⑵福祉行財政の実際について理解し説明できる。
⑶福祉計画の意義や目的、主体、方法、留意点について理解し説明できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】イントロダクション
【計画内容】講義の内容、展開方法、最近の福祉行財政・福祉計画に関する動向等について説明する。
【準備学習の内容】シラバスを確認しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】福祉行財政と福祉計画①
【計画内容】福祉概念と制度の関係について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】福祉行財政と福祉計画②
【計画内容】福祉の法制度の展開、福祉計画の概要について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】福祉行政①
【計画内容】行政のࠎ格、社会福祉と法制度、福祉行政の組織について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】福祉行政②
【計画内容】社会福祉基礎構造改ֵについて学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】福祉財政
【計画内容】社会福祉と財政の関係、国と地方における関係費用の動向、ຽ間社会福祉事業、利用者ෛ担について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】福祉行政の組織・団体と専門職の役割①
【計画内容】相談過程、相談体制、専門諸機関について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】福祉行政の組織・団体と専門職の役割②
【計画内容】地域の相談システム、専門職について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】福祉計画の目的と意義
【計画内容】福祉計画の目的・意義、計画化へのプロセス、福祉実践との関係について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】福祉計画の理論と技法①
【計画内容】福祉計画の基本的視点、プロセス、留意点について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】福祉計画の理論と技法②
【計画内容】福祉計画におけるニーズ把握、評価、住ຽ参加について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】福祉計画の実際①
【計画内容】福祉計画に対する事例研究の視点、࿝人福祉計画、介護保ݥ事業計画について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】福祉計画の実際②
【計画内容】障害者計画、障害福祉計画、次世代育成支援行動計画について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】福祉計画の実際③
【計画内容】地域福祉計画について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの該当箇所に目を通しておくこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】福祉行財政と福祉計画の課題と展望についてまとめる。
【準備学習の内容】テキストやノートで講義内容を振り返っておくこと。

Ａ

科 目 名 社会福祉行政 ･福祉計画論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 伊藤　新一࿠
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グ
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   教員作成のレジュメを配付します      

参 考 書 新版・ਫ਼神保健福祉士養成セミナー編集委員会、2017年、『改訂新版・ਫ਼神保健福祉士養成セミナー7 ｢ਫ਼神保健福祉
援助演習［基礎］［専門］」』、へるす出版、9784892698378    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足             

質問への対応 積極的な質疑、対面式による質疑を期待します。
資 格［心］ਫ਼神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必

そ の 他 本教科を履修登録していない者は、｢ਫ਼神保健福祉援助実習指導｣、｢ਫ਼神保健福祉援助実習｣を履修出来ない。
提出物及び出席を重視するので、積極的な参加が求められる。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

ਫ਼神障害者及びその家଒のより具体的な生活課題、多重生活問題への対処、さらには地域生活の保持と発展、地
域社会にଘ在する諸問題の発見と対応について、ਫ਼神保健福祉士に求められる価値を基盤としつつ、どのよう
な知識・技術を用いて解決を求めていくかを総合的に理解する。また実習後の本演習の展開においては、実習
体験も加味した具体的なイメージ形成、ならびにスーパービジョンの要素を࠾用した展開により、実践的なਫ਼
神保健福祉士の養成にあたる。

到
達
目
標

⑴専門職としての価値・技能・知識を自覚的に用いることができる。
⑵援助者としての自己への気づきを能動的に行うことができる。
⑶課題発見から情報収集を経て、アセスメントまでできる。
⑷習得した技能を意識的に用いることができる。
⑸相談援助の一連の経過とแׅ的支援について、事例から具体的に検討することができる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】諸用語の理解と解説
【計画内容】すでに展開されている、｢ਫ਼神保健福祉援助技術各論｣、｢ਫ਼神保健福祉援助実習指導｣との連動を視野に入れ、実践上で用いられ
る諸用語、ならびに制度の基本的理解度を確認する。

【準備学習の内容】シラバス内容をあらかじめ確認しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
2
回

【テーマ】総合的かつแׅ的な相談援助とは
【計画内容】エコシステム理論、ライフモデル、近年注目されるナラティブモデルなどをテーマにして事例をどのように読み解くか、またそ
の視点をどう育てていくかについて解説する。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】事例検討法（1）
【計画内容】事例検討、事例研究、ならびに症例検討の違いについてあらかじめ文献等により各自が調べ、発表と解説を通じて共通理解を得
る。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】事例検討法（2）
【計画内容】事例検討、事例研究、ならびに症例検討の違いについてあらかじめ文献等により各自が調べ、発表と解説を通じて共通理解を得
る。また、各事例における経過性（インテーク面接から終結）を重視することを教示する。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】事例検討（1）
【計画内容】ୀ院支援あるいは地域Ҡ行支援事例を提供し、グループごとに事例検討法に基づいてディスカッションを行う。不明点等は教員
に確認しつつ、プレゼンテーションの用意も行う。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】事例（1）プレゼンテーション
【計画内容】グループごとにプレゼンテーションを行い、各グループの共通点と相違点を確認する。新たな視点があれば次回以߱の参考にす
る。最後に教員が総ׅする。

【準備学習の内容】事前に示すプレゼンテーション内容について整理しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】事例検討（2）
【計画内容】地域生活支援事例を提供し、グループごとに事例検討法に基づいてディスカッションを行う。不明点等は教員に確認しつつ、プ
レゼンテーションの用意も行う。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】事例（2）プレゼンテーション
【計画内容】グループごとにプレゼンテーションを行い、各グループの共通点と相違点を確認する。新たな視点があれば次回以߱の参考にす
る。最後に教員が総ׅする。

【準備学習の内容】事前に示すプレゼンテーション内容について整理しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】事例検討（3）
【計画内容】ޏ用・ब労支援事例を提供し、グループごとに事例検討法に基づいてディスカッションを行う。不明点等は教員に確認しつつ、プ
レゼンテーションの用意も行う。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】事例（3）プレゼンテーション
【計画内容】グループごとにプレゼンテーションを行い、各グループの共通点と相違点を確認する。新たな視点があれば次回以߱の参考にす
る。最後に教員が総ׅする。

【準備学習の内容】事前に示すプレゼンテーション内容について整理しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】事例（4）
【計画内容】ශࠔ、௿所得、あるいはϗームレス状態にあるਫ਼神障害者事例を提供し、グループごとに事例検討法に基づいてディスカッショ
ンを行う。不明点等は教員に確認しつつ、プレゼンテーションの用意も行う。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】事例（4）プレゼンテーション
【計画内容】グループごとにプレゼンテーションを行い、各グループの共通点と相違点を確認する。௿所得問題やϗームレスがਫ਼神障害者特
有の課題ではなく、今日のޏ用形態や国ຽ生活の不安定さと密接に関連する課題であることをซせて理解する。

【準備学習の内容】事前に示すプレゼンテーション内容について整理しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】事例（5）
【計画内容】他職種連携（チームアプローチ）事例を提供し、グループごとに事例検討法に基づいてディスカッションを行う。不明点等は教員
に確認しつつ、プレゼンテーションの用意も行う。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】事例（5）プレゼンテーション
【計画内容】グループごとにプレゼンテーションを行い、各グループの共通点と相違点を確認する。また、本事例に限らずチームによるアプ
ローチはさまざまな形で行われていることの理解を深める。

【準備学習の内容】事前に示すプレゼンテーション内容について整理しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】事例（6）
【計画内容】ピア・サポート、セルフϔルプグループ等に関する事例を紹介する。特に当事者同士のもつ力、｢仲間｣の力、などに着目するとと
もに当事者とਫ਼神保健福祉士との関係性について検討する。また、実習直前であることから、第1回授業内容について復習を促す。

【準備学習の内容】第5回～第14回までの授業内容について復習しておくこと。

Ａ、Ｈ

科 目 名 精神保健福祉援助演習Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 今井　ത康、ඌ形　多Ղ士
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テキスト   教員作成のレジュメを配付します      

参 考 書 ਫ਼神保健福祉士養成セミナー編集委員会、2017年、『ਫ਼神保健福祉士養成セミナー7 ｢ਫ਼神保健福祉援助演習［基礎］
［専門］」 ʻ第6版ʼ』、へるす出版、9784892699108    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   30% 40%

補 足         グループワーク
への参加状況 演習の取組

質問への対応 積極的な質疑、対面式による質疑を期待します。
資 格［心］ਫ਼神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必

そ の 他 ｢ਫ਼神保健福祉援助実習指導｣、｢ਫ਼神保健福祉援助実習｣の履修をする必要がある。
提出物及び出席を重視するので、積極的な参加が求められる。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は｢ਫ਼神保健福祉援助実習｣を終えていることを前提に展開する。
実習でのスーパービジョン経験、学びを加味し、ਫ਼神障害者及びその家଒のより具体的な生活課題、多重生活問
題への対処、さらには地域生活の保持と発展、地域社会にଘ在する諸問題の発見と対応について、どのような知
識・技術を用いてਫ਼神保健福祉士は支援するのか、実践的な検討ができることを目的とする。

到
達
目
標

⑴専門職としての価値・技能・知識を自覚的に用いることができる。
⑵援助者としての自己への気づきを能動的に行うことができる。
⑶課題発見から情報収集を経て、アセスメントまでできる。
⑷習得した技能を意識的に用いることができる。
⑸相談援助の一連の経過とแׅ的支援について、事例から具体的に検討することができる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ਫ਼神保健福祉援助実習における経験（1）
【計画内容】「ਫ਼神保健福祉援助演習Ⅱ」で実施した内容と実習における経験の相違点、共通点について各自の意見を述べる。
【準備学習の内容】実習日誌等から実習内容について振り返っておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】ਫ਼神保健福祉援助実習における経験（2）
【計画内容】「ਫ਼神保健福祉援助演習Ⅱ」で実施した内容と実習における経験の相違点、共通点について各自の意見を述べる。いわゆ
る座学と実践経験における同ҟ点、ソーシャルワーク理論の必要性に関する復習とまとめを行う。

【準備学習の内容】実習日誌等から実習内容について振り返っておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】実習でのかかわり事例の検討とスーパービジョン（1）
【計画内容】実習において個別に関与した方たちとのかかわりを事例化し、その経過とアセスメントを発表する。初回では事例検討
とスーパービジョンの焦点の違いについて解説する。

【準備学習の内容】事例検討法について復習し、担当にあたっている学生は発表準備をしておくこと。

  Ａ、Ｂ、Ｈ、
Ｌ

第
4
回

【テーマ】実習でのかかわり事例の検討とスーパービジョン（2）
【計画内容】実習において個別に関与した方たちとのかかわりを事例化し、その経過とアセスメントを発表する。
【準備学習の内容】事例検討法について復習し、担当にあたっている学生は発表準備をしておくこと。

  Ｂ、Ｈ、Ｊ、
Ｌ

第
5
回

【テーマ】実習でのかかわり事例の検討とスーパービジョン（3）
【計画内容】実習において個別に関与した方たちとのかかわりを事例化し、その経過とアセスメントを発表する。
【準備学習の内容】事例検討法について復習し、担当にあたっている学生は発表準備をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ、
Ｌ

第
6
回

【テーマ】実習でのかかわり事例の検討とスーパービジョン（4）
【計画内容】実習において個別に関与した方たちとのかかわりを事例化し、その経過とアセスメントを発表する。
【準備学習の内容】事例検討法について復習し、担当にあたっている学生は発表準備をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ、
Ｌ

第
7
回

【テーマ】実習でのかかわり事例の検討とスーパービジョン（5）
【計画内容】実習において個別に関与した方たちとのかかわりを事例化し、その経過とアセスメントを発表する。
【準備学習の内容】事例検討法について復習し、担当にあたっている学生は発表準備をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ、
Ｌ

第
8
回

【テーマ】実習でのかかわり事例の検討とスーパービジョン（6）
【計画内容】実習において個別に関与した方たちとのかかわりを事例化し、その経過とアセスメントを発表する。
【準備学習の内容】事例検討法について復習し、担当にあたっている学生は発表準備をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ、
Ｌ

第
9
回

【テーマ】実習でのかかわり事例の検討とスーパービジョン（7）
【計画内容】実習において個別に関与した方たちとのかかわりを事例化し、その経過とアセスメントを発表する。
【準備学習の内容】事例検討法について復習し、担当にあたっている学生は発表準備をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ、
Ｌ

第
10
回

【テーマ】理論と実践をつなぐ（1）
【計画内容】全事例のうち、特に個別援助に関連するソーシャルワーク実践モデル、援助的なかかわりの試行について、教員より解説
し整理を試みる。

【準備学習の内容】ソーシャルワーク実践モデルについて復習しておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】理論と実践をつなぐ（2）
【計画内容】全事例のうち、特にグループワークに関連する実践モデルを取り上げ、レクリェーション、タスクグループ、治療的グルー
プ等の特徴の整理、ഔ介役としてਫ਼神保健福祉士に求められる知識・技能を解説する。

【準備学習の内容】ソーシャルワーク実践モデルについて復習しておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】地域におけるਫ਼神保健福祉（1）
【計画内容】今後、ਫ਼神保健福祉士に求められる社会の要੥（自ࡴ、児童や高ྸ者虐待、いじめ等）に関する考察を行う。実習体験なら
びに演習を応用しながら、現代社会における諸問題にどのような対応が求められるのかを検討する。

【準備学習の内容】児童、虐待・高ྸ者虐待・いじめに関する問題について復習しておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】地域におけるਫ਼神保健福祉（2）
【計画内容】今後、さらにਫ਼神保健福祉士に求められる社会の要੥（アルコール・ༀ物ґଘに関する問題、医療観察法を含む司法に関連
する問題）に関する考察を行う。実習体験ならびに演習を応用しながら、現代社会における諸問題にどのような対応が求められるの
かを検討する。

【準備学習の内容】アルコール・ༀ物ґଘに関する問題、医療観察法を含む司法に関連する問題について復習しておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
14
回

【テーマ】地域の再構築とਫ਼神保健福祉士
【計画内容】視点を更に広げ、どのような֗づくりがメンタルϔルス上においても住みよいと言えるのか、対象とするクライエントと
地域社会の૒方にまなざしを向けるとはどのようなことか、ディスカッションを行う。

【準備学習の内容】第13回の授業内容を復習しておくこと

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】ソーシャルアクションとਫ਼神保健福祉士
【計画内容】制度・政策とそれへのアクセスの保障という観点から、ミクロからマクロレベルにおけるਫ਼神保健福祉士の視点、ならび
にソーシャルアクションの方法について考察する。第12回～第15回を総ׅし、多様な領域におけるਫ਼神保健福祉士の実践のより具体
的なイメージを図る。

【準備学習の内容】これまでの演習内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

科 目 名 精神保健福祉援助演習Ⅲ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 今井　ത康、橋本　٠次࿠

テキスト   教員作成のレジュメを配付します      

参 考 書 新版・ਫ਼神保健福祉士養成セミナー編集委員会、2017年、『改訂新版・ਫ਼神保健福祉士養成セミナー7 ｢ਫ਼神保健福祉
援助演習［基礎］［専門］」』、へるす出版、9784892698378    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足             

質問への対応 積極的な質疑、対面式による質疑を期待します。
資 格［心］ਫ਼神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必

そ の 他 本教科を履修登録していない者は、｢ਫ਼神保健福祉援助実習指導｣、｢ਫ਼神保健福祉援助実習｣を履修出来ない。
提出物及び出席を重視するので、積極的な参加が求められる。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

ਫ਼神障害者及びその家଒のより具体的な生活課題、多重生活問題への対処、さらには地域生活の保持と発展、地
域社会にଘ在する諸問題の発見と対応について、ਫ਼神保健福祉士に求められる価値を基盤としつつ、どのよう
な知識・技術を用いて解決を求めていくかを総合的に理解する。また実習後の本演習の展開においては、実習
体験も加味した具体的なイメージ形成、ならびにスーパービジョンの要素を࠾用した展開により、実践的なਫ਼
神保健福祉士の養成にあたる。

到
達
目
標

⑴専門職としての価値・技能・知識を自覚的に用いることができる。
⑵援助者としての自己への気づきを能動的に行うことができる。
⑶課題発見から情報収集を経て、アセスメントまでできる。
⑷習得した技能を意識的に用いることができる。
⑸相談援助の一連の経過とแׅ的支援について、事例から具体的に検討することができる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】諸用語の理解と解説
【計画内容】すでに展開されている、｢ਫ਼神保健福祉援助技術各論｣、｢ਫ਼神保健福祉援助実習指導｣との連動を視野に入れ、実践上で用いられ
る諸用語、ならびに制度の基本的理解度を確認する。

【準備学習の内容】シラバス内容をあらかじめ確認しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
2
回

【テーマ】総合的かつแׅ的な相談援助とは
【計画内容】エコシステム理論、ライフモデル、近年注目されるナラティブモデルなどをテーマにして事例をどのように読み解くか、またそ
の視点をどう育てていくかについて解説する。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】事例検討法（1）
【計画内容】事例検討、事例研究、ならびに症例検討の違いについてあらかじめ文献等により各自が調べ、発表と解説を通じて共通理解を得
る。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】事例検討法（2）
【計画内容】事例検討、事例研究、ならびに症例検討の違いについてあらかじめ文献等により各自が調べ、発表と解説を通じて共通理解を得
る。また、各事例における経過性（インテーク面接から終結）を重視することを教示する。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】事例検討（1）
【計画内容】ୀ院支援あるいは地域Ҡ行支援事例を提供し、グループごとに事例検討法に基づいてディスカッションを行う。不明点等は教員
に確認しつつ、プレゼンテーションの用意も行う。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】事例（1）プレゼンテーション
【計画内容】グループごとにプレゼンテーションを行い、各グループの共通点と相違点を確認する。新たな視点があれば次回以߱の参考にす
る。最後に教員が総ׅする。

【準備学習の内容】事前に示すプレゼンテーション内容について整理しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】事例検討（2）
【計画内容】地域生活支援事例を提供し、グループごとに事例検討法に基づいてディスカッションを行う。不明点等は教員に確認しつつ、プ
レゼンテーションの用意も行う。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】事例（2）プレゼンテーション
【計画内容】グループごとにプレゼンテーションを行い、各グループの共通点と相違点を確認する。新たな視点があれば次回以߱の参考にす
る。最後に教員が総ׅする。

【準備学習の内容】事前に示すプレゼンテーション内容について整理しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】事例検討（3）
【計画内容】ޏ用・ब労支援事例を提供し、グループごとに事例検討法に基づいてディスカッションを行う。不明点等は教員に確認しつつ、プ
レゼンテーションの用意も行う。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】事例（3）プレゼンテーション
【計画内容】グループごとにプレゼンテーションを行い、各グループの共通点と相違点を確認する。新たな視点があれば次回以߱の参考にす
る。最後に教員が総ׅする。

【準備学習の内容】事前に示すプレゼンテーション内容について整理しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】事例（4）
【計画内容】ශࠔ、௿所得、あるいはϗームレス状態にあるਫ਼神障害者事例を提供し、グループごとに事例検討法に基づいてディスカッショ
ンを行う。不明点等は教員に確認しつつ、プレゼンテーションの用意も行う。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】事例（4）プレゼンテーション
【計画内容】グループごとにプレゼンテーションを行い、各グループの共通点と相違点を確認する。௿所得問題やϗームレスがਫ਼神障害者特
有の課題ではなく、今日のޏ用形態や国ຽ生活の不安定さと密接に関連する課題であることをซせて理解する。

【準備学習の内容】事前に示すプレゼンテーション内容について整理しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】事例（5）
【計画内容】他職種連携（チームアプローチ）事例を提供し、グループごとに事例検討法に基づいてディスカッションを行う。不明点等は教員
に確認しつつ、プレゼンテーションの用意も行う。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】事例（5）プレゼンテーション
【計画内容】グループごとにプレゼンテーションを行い、各グループの共通点と相違点を確認する。また、本事例に限らずチームによるアプ
ローチはさまざまな形で行われていることの理解を深める。

【準備学習の内容】事前に示すプレゼンテーション内容について整理しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】事例（6）
【計画内容】ピア・サポート、セルフϔルプグループ等に関する事例を紹介する。特に当事者同士のもつ力、｢仲間｣の力、などに着目するとと
もに当事者とਫ਼神保健福祉士との関係性について検討する。また、実習直前であることから、第1回授業内容について復習を促す。

【準備学習の内容】第5回～第14回までの授業内容について復習しておくこと。

Ａ、Ｈ

科 目 名 精神保健福祉援助演習Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 今井　ത康、ඌ形　多Ղ士
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テキスト   北翔大学　『ਫ਼神保健福祉援助実習のてびき  』
  教員作成のレジュメを配付する      

参 考 書   適ٓ紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     55%     45%
補 足     実習関連書類作成含       

質問への対応
&-MaiM（今井）:imai@hokusho-u.ac.jp
&-MaiM（寺田）:UeSaEa@hokusho-u.ac.jp
&-MaiM（橋本）:kikujiSo@hokusho-u.ac.jp
講義内での積極的な質疑、対面式による質疑を期待します。

資 格［心］ਫ਼神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必

そ の 他 本教科を履修登録していない者は、｢ਫ਼神保健福祉援助演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ｣ ｢ਫ਼神保健福祉援助実習｣を履修出来ない。
提出物及び出席を重視するので、積極的な参加が求められる。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

3年次後学期からの4年次後学期にわたり展開される科目であり、学期ごとの目的・ねらいは以下のとおりである。
（1） （3年次後学期）実習の意義について理解し、実習にԙいて必要な態度、職業倫理の涵養およびਫ਼神保健福祉援助に係る知識と技術の習得する。春休

みに実施する障害福祉サービス事業所等での実習①に備え、実習現場の性格とその概況および対象者について理解し、実習目標を設定する。
（2） （4年次前学期）障害福祉サービス事業所等での実習①での実習態度および課題への取り組み、達成状況を振り返る。また医療機関での実習②に備え、

実習現場の性格と概況および対象者について理解し、主体的な実習目標を設定する。
（3） （4年次後学期）実習①と②、実習全体の総ׅを行い、専門的知識および技術について体系立てて理解する。また、特に自己の実習の主体的評価を行い、

実習の意義を確認する。

到
達
目
標

⑴ਫ਼神保健福祉士に必要な価値について理解する。
⑵ਫ਼神保健福祉士に必要な基本的知識を獲得する。
⑶ਫ਼神保健福祉士に必要な援助技術を習得する。
⑷実習機関で求められるマナー等を獲得する。
⑸主体的な学習態度の必要性を自覚するŇ

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】実習①ؼ学指導
【計画内容】教員によるスーパービジョン。1週目ということで、実習内容の確
認および心身の健康状況及びࠔりごとなどについて話し合う。2週目に向けて、
実習課題を確認する。また実習日誌の記載方法の確認および指導を行う。

【準備学習の内容】実習記録（日誌、各週達成状況報告）を整理しておくこと。

Ｄ、Ｆ、Ｈ 第
16
回

【テーマ】実習②ؼ学指導（1）
【計画内容】教員によるスーパービジョン。1週目ということで、実習内容の確
認および心身の健康状況及びࠔりごとなどについて話し合う。2週目に向けて、
実習課題を確認する。また実習日誌の記載方法の確認および指導を行う。

【準備学習の内容】実習記録（日誌、各週達成状況報告）を整理しておくこと。

Ｄ、Ｆ、Ｈ

第
2
回

【テーマ】実習①巡回指導
【計画内容】巡回指導。学生と教員、現場実習指導者と教員、学生と現場実習指
導者と教員の三者面談も行う。2週目ということで1回目のؼ学指導内容につい
て確認し、実習課題とその達成状況を確認し、残りの実習の報告性について確認
作業を行う。

【準備学習の内容】実習記録（日誌、各週達成状況報告等）を整理しておくこと。

Ｄ、Ｇ
第
17
回

【テーマ】実習②ؼ学指導（2）
【計画内容】2回目のؼ学指導。教員によるスーパービジョン。実習内容の確認
および心身の健康状況及びࠔりごとなどについて話し合う。3週目に向けて、実
習課題を確認する。

【準備学習の内容】実習記録（日誌、各週達成状況報告）を整理しておくこと。

Ｄ、Ｆ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】グループスーパービジョン（1）
【計画内容】実習を終えた学生同士で、教員が展開するグループスーパービジョ
ンを実施する。実習の主体的振り返りと、可能な限り٬観的かつ内省的な評価
を行う。

【準備学習の内容】実習記録等から実習内容を振り返っておくこと。

Ｆ、Ｈ、Ｌ 第
18
回

【テーマ】実習②巡回指導
【計画内容】巡回指導。学生と教員、現場実習指導者と教員、学生と現場実習指
導者と教員、学生と現場実習指導者と教員の三者面談も行う。実習課題の達成
状況を確認し、残りの実習の方向性について確認作業を行う。

【準備学習の内容】実習記録（日誌、各週達成状況報告）を整理しておくこと。

Ｄ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】グループスーパービジョン（2）
【計画内容】実習を終えた学生同士で、教員が展開するグループスーパービジョ
ンを実施する。実習の主体的振り返りと、可能な限り٬観的かつ内省的な評価
を行う。

【準備学習の内容】実習記録等から実習内容を振り返っておくこと。

Ｆ、Ｈ、Ｌ 第
19
回

【テーマ】実習②ؼ学指導（3）
【計画内容】3回目のؼ学指導。巡回指導後の実習課題取り組み状況について確
認する。

【準備学習の内容】実習記録（日誌、各週達成状況報告）を整理しておくこと。

Ｄ、Ｆ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】個人スーパービジョン及び実習①報告書作成
【計画内容】教員の個人スーパービジョンを実施する。また実習報告書の作成
に着手する。

【準備学習の内容】グループスーパービジョンの内容をまとめておくこと。

Ｇ 第
20
回

【テーマ】グループスーパービジョン（1）
【計画内容】実習を終えた学生同士で、教員が展開するグループスーパービジョ
ンを実施する。実習の主体的振り返りと、可能な限り٬観的かつ内省的な評価
を行う。

【準備学習の内容】実習記録等から実習内容を振り返っておくこと。

Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】実習①報告書作成と修正
【計画内容】グループセミナー方式により、それぞれが作成した実習報告書を発
表し、相互に必要な修正を加える。

【準備学習の内容】個人スーパービジョンの内容をまとめておくこと。

Ｆ、Ｈ 第
21
回

【テーマ】グループスーパービジョン（2）
【計画内容】実習を終えた学生同士で、教員が展開するグループスーパービジョ
ンを実施する。実習の主体的振り返りと、可能な限り٬観的かつ内省的な評価
を行う。

【準備学習の内容】実習記録等から実習内容を振り返っておくこと。

Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】実習①報告書の完成
【計画内容】スーパービジョン及びグループセミナーで獲得した知見に加え、個
別及び教員の指導によって実習報告書を完成する。

【準備学習の内容】個別、教員の指導内容をまとめておくこと。

Ｇ 第
22
回

【テーマ】個人スーパービジョン及び実習②報告書作成
【計画内容】教員の個人スーパービジョンを実施する。また実習報告書の作成
に着手する。

【準備学習の内容】グループスーパービジョンの内容をまとめておくこと。

Ｂ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】実践者に学ぶ
【計画内容】ਫ਼神科医療機関に勤務するਫ਼神保健福祉士をήストスピーカーに
ܴえ、ਫ਼神科医療機関の現状、ਫ਼神保健福祉士の業務内容、必要とされるਫ਼神保
健福祉援助に係る専門的知識と技術、実践上の諸課題について理解を深める。

【準備学習の内容】事前学習の手引きで学習したਫ਼神科医療機関に関する事項
について復習しておくこと。

Ａ、Ｇ
第
23
回

【テーマ】実習②報告書の完成
【計画内容】スーパービジョン及びグループセミナーで獲得した知見に加え、個
別及び教員の指導によって実習報告書を完成する。

【準備学習の内容】個別、教員の指導をまとめておくこと。

Ｇ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】見学実習（2）
【計画内容】ਫ਼神科医療機関の見学、体験実習を行い、施設・機関・事業者・団体・
地域社会等の概要、全体を理解する。

【準備学習の内容】見学先のґ拠する法制、関連法制について復習しておくこ
と。

Ｍ 第
24
回

【テーマ】実習②報告書の修正・確認
【計画内容】第7回で完成させた実習報告書①について、実習②で獲得した知見
を踏まえ、内容等を確認し、修正を行う。

【準備学習の内容】実習②の報告書を確認しておくこと。

Ｇ

第
10
回

【テーマ】関係法制の整理（2）
【計画内容】本学で作成している｢学習の手引き｣を活用し、実習施設がґ拠する
法制及びਫ਼神保健福祉士に求められる関連法制についてグループで整理を行
い、関連する文献収集、ならびに要点を整理し、グループメンバーで共有する。

【準備学習の内容】ਫ਼神保健福祉援助実習のてびき及び、過ڈの講義科目の資料
等を整理しておくこと。

Ｈ
第
25
回

【テーマ】プレ実習報告会（1）
【計画内容】3年次学生を対象としたプレ報告会において実習報告を行い、質疑
を受け、さらに内容の整理と検討を行う。

【準備学習の内容】発表用原ߘを作成、確認しておくこと。

Ｆ、Ｇ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】実習②個別課題作成（1）
【計画内容】医療機関を利用する当事者を想定し、求められる面接技法やグルー
プワーク技法を確認する演習を実施し実習課題や実習目標を立てる。

【準備学習の内容】ਫ਼神保健福祉援助実習のてびきを読んでおくこと。

Ｂ、Ｇ 第
26
回

【テーマ】プレ実習報告会（2）
【計画内容】3年次学生を対象としたプレ報告会において実習報告を行い、質疑
を受け、さらに内容の整理と検討を行う。

【準備学習の内容】発表用原ߘを作成、確認しておくこと。

Ｆ、Ｇ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】実習②個別課題作成（2）
【計画内容】設定された実習課題及び目標を達成するためにどのような実習展
開を希望するか、その具体案を検討するとともに課題設定の意義を整理し、実習
課題及び目標を達成するための実習展開を具体的に検討し、課題設定の意義を
整理する。

【準備学習の内容】ਫ਼神保健福祉援助実習のてびきを読んでおくこと。

Ｌ
第
27
回

【テーマ】プレ実習報告会（3）
【計画内容】3年次学生を対象としたプレ報告会において実習報告を行い、質疑
を受け、さらに内容の整理と検討を行う。

【準備学習の内容】発表用原ߘを作成、確認しておくこと。

Ｆ、Ｇ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】実習②個別課題完成・教員との面談
【計画内容】教員との対面による個人スーパービジョンにより、個別学習目標と
実習個別課題を確認する。スーパービジョンによって確認された内容に基づき
実習個別課題等を仕上げる。

【準備学習の内容】前回の授業内容をまとめておくこと。

Ｂ 第
28
回

【テーマ】プレ実習報告会（4）
【計画内容】3年次学生を対象としたプレ報告会において実習報告を行い、質疑
を受け、さらに内容の整理と検討を行う。

【準備学習の内容】発表用原ߘを作成、確認しておくこと。

Ｆ、Ｇ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】実習②事前訪問
【計画内容】実習先への事前訪問を行い、実習指導者と具体的な実習展開方法の
確認及び修正を行う。

【準備学習の内容】個別課題、個人ථ等、提出物を確認しておくこと。

Ｇ、Ｍ 第
29
回

【テーマ】報告書①報告書②の修正・完成
【計画内容】プレ実習報告会での質疑等を踏まえ、報告書①報告書②の見直しを
行い、完成させる。

【準備学習の内容】プレ実習報告会での質疑内容について整理、まとめておくこ
と。

Ｇ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】個別課題の修正・実習事前学習のまとめ
【計画内容】事前訪問時の実習指導者による指導内容を確認し、必要に応じて個
別課題の修正等を行う。また、事前学習内容について再確認、まとめの作業を行
う。

【準備学習の内容】事前訪問報告書を作成しておくこと。

Ｋ、Ｌ 第
30
回

【テーマ】実習報告会
【計画内容】実習指導者（スーパーバイβー）を本学に招き、実習報告会を開催す
る。スーパーバイβー及び他学生からの助言や意見を受け、実習の総ׅを行う。

【準備学習の内容】配付物を作成しておくこと。

Ｆ、Ｌ

科 目 名 精神保健福祉援助実習指導 授業形態 演習 単 位 数 3
教 員 名 橋本　٠次࿠、今井　ത康、寺田　߳
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テキスト   北翔大学　『ਫ਼神保健福祉援助実習のてびき          』
参 考 書   教員・実習指導者から紹介する          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%     60%

補 足           教員巡回指導20%・
実習指導者評価40%

質問への対応

実習中は原則、実習担当スーパーバイβーに聞くこと。なお解決しない場合、あるいは実習展開上の疑問や質問は、
すみやかに担当教員・福祉実習支援室へ問い合わせること。
&-MaiM（今井）:imai@hokusho-u.ac.jp
&-MaiM（寺田）:UeSaEa@hokusho-u.ac.jp
&-MaiM（橋本）:kikujiSo@hokusho-u.ac.jp
福祉実習支援室（011）387-3971

資 格［心］ਫ਼神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必

そ の 他
3年前学期までの指定科目をすべて履修済みであること。
｢ਫ਼神保健福祉援助実習指導｣を履修登録していない者は、本教科を履修出来ない。
また｢ਫ਼神保健福祉援助演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ｣も履修すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

1ɽਫ਼神保健福祉援助実習を通して、ਫ਼神保健福祉援助並びに障害者等の相談援助にかかる専門的知識・技術に
ついて具体的かつ実際的に理解し、実践的な技術等を体得する。

2ɽਫ਼神保健福祉援助実習を通して、ਫ਼神障害者のおかれている現状を理解し、その生活実態や生活上の課題に
ついて理解する。

3ɽਫ਼神保健福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握など、総合的に対応できる能
力を修得する。

4ɽ総合的かつแׅ的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方およびその具体的内容を実践的に
理解する。

到
達
目
標

⑴所定の期間（210時間）を学外の指定機関で学習する。
⑵事前に立てた実習課題の達成を目指す。
⑶ক来ਫ਼神保健福祉士として活動するための基本的態度を身につける。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
・210時間（およそ30日間）を充足する配ଐ実習とする。
・ਫ਼神科医療機関（90時間以上）及びਫ਼神障害者を対象とした障害福祉サービス事業所等に配ଐする。
・ ｢ਫ਼神保健福祉援助演習｣、｢ਫ਼神保健福祉援助実習指導｣で教授された内容・方法を充足するプログラムを編成

し、それに基づいて行う。以下、基本の展開を示すが、各実習施設の実情および実習期間に基づいて実施される。

実習①3年次後学期（2月～3月）　障害福祉サービス事業所等で実施　70時間（໿10日間）
実習②4年次（8月～10月）　ਫ਼神科医療機関で実施　140時間（໿20日間）
・毎日の実習日誌の作成を義務付け、現場スーパーバイβーのコメントを得る。
・教員は巡回および学生をؼ校させスーパービジョンを行う。

ʻ実習内容ʼ
・ 利用者を始めとして、利用者を取り巻く関係者、施設・機関、ボランティア等との基本的なコミュニケーションな

ど円滑な人間関係の形成。
・利用者理解とニーズの把握および支援計画の作成。
・利用者やその関係者（家଒等）へのݖ利༴護および支援とその評価。
・ਫ਼神医療・保健・福祉に係る多職種連携をはじめとする支援におけるチームアプローチの実際について学ぶ。
・ਫ਼神保健福祉士としての職業倫理と法的義務への理解。
・実習先の職員のब業に関する規定への理解と組織の一員として役割・責任についての理解。
・施設、機関の経営やサービスの管理運用の実際についての理解。
・ 実習先の地域社会の中での位置づけについて理解し、具体的な地域社会への働きかけとしてのアウトリーチ、

ネットワーキング、社会資ݯの活用・調整・開発に関する理解。

˕各機関で実施される実習内容

ʻਫ਼神科病院ʼ
・利用者（ױ者）の個別支援
・入院時又は急性期のױ者およびその家଒への相談援助
・ୀ院又は地域Ҡ行・地域支援に向けた、ױ者およびその家଒への相談援助
・他職種や地域障害福祉サービス事業等の関係機関との連携

ʻਫ਼神科診療所ʼ
・利用者（ױ者）の個別支援
・治療中の利用者（ױ者）および家଒への相談援助
・日常生活や社会生活上の問題に関する、利用者（ױ者）および家଒への相談援助
・他職種や地域障害福祉サービス事業所等の関係機関との連携

ʻ障害福祉サービス事業所等ʼ
・利用者（ױ者）の個別支援
・事業所における利用者およびその家଒への相談援助
・医療機関等の関係機関および他職種との連携
  

【準備学習の内容】
実習配ଐ先の理念、設立根拠法、歴史、関連講義資料の復習、実習事前訪問。

  
Ｄ

科 目 名 精神保健福祉援助実習 授業形態 実習 単 位 数 7
教 員 名 橋本　٠次࿠、今井　ത康、寺田　߳

テキスト   北翔大学　『ਫ਼神保健福祉援助実習のてびき  』
  教員作成のレジュメを配付する      

参 考 書   適ٓ紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     55%     45%
補 足     実習関連書類作成含       

質問への対応
&-MaiM（今井）:imai@hokusho-u.ac.jp
&-MaiM（寺田）:UeSaEa@hokusho-u.ac.jp
&-MaiM（橋本）:kikujiSo@hokusho-u.ac.jp
講義内での積極的な質疑、対面式による質疑を期待します。

資 格［心］ਫ਼神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必

そ の 他 本教科を履修登録していない者は、｢ਫ਼神保健福祉援助演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ｣ ｢ਫ਼神保健福祉援助実習｣を履修出来ない。
提出物及び出席を重視するので、積極的な参加が求められる。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

3年次後学期からの4年次後学期にわたり展開される科目であり、学期ごとの目的・ねらいは以下のとおりである。
（1） （3年次後学期）実習の意義について理解し、実習にԙいて必要な態度、職業倫理の涵養およびਫ਼神保健福祉援助に係る知識と技術の習得する。春休

みに実施する障害福祉サービス事業所等での実習①に備え、実習現場の性格とその概況および対象者について理解し、実習目標を設定する。
（2） （4年次前学期）障害福祉サービス事業所等での実習①での実習態度および課題への取り組み、達成状況を振り返る。また医療機関での実習②に備え、

実習現場の性格と概況および対象者について理解し、主体的な実習目標を設定する。
（3） （4年次後学期）実習①と②、実習全体の総ׅを行い、専門的知識および技術について体系立てて理解する。また、特に自己の実習の主体的評価を行い、

実習の意義を確認する。

到
達
目
標

⑴ਫ਼神保健福祉士に必要な価値について理解する。
⑵ਫ਼神保健福祉士に必要な基本的知識を獲得する。
⑶ਫ਼神保健福祉士に必要な援助技術を習得する。
⑷実習機関で求められるマナー等を獲得する。
⑸主体的な学習態度の必要性を自覚するŇ

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】実習①ؼ学指導
【計画内容】教員によるスーパービジョン。1週目ということで、実習内容の確
認および心身の健康状況及びࠔりごとなどについて話し合う。2週目に向けて、
実習課題を確認する。また実習日誌の記載方法の確認および指導を行う。

【準備学習の内容】実習記録（日誌、各週達成状況報告）を整理しておくこと。

Ｄ、Ｆ、Ｈ 第
16
回

【テーマ】実習②ؼ学指導（1）
【計画内容】教員によるスーパービジョン。1週目ということで、実習内容の確
認および心身の健康状況及びࠔりごとなどについて話し合う。2週目に向けて、
実習課題を確認する。また実習日誌の記載方法の確認および指導を行う。

【準備学習の内容】実習記録（日誌、各週達成状況報告）を整理しておくこと。

Ｄ、Ｆ、Ｈ

第
2
回

【テーマ】実習①巡回指導
【計画内容】巡回指導。学生と教員、現場実習指導者と教員、学生と現場実習指
導者と教員の三者面談も行う。2週目ということで1回目のؼ学指導内容につい
て確認し、実習課題とその達成状況を確認し、残りの実習の報告性について確認
作業を行う。

【準備学習の内容】実習記録（日誌、各週達成状況報告等）を整理しておくこと。

Ｄ、Ｇ
第
17
回

【テーマ】実習②ؼ学指導（2）
【計画内容】2回目のؼ学指導。教員によるスーパービジョン。実習内容の確認
および心身の健康状況及びࠔりごとなどについて話し合う。3週目に向けて、実
習課題を確認する。

【準備学習の内容】実習記録（日誌、各週達成状況報告）を整理しておくこと。

Ｄ、Ｆ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】グループスーパービジョン（1）
【計画内容】実習を終えた学生同士で、教員が展開するグループスーパービジョ
ンを実施する。実習の主体的振り返りと、可能な限り٬観的かつ内省的な評価
を行う。

【準備学習の内容】実習記録等から実習内容を振り返っておくこと。

Ｆ、Ｈ、Ｌ 第
18
回

【テーマ】実習②巡回指導
【計画内容】巡回指導。学生と教員、現場実習指導者と教員、学生と現場実習指
導者と教員、学生と現場実習指導者と教員の三者面談も行う。実習課題の達成
状況を確認し、残りの実習の方向性について確認作業を行う。

【準備学習の内容】実習記録（日誌、各週達成状況報告）を整理しておくこと。

Ｄ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】グループスーパービジョン（2）
【計画内容】実習を終えた学生同士で、教員が展開するグループスーパービジョ
ンを実施する。実習の主体的振り返りと、可能な限り٬観的かつ内省的な評価
を行う。

【準備学習の内容】実習記録等から実習内容を振り返っておくこと。

Ｆ、Ｈ、Ｌ 第
19
回

【テーマ】実習②ؼ学指導（3）
【計画内容】3回目のؼ学指導。巡回指導後の実習課題取り組み状況について確
認する。

【準備学習の内容】実習記録（日誌、各週達成状況報告）を整理しておくこと。

Ｄ、Ｆ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】個人スーパービジョン及び実習①報告書作成
【計画内容】教員の個人スーパービジョンを実施する。また実習報告書の作成
に着手する。

【準備学習の内容】グループスーパービジョンの内容をまとめておくこと。

Ｇ 第
20
回

【テーマ】グループスーパービジョン（1）
【計画内容】実習を終えた学生同士で、教員が展開するグループスーパービジョ
ンを実施する。実習の主体的振り返りと、可能な限り٬観的かつ内省的な評価
を行う。

【準備学習の内容】実習記録等から実習内容を振り返っておくこと。

Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】実習①報告書作成と修正
【計画内容】グループセミナー方式により、それぞれが作成した実習報告書を発
表し、相互に必要な修正を加える。

【準備学習の内容】個人スーパービジョンの内容をまとめておくこと。

Ｆ、Ｈ 第
21
回

【テーマ】グループスーパービジョン（2）
【計画内容】実習を終えた学生同士で、教員が展開するグループスーパービジョ
ンを実施する。実習の主体的振り返りと、可能な限り٬観的かつ内省的な評価
を行う。

【準備学習の内容】実習記録等から実習内容を振り返っておくこと。

Ｆ、Ｈ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】実習①報告書の完成
【計画内容】スーパービジョン及びグループセミナーで獲得した知見に加え、個
別及び教員の指導によって実習報告書を完成する。

【準備学習の内容】個別、教員の指導内容をまとめておくこと。

Ｇ 第
22
回

【テーマ】個人スーパービジョン及び実習②報告書作成
【計画内容】教員の個人スーパービジョンを実施する。また実習報告書の作成
に着手する。

【準備学習の内容】グループスーパービジョンの内容をまとめておくこと。

Ｂ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】実践者に学ぶ
【計画内容】ਫ਼神科医療機関に勤務するਫ਼神保健福祉士をήストスピーカーに
ܴえ、ਫ਼神科医療機関の現状、ਫ਼神保健福祉士の業務内容、必要とされるਫ਼神保
健福祉援助に係る専門的知識と技術、実践上の諸課題について理解を深める。

【準備学習の内容】事前学習の手引きで学習したਫ਼神科医療機関に関する事項
について復習しておくこと。

Ａ、Ｇ
第
23
回

【テーマ】実習②報告書の完成
【計画内容】スーパービジョン及びグループセミナーで獲得した知見に加え、個
別及び教員の指導によって実習報告書を完成する。

【準備学習の内容】個別、教員の指導をまとめておくこと。

Ｇ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】見学実習（2）
【計画内容】ਫ਼神科医療機関の見学、体験実習を行い、施設・機関・事業者・団体・
地域社会等の概要、全体を理解する。

【準備学習の内容】見学先のґ拠する法制、関連法制について復習しておくこ
と。

Ｍ 第
24
回

【テーマ】実習②報告書の修正・確認
【計画内容】第7回で完成させた実習報告書①について、実習②で獲得した知見
を踏まえ、内容等を確認し、修正を行う。

【準備学習の内容】実習②の報告書を確認しておくこと。

Ｇ

第
10
回

【テーマ】関係法制の整理（2）
【計画内容】本学で作成している｢学習の手引き｣を活用し、実習施設がґ拠する
法制及びਫ਼神保健福祉士に求められる関連法制についてグループで整理を行
い、関連する文献収集、ならびに要点を整理し、グループメンバーで共有する。

【準備学習の内容】ਫ਼神保健福祉援助実習のてびき及び、過ڈの講義科目の資料
等を整理しておくこと。

Ｈ
第
25
回

【テーマ】プレ実習報告会（1）
【計画内容】3年次学生を対象としたプレ報告会において実習報告を行い、質疑
を受け、さらに内容の整理と検討を行う。

【準備学習の内容】発表用原ߘを作成、確認しておくこと。

Ｆ、Ｇ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】実習②個別課題作成（1）
【計画内容】医療機関を利用する当事者を想定し、求められる面接技法やグルー
プワーク技法を確認する演習を実施し実習課題や実習目標を立てる。

【準備学習の内容】ਫ਼神保健福祉援助実習のてびきを読んでおくこと。

Ｂ、Ｇ 第
26
回

【テーマ】プレ実習報告会（2）
【計画内容】3年次学生を対象としたプレ報告会において実習報告を行い、質疑
を受け、さらに内容の整理と検討を行う。

【準備学習の内容】発表用原ߘを作成、確認しておくこと。

Ｆ、Ｇ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】実習②個別課題作成（2）
【計画内容】設定された実習課題及び目標を達成するためにどのような実習展
開を希望するか、その具体案を検討するとともに課題設定の意義を整理し、実習
課題及び目標を達成するための実習展開を具体的に検討し、課題設定の意義を
整理する。

【準備学習の内容】ਫ਼神保健福祉援助実習のてびきを読んでおくこと。

Ｌ
第
27
回

【テーマ】プレ実習報告会（3）
【計画内容】3年次学生を対象としたプレ報告会において実習報告を行い、質疑
を受け、さらに内容の整理と検討を行う。

【準備学習の内容】発表用原ߘを作成、確認しておくこと。

Ｆ、Ｇ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】実習②個別課題完成・教員との面談
【計画内容】教員との対面による個人スーパービジョンにより、個別学習目標と
実習個別課題を確認する。スーパービジョンによって確認された内容に基づき
実習個別課題等を仕上げる。

【準備学習の内容】前回の授業内容をまとめておくこと。

Ｂ 第
28
回

【テーマ】プレ実習報告会（4）
【計画内容】3年次学生を対象としたプレ報告会において実習報告を行い、質疑
を受け、さらに内容の整理と検討を行う。

【準備学習の内容】発表用原ߘを作成、確認しておくこと。

Ｆ、Ｇ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】実習②事前訪問
【計画内容】実習先への事前訪問を行い、実習指導者と具体的な実習展開方法の
確認及び修正を行う。

【準備学習の内容】個別課題、個人ථ等、提出物を確認しておくこと。

Ｇ、Ｍ 第
29
回

【テーマ】報告書①報告書②の修正・完成
【計画内容】プレ実習報告会での質疑等を踏まえ、報告書①報告書②の見直しを
行い、完成させる。

【準備学習の内容】プレ実習報告会での質疑内容について整理、まとめておくこ
と。

Ｇ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】個別課題の修正・実習事前学習のまとめ
【計画内容】事前訪問時の実習指導者による指導内容を確認し、必要に応じて個
別課題の修正等を行う。また、事前学習内容について再確認、まとめの作業を行
う。

【準備学習の内容】事前訪問報告書を作成しておくこと。

Ｋ、Ｌ 第
30
回

【テーマ】実習報告会
【計画内容】実習指導者（スーパーバイβー）を本学に招き、実習報告会を開催す
る。スーパーバイβー及び他学生からの助言や意見を受け、実習の総ׅを行う。

【準備学習の内容】配付物を作成しておくこと。

Ｆ、Ｌ

科 目 名 精神保健福祉援助実習指導 授業形態 演習 単 位 数 3
教 員 名 橋本　٠次࿠、今井　ത康、寺田　߳
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心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   毎時プリントを配付します      
参 考 書   授業内で紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足     レポート       

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格   

そ の 他「ब業力特別講義Ⅲ」を履修していることが望ましい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

心理・福祉領域の業務へのब業を目前に߇え、各自の描く社会人としてのあり方についてのまとめの時期をܴ
えている。ब業力を発揮するために重ねてきた準備内容を改めて確認し、具体的に実践にҠせるよう、最終的
な理解を深める。

到
達
目
標

⑴ब職活動に求められるさまざまな準備について理解し、実行にҠせる。
⑵ 広く社会の動向に目を向け、専門分野以外の事象にも興味関心を持つことにより、社会人となることへの自

覚を涵養する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】授業内容の紹介、展開について説明をする。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認すること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】ब職活動の概況
【計画内容】ब職活動の概況について解説し、各自の進路にどのような準備が必要なのかを学ぶ。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】ब業力の向上をはかる①
【計画内容】自分自身の希望する進路分野へのब業のために、どのような準備が求められるのか、具体的内容
について調べる。

【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｋ

第
4
回

【テーマ】ब業力の向上をはかる②
【計画内容】前回の授業時に調べた内容を、希望する進路分野毎のグループでまとめて、プレゼンテーション
資料を作成する。

【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｈ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】ब業力の向上をはかる③
【計画内容】各グループでまとめた内容のプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｆ

第
6
回

【テーマ】具体的な準備に向けて①
【計画内容】プレゼンテーションで提示した各自の希望する進路分野毎の準備に取りֻかる。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｋ

第
7
回

【テーマ】具体的な準備に向けて②
【計画内容】前回に引き続き、各自の希望する進路分野毎の準備を進める。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｋ

第
8
回

【テーマ】具体的な準備に向けて③
【計画内容】前回に引き続き、各自の希望する進路分野毎の準備を進める。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｋ

第
9
回

【テーマ】具体的な準備に向けて④
【計画内容】各自の作成したワークシートを基に、分野毎の準備内容についてグループワークを行う。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｈ

第
10
回

【テーマ】モニタリングを行う①
【計画内容】ここまでの授業の中で学んだことを実践的に検証し、その結果について話し合い、レポートにま
とめる。

【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｇ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】モニタリングを行う②
【計画内容】前回のまとめを基に、再度ब業の準備の過不足について話し合い、資料等を集める。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｈ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】モニタリングを行う③
【計画内容】前回までのモニタリングを通して、グループ毎の取り組み内容をまとめ、プレゼンテーションの
資料を作成する。

【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｈ

第
13
回

【テーマ】モニタリングを行う④
【計画内容】各グループでまとめた内容のプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｆ

第
14
回

【テーマ】ब業に向けて①
【計画内容】ब業に向けての活動について各自の進௙状況を確認し、今後の展望について話し合う。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｈ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】ब業に向けて②
【計画内容】ब業力を高めるための取り組みについてまとめ、情報の共有を図る。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｈ、Ｋ

科 目 名 就業力特別講義Ⅳ 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 寺田　߳
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心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   指導教員より指示があります          
参 考 書   指導教員より指示があります          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足     卒業研究の内容       

質問への対応 指導教員より指示があります。
資 格［心］認定心理士 _ 選必

そ の 他
｢卒業研究｣作成にあたっての具体的な作業や詳細なスケジュールについては指導教員の指示にैってください。
7月に卒業研究題目を提出します（題目の変更は、原則認められません）。
12月に卒業研究および要ࢫを提出します。
2月に卒業研究を発表し、質疑応答を行います。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

学生自身の興味・関心に基づき選択したテーマについて、担当教員の指導のもとに文献・調査等による研究を行
い、4学年の学業の総まとめとして、卒業研究に取り組む。

到
達
目
標

⑴研究のプロセスについて実践できる。
⑵研究的思考の重要性について理解し、自己ܒ発につなげていく。      

授 業 の
計 画

【計画内容】

第 1 回　オリエンテーション : 授業の展開と卒業研究作成要領などの説明を行います。

第 2 回　研究テーマ設定 : 担当教員と共に、興味あるテーマを検討します。

第 3 回　研究テーマ設定 : 担当教員と共に、興味あるテーマを検討します。

第 4 回　研究方法について : 自己のテーマに沿った研究のアウトラインを設定し、研究方法の検討を行います。

第 5 回　研究方法について : 自己のテーマに沿った研究のアウトラインを設定し、研究方法の検討を行います。

第 6 回　研究計画の設定 : グループ討議によって、研究計画の発表と意見交換を行います。

第 7 回　研究計画の設定 : グループ討議によって、研究計画の発表と意見交換を行います。

第 8 回　研究方法に沿った調査、実習、文献検ࡧ等 : 各自の計画に沿って研究データを収集します。

第 9 回　研究方法に沿った調査、実習、文献検ࡧ等 : 各自の計画に沿って研究データを収集します。

第10回　研究方法に沿った調査、実習、文献検ࡧ等 : 各自の計画に沿って研究データを収集します。

第11回　研究方法に沿った調査、実習、文献検ࡧ等 : 各自の計画に沿って研究データを収集します。

第12回　研究方法に沿った調査、実習、文献検ࡧ等 : 各自の計画に沿って研究データを収集します。

第13回　研究方法に沿った調査、実習、文献検ࡧ等 : 各自の計画に沿って研究データを収集します。

第14回　担当教員の指導のもと、研究データを分析し卒業研究に取り組みます。

第15回　担当教員の指導のもと、研究データを分析し卒業研究に取り組みます。

第16回　担当教員の指導のもと、研究データを分析し卒業研究に取り組みます。

第17回　担当教員の指導のもと、研究データを分析し卒業研究に取り組みます。

第18回　担当教員の指導のもと、研究データを分析し卒業研究に取り組みます。

第19回　担当教員の指導のもと、研究データを分析し卒業研究に取り組みます。

第20回　担当教員の指導のもと、研究データを分析し卒業研究に取り組みます。

第21回　担当教員の指導のもと、研究データを分析し卒業研究に取り組みます。

第22回　グループディスカッション : 各自の研究について報告、発表、意見交換を行います。

第23回　グループディスカッション : 各自の研究について報告、発表、意見交換を行います。

第24回　グループディスカッション : 各自の研究について報告、発表、意見交換を行います。

第25回　グループディスカッション : 各自の研究について報告、発表、意見交換を行います。

第26回　グループディスカッション : 各自の研究について報告、発表、意見交換を行います。

第27回　グループディスカッション : 各自の研究について報告、発表、意見交換を行います。

第28回　卒業研究発表会準備 : 報告資料の作成や、効果的な発表の方法についてなど準備を進めます。

第29回　卒業研究発表会準備 : 報告資料の作成や、効果的な発表の方法についてなど準備を進めます。

第30回　卒業研究発表会 : 自己の研究を発表すると共に、他者の発表を聴講し、学びを深めます。

  

【準備学習の内容】

これまでの4年間の学びを生かす。
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科 目 名 卒業研究 授業形態 演習 単 位 数 4
教 員 名 担当教員

テキスト   毎時プリントを配付します      
参 考 書   授業内で紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足     レポート       

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格   

そ の 他「ब業力特別講義Ⅲ」を履修していることが望ましい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

心理・福祉領域の業務へのब業を目前に߇え、各自の描く社会人としてのあり方についてのまとめの時期をܴ
えている。ब業力を発揮するために重ねてきた準備内容を改めて確認し、具体的に実践にҠせるよう、最終的
な理解を深める。

到
達
目
標

⑴ब職活動に求められるさまざまな準備について理解し、実行にҠせる。
⑵ 広く社会の動向に目を向け、専門分野以外の事象にも興味関心を持つことにより、社会人となることへの自

覚を涵養する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】授業内容の紹介、展開について説明をする。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認すること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】ब職活動の概況
【計画内容】ब職活動の概況について解説し、各自の進路にどのような準備が必要なのかを学ぶ。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】ब業力の向上をはかる①
【計画内容】自分自身の希望する進路分野へのब業のために、どのような準備が求められるのか、具体的内容
について調べる。

【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｋ

第
4
回

【テーマ】ब業力の向上をはかる②
【計画内容】前回の授業時に調べた内容を、希望する進路分野毎のグループでまとめて、プレゼンテーション
資料を作成する。

【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｈ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】ब業力の向上をはかる③
【計画内容】各グループでまとめた内容のプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｆ

第
6
回

【テーマ】具体的な準備に向けて①
【計画内容】プレゼンテーションで提示した各自の希望する進路分野毎の準備に取りֻかる。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｋ

第
7
回

【テーマ】具体的な準備に向けて②
【計画内容】前回に引き続き、各自の希望する進路分野毎の準備を進める。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｋ

第
8
回

【テーマ】具体的な準備に向けて③
【計画内容】前回に引き続き、各自の希望する進路分野毎の準備を進める。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｋ

第
9
回

【テーマ】具体的な準備に向けて④
【計画内容】各自の作成したワークシートを基に、分野毎の準備内容についてグループワークを行う。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｈ

第
10
回

【テーマ】モニタリングを行う①
【計画内容】ここまでの授業の中で学んだことを実践的に検証し、その結果について話し合い、レポートにま
とめる。

【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｇ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】モニタリングを行う②
【計画内容】前回のまとめを基に、再度ब業の準備の過不足について話し合い、資料等を集める。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｈ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】モニタリングを行う③
【計画内容】前回までのモニタリングを通して、グループ毎の取り組み内容をまとめ、プレゼンテーションの
資料を作成する。

【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｈ

第
13
回

【テーマ】モニタリングを行う④
【計画内容】各グループでまとめた内容のプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｆ

第
14
回

【テーマ】ब業に向けて①
【計画内容】ब業に向けての活動について各自の進௙状況を確認し、今後の展望について話し合う。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｈ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】ब業に向けて②
【計画内容】ब業力を高めるための取り組みについてまとめ、情報の共有を図る。
【準備学習の内容】配付プリントの予習内容に取り組むこと。

Ｈ、Ｋ

科 目 名 就業力特別講義Ⅳ 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 寺田　߳
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